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　　　プロローグ







　──周囲の状況は、凄せい惨さんの一言に尽きた。

　ほんの数十秒前まで、そこはただのステージだった。

　新しん湘しよう南なんタウンの中心部に程近い場所にある、多目的ホール。大ホールと小ホールが一つずつあり、主な用途はコンサートや演劇で、音響と設備は国内有数と高い評価を受けている。

　その小ホールに当たる場所が、今は見る影もなくなっていた。

　舞ぶ台たいを埋め尽くすように、壊こわれた照明やキャットウォークが無惨な形で散乱している。天井のパネルや一部の骨組みまで落ち、客席の方まで被害は広がっていた。特に舞台の中央付近と客席の段差部分には堆うずたかく残骸が積み上がっている。

　けれど不思議なことに、砂すな埃ぼこりは立っていない。これだけの規模の破壊が起こり、舞台の床ゆかや天井が壊れている以上は少なからず宙に舞う塵ちりが見られるはずなのに、それが全く無い。

　普通なら有り得ない……が、ここは普通の場所じゃなかった。

　正確には、普通の世界じゃない。

　現実に似せた仮想空間──それが、この世界の正体だ。だから膨ぼう大だいなノイズデータになる砂埃は発生しないし、何も知らない一般人が紛れ込むこともない。

　いるのはこの『ゲーム』に参加しているプレイヤーのみ。

　余人が入り込めないこの空間で、爆弾でも炸さく裂れつしたのかという惨状の中、動いている人間は一人も居ない。

　だが──

「……………………ぅ…………ぁ…………」

　舞台の、右端付近。割れた照明や壊れたスピーカーが転がっているそこに、無様に倒れている人物がいた。

　この仮想空間内では《シレン》というＩＤで呼ばれている、漣さざなみ朱あか音ねという名の高校生だ。

　俯うつぶせになった《シレン》の姿は酷いもので、ダークグレーのコートとスカートが一体化したような衣服は所々が裂け、足を包む黒のタイツも大きく破れてしまっている。

　長い黒髪には割れたガラスが降り注いでいて、どこかを切ってしまったのか、顔の方に血が垂れていた。

　そして何より、大きなコンクリートを突き破る鉄骨が腹部を、照明の破片が左の二の腕辺りに刺さり、舞台と衣服を赤く染めている。

　明らかに重傷で、薄うつすらと目が開き唇が震ふるえていなければ、死んでいると思われても不思議じゃない有様だった。

　それでも右手には、しっかりとある物が握られている。

　一見するとスマートフォンのようなそれはこの『ＰｏＳ』という『ゲーム』に欠かせない端末で、持ち主が傷だらけにも拘かかわらず、汚れ一つ無く正常に稼か働どうしていた。

　そしてその画面には、一つのメッセージが表示されていた。




　──『あなたは致命傷を負い、奴隷スレイブとなりました』













　　　一章　緩やかな日々の終わり







　ここ数年、旅行誌などで『国内で旅行に行きたい場所は？』というアンケートを採とった際に十代から四十代までの幅広い年代で一位を獲かく得とくしている人気の都市がある。

　それは新しん湘しよう南なんタウンという、相模さがみ湾わんに浮かぶ巨大な人工島だ。本土から長い鉄橋で繫つながっているが、小さいながらフェリー港や空港もあるので、陸路以外でも観光に来ることが可能になっている。

　観光客は主に島の南部にある、一年の半分は海水浴が可能な人工ビーチや、その近くの遊園地と水族館が一体化したテーマパーク目当てだ。サイズ的にはさして大規模とはいえないが、最先端技術を思う存分注ぎ込んだ施設は世界的にも有数のもので、わざわざ海外から足を運ぶ人もいる。

　高級ホテルから直通のカジノはマカオやラスベガスに負けない豪華な造りで、一週間の滞在をホテルから出ないで過ごす客もいるらしい。

　ただ、新湘南タウンは観光の為ためだけに開発された都市ではなく、工業エリアもあれば居住エリアもある。それに学校も、だ。

　新湘南タウンに勤める社会人の半数は本土からの通勤だが、学生となるとその殆ほとんどは島内で暮らしている。寮や学生向けの住居も充実しているおかげで、一万人を越える学生達は身みの丈たけに合った生活が出来、入学希望者は少子化が進む中でも年々増加し、倍率は上がる一方となっていた。

　この人工島で学校と呼ばれる機関は専門学校も含め、全て私立九く宝ほう堂どう学園に属している為、開発当初から計画的に敷しき地ちや校舎の立地を進められ、生徒達から学校エリアと呼ばれる程度には各校の場所が集中している。

　勿もち論ろんそこに通う為の寮も、いくつかに分けられてはいるが学校から十分程度の距離に建てられていて、親元を離れて暮らす生徒の殆どはそこに在籍していた。

　その結果、学校周辺には飲食店やパンや弁当を売る店が多くなる。一方で島の中心部には商店街やショッピングモール、カラオケやアミューズメント施設といった、幅広い目的で集客を見込んだ誘致をしていた。

　中心部は島内を走る路面電車の中継地点になっていることもあり、休日は学生だけでなく、他の住民や観光客も多く訪れる。

　中央駅前のデパートやショッピングモール付近にある人気の店は混雑し、昼頃になればめぼしい飲食店は入店待ちの列が出来てと、どこに行ってもゆったりとは出来ない。

　……ただし、どんなに人が多く集まる所でも、知らなければ決して辿たどり着けないような穴場の店というものは存在する。

　例えば──モールのすぐ近くにある、五階建ての雑居ビル。一階には雑貨屋、二階には美容院が入っているが、他の階に看板等の表示はない。

　三階は近くのセレクトショップ倉庫として、五階はオーナーの住居になっているらしい。

　そして間の四階はというと、エレベーターを降りてすぐ目の前にあるドアや周囲に看板もなければ特別な装飾も殆ほとんど無い。ただ一つ、猫の置物がちょこんと置かれているだけだ。

　何も知らなければ五階と同じく誰かの住居としか思えない雰囲気だが、中に入れば一転して木とコーヒーの香りが漂う喫茶店が姿を見せる。店名は『スフィンクス』で、つまり猫の置物が看板代わりという訳だ。

　さして広くない店内だが、スペースに余裕を持った家具の配置のせいか、狭い印象は無く、抑えめの照明も手伝って落ち着いた雰囲気がある。テーブルやカウンターは西欧から取り寄せたもの。

　大きなレコードプレイヤーからはジャズが流れ、切り盛りしているのは髭ひげを蓄えた壮年の男性一人だけ。イスの数はカウンターとテーブルを合わせても八脚しかない。

「ここのマスターは趣味人でね。隠かくれ家が的てきな喫茶店を出すことが夢だったらしいんだ」

　カウンターでコーヒーを淹いれる店の主人にちらりと目をやった後で、漣さざなみ朱あか音ねは向かいに座る連れに秘密の話をするようなトーンで語りかけた。

　相手はこの喫茶店に五人しかいない客の中で間違いなく最年少の女の子で、紺色のワンピースに薄手のグレーのカーディガンという地味な服装だ。もっと似合う、それでいて華やかな服だっていくつも持っているだろうに、この『お出掛け』に他意は無いと主張する気持ちを前面に出した結果なのだろうと推測し、それが逆に朱音には可愛いと思える。

　尤もつとも、そんなことを伝えれば彼女は──天才少女として学内に名を轟とどろかせている天あま宮みや桐とう子こは、本気で嫌そうに睨にらんでくるだろうが。

　数日前に右目にしていた眼帯が取れた彼女は手元にあるイタリア製アンティークのカップに注目していたが、朱音の言葉に理知的な顔を微かすかに曇くもらせ、感想を返してくれた。

「……わざわざ、この新しん湘しよう南なんタウンでですか？」

「時代の流れに取り残された雰囲気を最新の技術で作られた街に、っていうのが洒落しやれていて、決断に至ったと聞いたね」

「……酔すい狂きような人ですね」

「そうでなければこんなお店は開けないよ」

　薄く笑みを浮かべ、朱音は自分のコーヒーに口を付ける。それほどコーヒーにはうるさくないが、ここのコーヒーが素晴らしく美味しいということだけは確実だ。

　朱音が飲んでいるのはブレンドで、一杯千円と学生にはかなり高い値段だが、この味と内装の凝こり具合、それから客席数の少なさから考えると、どう考えても儲もうけが出るどころか赤字になるとしか思えない。

　ここが趣味の店、というのはその辺りも理由の一つだ。

「マスターの本業は投資家で、それもセミリタイヤして昔からの夢を実現させたのだとか。だから『入店は一組二名まで』とか『電子機器の利用禁止』だなんてハウスルールも可能なんだろうね」

「随ずい分ぶんと偏へん屈くつな人ですね」

「カテゴリー的には美術館と似たようなものだろうね。来る側も色々と承知して、一緒にこの喫茶店という舞ぶ台たいを作り上げるんだよ。この落ち着く空間とマスターのコーヒーには、それくらいやるだけの価値があるしね」

「……確かに、コーヒーは美味しいです。あと、このシフォンケーキも」

　言いながら桐とう子こは小さな二ふた股またのフォークで、残りも小さくなったケーキを半分に割り、片方を大事そうに口の中へと運ぶ。嚙かみ締めるようにゆっくりと動く口や、隠そうとしても隠しきれないその幸せそうな表情を見れば、お世辞抜きなのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　こうしていると、中等部に在籍したまま大学に通う天才少女ではなく、ただの女子中学生にしか見えない。二つに分けた長い三つ編みと小柄な体たい軀くのせいもあり、年相応……というより、中学二年生よりもやや幼くすら見える。
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　まあ、外見に関してはどうこうと、朱あか音ねも人のことを言えないが。今日は首元が大きく開いたベージュの長袖ニットソーにジーンズという格好だが、桐とう子こと待ち合わせる為にモールの入り口に立っていた時、短い時間に三人に声を掛けられた。俗に言うナンパで、しかも情けないことに全員男だ。

　今日はウィッグを付けていないので髪は襟えり元もとより少し長い程度だし、女装をしている訳でも無いのに。中性的な顔立ちという自覚はあるが、だとしても男性にだけ興味を抱かれたのは不満だ。女性からも声を掛けられたのなら、ある程度は納得もいくが。

　面白くない出来事だがこれが初めてという訳でも無いので、朱音は苦笑を嚙み殺して会話に意識を戻す。

「趣味の店だからこそ手を抜いていない、という良い例だね。この店を気に入った客はマスターの意向を汲くみ取ってネットに評価を書き込んだり誰彼構わず教えたりはしないから、心地良い空間が保たれているんだよ」

「それは分かりましたが、先せん輩ぱいはどうやってここを見つけたんですか？　間違って入るような場所じゃないですけど」

「なみえさんから教えて貰もらってね。以来、一人でたまに来ているんだ。夜にはクラブサンドイッチもメニューに並ぶのだけれど、それが特に好きでね」

「……このお店なら美味しいのは想像出来ます。他の軽食がナポリタンスパゲティしかないのは納得出来ませんが」

「喫茶店の軽食といえばサンドイッチとナポリタン、というのがマスターの持論らしいよ。前にカレーもやろうとしたらしいけど、それはコーヒーと匂いの面で共存出来なくて止やめたって聞いたね」

　少なくとも月に二回、多ければ週一ペースで通っている内に、あまり饒じよう舌ぜつとは言えない店の主人ともいくらかの会話をしているので、多少の情報は得られている。

　ちょっとした世間話の延長で披ひ露ろうしたこの店のトリビアに、桐子は感心するどころか不満げな表情をして隠そうともしない。ケーキを食べている時の柔らかな雰囲気の彼女が噓うそのような仏ぶつ頂ちよう面づらだった。

　この後輩の態度に対し、朱音はあくまでもにこやかな笑みを浮かべ、あまり人に懐なつかない気高い猫を相手にする心境で桐子に訊たずねる。

「桐子ちゃんはご機嫌斜めだね。マスターのコーヒーより、この前に行った洋菓子店の紅茶の方が良かったかな？」

「……そんなことはありません。ただ単に、こうして先輩と一緒に午後を過ごさなくてはならないのが嫌なだけです」

「随ずい分ぶんと率直に言うなぁ。嫌われるような真似をした覚えは……まあ、あるけどね」

　肩を竦すくめつつも微笑ほほえんでいると、刺すような視線が向かいから飛んで来る。嫌悪と批判、それから怒りが込められた目で睨にらむ桐とう子こは、圧倒的な力で自分の言うことをきかせようとする大人に反抗する賢い子供と同種の表情をしていた。

　ただし朱あか音ねと桐子の間には大きな力の差はない。体格では朱音がいくらか上回っているが、男にしては非力な部類に入るので、武器の一つでも持たれれば簡単に逆転する程度の差しかないはずだ。

　それでも現実として、桐子は朱音に逆らえない。絶対服従とまではいかないだろうが、それに限りなく近い。

　何故なら──

「やれやれだ。わたしの『奴隷スレイブ』にされた件、まだ根に持っているのかい？」

「……寝首を搔かかずにこうして同席しているからって、恨うらんでいないとでも思っているんですか？　だとしたら相当におめでたい頭ですね」

「酷い言われようだね。ちょっと脅おどしたり刺したりしただけで、そこまで大それた真似はしていないはずだけれど」

「っ……これは善意の提案ですが、先せん輩ぱいは一秒でも早く病院に行くべきです。脳の代わりになっているプリンが腐ってしまっているみたいですから」

　不快そうに口端を歪ゆがめ吐き捨てるように言う桐子に、朱音は苦笑するしかない。

　相変わらず可愛い反応をしてくれるが、ついでだからもう一つ付け加えておく。

「そんなにも桐子ちゃんの心に深い傷を負わせていただなんて、知らなかったな。ああ、そういえばさっきからわたしが『マスター』と言う度に少し不満げな表情をしていたけれど、あれは『奴隷スレイブ』と『主人マスター』の関係性を思い出していたせいかな？　だとしたら気付かなくて悪かったね」

　言葉だけでなく軽くではあるが頭も下げると、むしろ桐子の不機嫌さは増す。

　無言のままむくれて苛いら立だちを募らせる桐子に対し、朱あか音ねは優雅に微笑ほほえみ、自分の頰ほおを指で軽く押しながら、

「そんな顔をしたら可愛い顔が台無しだよ？　ほら、そんなに深く受け止めずに、軽く流してしまえばいい」

「……加害者側、それも脅きよう迫はくしておいて、よくもそんなセリフを……！」

「だって、これは『ゲーム』じゃないか？　それはキミも承知のはずだよ」

　熱を込めず穏おだやかに言い放った言葉に、桐子の目つきはより厳しくなる……が、唇は固く閉ざされ、今度は文句が出て来なかった。

　つまり、彼女もよく理解しているということだ。

　自分達がしているのは、あくまでも『ゲーム』──『ＰPlayer ｏor ＳSlave』という名称の、最新ゲームのテストプレイだと。




　朱あか音ねと桐とう子こは同じ私立九く宝ほう堂どう学園の生徒だが、高等部普通科二年生の朱音と、中等部二年生でありながら特待生として中等部の授業には参加せず大学の研究室に通っている桐子には、大した接点も無く、面識もなかった。

　それがこうして二人で喫茶店に来るようになったのは、『ゲーム』が始まってからプレイヤーとして出会い、朱音が桐子をパートナーとして一緒に『ゲーム』の攻略をすることになったからだ。

　体に貼り付けたチップにより、プレイタイム中ならばいつでもどこでも端末の操作一つで仮想空間に意識を投入出来るシステムを利用し、現実の新しん湘しよう南なんタウンと殆ほとんど同じ造りの街を舞ぶ台たいにプレイヤー同士で戦い、勝ち残るのが最終目的になっている。

　現実なのかと錯覚してしまう程にリアルな仮想空間内で行われるのは所謂いわゆるバトルで、各人に与えられた魔ま法ほうのようなスキルや武器を使い、他のプレイヤーを倒す。致命傷を与えられ敗北すると、そのプレイヤーはダメージを与えた相手の『奴隷スレイブ』となり、『主人マスター』となったプレイヤーには攻撃出来なくなる。そして『奴隷』の状態で更に致命傷を受ければ『撃破ブレイク』となり、敗退が決まる訳だ。

　ちなみに『主人』であるプレイヤーＡが他のプレイヤーＢに負けて『奴隷』になれば、Ａの『奴隷』だったプレイヤーＣは『奴隷』の身から解放されることになる。

　なので『奴隷』に留めず『撃破』してしまう方がスムーズに優勝が近付くのだが、『奴隷』にしておくメリットも多い。

　まず『奴隷』のスキルは『主人』も使えるようになる。『撃破』でもスキル獲かく得とくが出来るが、スキルをセットしておける枠は最初に与えられたオリジンスキルの枠以外だと、『奴隷』の枠に『撃破』の枠、そして他プレイヤーの同意の下で可能なレンタルの計四枠なので、様々なスキルを同時にセット出来るのは強みだ。

　それに『奴隷』が倒したプレイヤーは、『主人』が倒したのと同じ扱いになる。つまりやり方次第では共同戦線を張り、多対一の戦いに持ち込むことも可能だ。

　わざわざ『奴隷』にしなくとも手を組むことは可能だが、優勝出来るプレイヤーは一人だけ。優勝者には副賞として十億円という大金と、実現可能なレベルであれば何でも願いを叶かなえて貰もらえる権利が与えられる。

　こうなると、誰かと組むのは簡単じゃない。賞金は山分けしても十分過ぎる額だが、権利の方は分けることは出来ない。そして相手がどうしても叶えたい願いがあるなら、土ど壇たん場ばで裏切る可能性もあるはずだ。

　プレイヤーの数は明らかにされていないが、この新しん湘しよう南なんタウン内に暮らす人間というのは恐らく間違いない。何故ならプレイエリアは新湘南タウンに限定されていて、システム的には『いつどこで敵と出会うか分からない』というのがこの『ゲーム』のポイントの一つのはずなので、エリア外を主な拠点とする人物は参加者として相応ふさわしくないからだ。

　だが、それ以上は参加者を絞れない。朱あか音ねが桐とう子こをプレイヤーだと判断したのは『ゲーム』の開始直後に妙な事故で病院に運ばれたという噂うわさがあったからで、そうでなければ気付くことは難しかっただろう。

　仮想空間内でプレイヤーは現実と同じ容姿で活動するが、『ブラインドマスク』と呼ばれるアイテムを身に着けることで、顔の認識は出来なくなる。表情の変化は分かるがどんな造りかは分からない、という仕様なので、もしクラスメイトでも相あい対たいするとどこの誰かは不明だ。

　識別出来るのは性別と体格、そして個人で設定したＩＤくらいで、年齢も職業もばらつきがある為、端末を起動させアクティブな状態にしていなければ他プレイヤーとの接触はまず出来ない。更に言うなら端末のマップに表示されるのは自身のいる場所から半径五百メートル以内にいるアクティブなプレイヤーだけなので、端末の電源を落としている場合はすぐ近くにいても認識されない。

　端末の電源を入れたアクティブな状態ならどこからでも『潜界ワールドダイブ』といって仮想空間内に入れるが、意識と感覚を全投入するので、その間は現実の体が無防備になる。おまけに、アクティブなプレイヤーは近くにいる敵プレイヤーが《Attack》という端末操作で三分後に強制的に『潜界』させることが出来るので、身の安全が確保出来ない状態では電源を入れにくい。

　しかし端末の電源はプレイタイム内に三時間以上オフのままだと強制的に電源オンになってしまう仕様だ。プレイタイムは平日の十七時から二十一時、日曜は十時から十八時の間なので、毎日必ずどこかしらのタイミングで電源は入れることになる。『潜界』するかどうかは個人の自由だが、好戦的なプレイヤーが近くに居れば……どうなるかは明白だろう。

　戦わなければ優勝は無い。しかし日常生活のことを考こう慮りよすれば、アクティブな状態でいるのはある程度時間が限られる。

　依よって、自然と縄なわ張ばりのようなものが出来上がっていく。この時間帯、このエリアならば安全な場所から『潜界』出来る──と分かれば、必然的に同じ状況を選ぶからだ。

　朱音達も普段通っている学園から少し離れた安全な場所に移動して、そこでやっと端末の電源を入れることにしていた。『潜界』する時もあるが、しない時もある。

　桐子が転落事故を起こした要因である難敵を倒して以来、直接的な戦いは起きていない。マップの端にプレイヤーの反応が出ることはあったが、近付いて来ることも、朱音達から近付いて行くこともなかった。

　なので最後に戦ってから半月近く、平へい穏おんな時が過ぎている。

　ただし桐子にとっては、大事な放課後を嫌いな相手と過ごさなくてはならない、忍耐の時間だろうが。

　何故なら天あま宮みや桐子は『ゲーム』で朱音に負け『奴隷スレイブ』になったから行動を共にしているのではなく。

　隠していた秘密を知られ、脅迫されて『奴隷パートナー』にされたからだ。




　時刻が十二時半を過ぎたところで朱あか音ねと桐とう子こは隠かくれ家が的てき喫茶店を後にし、路面電車に乗り込み新しん湘しよう南なんタウンの南部へと移動していた。

　観光エリアとも言われている一角だが、カジノもあるのでホテルやブランドショップも多く誘致されている。学生が近付くのは人工ビーチのある一帯くらいで、そこから少し離れれば遭そう遇ぐう率りつはぐっと下がる。

　殆ほとんど乗降客のいない路面電車の駅で降りた朱音と桐子は、二分程歩いたところにある音楽スタジオに入った。

　当然、楽器の演奏をしに来た訳では無い。名目上は演奏で小さな部屋を一時間借りたが、人通りが少ない地域で防音が効いた個室があるのなら何でも良かった。

「ここは本来、すぐ隣となりにライブハウスが出来る予定だったらしくてね。それと一つ先の駅に隣接する多目的ホールがあるし、九く宝ほう堂どう学園の大学には音楽科もある。だから需要を見込んでスタジオを作った……と聞いているよ」

「……実際にはライブハウスは建てられず、学生は学園の施設を使い……ですか」

「外から多目的ホールに演奏で訪れる人達はリハ室を使えるし、ね。まあ、それでも練習場所に困った人達が使用することはあるから、閑かん古こ鳥どりが鳴いているって程でもないらしいよ。ただし料金はそれなりにするせいもあって、学生はあまり使っていないとか」

「……それもあの壁新聞部の変態部長からの情報ですか」

　忌いまわしげに呟つぶやく桐子に、朱音は肩を竦すくめて苦笑する。

「随ずい分ぶんと嫌ったものだね。なみえさんは少し自分に正直なだけで、それ程一般から逸脱した人じゃないよ？」

「変態仲間の先せん輩ぱいは好意的ですね。私には理解出来ませんが」

「まあ、そうかもね。衣服を纏まといたがらない彼女と、服飾に拘こだわりのあるキミとでは思想が違うだろうし」

「っ……！」

　一ひと際きわ鋭い視線が返ってきて、朱音は降参と両手を挙げる。

　その態度が気に障さわったのか桐子の眉み間けんに皺しわが刻まれるが、それは一いつ瞬しゆんのことで、怒りを押し殺すような深い吐息の後で、

「……それで、わざわざこんな場所にまで来て、また引き籠こもりですか。戦わなくては勝ち残れないというのに、情けない戦略ですね」

「おや、桐子ちゃんはバトルがお望みかな？　もう二週間以上もお預けだから、我慢が出来なくなってきた？」

「っ……人をどこぞの変態先輩達と一緒にしないで下さい。私は早くゲームクリアか敗退かして、先輩との縁を切りたいだけです」

　本気で嫌そうな表情をする桐とう子この言う通り、このパートナー関係は『ゲーム』が継続している間だけで、どんな形であれ終わりを迎えれば終了となる。

　脅きよう迫はくされて協力している桐子としては、勝つにしろ負けるにしろ、早く終わらせたいというのが本音だろう。終わったからといって脅おどしのネタが消去されるとは限らないが、そこを疑っていては絶望しかない。

　縋すがるような気持ちで──というよりは、約束が果たされなければ法に触れる手段も辞さないつもりでいるが、手を汚すのは反ほ故ごにされた後でいい。

　……そんな後こう輩はいの思惑が透けて見えるようで、朱あか音ねはつい笑みが零こぼれてしまう。天才少女と呼ばれるだけあってとても賢く機転も利きくし、根性だってある。ただしまだまだ経験値は足りていない。

　少なくとも、自分のように曲がって捻ねじれて歪ゆがみきった人間に対しては、即座に最適な対応が出来ないでいる。擦すれていない証拠なので、個人的には今のまま健すこやかに育って貰もらいたい。

　ただし──だからといって、からかわないのかといえば別だが。

「折せつ角かく仲良くなれたばかりなのに、桐子ちゃんはつれないね。学校ではあまり会わないのだから、こういう機会にもっと話をしてお互いを良く知り合うべきじゃないかな」

「そんな必要はありません。こんな密室に先輩みたいな変態と一緒にいるだけでも苦痛なのに、ストレスの溜たまる会話なんてしたくないです」

「だったら違う形でのコミュニケーションとして、衣装とカメラでも持って来れば良かったかな。壁一面が鏡張りのスタジオなんだから、撮影会には適しているしね」

「…………っ……！」

「ああ、そういえばここはキミが撮影に使っていた場所の背景に雰囲気が似ているね。折せつ角かくだし、次に来る時は時間潰つぶしに撮影しようか？　日頃の感謝を込めて素敵な衣装のプレゼントもするから」

「要りません！　本当に、どこまでも性た質ちの悪い人ですね……！」

　怒りと若じやつ干かんの羞しゆう恥ちに顔を真っ赤に染めた桐子の反応に、朱音はにこにこと笑う。そう返って来るだろうとは思っていたが、期待通りだ。

　まあ、仕方が無いといえばそうなのだろう。

　何故なら桐子が『奴隷スレイブ』に身を落としパートナーをやると約束した原因は、密かな趣味だったコスプレして写真を撮とることを知られたからだ。写真のデータを押さえられた以上、秘密にしておきたい桐子は従わざるを得なくなり……こうして、不満と嫌悪を露あらわにしながらも、付き合ってくれている。

　朱音としてはなかなかに理想的な関係だ。こちらに心酔されても、正直困る。判断の全てを預け、己の思考を働かせない人間をパートナーにしてもメリットは少ない。

　こちらを嫌っているからこそ、桐子の指摘は辛しん辣らつだ。勝ち抜くか負けるか、どちらにしても早く終わって欲しいと真剣に思っている。

　そんな心境なら普通はわざと負けに向かわせようとするか、露ろ骨こつに手を抜く。……が、朱あか音ねは時折脅きよう迫はくと挑発を織り交ぜることによって、桐とう子この士気を保っていた。

　その代償として日が進むにつれて更に嫌われているが、甘んじて受け入れるしかない。目的の為だけでなく、楽しいからついからかってしまっているのも原因の一つなので、仕方の無い話だ。

　しかしいざ戦せん闘とうになれば、どれだけ桐子が協力的に動いてくれるのか、そこは朱音にも読み切れない部分でもある。最低限の行動をしてくれれば十分な相手ならいいが、難敵と出会えばそれでは足りなくなる可能性が高い。

　だから朱音としては慎重に事を運ぶつもりだというのが、戦闘に消極的な行動を取り続けている理由の一つ。

　そしてもう一つの理由は──

「まあ、今日のところは向こうから仕掛けて来るような展開でなければ『潜界ワールドダイブ』する予定はないから、そのつもりでね。ゆっくり出来るのも、そう長くはないはずだから」

「……どういう意味ですか？」

「わたしの推測になるけど、『ゲーム』が開始されて三週間になるからね。タイミング的にはそろそろかな、と思って」

「それは……運営側が何らかの行動を起こす、と言いたいんですか？」

「ちなみに、その理由は？」

「先せん輩ぱいのように戦せん闘とうに消極的なプレイヤーが増えるタイミングだからです。いくつかの勝利を手にしたプレイヤーも、スキルを増やし手て強ごわくなる敵に対し慎重になってもおかしくありません。プレイヤーの中にはテリトリーを決めている人も少なからずいるでしょうし、好戦的なプレイヤー以外は遭そう遇ぐう率りつが下がっているはずです。敗退で全体的なプレイヤー数は減っているはずなので、尚なお更さらです」

「うん、満点。流石は天才少女だね」

　そう言うと露ろ骨こつに嫌そうな顔をされたが、褒ほめたのは朱音の本心だ。普通ならここまで考えた発言は返って来ない。

　理解して貰もらえているのなら、話は簡単だ。

「戦う相手が減っている以上、これまでのテリトリーを離れて動き回るプレイヤーは必然的に出て来る──けれど、恐らくは少数派だね。多くの中からたった一人の勝利者を決めるというシステムを考こう慮りよすれば、出来る限り自分以外の誰かが潰つぶし合いをしてくれるのを待ち、リスクを減らしておきたいと思うのが当然だから」

「……先輩がしているように、ですか」

「そうだね。わたしには桐子ちゃんという素敵で愛らしいパートナーがいるから多少は有利に事を運べるだろうけど、『奴隷スレイブ』にしたプレイヤーを説得して味方に引き込むのは簡単なことじゃない。対等な同盟関係、というのは難しいというより、まず無理だしね。もしかしたら敵プレイヤーと通じるかもしれない火種を抱え込むよりは『撃破ブレイク』してしまった方が楽だから、基本的にはソロプレイヤーばかりが残っているはずだよ」

「だからこそ慎重になる、と？　自分に有利なフィールドに他のプレイヤーが入り込むのを待つ戦略だと言いたい訳ですか？」

「大体のプレイヤーはそうだろうね。一部の好戦的なプレイヤーがどれだけ生存しているのかによって状況は変わるだろうけど……わたし達のいるエリアにはその手の輩やからが来なかったことを考こう慮りよすれば、もう倒されていないか、好戦的かつ狡こう猾かつなタイプなのか……どちらにしろ、現状で暴れ回っていないのであれば、小康状態が続くかな」

「──そう思うからこそ、運営側が焦じれて動く、と？」

　答え合わせの最終確認を求める桐とう子この言葉に、朱あか音ねは曖あい昧まいに頷うなずいた。

「……というより、こうなることは最初から予測していると思うよ。勿もち論ろんそうならない可能性もあるだろうし、もっと面倒な事態になる可能性もあったけれど、結果としては本命筋の展開だろうね」

「面倒な事態、ですか？」

「プレイヤー同士の結束だよ。談合、と言った方が正しいのかもしれないかな」

「……賞金を分配する前提での同盟ですか」

「桐子ちゃんが相手だと話が早いね。その通り、十名近いプレイヤーが組んでしまえば、その時点でほぼ趨すう勢せいは決まってしまう。そうなると『ゲーム』は何の面白味もなくなり、運営側としては最悪のパターンといえるだろうね」

　これはテストプレイという前提で進められている。いつ本格稼か働どうされるのかは知らないが、莫ばく大だいな賞金を設定している以上、何度もやれるとは思えない。だからこそ『ブラインドマスク』で個人の特定は難しくしているのだろう。

　顔も知らない、名前も分からない相手では信用出来ない。だが、それを明かしてしまうのはリスキー過ぎる。仮想空間内だけではなく、現実世界で襲おそわれる可能性も出てくるからだ。

　しかし人数が減り膠こう着ちやく状態になれば、話は変わってくる。十億円というのは大金だが、それをもし十人で分配したとしても、一人一億だ。一生遊んで暮らせる額ではないものの、余裕のある生活は保障されるだろう。

　ハイリスクで全額を取りに行くか、ローリスクで少なくなるも大金を手にするか。この二択なら、殆ほとんどの人が後者を選ぶ。

　ただ、そんなつまらない結末など、朱音は微み塵じんも望んでいない。だからこそ『ブラインドマスク』のシステムを有り難く思っているのは運営以上に朱音の方だと言ってもいい。

　ともあれ──普通ならば攻略のためにどう動くべきかを運営が考えていないとは思えなかった。故に、ここから先の膠こう着ちやくを打開する為の一手を、そろそろ放ってきても良い頃合いだ。

　そんな予測を本命に据えて、朱あか音ねは桐とう子こを『奴隷スレイブ』にしてから今日まで消極策で過ごして来た。急せいて敵を倒せる程、自分の能力と持っているスキルは戦せん闘とうに適していない。

　特にスキルは絶望的だ。プレイヤー一人ずつに異なるスキルを与えられてのスタートだったが、朱音が持っていた固有のオリジンスキルは《楽園への扉ヘヴンズ・ゲート》といって、使えば即座にゲームに勝利出来るスペシャルなスキルだ。

　しかしその代わり、使用には１，０００，０００という莫大なポイントが必要となる。プレイヤーを倒したり『潜界ワールドダイブ』して仮想空間内に滞在したりすればポイントを得られるが、現在朱音が所持しているポイントは２５０，０００を超える程度で、まだまだ足りない。

　プレイヤーを倒せばその人物が持っていたポイントも奪えるので、上手くすればもう二人か三人倒せば、目標ポイントに到達するかもしれない……が、高ポイントのプレイヤーということは、それだけ多くの敵を倒してきたプレイヤーということだ。

　そんな相手に、戦闘に関して意味の無いオリジンスキルで戦いを挑むのは、やはり厳しい。桐子を『奴隷』にしていることで彼女のオリジンスキル《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》も使えるし、『撃破ブレイク』した鈴すず風かぜ芽め依い里りの《臆病者の銃弾ブラインド・ブレツト》というスキルもある。だが、それでも二つだけだし、特に芽依里のスキルは癖くせが強く正面からの戦闘には向かない。桐子もオリジンスキルの他に『撃破』した相手のスキルを一つ所持しているが、そちらも見事に騙だまし討うちに使うスキルで、正々堂々と戦うのにはまるで適していなかった。

　なので二人で組んでいても、実質は一つのスキルを共有しているだけ。それが通じない相手とぶつかれば、少なくとも片方は脱落してしまうだろう。

　ついでに言えば、桐子は朱音の為に戦うつもりなんて微み塵じんもない。弱味を握っているだけでなく負けず嫌いの性格なので戦いに協力はしてくれているが、彼女が望んでいるのはあくまでもこちらの敗北であり、そうでないのであれば勝ち抜けてもいいから早期の決着。

　つまり膠着状態に陥るのは、桐子も望んでいない。だから今も表情に刺とげ々とげしさが覗のぞいているのだろう。

　さして広いともいえないスタジオの中、朱音は取り出した端末を顔の高さにまで上げる。

　一見するとスマートフォンにも似た端末はプレイヤー全員に配られたもので、これを操作することで仮想空間内に入る『潜界』や、近くにいる敵プレイヤーを探知したり、《Attack》といって強制的に敵を『潜界』させたり出来る。

　電源を入れれば『潜界』可能になるが、同時に敵からも探知されるようになるので、消極策を取っている身としては出来るだけアクティブな状態にはしたくないところだ。

　とはいえ、プレイングタイムに入ると三時間以上電源が切られたままの場合、自動的にオンになってしまう。そして一度オンになると三十分は切り替えが出来ない。

　日曜は普段とプレイングタイムが違い、十時から十八時までと長く設定されている。

　そして時刻はそろそろ午後一時──つまり十三時になるので、まだ起動していない端末が自動的に電源オンになる頃合いだ。

「さて……桐とう子こちゃん、準備はいいかな？」

「何事もなければ無駄に時間を潰つぶすだけでしょう。準備も何もありません」

「それもそうだね。ただ、アクシデントはいつ起こるか誰にも分からない。だから何かあれば臨機応変に、ね？」

「……指示には従います。脅おどされている身ですから」

　弁わきまえている、というよりは、皮肉に溢あふれた返答だが、朱あか音ねは満足げに頷うなずく。

　そして右手に持った端末の側面にあるスイッチをスライドさせ、電源を入れた。

　すぐに端末は立ち上がり画面には『Welcome!』の文字が表示される。それからパスコードの入力をし、数秒して基本画面であるマップが現れる……の、だが。

　今日は普段とは違い、画面中央に赤い文字で『運営からのお知らせ』という文字が浮かんでいた。

「…………これは……」

　同じ画面を見ているのだろう、桐子の唇から呟つぶやきが漏れる。

　一方、朱音は薄く微笑ほほえんで、まじまじと端末を見るパートナーに、

「良かった。タイミング的にはなかなかだったね」

「……まさか、今日だと予測していたんですか？」

「いいや？　ただ、あの話をする前にこれを見ていたら、『実はこの展開を予測していたんだよ』なんて寒い発言は出来なかったからね。そういう意味で、タイミングが良くてホッとしたよ」

「…………」

　どうでもいいことを、と言わんばかりの冷め切った視線を寄越す桐子だが、朱音は気にせず端末に表示されたメッセージを読んでいく。




『プレイヤーの皆様に未来都市生活開発機構からのお知らせです。

　この「Player or Slave」が始まって早三週間が経過し、現在アクティブなプレイヤーの数は半数以下の十六名になりました。

　これにより一定期間の経過とプレイヤー数に応じ、本日より一部特定のスキルを除いて、スキルの使用コストが当初の三倍へと変更になります。プレイヤーの皆様はどうぞスキルの再確認をして下さい。

　そしてもう一つ、これまで隠し設定となっていた「奴隷化制限数」を公表します。

　プレイヤーが「奴隷スレイブ」となる回数は三回までと設定されており、四回目に通常状態から致死ダメージを受けた際は「撃破ブレイク」扱いとし、即座に敗退となります。

　これらを吟ぎん味みの上、皆様には更なる奮戦を期待しています。


未来都市生活開発機構』






　簡素に変更を伝えるメッセージに朱あか音ねは好感を抱き、小さく頷うなずく。

「コストの増加、ね。なるほど、こっちの方針なんだ」

「……予測の範はん囲い内ないじゃないんですか？」

「一応ね。わたしの本命はエリアの限定化との組み合わせだったけれど、思っていたよりシンプルな変更だったかな」

　他にも『ゲーム』の期間を決め、それまでに優勝者が出なければ全員敗退となるルールや、プレイヤーの撃げき破は数すうに応じてボーナスが支払われるシステムなど、いくつか想定はしていた。

　その中でもこの変更は、かなりオーソドックスなものだ。

「とりあえず、桐とう子こちゃんはスキルの確認をしてみてくれないかな」

「使用ポイントがどうなっているか、ですか？」

「うん。『撃破ブレイク』のスキル枠も含めてね」

　言いながら朱音は端末を操作し、画面を通常のマップのものに戻す。このスタジオを中心に表示されているマップはシンプルながら精巧なものだ。

　スタジオ内には緑色の三角形のアイコンがあり、画面左側にも同じく緑色の三角形のアイコンがある。

　最初にオペレーターから説明された時は三角の、しかも緑色のアイコンがあるという説明はなかったが、これが何を意味するかはすぐに分かった。

　このアイコンが示しているのは、自分の『奴隷スレイブ』となっているプレイヤーだ。

　通常は探知出来る範囲内に他のプレイヤーがいても、マップには何も表示されない。マップの外側の黒くＬ字型となっている部分、その左側に丸い色付きのアイコンが表示されるだけで、青なら自分から半径五百メートル以内、黄なら二百メートル以内、赤なら百メートル以内にいると分かるだけ。一度アイコンが赤くなるまで接近したプレイヤーはＩＤが表示されるようにはなるものの、マップに表示されるなんてことはない。

　しかし『奴隷』はこうしてマップに正確な位置まで表示される。これは桐子を『奴隷』にするまで知らなかったが、おかげで一つ謎が解けた。

　初めて桐子に会った時、彼女は既に他のプレイヤーの『奴隷』となっており、それもあって朱音は桐子の『主人マスター』と戦ったことがある。

　その際、敵から不意打ちを受け、仲間になってくれそうなプレイヤーを惜しくも失う羽目になったのだが……尾行された訳でもないはずなのに正確な位置を知られていたのは、こうして桐子がマップに表示されていたからだろう。

　ただし『奴隷』は『主人』の詳細な位置情報が分からず、他の敵プレイヤーと同じようにしか表示されない。違う点はＩＤの横に『Ｍ』と追加されていることと、攻撃対象に出来ない為《Attack》が仕掛けられないことだ。

　桐とう子この協力があって初めて判明した事実だが、他に『奴隷スレイブ』と共同戦線を張っているプレイヤーがいればすぐに気付くだろう。

　……が、朱あか音ねはその可能性は低いと踏ふんでいる。裏切られる可能性を残したまま『奴隷』として活かすより、『撃破ブレイク』してしまって後こう顧この憂うれいを絶つ方が有益だからだ。

　もしいるとしても、自分達以外に一組か二組程度だろう。残りのプレイヤー数が十六人しかいないのだから、それくらいが打倒な線だと踏んでいる。

「ああ……やっぱり。『奴隷』枠とかのスキルもコストが増えているね」

　自分の方もスキルページを確認しながら朱音が呟つぶやくと、桐子からも報告がくる。

「……みたいですね。継続使用のポイントも三倍のコストになっています」

「大体のスキルは使用に１，０００から３，０００ポイントくらい必要になっているのかな。まあでも、わたしのオリジンスキルはコストが変わっていないね」

　言いながら朱音が見ている画面では、スキル枠とセットしているスキルが表示されている。

　その中で一番上の、変更することの出来ない初期からあるオリジンスキルをタッチして詳細を出しているのだが、問題は最後に書かれている使用コストだ。

　元より使用には１，０００，０００という途方もないポイントが必要となるが、それに変化は無い。まあ、予想通りなので特に驚きはないが。

　朱音のオリジンスキルの《楽園への扉ヘヴンズ・ゲート》は、特別指定スキルという謎の注釈が付いていた。そして先程のメッセージに『一部特定のスキルを除いて』とあった時点で、恐らくそうだろうと予測が出来る。

　元より膨ぼう大だいなコストがかかる以上、更に三倍になれば他の全プレイヤーを倒すくらいのポイントが必要になりかねない。

　しかも、

「スキル使用に必要なコストが三倍になったのは少し痛い……とはいえ、本当に痛いのはこの後だろうね」

「それは……次にいつまたコストアップするかもしれないから、ですか？」

「うん、正解。ここから更に半数になるか、もしくは何日か経過するかしたら、結構な高確率でまた倍増するだろうね。今回だけ、とは一言も書かれていないし」

　突発的な運営からのシステム変更は、通常ならプレイヤーから不満が噴出する。しかしこの『ゲーム』はあくまでもテストプレイなので、求められるのは公正さくらいだろう。

　そして同じようなことがまた起こるとすれば、そうなる前にもっとポイントを稼かせぎ、敵を減らしておかないとまずい。『奴隷』になるだけで済むのは三回までと明確に宣言されたのもあって、プレイヤーが得られるポイントはある程度絞られてしまうからだ。

「まあ、『奴隷』に回数制限があるのはある程度推測出来ていたし、驚きはしないけどね。桐子ちゃんもそう言ってたっけ？」

「単純な話です。無制限では三人の『プレイヤー』が三さん竦すくみの形で『降参サレンダー』をし合えば、いくらでもポイントが貯まってしまいますから」

「そうだね。ポイントが多ければ、少なくともスキルの使用に躊躇ためらいはなくなる。桐とう子こちゃんの《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》みたいに遠距離攻撃が可能なスキルなら、かなり有利に戦術を組むことが出来るしね」

「尤もつとも、他のプレイヤーもその辺りは推測していたでしょうが。先せん輩ぱいのオリジンスキルを知っていれば誰でも思いつきますし、そうでなくとも制限がなければ何度となく復帰してしまい、いつまで経たっても『ゲーム』が終わらない……とまでは言いませんが、無駄に間延びする可能性が高いです。回数制限は必然で、むしろ三回まではセーフというのは多過ぎるくらいに感じますね」

　つまらなそうに桐子が話すのは、その制限回数が一回だけならもう自分はこの『ゲーム』から脱落しているし、二回なら次には確実に終わるからだろう。

　さっさと終わらせたいのに自分からわざと負けるような真似はしたくない、という彼女のジレンマが透けて見えるが、朱あか音ねはそれを笑わない。だからこそ弱じやつ冠かん十四歳で天才少女と呼ばれ海外からも評価される程の才能が磨みがかれているのだろう。

　ただ、同時にその潔けつ癖ぺきさを、可愛らしいなとも思うが。

「……それで、どうするんですか？　プレイヤーの中には、消極策から切り替える人も出て来ると思いますが」

「そうだね……でも、とりあえず今日のところは現状維持で待機かな。勿もち論ろん、向こうから来るようなら相手をするけど」

「『潜界ワールドダイブ』はしない、と？　そんな姿勢で勝ち残れるんですか？」

　挑発気味に言ってくる桐子だが、朱音はちっとも気にしない。

「これが、明日からコストが倍増する、というなら少し話は違ったけどね。もう既に三倍になってしまっているのなら、今更慌あわてても仕方ないよ」

「ですが、消極的にいけばジリ貧になるのは目に見えています。ポイントを稼かせがなければ、先輩の切り札も発動出来ませんし」

「うん、それは尤もだね。だから動くことは動くよ。でも、それには準備が必要になるから、今日は大人しくしておこうか」

「……また何か企んでいるんですか？」

　桐子の懐かい疑ぎ的てきな目は、質問をしながら既に答えを確信しているようだった。

　まだ長い付き合いとは言えないが、それなりに密度の濃い数週間を共にしているせいか、こちらの考えはある程度見通しているらしい。

「企む、という程のことじゃないよ。単に、この状況を打破する為に動くだけだから」

「具体的にはどうするつもりなんです？　当然ですが、人道に悖もとる行為には荷担するつもりありませんよ」

「大丈夫だよ、桐とう子こちゃんに迷惑を掛けることにはならないはずだから。ただし上手い具合に事が運んだら、その時は協力して貰もらうけどね」

「……普通の戦せん闘とう程度であれば従います。脅おどされている身ですから」

　不ふ承しよう不ぶ承しようなのをしっかり付け足して、桐子は壁際に置かれていたパイプイスを持ち出してきて広げた。どうせだから先せん輩ぱいの分も出してあげよう、という気は全くないらしく、イスに座って端末を太ふと腿ももの上に置く。

「結局、電源が落とせるようになるまで、あと三十分はこの場で待機ですか。読書も勉強も出来ない無駄な時間を、また過ごす羽目になります」

「桐子ちゃんの集中力がもう少し散漫なら逆に良かったんだけどね。ああも周りが気にならなくなってしまうと、いざという時に困るよ」

　苦笑混じりの言葉に桐子が黙り込んで物言いたげな視線だけ返すのは、本人も自覚があるからだろう。

　前に一度、朱あか音ねの住むマンションで同じように待機していた時、桐子はリビングにいてタブレットで読書をし、朱音は自室に引っ込んでのんびり過ごしていたことがある。

　その際に敵プレイヤーは現れなかったのだが、マンションの火災報知器が鳴った。後で誤作動だと分かったが、鳴り始めた時はそんなこと分かるはずもない。

　なので朱音も避ひ難なんの準備くらいはしておこうと、すぐにリビングにいる桐子を呼びに行ったのだが……まさか黙々と読書を続けているとは思わなかった。

　声を掛けても微動だにせず、肩に手を置いても無反応で、大きく揺すってようやく顔を上げるという様だ。

　ぼぅっとした桐子の目が朱音を捉とらえるのと同時に、表情に不満が溢あふれて文句を言うべく唇が開き……そこでようやくまだ鳴っていた火災報知器の音に気付いたようで、突然立ち上がって慌あわただしく周囲を見回していた。

　その後、すぐに警報は鳴り止み、誤報だと伝えるアナウンスが入ったものの……あの時のことを考えると、読書程度ならと軽々しく許可を出すのも難しくなる。プレイヤーの反応があれば端末のバイブ機能が働き知らせてくれるが、恐らくその程度では気付かないはずだ。

　一緒にいる朱音が教えてあげればいいとしても、すぐに臨戦態勢には移れないだろう。いくらなんでもそんなイージーなミスで敗退はしたくない。そこは桐子も同意らしく、渋々ながら待機中に読書や勉強は控えてくれることになっていた。

　驚異的な集中力は単に物覚えが良いとか要領が良いとか、そういうレベルでは実現出来ない。桐子が天才少女と称される理由の一つだろうが、それがマイナスに働いている。

「凡人のわたしにはとても辿たどり着けない領域の技だから、羨うらやましくはあるけどね。尤もつとも、次の一手次第では忙しくなるから、こんな風に待機するのは最後になるかもしれないし、我慢して貰もらいたいな」

「……勿もつ体たい振ぶっておいて、何をどうするつもりかは言わないんですね」

「だって、失敗する可能性も大きいから。偉そうに言っておいてまるで駄目だったら恥ずかしいじゃないか」

「…………もういいです」

　好感を持たれる言い回しでないのは重々承知だが、今になってこんな風に見限ったような反応をされるのも少し予想外で、朱あか音ねは小首を傾かしげる。

　……と、そこに桐とう子こが挑戦的な目つきで、

「時間潰つぶしですが、一つ提案があります。先せん輩ぱいの得意なポーカーで勝負をしましょう」

「うん？　それは別にいいけれど……大丈夫なのかな？」

「ルールは把握していますし、二人だけでも出来るのでしょう？　なら問題はありません」

　キッパリと言い切った桐子は、近くに置いていたバッグの中から何かを取り出す。それがトランプだと気付いた朱音は、つい口元を綻ほころばせてしまう。

　どうやら単なる思い付きではなく、元よりこの勝負を挑むつもりだったらしい。敢えてこちらの得意なゲームで仕掛けて来る辺り、桐子の負けん気の強さと、日頃の恨うらみの強さが垣かい間ま見みえた。

「準備が良いね。なら、テキサスホールデムの一対一ヘツズアツプで対戦するルールは確認しなくて大丈夫かな？」

「無論です。それと、ノーリミットでの勝負を希望します」

「つまり完全にこっちの土俵で戦いたい、という訳だ。自信満々だね？」

「これでも計算と記憶力には自信がありますから。ですが、ポーカーは先輩の得意分野です。見返りとして、私が勝ったら何を企んでいるのか教えて貰もらいますよ」

　その程度のことの為に……、と言いかけたが、朱音はそれを吞のみ込んだ。

　桐子の戦意に満ちた目を見れば分かる、勝利報ほう酬しゆうはただのおまけだ。こちらを負かすことが一番の目的なのは間違いない。

「……うん、良い気き概がいだ。その条件でいいよ。逆にわたしが勝ったら、文句は少なめで従って貰おうかな」

　この提案に、天才少女の唇が微かすかに歪ゆがむ。どうやら侮あなどられていると気に障さわったらしい。

　朱音としてはそんなつもりは更々ない……が、自身の勝利を確信していないかと問われれば、首を横に振るしかなかった。冷静に、客観的に見て、余程の悪運に見み舞まわれない限り結果は容た易やすく想像出来る。

「……その余裕、すぐに消してあげますから」

「楽しみだね。じゃ、ディーラーはわたしがやるとしようか。普通は交代でやるものだけれど、慣れている人がやった方がスムーズに進むからね」

　桐とう子この手からトランプを抜き取り、軽くシャッフルしながらチップ等のルールを提案し、ゲームの形を作っていく。

　そしてスタジオを出る予定の五分前を終了時間に設定し、二人で向かい合って床ゆかに座る。

　こうして待機時間を利用したポーカー対決が始まり──勝負をしている間に他のプレイヤーが現れることもなく無事に勝敗は決した。

　スタジオを出る時に片方は爽やかな表情で、もう片方が苦く汁じゆうを舐なめたような表情になっていたのは、勝負の残酷さを物語っていたのかも知れない。





◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






　翌日の月曜日。午前中は雨が降っていたものの、放課後には止んで天にはどんよりとした曇くもり空が広がっていた。

　いつも通り半ば聞き流す形で授業をこなした朱あか音ねは、クラスメイトからのカラオケの誘いを丁重に断り、帰宅した。住んでいるのは所謂いわゆるタワーマンションで、最上階の一つ下、三十二階で降りて角部屋の自宅に入る。たぶんそうだろうな、と思った通り、ドアに鍵は掛かっていなかった。

　玄関で靴を脱ぎ、入ってすぐ目の前にある自室を通り過ぎて、リビングへと向かう。磨すりガラスの嵌はめられたドアを開けると、二人の少女の姿が見えた。

「やあ、どうやら少し待たせたみたいだね。もし仲なか睦むつまじく会話に花を咲かせていたのなら、先に着替えを済ませてくるけど？」

　挨あい拶さつがてらそんなことを言うと、二人の少女はそれぞれ違った反応を見せる。

「頭の悪い発言は結構です。早く用事を済ませて私を解放して下さい」

　嫌そうな顔をしたのは制服姿の桐子で、空あいているソファーの横にわざわざクッションを敷しいて座っていた。ソファーは朱音が愛用してよく座っている姿を見せているから、そんな所に座りたくないという意思表示なのかも知れない。

　そしてもう一人は、十一月になったというのに黒い半袖のティーシャツ姿で、長かった裾を雑に切ってハーフパンツに仕立てたズボンを穿はいた少女だ。こちらは白いラグを敷いた床に俯うつぶせで寝そべり、食べかけのクッキーを持った手を軽く挙げて、

「よぉ。勝手に開けさせて貰もらったぜ」

　悪びれもせず言うと、床に置いていた缶のコーラをぐびりと飲む。

　行儀が悪い上に女の子らしさもまるで無いが、茶色の長い髪を適当に紐ひもで纏まとめただけの粗雑さが逆に野性味として魅み力りよくになっているように、彼女にはそうした仕種が良く似合う。身長も朱音より高く、スタイルは雑誌やテレビで見かけるグラビアモデルに負けていない。

　しかも末恐ろしいことにまだ桐とう子こと同い年の彼女は、先日から隣となりの部屋に住んでいる鈴すず風かぜ芽め依い里りという中学二年生の少女だ。ただし学校には通っておらず、それどころか家出の真っ最中で、おまけにこの新しん湘しよう南なんタウンでは追おい剝はぎをしていたという、かなり凄すさまじい経歴を持っている。

　元は『ＰｏＳ』にプレイヤーとして参戦していた芽依里だが、残念なことに既に敗退していた。しかし『撃破ブレイク』の直前に朱音と条件付きで協力の約束をしていた為、今もこうして行動を共にしている。

　ただし敗者が『ゲーム』に関わることは認められていない。なので芽依里に頼むことといえば、外で『潜界ワールドダイブ』する時の見張り役といった間接的な行動だけ。

　その代わり、朱あか音ねは『ゲーム』で勝ち残った時の賞金の山分けや、住む場所や新湘南タウンでの生活に必須となる電子マネーカードを提供している。隣の部屋に住んでいるというのもその一環だ。

　ついでに言うと、芽依里にはこの部屋の合い鍵も渡してある。なので今日のように集合の予定がある時は勿もち論ろん、特に用が無い時も勝手に入って適当に過ごしていることがあった。

　もう慣れきった芽依里が短いティーシャツの裾から引き締まったウエストと臍へそを覗のぞかせて寝転がっているのも、初めて見る姿じゃない。似たような光景を何度も見ている。

　ただしその近くの桐子はというと、馴な染じむ気なんてこれっぽっちもないと言わんばかりに膝ひざを抱えて座り、低い位置から朱音を睨にらむように見上げていた。

「……これからの話をする前に、一つ言いたいことがあります」

「うん？　なんだい、昨日の勝負のことかな？」

「っ……そのことじゃありません。私が言いたいのはこれのことです」

　さらに表情を苦いものにしながら桐子が突き付けてきたのは、九く宝ほう堂どう学園の生徒に配布されている学習用端末だ。Ｂ５サイズのタブレット端末で、専用ペンで直接画面に書き込みも出来れば、限定的ではあるが無線でオンライン接続も可能になっている。

　そして桐子の持った学習用端末の画面には、

「今日配信された壁新聞部の記事だね。桐子ちゃんも読んでるんだ？」

「ただの記事なら読みません。明らかに不自然なタイトルだったので、一応目を通そうと思ったんです。……これ、先せん輩ぱいの仕込みですよね？」

「まあ、間違ってはないよ。タイトルはなみえさんに任せた結果だけどね」

　言いながら、朱音は思わず画面を見ながら口元を綻ほころばせてしまう。

　確かに、昨夜の内に壁新聞部の部長である宇う都つ々つ木ぎなみえにメールで依頼したのは自分だ。壁新聞部は毎月アンケート調査を行い、その結果を週に一度発行している『壁新聞通信』に載のせている。

　その『壁新聞通信』には時折号外も発行されていて、基本的には生徒から壁新聞部に持ち込まれた失うせ物探しやバンドメンバー募集といった告知がされる。フリーペーパーでよく見かけるタイプのものだが、この端末を持っている全生徒に配布されるものなので、変な内容のものは事前に弾はじかれてしまう。恋人募集なんて最たるものだ。

　そんな号外が今日配信され、桐とう子この持つタブレット端末に映し出されている。

　普通の新聞というよりはポップな雑誌記事を思わせる明るくスペースの多いレイアウトで『壁新聞通信号外』と大きく書かれたそこには、いくつかの記事のタイトルと見出しが並んでいる。

　その中の一つに、

「『誰か解ける人はいますか？』、ね。なみえさんも遊び心が強い人だなぁ」

「私はてっきり謎解きか暗号解読かと思いました。全然違う内容でがっかりしましたが」

　確かに、普通ならそう思うか、勉強で分からないところがあるかのどちらかだと思うだろう書き方だ。

　ただしその内容は、

「『わたしが参加させて貰もらっているテスターのアルバイトがあるのですが、最近行き詰まっています。「特別なスキルがなくても誰でも簡単に出来る」とのことで応募したものの、実際はとても厳しく奴ど隷れい同然の扱いを受けていて、仕事に慣れることも出来ません』──って、何だよ、これ？　何のバイトか全然分かんねーぞ？」

　横から覗のぞき込んだ芽め依い里りが眉み間けんに皺しわを寄せているが、この文章を作った本人である朱あか音ねはむきになる訳でも無く頷うなずいてみせた。

「まあ、そうだろうね。ついでに言うと謎解きでもない。見る人が見れば何のことかは分かるだろうけど」

「……ああ、なるほどな。『スキル』とか『奴隷』とか関連ワードを混ぜてんのか。『テスター』ってのもそれっぽい感じだな」

「気付いて貰もらえて良かったよ。もし芽依里ちゃんがすぐに分からなかったら、この記事を見てもスルーされてしまう可能性が強いからね」

「あー？　それはあたしが馬鹿だからか？」

　思い切り睨にらみ付けてくる芽依里は女子中学生とは思えない迫力があるが、朱音はそれをさらりと受け止める。

「まさか。芽依里ちゃんは機転が利きくし、物覚えもいいから賢い子だと思っているよ。でも、キミは『ＰｏＳ』に関して殆ほとんど説明を受けずに参加したと言っていたね？」

「……あー、言ったっけな」

　訳ありで児童養護施設を飛び出した芽依里はこの新しん湘しよう南なんタウンにあろう事か泳いで侵入し、住む場所も無く島内限定の電子マネーカードも持てず、追おい剝はぎをして僅わずかな金銭を得て野宿をして過ごすという日々を送っていた。

　そんな彼女がどうして『ＰｏＳ』にプレイヤーとして参加できたのかを訊きいてみたところ、路地裏で男に『一いつ攫かく千せん金きんのチャンスがあるが、やってみないか？』と声を掛けられたらしい。

　当然、そんな怪あやしい誘いに二つ返事で頷うなずくはずもないが、その男が『三日以内にその気になったら開けてみろ』と言ってアタッシュケースを寄越したそうだ。それ以上の説明はないまま、男は去ったという。

　この『ＰｏＳ』はかなり機密性が高いはずなのにそのような雑な勧誘をするだなんて少し信じ難い出来事だが、芽め依い里りが噓うそを吐つく理由もない。だからこれはかなりの例外なのだろう。

　さておき──そんな経けい緯いだったと聞いているので、朱あか音ねの釈明に他意はない。

「早々に退場した意味も含めて、キミはこの『ゲーム』に関する知識に乏とぼしいと言える。だからこそ試金石としては丁度いい、という意味だよ」

「あー、そうかよ。んで、プレイヤーなら『ゲーム』に関係あるって気付いたとして、どうするってんだ？　まさか馬鹿正直に誘いに乗ると思ってんのか？」

「全くです。『もし似たような経験がある方がいたら、是非とも打開策について相談をしたいので、今週の水曜日二十時に水族館前に来て下さい』──こんな文面で生き残っているプレイヤーが釣れるとでも？　しかも、文末に《シレン》と名前まで書いて」

　辛しん辣らつに相あい槌づちを打ったのは桐とう子こで、こちらは殆ほとんど馬鹿にしたように冷め切った表情だ。

　まあこんな反応をされるだろうとは思っていたので、朱音はにこやかに返す。

「さあ、意外といけるんじゃないかな？　場所もそれなりに考こう慮りよしたし、他のプレイヤーの状況もあるしね」

「……一応、訊いておきます。具体的な根拠は？」

「水族館から徒歩五分圏けん内ないにはいくつか個室利用出来るスポットがあるんだ。漫画喫茶にレンタル会議室、あとはホテルもあるね。だから近距離から『潜界ワールドダイブ』したい、というタイプの人も行きやすいし、ちょっと迂う回かいすれば九く宝ほう堂どう学園の寮から繁はん華か街がいを通らずに行ける。あんな所を平日に彷徨うろついているプレイヤーは滅多にいないだろうし、ただ行くだけならハードルは低いと言えるはずだよ」

「敵が待ち伏せしている、と分かっているのにですか？」

　そんな問いを投げかける桐子の目を見れば、かなり疑わしく思っているのはすぐに分かる。無駄だとすら思っているのかもしれない。

　だが、朱音にしてみれば多少なりとも勝算はある。

「キミの懸念は尤もつともだね。普通ならこんな見え透いた罠わなに飛び込むプレイヤーはいない……けど、状況が状況だから。来てくれる可能性はそれなりにあるとわたしは踏ふんでいる」

「聞かせろよ。どーせあたしも手伝わせられるんだろ？」

「そうだね。当日は芽依里ちゃんに少しやって貰もらいたいことがあるから、その為にもちゃんと説明しておこうか」

　芽め依い里りに、というよりは、桐とう子こには聞かせておいた方が良い。来ないと思ったままだと、心の準備が出来ないまま乱戦に巻き込まれてしまい、脱落してしまう可能性もある。

　だから朱あか音ねは着ていた上着を脱ぎ、それを背もたれに掛けたイスにそのまま座り、ゆったりと足を組んで話し始めた。

「──まず、前提として。敵プレイヤーと戦わなければ、最後の勝者にはなれない。だから最低限の戦せん闘とうは避さけて通れないと、誰もが理解している。……ここまではいいね？」

「あー。んで、だからどうなんだ？」

「残るプレイヤーは半数を切った。そしてここから先、運営側の介入でスキルのコストアップがあるのは明確で、それ以外にも何か制限なりリスクなりが課せられる可能性が高い」

「……つまり、どこかしらで賭かけに出る必要が出て来る、と？」

　先読みをして合いの手を入れてくる桐子に、朱音は曖あい昧まいな頷うなずきで返す。

「そうだね。正確に言えば──リスクが把握出来るタイミングで仕掛ける。そこに罠わながあると分かっていても、そのリスクがある程度読めて致命傷にはならないと踏ふんだのであれば、覚悟を決めて行動を起こす……と、わたしは予測しているんだよ」

「だからあの号外配信を罠だと理解して尚なお、誘いに乗ると？」

「罠だと分かっているならそれ相応の対処を考えられるからね。それに罠以外の理由に思い当たるのであれば、可能性はぐっと高くなる」

「あー？　あれで罠に嵌はめてボコろうって以外に何かあんのか？」

　ストレート過ぎる芽依里の発言に思わず苦笑を浮かべ、朱音は下唇に人差し指を当てて続きを話す。

「あるよ。共闘の誘いという、同じくらい可能性のある選択肢が、ね」

「……あんた、また誰かを誘い込もうってのか？」

「その気はあまりないんだけどね。でも、限定的に共闘するのは有りだと思っているよ。それに大事なのはわたしの意向より、あの号外記事を見た人がどう受け止めるかだからね」

「あれを共闘の誘いを掛ける為のものと思ったのであれば、プレイヤーが現場に現れる可能性が高くなるからですか？」

「そういうこと。もし罠であったとしても、水族館前は開けた場所だから対処は可能だと思ってくれるかもしれないし、壁新聞部を介した以上はこちらが九く宝ほう堂どう学園生だと教えたも同然だよ。影も形も分からない相手よりは、同じ学生だと分かっている方がやりやすい。乗ってくれる可能性は、実は結構高いんじゃないかな？」

　最後は楽観的に明るく言うと、朱音はイスに掛けた上着のポケットから『ＰｏＳ』の端末を取り出す。時刻はまだ午後四時を少し過ぎたところで、電源を入れてもただ起動するだけで周囲のプレイヤーを探知することは出来ない。

　今は何の役にも立たない端末を手の中で遊ばせながら、朱音は女子中学生組の二人に微笑ほほえみかける。

「──まあ、これが不発に終わっても別にいいんだよ。下手をすれば荒れるか膠こう着ちやくするかの二択になりかねないこの状況を打破する為に、少しでもコントロール出来る展開にしておきたいだけで、失敗してもリスクは殆ほとんどないから」

「……時間と場所を指定したのを逆手に取られ、奇き襲しゆうを仕掛けられる可能性もあるのに、ですか？　それに記事の最後に《シレン》の名前を使っていましたが、それでも？」

「うん、問題はないよ。奇襲をするにしても、水族館に行くルートはいくつもあるから待ち伏せは難しいし、現地で襲おそうにしても開けた場所だから周囲に注意を払っていれば回かい避ひは出来る。そもそも端末で見落とすことさえなければ、そう簡単に奇襲なんて成立しないしね。あると分かっている奇襲なんて、ただの雑な先制攻撃でしかないよ」

「随ずい分ぶんと余裕じゃんか。んで、名前は？」

「それこそ何の問題も無いよ。ＩＤに使っている名前がバレたところでデメリットはないし、もしわたしの本名との関連性を疑っても、プレイヤーという確証に至ることはないからね。疑惑なら天才少女の桐とう子こちゃんと仲良くしている時点で付き纏まとっているしさ」

「気色が悪いですから仲良くだなんて虚きよ言げんを吐くのは金輪際止やめて下さい」

　どこまでも厳しい桐子の返しに、朱あか音ねは肩を竦すくめるしかない。芽め依い里りは床ゆかに転がったままにやにやと楽しげに笑っているし、どうにも年下二人から尊敬されている気配がなかった。

　まあ、ちゃんと動いてくれるならそれでいい。

「結果はどうなるか、水曜日の指定の時刻になれば分かるよ。それまでは大人しくして、運悪く誰かに戦いを仕掛けられないことを祈ろうか」

「祈るのであれば、先せん輩ぱいの思い通りにプレイヤーがやってくることを祈ったらどうですか？」

「それは別にいいや。確率としてはそこまで高くないだろうけれど……それでもわたしは来ると思っているよ。何なら賭かけるかい？」

「…………もし負けたら、どうするというんですか？」

「さあ、どうしようかな。預からせて貰もらっている桐子ちゃんの艶やかな写真データの破は棄きでもしようか？」

「……っ……！」

　敏感に反応し悔しげに口元を歪ゆがめる桐子だが、羞しゆう恥ちに顔を赤くするまで過敏ではなかった。少しは耐性がついてきたらしい。

　そしてもう一つ、昨日の勝負の影響が思いの外ほか彼女の中で強く残っているからだろう。

　桐子が朱音に協力しているのは脅おどされているだけでなく、復ふく讐しゆうしたい相手がいたからだ。それが済んでしまった今、二人の間を繫つなげているのは誰にも知られたくない写真データを押さえられているからに過ぎない。

　つまり、それを破棄してもいいというのは、

「……そこまでの自信があるんですか？　もしかしたら、もううちの学校の生徒でプレイヤーはいないかもしれないのに……」

「いや、たぶんそれは無いよ」

　根本を揺るがす桐とう子この疑問に、朱あか音ねはあっさりと首を横に振る。

「この『ゲーム』のプレイ条件は、普通の会社員にはちょっと厳しすぎるからね。いたとして例外として数人。あとは、比較的時間の都合が付きやすい職業の人……例えば教師とか、ね。それが何人かいたとして、残りは学生かフリーターで占められるんじゃないかな」

「その仮定は根拠が薄すぎますが……逆に、学生が殆ほとんどならリスクが高くなりますよ」

「そうだね。最初はひょっとしたらプレイヤーは全員うちの学園関係者かも、なんて思ったけれど……それは芽め依い里りちゃんが否定してくれたからね。限定していないのであれば、学生が多いのは可能性として高いとしても、やっぱり問題無いよ。どうせ残りのプレイヤーは十六人しかいないんだから」

　そこで一度言葉を区切り、朱音は笑みを深め……

「うちの学生ばかりだっていうなら、そろそろ隠れてもいられなくなる頃合いだ。『ブラインドマスク』があるから、もし向こうで遭そう遇ぐうしても素す性じようは分からない……なんて甘えた考えでいるプレイヤーがいるなら、餌え食じきになって貰もらうだけだよ」

「…………何をするつもりです？　犯罪行為には関わりませんよ」

「大丈夫、合法的な手段だよ。ほんの少しプライバシーは侵害してしまうかもしれないけど、悪用はしないから」

「……………………」

　全く信用出来ないと言わんばかりの目をした桐子には笑みで返し、朱音は電源の入っていない沈黙したままの端末に視線を落とす。

「上手くいけばこれからの戦いを優位に運べるだけでなく、一気に勝利までいけるかもしれない。まあ、あまり自分に都合の良すぎる展開は期待しない方がいいんだろうけど、ね」

　現実というのは、いつだって理想の未来とはかけ離れたものになる。どれだけ最善を尽くしたところで、まるで予想だにしない小さなアクシデント一発で全てが引っ繰り返されてしまうことだって有り得る。

　だから朱音は口ではどれだけ楽観的に語ろうと、油断もしないし期待もしない。

　ただひたすらに、可能性を積み重ねるだけだ。

　──他のプレイヤーが勝利の道筋を外れ、足を踏ふみ外し崖がけ下したへ転落してしまうような、歪ゆがみを生む可能性を。













　　　二章　示し合わせの混戦







　月曜、火曜と他のプレイヤーに接近されることもなく無事にやり過ごし、迎えた水曜日。

　関東地方の十一月、という割に新しん湘しよう南なんタウンの気温は低くない。冬以外だと晴れた日なら海水浴が出来るのは、島の発電システムの排熱を利用し水温を上げているからだ。さらに人工島地面内を走るパイプ内の水温を調節することで、地表の熱をある程度コントロールしている。

　そのおかげもあり、夜でも上着として薄手のジャケットを一枚羽は織おるだけで十分で、道行く人の中には半袖シャツという元気な姿の男性もいるくらいだ。

　時刻は七時過ぎ、場所は観光エリア近くということも手伝って、スーツ姿の社会人や学生服の若者は少なく、ここへ楽しみに来ているとどことなく分かる雰囲気の人が多い。

　そんな中を朱あか音ねは桐とう子こと共に歩き、とある建物の前まで来ていた。

　そこは海の近くにある水族館──ではなく。

　水族館から少し歩いた所にある、観光客向けの高級ホテルだった。

「……ほ、本当にここでいいんですか？」

　エントランスの雰囲気に完全に吞のまれたようで、口調からいつもの刺とげ々とげしさが抜けている。表情も十四歳の少女らしい、幼さの残った不安げなものになっていた。

　連れのそんな態度を朱音は笑うでもなく、至って普通に「そうだよ」と返す。

「安全に水族館前まで行けるよう待機場所としてホテルの一室を利用する、って事前に伝えておいたじゃないか。随ずい分ぶんとごねていたのに、忘れてしまったのかな？」

「あれは『一緒にホテルに行こうか』だなんて語ご弊へいのある言い方を先せん輩ぱいがしたからでしょうっ、忘れてなんかいません！　そうではなくてっ……本当に、こんな立派なホテルを予約したんですか……？」

「ここが一番水族館に近かったからね。平日でもそれなりに混んでいるみたいで、空あきがあって良かったよ」

「……予定通りに進めば、一時間もいないんですよ？　一泊ではなくて短時間だと割引になるシステムはあるんですか……？」

「その手の割引はないはずだよ。ああでも、その手のシステムのホテルならもっと繁はん華か街がいに近い場所にあるかな。この辺りにもあれば便利で良かったかもね？」

　言って、朱音はウインクしてみせる。

　楽しげな様子に何か含みを感じたのか、桐子は眉まゆ根ねを寄せてしばし考え込み……ややあってから、思い当たるものでもあったか頰ほおを赤くして、

「そんなところになんて絶対に入りません！　本当に何を考えているんですかっ?!」

「別に、中に入ってやることは変わらないじゃないか。世間体としてはちょっとまずいかも知れないけど、それはここに入るのも一緒だよ」

「っ、それはそうかも知れませんが、心情的には全然違います！　どうして私が先せん輩ぱいとそんなところに……！」

「過か剰じように反応しすぎだよ。まあ、流石に中学生と一緒には入れないだろうから、どうせ使えなかっただろうけどね。芽め依い里りちゃんならどうにか誤ご魔ま化かせたかな？」

　同い年なのに彼女とは違い、ハイティーンのモデル顔負けの身長とスタイルの家出少女の名前を出すと、桐とう子こが目つきを鋭くし睨にらみ付けてきた。

　まだまだ新鮮な反応があるのは、偏ひとえにこの天才少女が、実はコンプレックスの塊かたまりだからだと朱あか音ねは推測している。逆に言うと、ただ才能があるだけでなく、易やす々やすと満足することのない性格だからこそ、この歳で大学生に混ざって修学するまでの学力を身に付けられたのだろう。

　パートナーにするには頼もしいが、あまり弄いじりすぎるととんでもないしっぺ返しを食らうことになりかねないので、頃合いとみて朱音は桐子の肩を軽く叩たたき、

「さあ、入ろうか。チェックインはわたしが済ませるから、キミはエレベーターの近くで待っていてくれるかな？」

「……分かりました、けど……追い出されたりはしませんか？」

「大丈夫だよ。子供連れの客だって多くいるしね」

　まだ不安げな桐子に優しく笑いかけ、朱音はホテルの自動ドアを通り抜けて中に入る。慌あわてて桐子も続き、ホテルマンの「お帰りなさいませ」の声に恐縮する気配が見なくても伝わって来た。

　初めて後輩に頼られている感じがするが、同時に子供扱いされた怒りもあるようで、後ろから嫌なプレッシャーがくる。敢えてそれに気付かない振りをし朱音はそのままフロントに向かい、チェックインの手続きをしに行った。




　高級ホテルだけあって明らかに未成年の朱音でも丁てい寧ねいな対応をしてくれたので、手続き自体は滞りなく済み、ものの数分で終わった。

「お待たせ。それじゃ、行こうか？」

「……無事に済んだみたいですね」

　居心地悪そうに立っていた桐子にカードキーを軽く上げて見せ、そのままエレベーターへと向かう。すぐにホテルマンが反応しボタンを押して呼んでくれたエレベーターに乗り込むと、二人きりになったことで桐子が深々とため息を吐ついた。

「……こういうところは苦手です。先輩はよく平然と対応出来ますね」

「そうかな？　わたしもあまりこういうところには来ないけど、普通に知っている通りに動いただけだよ」

「それにしては余裕がありすぎです。どんな心臓をしているんですか……」

　羨うらやましい、というよりは呆あきれた表情の桐とう子こを乗せたエレベーターは十七階で停まり、朱あか音ねが先導する形で通路を歩く。

　カードキーに書かれたルームナンバーの部屋を見つけて中に入ると、自動的に明かりが点ついて部屋の様子が露あらわになる。すると後ろから、小さな感嘆の声が漏もれ聞こえてきた。

「……わっ……こ、こんな凄すごい部屋にしたんですか……?!」

「適当な部屋が空あいてなかったからここにしたんだけどね。あとはこれよりグレードの高い部屋しかなかったんだ」

「…………ここより、ですか……」

　どこか浮ついた、夢からまだ覚めていないような声音に振り返ると、表情も似た感じになっていた。まあでも、十四歳の少女なのだから、これは仕方ないのかもしれない。

　何しろ朱音が取ったこの部屋は、ベッドルームが小さな会議室くらいの広さがあり、そこに立派なダブルベッドが二つ並んでいる。それくらいなら少女の許容範はん囲いだろうが、大きなテーブルの上には大きな皿にフルーツが盛られているし、奥はベランダに出られるようになっていて近くには夜景が見下ろせるようゆったりとしたソファーが置かれていた。

　それだけでなく、壁の一部がガラス張りでバスルームが見える造りになっているが、広々としているだけでなくバスタブも綺き麗れいなもので、そこからも夜景が見渡せる。

　どう考えても中高生が泊まるような部屋ではないし、ほんの一時間程度の滞在で出て行くのは勿もつ体たいなさ過ぎる豪華さだ。

　……と、一応は朱音も理解しているが、必要なのは安全な場所というだけなので、それ以上のことはあまり気にしていない。

「さて、と。予定通り、四十分になったら向こうに行こうか。それまでは好きに寛くつろいでいて構わないよ」

「そうは言いますが……本当に、向こうから戻って来たらここを引き払うんですか？」

「そのつもりだけれど、桐子ちゃんがお望みなら泊まっていってもいいよ？　わたしは帰宅するけれど、支払いは後でカードから引き落とされるし、朝食までは料金に含まれているから。チェックアウトは十一時で……っと、登校するならどうせもっと早くに出るから、そこは関係無いかな」

　どうにしろ宿泊するのと変わらない金額は払うことになるので、朱音としてはどちらでも構わない。自分は自宅が落ち着くのでわざわざ泊まる気にはなれないが、桐子が泊まりたいのなら有効利用して貰もらった方が良い。

　こちらの提案に、桐子はかなり深刻な表情で部屋を何度も見回して、

「……いえ、折せつ角かくですが止やめておきます。急に体調を崩すようなことでもあれば泊まらせて貰いますが……落ち着かなくて、眠れないでしょうから」

「そう？　下でアロママッサージを受けられるみたいだから、それを利用すればリラックス出来るんじゃないかな？」

「別に凝こっているところはありませんし、緊張して疲れるだけです。先せん輩ぱいは贅ぜい沢たくをし過ぎだから感覚が麻ま痺ひしているのかもしれませんが」

　辛しん辣らつな言葉がくる辺り、少しは調子が戻って来たらしい。

　ただ、朱あか音ねとしては素直に頷うなずき難い内容だ。

「わたしとしては贅沢なんてした覚えはないんだけどね。保護者が過保護だからいい家に住まわせて貰もらっている自覚はあるけれど、ここに泊まるお金くらいなら大したことはないし」

「普通の感性ならそんなセリフは絶対に言えません。少なくとも一万や二万で泊まれるような部屋じゃないですよね、ここ」

「さあ、いくらだったかな？　ああいや、別にはぐらかしている訳じゃ無くて、空室が少ない中で一番安い部屋を取って貰ったから、金額は見ていないんだよ」

「……取って貰ったというと、例の保護者のお兄さんですか？」

「そうだよ。義理の兄で、とても優秀な人でね」

「そのお兄さんに甘えすぎです。先輩の家はお金持ちなのでしょうが、先輩が無為に消費していいものではないはずです」

　まるで幼子を諭さとすような口調だが、語る桐とう子この目は冷え切っている。完全に駄目な人間を相手にする時の顔だ。どうやら誤解が生まれているらしい。

「桐子ちゃんの言いたいことは分かるけど、うちの家庭事情は少し特殊でね。これくらいの我わが儘ままなら問題はないんだよ」

「それは先輩が勝手にそう思っているだけじゃないんですか？　搾さく取しゆする側の言い分なんて、大体が勝手な意見ですし」

　辛辣な桐子の言葉も尤もつともで朱音も苦笑を漏らすが、首を横に振って再び否定する。

「うちの場合、わたしは義兄の佳よし彦ひこに貸しがあってね」

「……貸し、ですか？」

「そう。まあ、わたしとしては家族なんだし、こっちも借りがあるんだから気にしなくていいと思うのだけどね。でも、向こうにとっては清算……は無理だとしても、そのままで済ますつもりはないらしくてね。だからわたしも遠えん慮りよ無く彼に甘えているんだよ」

　その結果として、かなりストレスを与えてしまっているのだが……むしろその方が義兄にとってはいいのだろうと朱音は判断している。責任感が強すぎるので、迷惑なくらいこちらからあれこれ頼る方が、結果的には心の負荷が減るだろうと。

「──さて、わたしの家族関係についてはひとまずこの辺りで置いておこうか。もういい時間になったみたいだしね」

「……そうですね。先せん輩ぱいの家庭環境なんてどうでもいいことですし」

　ツンと突き放す言い方をして、桐とう子こは窓側のベッドに腰掛ける。目を見れば全然納得していないのは丸分かりだが、そこを問い質ただしても素直な返事は来ないだろうから、朱あか音ねもこれ以上は話題を続けない。

　ここに来た目的は楽しくお話しをすることではなく、勝利への一手を打つ為だからだ。

「それじゃ、近くに敵プレイヤーはいないみたいだし、手て筈はず通りに行こうか」

　取り出した端末の画面を確認し、朱音も空あいている方のベッドに座る。そして桐子と向かい合わせる形で、

「いくつかプランは用意したけれど、想定外の事態が起こった時は──」

「状況が許す限り逃げの一手、でしょう。忘れていません」

「うん、頼もしいね。細かい確認は……向こうに行ってからにしようか」

　こちらの提案に無言の頷うなずきが返って来たので、朱音は返事代わりにベッドの上で横になる。内装に負けず劣らず高級なものらしく素晴らしい寝心地だが、残念なことに堪たん能のうは出来ずに終わりそうだった。

　何故ならあのキーワード一つを唱となえるだけで、意識は一いつ瞬しゆんで無くなってしまうからだ。

　朱音は端末の左側にある音声入力ボタンを押し込むと、

「──『潜界ワールドダイブ』」

　魔ま法ほうの言葉を呟つぶやいた瞬間、目の前が真っ暗に染まり──深海に沈み込むようにして、朱音の意識は吞のみ込まれた。
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　仮想空間での覚かく醒せいの瞬間は、眠った後とは違い、最初から意識がハッキリとしている。

　なので麻酔を使われたような意識の消失は気のせいだったのかと半信半疑で目を開ければ、やはりちゃんと『潜界』は行われたのだとすぐに確信出来た。

　ホテルの一室にいたはずが、目の前に広がる光景はホテルの外。しかも着ている服は全く違うものに変わっていた。

　カットソーにスラックスという服装だったはずが、今はコートとインナーが一体化したようなデザインのダークグレーの服に変わっている。下はスカートのように切れ込みが入り、黒のタイツとブーツという組み合わせも手伝って、そのままライブハウスでバンド演奏していてもおかしくない格好だ。

　そして、いるのは朱音だけじゃない。すぐ近くに、ゆっくりと立ち上がる桐子の姿もある。こちらも服装は変わっており、ヘッドドレス付きのゴスロリ風衣装で、首から下をチョーカーと赤と黒のチェック柄のネクタイで彩いろどっていた。

　そんな彼女は右目にフリルのあしらわれた眼帯をしているが、不思議なことにその顔立ちは全く分からない。右目以外は隠れていないし、つまらなさそうな表情をしているのは分かるのに、だ。原因は眼帯で、これが桐とう子この『ブラインドマスク』になる。

　朱あか音ねの場合は左耳に付けている三日月のイヤリングがそうで、これを付けている限りそう簡単に身元が割れることはない。服装だけ見れば完全に女性と思われるはずだから、尚なお更さらだ。

　学園関係者にプレイヤーがいたとすれば、『ＰｏＳ』の開始日に事故で入院した桐子はプレイヤーなのではと勘かん繰ぐられていておかしくないし、最近になって行動を共にするようになった朱音にも疑惑が生まれるだろう。

　だからこそ朱音は、学校にいる間はちゃんと男に見える服装をしているし、仕種にも多少気を遣つかっている。洞どう察さつ力りよくに優れた人間にしっかりと観察されれば同一人物だとバレるだろうが、すぐに確信は出来ないはずだ。

「さて、と……ホテルから水族館まで、歩いて三分くらいかな。呼び掛けをしておいて遅れて行く訳にもいかないし、そろそろ向かおうか」

　この仮想空間内でも手に握られていた端末の画面を見て、朱音はマップに自分ともう一人の反応しかないことを確認して言う。

　するともう一人──眼帯を付けた《ローズマリー》が頷うなずき、手に持っていた端末を後ろ手で腰の辺りに仕し舞まった。傍はた目めからは分からないが、衣装には端末を格納する箇か所しよがあるので、そこに入れたのだろう。

　水族館前までは殆ほとんど真まっ直すぐ進むだけなので、迷うことはまずない。

　なので朱音は端末の画面に視線を落としたまま、桐子の後を付いて行く形で進む。プレイヤーがいれば反応があるものの、現実世界にいる時とは違いバイブレーション機能は働かない。注意深くチェックしていなければ、折せつ角かくのレーダー機能も無意味になる。

　歩いてほんの数分の距離だが、朱音がちらりと顔を上げれば、前を行く桐子の背中はやや緊張しているようにも見えた。まあ、それも仕方がない。

　この仮想空間は新しん湘しよう南なんタウンとほぼ同じ造りになっているが、余計なデータは省いているのか、建物はほぼ再現されているものの細かな物は消えている。例えば、信号機や標識は残っているが、自動販売機や看板などは無くなっていた。

　走っている車もいなければ、機械音も風音もない。明かりは電灯が最低限点ついているだけで、周囲は暗くら闇やみが包み込んでいる。

　そして何より、人の気配が無い。朱音は新鮮で心地良く感じるが、まともな感性の女の子なら恐怖の方が勝るだろう。

　それでも桐子は気き丈じように歩き、朱音達は滞りなく水族館前の広場に着いた。

「……うん、これなら大丈夫そうだね」

　辺りを一通り見回して、朱音は満足げに呟つぶやく。

　中心にある大きな噴水はこの空間には珍しくライトアップされていて、広場全体を見渡せる程度には明るい。その上、何も植えられていない花か壇だんや街路樹はあるものの、他に視界を遮さえぎる物もない。

　すぐ近くにある大きな建物は水族館くらいだし、これだけ見通しが良ければ誰かが来たら間違いなく分かる。

　噴水の縁ふちに腰掛けた朱あか音ねは、自分達が来た道路側を見ながら、

「こちらのいる場所が知られている場合、一番気を付けなければならないのは遠距離からの攻撃になるけれど……ここなら、無抵抗でやられる可能性は少なくて済むね。防ぐなり回かい避ひするなりは出来そうだ」

「そうですか？　例えば百メートル以上向こうから遠距離攻撃が可能なスキルを持っている敵なら、一方的にやられてしまうと思いますが」

「その距離を届かせるスキルならあるかも知れないけれど、簡単にやられるってことは無いはずだよ。ＩＤすら識別出来ない距離から必殺の攻撃だなんて、アンフェアだからね。ゲームバランスを考えれば、視認して避よけるくらいは可能だと思うな」

「……かもしれませんね。なら、警戒は敵が近くまで来てからですか？」

「それで十分だよ。尤もつとも──もう数分もかからずにその時は来そうだけど、ね」

　言いながら朱音が端末画面を見せると、桐とう子こは眉み間けんに皺しわを寄せ、それから目を見開きハッとした表情になる。

「マップに反応が……青いアイコンが、二つ……！」

「青色ということは、半径五百メートル以内だね。大人が普通に歩く平均速度だと一分間で八十メートル進むらしいから、ここに来るまでは五分ちょっと……警戒して慎重に進むのならもう少しかかるかな？」

「だとしても、十分は要りませんが……二つの反応は、どちらの意味だと思いますか？」

　肝心の選択肢を挙げないで問う桐子だが、それくらい言わなくても分かるだろうという彼女の期待に応こたえ、朱音は微かすかに口元を綻ほころばせて、

「偶然二人のプレイヤーが同時に範はん囲い内ないに来たか、それとも二人のプレイヤーが組んでいるのか……わたしは後者だと思うけれど、《ローズマリー》はどう思う？」

「どちらかといえばそちらの可能性が高いと思いますが……もし二対一の構図を向こうが想定していたら、ここには来ないかもしれませんよ。状況が把握出来る距離までは近付いてくるかもしれませんが……」

　その場合はどうするつもりかと視線で問いかけてくる。顔の造ぞう作さくは分からなくてもその辺りは伝わってくるので、この認識システムは面白い。

「つまり《ローズマリー》は来ないと思っているのかな？」

「八割方は。せ……《シレン》は来るとでも？」

「まあね。どうせなら、また賭かけでもしようか？」

「……そんなことを言い出すからには自信があるのでしょうが、根拠が分かりません。勘かんだとでも言うつもりですか？」

「いいや？　勘も意外と無根拠ではないけれど、今回は違うよ」

「なら、向こうがこちらは組んでない可能性を考こう慮りよするかもしれないからですか？　だとしても、近付いて戦せん闘とうの気配がなければ、それ以上は接近しないと思いますが」

　桐とう子この言い分は一々尤もつともで、説得力もある。

　しかし朱あか音ねはそれを理解した上で首を横に振り、にこりと桐子に笑いかけた。

「彼等が来るまでの時間潰つぶしも兼ねて、少しレクチャーをしようか。日曜日にキミがわたしに負けた要因も関係しているしね」

「緊張感のない人ですね。そんなに油断して負けたいんですか？」

「まさか。わたしは端末をチェックしておくから、《ローズマリー》は視認で警戒をよろしく。楽しいお喋しやべりは敵が見えるか、アイコンが赤になるまでの間だけだよ」

　言って、朱音は端末に視線を落とす。青いアイコンを順にタッチしてそれぞれどちらの方角にいるかをチェックすると、案あんの定じよう矢印は同じ方向を指している。

　それが海側という予想外の方向ではなく、自分達が来た方向とは少しずれて島の中心側を指していることを確認してから、ゆっくりと話し始めた。

「まずは、日曜のポーカーの件からにしようか。あの日、《ローズマリー》はどうして自分が負けたと思う？」

「……それは…………《シレン》が経験で勝っていたから、としか……」

「うん、まあ間違ってはいないよ。でも、キミからしたら予想外だったんじゃないのかな？　前もって調べていたのだから、ポーカーは確率を意識して運任せのプレイをしない方が勝率が高いゲームだって分かっていたはずだよ。なのに、途中からは殆ほとんど勝てなかった──それもキミは間違ったプレイをしなかったのにね」

　朱音の言葉に、顔を見ずとも横から反感の意思が伝わって来る。仮想空間とはいえ、こういうものは分かるから不思議だ。

「……下手な慰なぐさめは要りません。腹立たしいだけです」

「いや、これは本音だよ。対人でプレイするのは初めてだったんじゃないかな？　その割には、手つきこそ辿たど々たどしかったけれど、立派なものだったよ。あれなら中級者レベルとまでなら対等に戦えるだろうね」

「……なら、どうして《シレン》には勝てなかったんですか？　手て札ふだと場に出されるカードで運の要素があるにしても、あんなに一方的に負けるだなんて……」

「理由は簡単、キミが上手にやりすぎたからだよ。だから手札の予想も簡単だし、逆にベットして降ろさせるのも簡単だった」

　視線は端末に向けたまま、朱あか音ねは左手の人差し指をピンと立ててくるりと回し、

「キミは賢いし、勉強してきたのも分かっていた。だからこそ、コンピューターのように理路整然とプレイするだろうと思っていたし、少し見ていたら実際にそうだった。なら、罠わなに嵌はめるのは簡単だ」

「罠……ですが、変則的なプレイは結果として勝率を下げると……」

「うん、それも間違ってはいない。でも、ヘッズアップは相手を降ろしてしまえば勝ちだ。だから初心者相手に少しばかり変則的なプレイをして見せるのは有効でね。相手がこちらの手を読み切れなくなれば、後はもうやりたい放題だよ」

「…………少しばかりかじった程度では、逆効果だった訳ですか」

「そう悲観したものでもないよ。実際、キミみたいに合理的で、潜在的に負けず嫌いな人間はポーカーに向いている。自分と相手のコントロールを巧みに出来るようになれば、プロプレイヤーにだってなれるさ」

　──ただし、超一流と呼ばれるプレイヤーにはなれないだろうが。それは悪いことではなく、複数の相手を騙だまし、自分さえも騙せる人間でなければその領域には辿たどり着けない。天才と称される人間特有の歪ゆがみや欠落が無い桐とう子こには、そのまま成長し輝かがやいて貰もらいたいところだ。

　勝手な期待をしているな、と自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑みを浮かべつつ、朱音は話を続ける。

「さて、それらを踏ふまえた上で、ここに敵が来ると予想した理由だ。キミはわたし達が待ち受けるここに来るのはリスクが高いと判断して来ないだろう、と思ったのだろうけど……相手が二人組ならば、それ程のリスクと捉とらえない可能性が高いんだ」

「どうしてですか？　二対一の有利を捨てて、同数の対決を望む理由が分かりません」

「何故なら、時間と場所を指定しての戦いなんて、滅多に出来ないからだよ。罠の可能性は当然あるとしても、向こうも準備が出来ている。こちらが一人なら逆に逃げられるかもしれないけれど、二人でいるなら逃げないだろうとも予想出来る。なら──」

「……リスクがあるにしても、計算出来る範はん囲い内ないのリスクだと？」

「そういうことだね。コストが三倍になったことを踏ふまえても、『ゲーム』が長期にわたるのは全員にとって望ましくない。それに、長引けばそれだけ実生活にも影響が出る。誰かとペアを組んでいても、ずっと一緒にいられるとは限らない……他にも色々とあるけれど、この程度のリスクなら勝利を得る為には許容範囲だよ」

「そこまでは分かります。ですが、相手がそう考えているというのは、少しこちらに都合が良すぎませんか？」

「ポーカーと同じだよ。人は期待と不安で、同じ状況でも全く違う画に見えてしまう。キミがわたしの手て札ふだを過大に想像してしまったり、逆に低く見積もって痛い目を見たりしたように、相手の感情も計算に入れないといけない。敵が『ゲーム』に勝つつもりなら、この状況は餌えさを仕掛けたネズミ取りに見えているだろうね」

　そこまで言ったところで、朱あか音ねは微かすかに目を細め、視線を上げる。

　さっきまで見ていた端末の画面では、青から黄色に変わっていたアイコンが、ついに赤へと変わっていた。

「だから見え見えの罠わなを蹴け散ちらし、餌えさだけかっ攫さらう気でいるんじゃないかな。わたしが期待しているとしたら都合の良い未来ではなくて、相手の目に美味しい餌に映っているかどうかだよ。自分達の力に自信があればある程、匂い立つような御ご馳ち走そうに見えているだろうけどね」

「っ……来ました。お喋しやべりは終わりにして下さい」

　緊張感を孕はらんだ桐とう子この声が示す通り、水族館とは反対側の通りの方から、歩いて来る人影が見えた。噴水周りの明かりは届いていないのでぼんやりと見える程度だが、向こうからはこちらの姿がハッキリと見えているだろう。

　朱音は端末を持った手をだらりと垂らし、桐子の前へと立ち位置を移す。そしてちらりと振り返り、

「それじゃあ、《ローズマリー》。手て筈はず通りに」

「……分かりました。基本的には先の指示通り、ですが状況次第では臨機応変に動かせて貰もらいますから、そのつもりでいて下さい」

「うん、勿もち論ろんだよ。色々と期待しているからね」

　激げき励れいのつもりだったのに冷たい視線が返ってきて、朱音は肩を竦すくめて、前へと向き直る。

　闇やみに融とけ込みかねない人影は、先程より輪りん郭かくが摑つかみやすくなっていた。それはつまり、接近を意味している。

　こちらを見つけても歩みを止めず、かといって走る訳でもないのは、朱音にとって有り難い。正直、一番厄やつ介かいなのは問答無用で攻撃されることだ。

　戦うにしても、会話が成立出来そうな相手がいい。揺さぶりや交渉の余地があれば、いくらか有利に事を運べる。

「……ふぅん。向こうは男女のペア、か」

　噴水広場に近付くにつれて姿が見て取れるようになり、二人の体格がかなり違うことにも気付かされる。

　前を歩く男は、暗いのでやや分かり難いが、どうやら現金や貴重品の運うん搬ぱん警護をする警備員が着ているような服装で、胸や腕にプロテクターを付けていた。頭の方は鼻から上まで覆おおう形のヘルメットを装着しているが、あれが彼の『ブラインドマスク』だろう。

　もしかすると背の高い筋肉質な女性の可能性もなくはないが、朱音が見る限りあれは男──それも未成年だろう。

　そしてもう一人、彼の後ろを歩く女性はというと、白い長袖のシャツに藤色のロングスカートという格好で、あれは恐らく衣装を買わず初めて『潜界ワールドダイブ』した時のままでいるのだろう。鍔つばの広い帽子を被っているが、『ブラインドマスク』だと推測出来る。顔は認識出来ないが、後ろ髪は肩に届かない辺りで綺き麗れいに切り揃そろえられていた。

　二人を視界に収めたまま朱あか音ねが端末画面を操作してＩＤを確認すれば、

「……《ｆ》に、《ポーン》か……どっちがどうなのかまでは分からないけれど、たぶん……」

男の方が《ポーン》だろうな、と予想する。あの格好は、前に出て戦う気満々だ。ならば《兵士ポーン》の名は相応ふさわしい。

　そんなことを考えている内に、二人は噴水広場へと足を踏ふみ入れ……朱音達から二十メートル程離れた辺りまで近付いたところで、後ろにいた女性が歩みを止めた。

「──止まりなさい」

　短くそう告げた声は、シンと静まり返った広場とはいえ、驚く程よく聞こえた。ただ綺麗で通りが良いというだけでなく、威圧的でもないのに強制力のある声音に、前を歩いていた男の足がピタリと止まる。

　たったこれだけのことで、朱音は完全に理解した。……というより、この場にいれば誰であっても一発で理解出来るはずだ。

　後ろのいる女性が主導権を握っている。それも生なま半はん可かなものではなく、支配しているとすら言ってもいいレベルでだ。

　ただでさえ無音に近く張り詰めた場が、彼女の一声でさらに空気が重くなる。まるでスキルでも使われたかのように。
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　ここに来る『敵』に対していくらか朱あか音ねも想定はしていたが……残念ながら、予想よりもずっと厄やつ介かいな相手が来てしまったらしい。

　ただし『ブラインドマスク』で顔を拝むことは出来ないが、それでも表情や視線の動きは分かる。それはヘルメットを付けていてもだ。

　だから今、二人の視線が自分に集中していることに朱音はちゃんと気付いていた。

　突き刺さるようなそれに応こたえるべく、朱音は大おお仰ぎように一礼をし、

「やあ、良く来てくれたね。こんばんは、初めまして──わたしがあのメッセージを載のせて貰もらった《シレン》だよ」

　こちらからの挨あい拶さつに、返事は無い。ただただ視線だけが、観察……というよりは値ね踏ぶみするように、自分達を捉とらえている。

　不ふ穏おんな気配さえ漂い始めるが、朱音はそれを気にせず話し続けた。

「まだ待ち合わせの時刻には少し早いけれど……他に来るプレイヤーがいたとしても、キミ達を待たせるのは良くないね。後で来る人にはその都つ度ど対応するとして、とりあえずは親交を深めようか？」

　空気を読まず普段通りの口調で語りかけていると、後ろの女性が小さく頷うなずくのが見えた。

　その意図が何なのかを考える間もなく、

「では、軽く挨拶させて貰いましょう──《ポーン》」

「承知しました……！」

　彼女の声に反応した男が、瞬しゆん時じに走り出す。左手には端末、右手には何も持っていないが、何かを握るように形作られていた。

　突然の素手での急接近に、後ろから息を吞のむ気配が伝わって来るが、

「──《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》！」

　どうやら動揺するまでには至らなかったようで、スキルを読み上げる声が聞こえてきた。

　同時に、噴水周辺を照らすライトよりも赤い光が溢あふれ、その光を引き連れて桐とう子こが前へと進み出る。

　光源は右手から伸びる炎の鎖くさり。桐子のオリジンスキル《炎鎖の魔女》は伸縮可能な炎えん鎖さを生み出すことが出来る、なかなかに使い勝手の良い攻撃的なスキルだ。

　機き敏びんな動きで瞬またたく間に距離を埋めていた《ポーン》だが、桐子のスキルを見てコースを直線から回り込む動きへと変える。それに対して桐子は右腕を振るい、炎鎖を投げつけて彼の進む先を遮さえぎった。

　胸の高さを回転しながら飛ぶ炎鎖の長さは三メートル以上あり、横に跳んで避よけられるものではない。その判断を一瞬で行おこなったのか、《ポーン》は前へと進みながら素早く身を屈かがめて炎鎖を避ける。

　だが、そこに。

「これならどうですっ?!」

　気合いの声と共に、下から舐なめるようにして炎えん鎖さが《ポーン》に襲おそいかかった。

　スキルは音声入力でも発動するが、端末画面からの操作でも実行出来る。桐とう子こは一本目の炎鎖を投げてすぐに端末を使い、二本目をその手に生み出していた。

　屈かがみ込んだ体勢ではこの攻撃を避よけることは不可能で、容よう赦しやなく男の胴体へと炎の鎖くさりが巻き付こうとする……が。

　炎鎖が体に触れる寸前、男が低い姿勢のまま吼ほえた。

「──《シルフ・ザ・リッパー》！」

　気合いの籠こもった声と共に右腕が振るわれ……その行為が生み出した結果に、朱あか音ねは目を細める。

　右手が炎鎖に向けて振るわれたが、手が触れる前に炎鎖が弾はじけ飛んだ。しかも一いつ瞬しゆんたわんだ後で二つに切り裂かれる、という形で。

「なっ……!?」

「《ローズマリー》、続けて。連続攻撃を仕掛ければ、とりあえずは近付けないはずだよ」

「は、はいっ」

　珍しく素直な返事がきて、三度炎鎖が生み出される。多少のことは覚悟していたはずだが、自慢のスキルがあっさり破られたのがショックだったのだろう。

　ただ、朱音がアドバイスした通り、次々と投げつけられる炎鎖に《ポーン》はこちらへと近付くことが出来ず、覗のぞいている口元が苛いら立だたしげに歪ゆがめられる。右腕を振るうごとに炎鎖は弾はじかれ、或いは分断されているが、彼ひ我がの距離はむしろ開いているのだから、そんな反応も仕方ないはずだ。

「さて、と……《ローズマリー》、彼の足下を狙ねらってみようか？」

「っ……了解です」

　朱音の指示に、桐子は素早く用意していた炎鎖を《ポーン》の移動先へと投げる。足下を掬すくうような軌道で、しかしこれも右腕が一いつ閃せんすると真っ二つに千切れてしまった。

　今までと特に何も変わりはない結果だが、朱音にとっては十分な成果だ。後はもう少し別角度からの検証が欲しいところだが──

「そろそろ終わりに……っ!?　な、なんですか、これ?!」

「うん？　どうかし……」

　突然の悲鳴混じりの狼ろう狽ばいした声に理由を訊きこうとした朱音だが、すぐに原因は分かった。

　桐子の身に何が起きたか……というより、自分の身にも同じことが起こっているからだ。

「足が……凍こおっている、か」

　正確に言えば、地面ごと靴が凍り付き、動けなくなっている。

　ライトアップされているとはいえ夜で、しかも前方はさほどの変化がなかったから気が付かなかったが……振り返れば、背後は地面に氷が膜を張っている。すぐに視線で辿たどると、先程までと同じ位置にいる女性の足下から、弧を描くようにして氷のラインが伸びていた。

「こんな……いつの間に……?!」

　慌あわてて氷から足を引き抜こうとする桐とう子こだが、両足の靴が足首近くまで凍こおり付いていてはそう簡単にいくはずもない。

「早くっ…………え、ぁっ!?」

　焦り顔の桐子はそれでも無理に動こうとしてバランスを崩し、あらぬ方向に炎えん鎖さを投げ出して右手を地面についてしまった。しかも地面を覆おおう氷が見る見る内に手の方にも広がり、瞬またたく間に凍り付く。

「なっ…………こんな、こと……!?」

「まずは一人、潰つぶす……！」

　完全に地面ごと凍り付いて身動きが取れなくなった桐子に、機を逃さず《ポーン》が襲おそいかかる。朱あか音ねや桐子の周囲とは違い、《ポーン》の前は凍らされていない。

　故に彼が低い姿勢で駆けるのを遮さえぎる物は無く、逆に避よけることも叶かなわない桐子は顔を引き攣つらせて、自分へと右腕が振るわれるのを見つめるしかない。

　何度となく炎鎖を弾はじき、或いは切り飛ばした謎のスキルを放つ右腕が、桐子の首を叩たたき落おとさんばかりに振りかぶられて、

「──《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》」

「なっ……?!」

　スキルを発動させる声が、目の前にいる桐子ではなく別の場所から聞こえて来たことに驚いたのか、《ポーン》の動きが止まる。

　そしてそこに、横手から炎鎖が襲おそいかかった。

「ちぃっ……!?」

　自分に迫る炎鎖を、《ポーン》は慌あわてて身を捩よじりながら右腕を振るい、何とか弾いた。しかしそれだけで無力化は出来ず、追撃がくる。

　炎鎖を操っているのは、勿もち論ろん朱音だ。足が動かなくなったことは気にせずに、好機を逃すまいと攻めてきた《ポーン》を逆に狙ねらう。

　蛇へびのように波打ちながら襲いかかる炎鎖に、《ポーン》はその場に留まることを諦あきらめ、大きく後ろへと跳んだ。そこへ炎鎖を投げつけるが、それは右腕を振るって弾き飛ばす。

　桐子と《ポーン》の間には再び距離が開き、どうやら危機的状況は脱せたようだが……朱音はそれだけで終わらせない。

「──《炎鎖の魔女》、いくよ？」

　再び生み出した炎鎖を、朱音は退しりぞいたばかりで体勢不十分な《ポーン》目掛けて右腕を引くと……彼ではなく、離れた場所に立つ《ｆ》へと投げつけた。

「なっ、《ｆ》に……!?」

　広場に驚きよう愕がくの声が響く中、炎えん鎖さは狙ねらい違たがわず回転しながら《ｆ》に飛んでいく。足が凍こおったままなので勢いは大したことないが、それでも炎の鎖くさりが体に巻き付けば重傷を負うのは間違いない。

　虚きよを突いた攻撃に、《ｆ》は一歩も動けないまま迫り来る炎鎖を見つめ、

「──温ぬるいですね」

　その呟つぶやきと同時に起こった光景に、朱あか音ねは思わず目を見開く。

　もう一秒足らずで炎鎖が当たるというタイミングで、彼女の前に氷の壁が立ち塞ふさがった。地面から一気に迫せまり上がった氷の壁は、炎鎖を見事に受け止め、それでいて壊こわれることもない。

　必殺の攻撃には程遠かったが……それでも、ここまであっさり止められるとは、流石に朱音も想像していなかった。

「便利な上に強力なスキルだね。でも、何度も攻撃すれば破れないこともない……かな？」

「試してみます？　無駄に終わると思うけれど、それでも宜よろしければ」

　相手の不敵な対応に、朱音は笑みを零こぼす。怒るのでも否定するのでもない返しは、単なる自信の表れというだけでなく、彼女の性格も反映している。

　即すなわち──一筋縄ではいかない相手だ、と。

「くっ……私としたことが……！」

「落ち着いて、《ローズマリー》。スキルを使ってごらん？」

「……っ、《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》！」

　吞のみ込みの早い彼女にはその一言で十分だったようで、すぐにスキルを読み上げる。

　すると桐とう子この氷漬けになった右手から炎鎖が生まれ、数秒と経たたずに綺き麗れいに氷は消え失せた。溶けたのではなく、文字通り消えたと言っていい。

「足下の氷も同じ要領で消えるみたいだね。段々と分かってきたよ」

　同じくスキルを使い右手に炎鎖を生み出した朱音の足は、言葉通り自由を取り戻している。足を囲むようにして炎の鎖が地面に垂れ下がっていて、その周囲だけ氷がない。

　ちらりと視線を落とした後で再び《ｆ》を見た朱音は、薄うすらと笑みを浮かべて、

「わたしの攻撃は防がれた……でも、この辺りの氷には炎鎖が有効に働いている。つまりスキルを使っているプレイヤーに近ければ近いほど強力な氷を生み出せるけれど、距離が開けば効力は弱まるみたいだね」

「……熱で溶けた、という感じではありませんでしたから、その仮説は正しいかもしれません。断定はしない方がいいですが」

　自分と同じ方法で氷から足を解放させた桐子も意見をくれたので、一つ頷うなずいてから、今度は《ポーン》を見ながら朱音は続ける。

「そっちの彼のスキルは……風の剣、かな？　目には見えないけれど、衝しよう撃げき波はを飛ばせるというのならもっと遠くから使っても良さそうなものだし、有効範はん囲いもさほど広くないみたいだしね。炎えん鎖さを断ち切るくらいだから物理的な殺傷力は勿もち論ろんあるだろうけど、スキルによる水流や火炎放射も防げるのかどうか……試してみたいところだね」

「…………」

　男は何も返してこない。だが、握られている右手に力が籠こもったようにも見えた。

　そこに見えない剣があるとすれば、炎鎖が弾はじかれ、分断されたのも仕方ない。見えないという点では芽め依い里りの《臆病者の銃弾ブラインド・ブレツト》と同じのようにも感じるが、実質は全然違う。

　芽依里のスキルは一時的に存在ごと隠してしまうスキルで、発動中は射程内に何かがあったとしても当たらない。一方、《ポーン》のスキルは見えないまま剣として機能する。この差はとても大きい。

　尤もつとも、今のところは朱あか音ねの想像に過ぎないが……相手の表情が僅わずかに硬くなり、警戒心が増しているところを見るに、大外れではなさそうだった。

　見えない武器で接近戦を仕掛けて来る相手に、遠距離から氷を操りつつ防御にも長たけた司令塔──このペアは、かなり面倒だ。

「此方こちらの手札を二枚晒さらして、彼方あちらは一枚のみですか。探りの初手としては少しマイナスになってしまいましたね」

　互いに攻撃が不発に終わったところで、《ｆ》が感情の読みづらい硬質な声こわ音ねで呟つぶやき、

「損失分の埋め合わせは後ほどさせて貰もらいましょうか。《ポーン》、ひとまず下がりなさい」

「……承知しました」

　攻撃の機会を窺うかがうように臨戦態勢を維持していた《ポーン》だが、《ｆ》の言葉であっさりと退しりぞいた。表情を見れば僅わずかに不満が募つのっているだろうに、反抗もしなければ躊躇ためらいもない。厄やつ介かいな敵だと改めて思う。

　私情を持ち込まず命令に従う様は、正しく《兵士ポーン》という駒に相応ふさわしい。

　そして、アタッカーとしてなかなかの動きを見せた彼を従えている以上、《ｆ》にはもっと警戒をする必要がある。スキルも厄介だが、それ以上に統率者としての風格が素晴らしい。敵でなければ素直に褒ほめ称えたいくらいにだ。

「……《シレン》、どうするんですか？」

「そうだね。ファーストコンタクトは終わったことだし……となれば、お次は別の形でコミュニケーションといこうかな」

　囁ささやくような桐とう子この問いに、朱音はわざと声を抑えず、離れた位置にいる敵にも聞かせる。

　すぐに《ポーン》が反応し、右腕を構え迎撃態勢を取る……が、

「──《ポーン》、控えなさい。勝手は禁じたはずですよ」

「っ……すみません、《ｆ》」

「分かって貰えて幸いです。大丈夫、其方そなたの危き惧ぐする展開にはなりませんから」

　あくまでも淡々と、感情の色の見えない声こわ音ねで話す《ｆ》だが、その視線が自分へと向くのを朱あか音ねは感じた。

　ただそれだけで銃口を向けられたような威圧感があり……思わず、口元を綻ほころばせる。

「……いいね、素晴らしく手て強ごわい敵だ。だからこそ通じる話もある」

「《シレン》、でしたか。其方そなたがあのようなメッセージを使った理由をまだ訊きいていませんでしたが、真意を曝さらけ出すつもりは？」

「勿もち論ろんあるよ。そして、お互いにとって得する話になるとも確信している」

「ほう？　それは興味深いですね」

　微み塵じんも興味を持っているようには聞こえない平へい坦たんな口調だが、朱音はそれを気にせず明るく続ける。

「もしも誘いに乗ってくれたのが一人だけなら違う提案をしようと思ったのだけれど、二人いるなら──それもペアなら、好都合だ。上手くやれば明日にでもこの『ゲーム』をクリア出来るかもしれない」

「ここにいるプレイヤーを除いても、まだ十人近く残っているはずでしょう？　それを一日でどうにか出来ると？」

「いいや。ちょっとした裏技を使えばクリアは可能、ってだけの話だよ」

　そう言うと、朱音は炎えん鎖さを前方へと投げ捨て、そこへと進み出た。すぐに桐とう子こが後ろに回り込み、肩越しに敵の様子を窺うかがい、警戒する。

　また二対二の構図が出来上がったが、今度は攻撃ではなく言葉を交わす番だ。相手もそのつもりらしく、先程まで地面のあちこちに見受けられていた氷や氷壁が消え失せている。

　ただしこれはインターバルではなく、また別の戦いだ。

「まず最初に言っておくと、わたしがあのメッセージを学園生に送った理由は『ゲーム』を進展させる為だよ。戦いになる可能性もあるとは思ったけれど、本命じゃない」

「進展させるとは異な事を言いますね。攻略する、の間違いでは？」

「いいや？　勿もち論ろん、わたしが勝ち抜けるつもりでいるけれど、ひょっとしたら応じてくれた他のプレイヤーになるかもしれないからね。そのリスクを抱えた上でのメッセージだから、わたしとしては進展が正しいかな」

「ならば其方が望むのは決けつ闘とうではなく、共闘ですか？」

「目的を果たす過程で共闘は必要かもね。そして最終的にはチャンスを平等にする為に決闘するのもいいかもしれない。ただしそれは、わたしのプラン通りに事が進むのなら──ということになるけどね」

　やや茶目っ気を含ませた朱音の言葉に、離れていても分かるくらい《ポーン》は嫌悪の表情を浮かべた。顔の半分が隠れるヘルメットなのに分かるというのは、やはり便利だ。

　ただし《ｆ》の表情に変化は無い。付けているのは帽子ではなく能面ではないのかと疑いたくなる程だ。

　心情が窺うかがえないのは面倒だが、会話は成立する。そして交渉をしながらでも、彼等と戦せん闘とうになった時の攻略ポイントは考えられる。

　だから朱あか音ねは予定通り、目の前の相手にプレゼンテーションを続けた。

「まず前提として、わたしのオリジンスキルについて説明させて貰もらっていいかな？」

「どうぞ、お好きに。手て札ふだを晒さらして頂けるのなら有り難いことです」

「おや？　それが見せ札かもしれないのに？」

「其方そなたの企くわだてを推測する材料になる、という点では大いに役立つでしょう。元より鵜う吞のみにするつもりもありません」

　さらりと『半信半疑以下でしか聞くつもりがない』と言うのだから、やはりあの《ｆ》というプレイヤーは一筋縄ではいかない。

　だからこそ、朱音の提案を吞んでくれる可能性もそれなりに高くなる。普通の相手なら受けない話でも、リスクとリターン以外をも加味する相手ならば、面白いと受け入れてしまうことがあるからだ。

　あまりに美う味ますぎる展開は期待していないが……踏ふみ出さなければ、朱音がこの『ゲーム』で勝ち残るのは難しい。勝つ為にはそれこそ、いつ千切れてもおかしくないロープだけを頼りに高難度のクライミングに挑むくらいの無茶は必要だ。

　そうと理解しているから、朱音は勿もつ体たい振ぶった笑みを浮かべて、

「わたしのオリジンスキルは《楽園への扉ヘヴンズ・ゲート》といってね。戦闘の役にはまるで立たないし、コストが膨ぼう大だいすぎてまだ使ったこともないのだけれど……さて、どんな効果があると思う？」

「……口振りから察するに、それが其方の言う『裏技』でしょう？」

「クイズにするには簡単過ぎたね。そう、その通り。スキルを使った瞬しゆん間かん、この『ゲーム』の勝者になることが確定する──らしいね。説明を読む限りでは」

「未使用なのはポイント不足が原因ですね。またコストが倍増する前にどうにか集めたい、というところですか？」

「いや、このスキルに関してはコストの増減は影響ないみたいでね。だからその意味ではそこまで焦ってないのだけれど……それでも膨大なポイントが必要なのは変わりない。出来れば他のプレイヤーがポイントを好き放題使う前に倒してしまいたい、というのが本音かな」

　言って、朱音は軽く肩を竦すくめる。

　それから後ろにいる桐とう子こをちらりと見て、

「わたしと協力してくれている《ローズマリー》のポイントを合わせても足りない。ひょっとしたらキミ達を倒せば足りるかもしれないけれど……さて、どれくらいポイントを所持しているのかな？」

「此方こちらが明かすと思っているのですか？」

「せめてヒントくらい欲しいな。ちなみにわたし達は二人のプレイヤーを『撃破ブレイク』しているのだけれど、ポイント的には合わせて４００，０００くらいだね」

「……《シレン》……！」

　後ろから桐とう子こが咎とがめるような声を上げて裾を引いてくるが、朱あか音ねは構わず続ける。

「ちなみにわたしのオリジンスキルを使うのに必要なのは１，０００，０００ポイント。つまりキミ達を『撃破』するとして、追加で２００，０００ポイント入るから……現段階で４００，０００ポイント持っているのなら、使用可能になる訳だね。どうだろう、それくらい持っていてくれないかな？」

「誰が貴様にそんな情報を──」

　当然の反応として《ポーン》は刺とげ々とげしく拒絶しようとするが、それを遮さえぎる形で《ｆ》の声が響く。

「残念ですが、此方こちらが倒したプレイヤーは二名だけです。《ポーン》の使った《風刃シルフ・ザ・リツパー》はともかく、此方のスキル《氷焉ノ刻エンド・ワールド》はポイント消しよう耗もうも激しく、故に二人合わせても２００，０００に満たない程度しかありません」

「《ｆ》!?　どうして──」

「控えなさい、と言ったはずです」

「っ…………承知、しました……」

　さして強い口調ではなかったが、《ｆ》の言葉に《ポーン》の顔色が見る見る内に蒼そう白はくになる。決して内気とも消極的とも思えない彼がただの一言で御される様は、ただの上下関係というより強きよう烈れつな主従関係が垣かい間ま見みえた。そのせいで、ただでさえ異質な存在感を放つ《ｆ》が魔女めいた存在にも感じられる。

　せめて顔が見えればもう少し情報が読み取れるのだけれど……、と残念に思いつつ、朱音はにこやかな笑みを保ったまま、

「教えてくれてありがとう。つまり二人をそのまま倒しても全然足りないし、逆にキミ達がわたし達を『撃破』してスキルを手に入れたところで同じく足りないってことになるね──普通に考えれば、だけれど」

　意味ありげにそう言うと、《ポーン》が苛いら立だたしげに顔を顰しかめるが、釘を刺された直後だからか何も言わない。

　その代わりに、という訳ではないのだろうが──《ｆ》が空あいた左手の小指で己の下唇をそっと撫なでてから、静かに言い放つ。

「つまり、潜在的なポイントを合わせれば足りる、と言いたいのでしょう？」

「……流石だね。そう、ここにいるプレイヤー数と組み合わせなら、上手くやれば目標のポイントに届くはずだよ。例えば──」

　一度言葉を区切り、朱音はちらりと後ろにいる桐子を見て、

「ここにいる《ローズマリー》はわたしの『奴隷スレイブ』という形で協力して貰もらっているんだ。そっちも、《ポーン》の彼は『奴隷』になっているのかな？」

「ええ、その通りです」

「だとしたら、そうだね──まず、《ｆ》がわたしに『降参サレンダー』する」

「……っ！」

　すぐに《ポーン》が苦々しげに口元を歪ゆがめ、敵意の視線を刺してくる。

　しかしそれには気付かない振りをして、朱あか音ねは悠々と続けた。

「これでまずわたしに《ｆ》の持っていたポイントと、ボーナスの５０，０００ポイント入るのだけれど……同時に、そこの彼は《ｆ》の『奴隷』から解放される訳だね。さて、大事なのはここからだ」

「……《シレン》、まだ明かすのは……！」

「いいんだよ。これくらいの情報は開示しないと、交渉にならないからね」

　不安げに何度も袖を引いてくる桐とう子こに、朱音は優しく諭さとすような口調で返す。

　それから険悪な視線をくれている《ポーン》を見つめ、

「次にわたしは彼に──《ポーン》に『降参サレンダー』しようか。するとわたしの全てのポイントは《ポーン》に渡り、さらにボーナスの５０，０００ポイントも追加される。そして肝心なのは、わたしの『奴隷』だった《ローズマリー》と《ｆ》が解放されるってことだね」

「なら、次に《ポーン》は此方こちらか、其方そちらの少女に『降参』する流れでしょうね」

「どちらでも構わない……と言いたいところだけれど、《ローズマリー》は過去に一度他プレイヤーの『奴隷』になってしまっているからね。回数制限を考えると、彼が降参する相手は《ｆ》になるかな」

　こうして行われるのは、つまり『奴隷』にすることで得られるポイントの水増しだ。誰も傷つくことなくポイントが入る、ちょっとした裏技といえる。

「最終的に『撃破ブレイク』するとしたら、一度も『奴隷』になっていないわたし……あと、《ｆ》もそうだね？　わたし達がそれぞれ２００，０００。《ポーン》は１５０，０００で、《ローズマリー》はちょっと少ないけれど、それでも１００，０００ポイントを潜せん在ざい的てきに持っていることになる。勝者になる一人分は少なくなるから、５０，０００は減るとして……《ローズマリー》、いくらになるかな？」

「……勝ち残った人間に６００，０００ポイントが入る計算になります」

「うん、ありがとう。そこに元々わたし達が持っていた４００，０００に、キミ達の２００，０００もあるから、１，０００，０００は優に超えるね。つまりわたしのスキルが無事使えるようになる訳だ。キミ達の協力があれば、ね」

　言って、朱音は二人の敵プレイヤーに微笑ほほえみかける。

　男女関係無く十人いれば九人は揺さぶる自信のある笑みだが……残念なことに、容姿が伝わらないこの状況だと効果はあまり無いらしい。精せい々ぜい、《ポーン》に僅わずかにたじろいだ気配があったくらいで、《ｆ》には微み塵じんも変化がない。

　まあ、それも仕方ないだろう。

「──其方そなたの言い分は理解しました。其方のプラン通りにいけば、確かに今日中にでも七面倒なこの『ＰｏＳ』をクリア出来るでしょう」

「悪くない案だと思うよ？　賞金の十億円は二億ずつ山分けでどうかな。ああ、余った二億は既に敗退した先約のプレイヤーにあげるつもりだけれど、異論があるならそっちにプレゼントしてもいいよ。望みを叶かなえてくれるという例のアレに関しては……わたしは大して必要ないから、言って貰もらえれば代わりに頼んであげよう」

「そうですか」

　ぽつり、と水滴を一つ落とすように呟つぶやいた《ｆ》は、

「魅力的な提案です──机き上じようの空論だということを除けば」

「おや？　お気に召めさない点があったかな？」

「其方が理解していないとは思えませんが？」

　温度を感じさせない《ｆ》の言葉に、朱あか音ねは苦笑するしかない。

　このプランに問題があることに相手が気付かないとは、勿もち論ろん期待していなかった。万が一そんなことがあれば、それは宝くじが当たったようなものだ。

　だから予定通り、朱音は肩を竦すくめつつも続ける。

「まあ、ね。このプランの一番の問題点は、他プレイヤーの『奴隷スレイブ』になるってことだ。一時的に……とはいえ、信用出来ない相手の『奴隷』になってしまったら、そのまま『撃破ブレイク』されないとは限らない。しかも最終的に相手が約束を果たしてくれる、その保証も無い……」

「今日会ったばかりの敵に生せい殺さつ与よ奪だつの権利を預けるだなんて、有り得ないでしょう。逆に其方そなたは、此方こちらの『奴隷』になれますか？」

「正直な話、すぐには頷うなずけないかな。こんな言い方をするのは卑ひ怯きようかもしれないけれど、問答無用で先制攻撃をされてしまったしね」

「あれくらいは織り込み済みだと思いましたが？　それとも、その程度の想定もしていなかったのですか？」

「そう言われるとちょっと弱いなぁ。流石のわたしもそこまで楽観的ではないからね。だからキミ達が攻撃してくる可能性も、この提案をあっさり断られることもちゃんと考えてはいたよ。勿論、代だい替たい案あんもね」

　あくまでもにこやかに、朱音は左耳のイヤリングを軽く指で弾はじいてから、

「例えば、そうだね。わたし達とキミ達で戦って決める、という手もある。『奴隷』の二人は倒してしまうと『撃破』になるから、『主人マスター』であるわたしと《ｆ》だけをターゲットにした戦せん闘とうを行い、それに勝った方を優勝者にする──っていうのはどうかな？」

「公平ではありますが、その約束には何の保証もありません」

「うん、ご尤もつとも。だからこの場合、残念だけれど負けたペアの『奴隷スレイブ』にはそれなりにダメージを受けて貰もらってから、さっきの『降参サレンダー』してポイントを稼かせぐ手順に進むことにしようと思っているよ。ダメージがある状態で縛り付けて端末も取り上げてしまえば、流石に諦あきらめるだろうからね」

　さらりと不ふ穏おんなワードが混ざったからか、《ポーン》の手に力が籠こもるのが見えた。だが、二度の注意が効いているのか、動きはしない。

　ちゃんと躾がなっているな、と思いながら朱あか音ねが彼の『主人マスター』に視線を移せば、やはり動きはないままだ。表情も凍こおり付いたように変わらない。

　だが、

「──なるほど。それは合理的ですね」

　こちらもあっさりと、肝が冷えるコメントをしてくれる。

「どちらにしろ『撃破ブレイク』を前提とした戦いになるのですから、突飛な発想でもありません。それに止とどめを慎重に刺せるのは、大事なスキルを奪われないという意味でも適切です」

「っ、《ｆ》!?　おれはそんな真似は絶対に──」

「勘違いしないように。《ポーン》、其方そなたの忠誠は疑っていません。そうではなく、《シレン》を倒し『奴隷』とした後で、彼方あちらの……《ローズマリー》でしたか。彼女が『主人』であった《シレン》を攻撃し、『撃破』することでスキルを奪う可能性もある、ということです」

「へぇ？　どうしてそんなことをする意味が？」

「自分の『奴隷』、そして『撃破』したプレイヤーのスキルを手に入れることが出来ますが、それはあくまでも一時的なものです。『奴隷』が他者に『撃破』されればそのスキルは使えなくなりますし、そして何より──『撃破』されたプレイヤーのオリジンスキルは、それを会得したプレイヤーが『撃破』されてしまえば消失します」

　……その場合、何が起こるか？

　場に満ちた無言の問いに答えるように、静かに《ｆ》の視線が微かすかに横に動き、朱音の陰に隠れがちな桐とう子こを捉とらえる。

「つまり其方そなたの《ローズマリー》が《シレン》を『撃破』した場合、大事なクリアキーとなるスキルは、もう《ローズマリー》にしか使えなくなります。交渉のカードになる、と判断してもおかしくありません」

「……うん、そうだね。改めて他の全プレイヤーを倒すという真っ当なクリアを目指すのもいいけれど、それよりもずっと楽に、そして確実にクリアが可能な方法が目の前にある……となれば、キミ達も簡単には《ローズマリー》を倒せない。それを承知で《ローズマリー》は交渉に持ち込める訳だね」

「そのような状況を防ぐ為にも、ある程度のダメージを与え拘こう束そくするというのは合理的です。反対する理由はありません」

「良かった。お気に召めしたようで、ホッとしたよ」

　胸に手を当てて安あん堵どの表情を浮かべると、朱あか音ねは一つ息を吐いて、

「さて、それじゃあ戦おうか──と言いたいところだけれど。実はもう一つ、公平に勝者を決める手段があるんだ。それも、こっちなら他のプレイヤーの『奴隷スレイブ』になるリスクがなくなるという特典付きだよ」

　そんな上手い話があるか、と言いたげな《ポーン》の視線が痛いが、実はちゃんとある。恐らく、《ｆ》はもう思い当たっているだろう。

　朱音の推測を裏付けるように、《ｆ》は無表情のまま指先で下唇に触れると、

「……他のプレイヤーを狩る、ということでしょうか？」

「流石だね、一発で当てるなんて。そう、ここにいる二組以外のプレイヤーを、同時に狙ねらって『撃破ブレイク』したチームの勝利……ってことにするのはどうかな？　この段階まで残っているプレイヤーなら、いくらかポイントは貯めている可能性が高いよ？」

　現段階でお互いのポイントを合わせれば、約６００，０００。そこに二人を『撃破』したポイントを加えれば、８００，０００になる。

　つまり、狙ねらうプレイヤーが１００，０００ポイント持っていれば、『撃破』ボーナスも合わせて１，０００，０００に届く計算だ。

　もし届かなかったとしても、最悪自分のパートナーを犠ぎ牲せいにすればクリア出来るかもしれない。もしくは、『奴隷』を所持することで得られるポイントがあるので、数日間潜せん伏ぷくするだけでも足りる可能性は高い。

　ただしこの場合、一つ問題が起こる。

「其方そなたの言い分は理解しました。ですが、話になりません」

「うん？　どこがかな？」

「他プレイヤーを『撃破』する前提だとしても、其方が此方こちらを攻撃してこないとは限りません。それに勝者が決まったとしても、負けた側が大人しく『降参サレンダー』し、さらに『撃破』までされてくれるという保証がどこにあるというのでしょう？」

　淡々と、それでいて堂々と述べる。それはつまり『自分達が勝ってもお前達は裏切るのではないか？』という批判的な疑問であると同時に、自分達が勝つという自信から出て来るものだ。口調は平へい坦たんなのに、不思議とそれが伝わって来る。

　大したものだが……生憎あいにくと、朱音も負ける気は更々ない。試合に負けたとしても、或いは勝負に負けたとしても、『ゲーム』では負けない。

　だからこれは、その為の駆け引きだ。

「……なら、その保証を付けようか？」

「それは、どのような意味です？」

「キミ達がわたしの提案を吞のんでくれるというなら──この《ローズマリー》の素顔を見せることにしようかな。代わりに、そっちは《ポーン》の素顔を見せて欲しい」

「……自分ではなく、『奴隷スレイブ』の顔を晒さらすというのか……！」

　隠しきれない怒ど気きを孕はらんだ言葉を吐いたのは《ポーン》で、その反応だけでも彼の気質がよく分かる。

　だが、朱あか音ねからすればこれは当然の判断だ。

「わたしの顔を見せてもいいのだけれどね。そうすると、相手にも同等のものを求めないとならなくなる。そちらは《ｆ》の顔を見せてくれるのかな？」

「誰がそんなっ──」

「うん、だからだよ。心苦しくはあるけれど、ここはそれぞれの役回りということで納得して貰もらうしかないね」

　にこりと笑ってそう言うが、勿論本音は違う。

　それぞれのパートナーの顔を晒すことで保険にしようという提案だが……この場合、桐とう子この顔を見せることに意味がある。

　有名な天才少女だから顔も知られているから──ではなくて。

　桐子には思い描いた人物に自分を偽装するスキルがあるからだ。

　前に倒したプレイヤーから奪ったスキルの《道化師の毒針劇薬ピエロ》は、他にもその手で敵の素す肌はだに触れると致死ダメージを与えることが出来るという能力もあるが、ここで肝心なのは外見偽装が出来る点だ。

　つまり相手の素顔は見ておきながら、こちらはまるで関係無い他人の顔を見せることが出来る。もしこの場が拗こじれて後に引く展開になった時、それはとても効果的に働くだろう。

「一応言っておくと、こっちは《ローズマリー》に許可を得ているよ。だからキミ達がそれで良ければ、この案で進めたいと思っているんだけれど……どうかな？」

　判断を仰ぐ言葉に、《ポーン》がちらりと後ろの主人を見やる。恐らく意味合いとしては、自分は別に構わない、といったところだろう。

　それを受けて《ｆ》が口を開く──その直前に、

「ああ、そうだ。これは話が纏まとまったら、という前提なんだけどね」

　差し込まれた朱音の声に、話すタイミングを逸した《ｆ》は僅わずかに眉まゆを顰ひそめる。

　そして彼女が次のアクションを起こす前に、朱音は右手を前へと差し出し、

「勝敗を決める為のプレイヤーなのだけれど、探しに行くと四人で固まって動かなければならないし、そんなことをしたら逃げられてしまう可能性が高くなる。だから──」

　言いながら、すっと右手を横へと向ける。

　噴水とは逆方向を指差した朱音は、《ｆ》と《ポーン》が自分から目を離さないことに笑みを深めて、

「選り好みしてなんかいられないだろうし、最初にエンカウントしたプレイヤーをターゲットにしようか。彼を見事に『撃破ブレイク』したチームを勝者として、敗者は大人しく『撃破』されると誓ちかう……そんなところでどうかな？」

「…………彼？」

　思わず、といった声が《ポーン》の口から漏もれる。

　そして《ｆ》は表情を殆ほとんど変えないまま、弾はじかれたように振り向く。それは朱あか音ねの指し示した方向で、




「おお？　これ、どーいう状況だ？」




　──そしてそちらには、いつの間に現れたのか、一つの人影があった。

　無造作な足取りで近付いて来るその男性に、《ポーン》は慌あわてて構え、《ｆ》は無表情で朱音の方を見やる。

「……これは其方そなたの差配でしょうか？」

「そんな、まさか。単に、タイミング良く新たな学園生プレイヤーが来てくれただけじゃないかな？　メッセージを受け取ったのは、何もキミ達だけじゃないよ」

　心外だよ、と朱音は肩を竦すくめてみせる。事実、彼が何者かは全く知らない。

　──ただし、彼の到来にはかなり前から気付いていた。

　教えてくれたのは桐とう子こだ。朱音の後ろにいた彼女は、《ｆ》達から見えないように注意しつつ、端末の画面を見て新たなプレイヤーが近付いて来ないかチェックしていた。

　それは当初から決めていた役割で、伝え方は他にプレイヤーが現れたら名前を呼びながら袖を引き、更にアイコンが赤になるまで近付いたらもう一度行うという方法だ。

　会話の流れに逆らわず自然に桐子が教えてくれたので、朱音は新たな来訪者にも気を払うことが出来たし、思うように展開を操ることも出来た。

　後はこの流れを利用し、一気に話を纏まとめるだけだ。

　こんな状況に飛び込んでしまったプレイヤーには気の毒だが、自分以外は全員敵という『ＰｏＳ』のシステム上、仕方ないと諦あきらめて貰もらう。

　それに、彼にもまだ逆転の目は残してある。

「さて、悪いとは思うけれど、すぐに結論を出して欲しいな。混戦になったとしてもわたしは残念なだけで困らないし……それに、組む相手は他にもいるしね」

　そう言った朱音が視線を送るのは、勿もち論ろん新たに現れた男性プレイヤーだ。

　もし《ｆ》達がこちらの提案を拒むのであれば、彼に条件付けで共きよう闘とうして貰うという手もある。こちらは見た目は女性ペアなので、男としては頼られて悪い気はしないだろうし、彼としても一対二や下手をすれば一対四になるのが、三対二になるのなら願ったり叶かなったりのはずだ。

　現に、この展開は予想していなかったのか新たな敵に《ポーン》は見るからに警戒を強めている。《ｆ》は表情を窺うかがえないし、このペアから友好の気配を感じるのは無理だろう。

　つまりこの状況は朱あか音ね達にとってかなり有利といえる……が。一つだけ誤算というか、予想外なことがある。

「何だ何だ？　ちょっと遅刻して来たら、妙な雰囲気だな。揉もめてるんなら出直すか？」

「いや、それには及ばないよ。招待に応じてくれて、どうもありがとう」

「あー……つまりあんたが《シレン》か。どこの誰だか分からんけども、あんなはっちゃけた真似をする奴やつがいるなんて笑えたぜ」

　全く気負い無く話すこの男性プレイヤーに、正直なところ、朱音は妙なやりづらさを覚えていた。

　まだ大して会話を交わしてないが、歯車が嚙かみ合わない……というより、他よ所そから違うジグソーパズルのピースが混ざってしまっていて絶対に完成しないと分かってしまったような、致命的なズレを感じる。

　これは修正していくよりもいっそ無視してしまった方がいいと判断し、朱音は《ｆ》達の方へと向き直り、

「──で、どうなってんだ？　やり合った形跡はあるが、話し合いにはなってたんだろ？」

　……それすら許してくれない横よこ槍やりが入り、仕方なく再び男の方を見る。

　朱音のペースを乱してくれるこの男性プレイヤーは、恐らく額ひたいに当てている赤いヘッドバンドが『ブラインドマスク』なのだろう。それが明るい茶髪を押し上げて、どことなく潑はつ剌らつとした印象を与えている。

　着ている衣装は鮮やかに戦せん闘とう機きが刺し繡しゆうされた青いスカジャンに黒いジーンズ、それに赤と緑でカラフルに彩いろどられたスニーカーと、普段着としか思えない服装だ。

　どこにでもいそうな格好といえばそうなので、それ程気にしなくてもいいのかもしれないが……だとしても、想定外の流れを生む相手だと警戒しないとまずい。

　ただしこういう時に無理して流れを戻そうとしても拗こじれるだけだと経験上分かってしまっているので、どうしたものかなと思考しながら朱音は会話に応じる。

「実は、わたしのスキルを使えば他の全プレイヤーを倒すまでもなく、この『ゲーム』をクリア出来るんだよ。でも、それには莫ばく大だいなポイントが必要でね」

「うお、マジか!?　そんなレアなスキルまであるのかよ……ああでも、戦闘の役にはまるで立たないから、微妙っちゃ微妙か」

「うん、まあそうだね。だからまともに戦い続けていたらいつかは負けてしまうだろうし、共闘持ちかけをしたくてあんなメッセージを出したのだけれど」

「……ちょ、待てっ、嫌な予感がすんぞおいっ?!　まさか早い者勝ちの人数オーバーでオレはハブられるって展開か!?」

「察しが良くて助かるよ。まだそうなると本決まりになった訳じゃ無いけど、ね」

　ここから《ｆ》と対立する展開も視野に入れて、向こうに多少なりともその気を持って貰もらうべく、分かり易やすい餌えさを見せつける。

　すると男はすぐに片手を上げて自分を指差し、

「ならオレなんて超お奨すすめだぞ!?　スキル……はかなり微妙だけど、すげぇ動けるし！　これでもチームプレイが上手いって評判だったし、妹想おもいだし！」

「それだけだとアピールとしては弱いかなぁ」

「うぐっ……じゃああれだっ、賞金は要らないってのはどうよ?!　その代わり優勝は譲ゆずって貰うけど、タダでいいってのはお得だろっ？」

　あまり好感触を得ていないのを察して大安売り攻勢を仕掛けてくるが、普通のプレイヤーならともかく、元より賞金に興味の無い朱あか音ねにはさほど魅み力りよく的てきな提案とは言えない。

　ただ、その提案には興味を惹ひかれる。

「賞金が要らないだなんて、むしろ怪あやしいよ？　十億円……その一割でも、大抵のことは叶かなう。なら、様々な使い道のある賞金を貰った方が得じゃないかな？」

「いやいや全然怪しくないって！　優勝したら騙だましてまるっと賞金を頂こうとか女の子に囲まれてイヤッハーとか思ってないからな?!」

「……《シレン》、この人は怪しいです。止やめておいた方がいいと思います」

「なっ、逆効果になっているだと……!?　や、マジで賞金より願いを叶えて貰える権利が欲しいだけなんだって！　金があっても、伝つ手てとか権力とか、そーいうのがないとどうにもならないってことあるだろ?!」

「…………ふぅん。なるほどね」

　意味ありげに頷うなずいて、朱音は改めて男を見やる。

　矢や継つぎ早ばやに話す様は、控えめに見ても怪しい。桐とう子こが嫌そうな顔で進言するのも分かる。

　だが、金銭だけではどうにもならないことがあるのも確かだ。特に学生という身分では制限も多い。もし彼が未成年なら、十億円あったとしても使える範はん囲いはかなり狭まってしまうだろうし、そこまでの大金は不要という可能性もある。

　しかしその場合、果たしてどんな願いを叶えて貰うかに興味は移るが……その前に。

「ところでキミのことはなんて呼べばいい？　出来たら友好の印に、本名はともかくＩＤを教えて貰いたいな」

　端末を確認すれば分かることだが、安易に視線を外すのも危険なので朱音がそう言うと、

「ああ、いいぜ。あんたらは自己紹介済みだろうから、とりあえずオレのことを見知っておいて貰おうか。そっちの二人にもな」

　わざわざ《ｆ》達にも告げて、男はにっと口端を上げて笑う。

「オレのＩＤは《ショーキ》だ。んでもって──」

　ただ名乗るだけでは終わらず、男は右手を持ち上げ、額ひたいに付けたヘッドバンドを摑つかむ。そして、まさか、と朱あか音ねが危き惧ぐした次の瞬しゆん間かん、何の迷いもなく男はヘッドバンドを取った。

　やはりそれが『ブラインドマスク』だったらしく、それまで見えていたはずなのに認識出来ずにいた彼の顔が露あらわになり、

「知らないとは思うが、本名は新しん城じよう翔しよう輝き。九く宝ほう堂どう大学文学部、一年生だ。よろしくな」

　……あっさりと素顔だけでなく、名前まで晒さらしてしまった。

　これには桐とう子こも呆ぼう然ぜんとしてしまうが、仕方ない。こんな暴挙、朱音でもまずしない。

　しかもどこにでもいる一生徒ならばともかく、あの新城翔輝だ。

　高等部ではサッカー部に所属し、年代別代表候補にもなっていながら、暴漢に襲おそわれかけていた女性を助けた時に行おこなった暴力行為を自省し、最後の夏の大会前に部を辞めた有名人。

　過去の栄光だけでなく、僅わずか半年で内部進学するだけの学力を身につけたことや、校内でも屈くつ指しの美人から地味めで内気な少女まで、次から次へと彼の周囲に現れ好意を寄せる姿が目撃されている。

　そんな翔輝に付けられたあだ名は『ヒーロー』で、九宝堂に通う学生なら八割以上の認知度があると言っても過言じゃない。少数派の知らない組だった桐子も言えばすぐに彼と分かったので、名前を知らないだけで見覚えている生徒まで含めれば凄すごい数になりそうだ。

　……そんな新城翔輝が、目の前にいる。朱音は遠目からでしか見たことはないが、噂うわさで聞く彼は夏場以外は青いスカジャンを着ていると評判だった。

「……スキルによる変装……というのは、なさそうだね。残念ながら」

　ぼそりと、近くにいる桐子にだけしか聞こえない声量で呟つぶやくと、ほんの僅わずかだが彼女も頷うなずく。

　朱音達は姿や声こわ音ねを偽装するスキルがあることを知っている……が、だからこそこれは違うと判断する。プレイヤー数を考えれば、攻撃的なスキルで似たようなものはあるかもしれないが、あんなにトリッキーなタイプの同種を設定するとは思えないからだ。

　つまり──あれは、本物。少なくとも、そのつもりで接しないとまずい。

「……貴様、何を企んでいる？」

　警戒心を高めたのは朱音だけではないようで、《ポーン》が苛いら立だち混じりの尖とがった声音で訊たずねる。これには《ｆ》からの叱しつ責せきはなく、意図が読めないのは共通認識なのかもしれない。

　一方、精せい悍かんにもやや子供っぽい顔立ちにも見える翔輝は、不思議そうに首を傾かしげ、

「企むって、んなこと言われるのは心外だぜ。オレがやれることなんてこれくらいだからやったってのに」

「リスクが高すぎる、とその人は言いたいのだと思います。あなたのしていることは、ただ信頼を得る為だけだとしたら暴挙でしかありませんから」

　通訳代わりの桐子の言葉に、しかし翔輝は眉まゆを顰ひそめて首を捻ひねる。

「んー……そうか？　そんなことないと思うけどな」

「どうしてですか？　素顔に名前まで晒さらして、これからはいつ隙すきを突かれるか──」

「オレの都合悪い時は電源入れないし、この場でプレイヤーだってバレても大して変わらないだろ。流石に四対一じゃ勝ち目も逃げの一手も無理だ。なら、まずはこの場をどうにかしないと意味ないって。それに──」

　翔しよう輝きの視線が《ｆ》達を、それから朱あか音ね達を順に捉とらえ、

「どうせ狙ねらわれる時は二対一なんだろうしな。だったら素す性じようを知られていようがそうでなかろうが、不利には変わんねーし」

「……また四人に囲まれるとは思わないんですか？」

「ああ。だってこの状況をクリア出来るってことは、イコールあんたらが組まないってことだ。見た感じ、ペアが二組だろ？　各個撃破を狙えるような幸運な展開は期待するだけ無駄だろうが、代わりに仲直りして再攻撃、なんてこともないだろうしな。結局、ここを抜けたら二対一になるのは一緒だろ」

　スラスラと紡つむがれる言葉に、桐とう子こは無言で難しい表情をした。

　普通に考えれば悪あく手しゆだが……確かに彼の言うことは間違っていない。そして何より意外なのは、計算して動くタイプには見えない翔輝が、ここまで考えていたということだ。

　理屈はやや強引な部分もあったが、その理由も朱音には分かる。

　つまり新しん城じよう翔輝という人間は、まず直感的に結論を得て、そこに至る道を後から導き出すタイプなのだろう。瞬しゆん時じの判断力が求められるスポーツ選手や、創作系の芸術家に似たような能力を持つ人は多い。

　当然、優秀な人間ほど導き出す直感が正しいケースが増えるし、自信にも繫つながるから行動に疑いを持たなくなる。それが結果的に、瞬時に拾った材料から絵図を完成させる能力に磨みがきを掛けていく。

　正直なところ、朱音が一番苦手なタイプだ。何故ならこの手の人間にはブラフが通じ難い。揺さぶりが効かない相手は、意い固こ地じになった子供と同じくらい手に負えなかった。

　選よりに選ってとんだ人物が網に掛かりに来てくれたものだな、とため息を吐つきたくなるのをどうにか堪こらえ、朱音は翔輝に一つ質問を投げかける。

「それで、キミが叶かなえたい願いというのはなんだい？」

「おっ？　何だ、興味あるのか？」

「もしわたしが手配出来る範はん囲いのものなら、提供しようと思ってね。協力をして貰もらえるのなら、大体の要求は吞のむつもりでいるよ？」

　そう言って微笑ほほえみ、ウインクまでしてみせる。同性にする仕種ではないが、向こうからは女に見えているなら問題無いだろう。桐子が露ろ骨こつに嫌な顔をしているが、気にしない。

　自分の微笑は普通の男なら──或いは女でもそれなり以上の効果があると自負しているが、残念ながら女慣れしていると評判の翔輝にはあまり意味がなかったようで、

「あー……悪い、あんたのことを信用出来ないって訳じゃないんだが、そこは黙秘しとく」

「おや、どうして？　その願い事に金銭以上の価値を見み出いだしているのなら、言ってみるべきだと思うよ？　九く鬼きグループに比べれば細い枝のような伝つ手てだけれど、これでも顔は広い方でね。芸能界や政界にも多少の人脈はある」

　……何故か疑わしげな目が桐とう子こから向けられるが、これも噓うそじゃない。ただし朱あか音ね個人の人脈ではなく、親愛なる義兄を通じてのものだが。

　俄にわかには信じ難いと自覚はあるが、怪あやしくとも判断材料としては悪くないはずだ。どうしても叶かなえたい願いがあるなら藁わらにも縋すがりたくなる。

　ただ──提案しておきながら、朱音はこれが受け入れられるとはまるで思えなかった。

　そしてその予想通り、翔しよう輝きは軽く頭を搔かきながら首を横に振り、

「打算だろうが厚意だろうが有り難い話なんだが、悪いがこれはオレが自力で叶えたいんだよ。どうしても自力じゃ無理、っていうなら諦あきらめて泣きつくけどな」

「あまり建設的とは言えないね。でも、決意は固い？」

「おうよ。その為には何の恨うらみもないあんたらを倒せるくらいには、な」

　にかっと笑って返す翔輝に対し、朱音はどう籠ろう絡らくするか、或いは排除するかを考え、

「──では、此方こちらを倒せるだけの力があるか見せて貰いましょうか」

　どうするかを決める前に、《ｆ》が動いた。

　皆の視線が一斉に彼女に集まる中、《ｆ》は静かに左手で翔輝を指差し、命めいを飛ばす。

「《ポーン》、全力で試しなさい。ただし『撃破ブレイク』はせず、其方そちらの二人に『撃破』させることも禁じます」

「はっ……！」

　主人の命令に、ようやく自由を得た猟犬のように《ポーン》が駆け出す。狙ねらいは勿もち論ろん翔輝で、一直線に彼へと向かう。

「……《シレン》」

「わたし達は高みの見物といこう。『ヒーロー』のスキルも見ておきたいしね」

　桐子の呼び掛けは、この機会に乗じなくていいのかという問いだろう。その判断は間違っていない。

　今なら翔輝、或いは《ポーン》を倒せる可能性が高い。しかしそれを《ｆ》が易やす々やすと見過ごしてくれるとも思えないし、何より三みつ巴どもえ以上の接近戦になってしまえば、《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》は使いどころが難しくなる。

　本音としては《ポーン》に翔輝を倒してしまって欲しいところだ。もし敗北し『奴隷スレイブ』になったら、その時はリスク覚悟で攻めるべきだろう。

　まあ──そんな甘い展開はまず有り得ないと、朱音の勘かんが告げていたが。

「おいおいおいっ、急だな?!　オレとあんたらが組むって展開もまだ残ってるんじゃないかと思うんだけど!?」

「問答は要らんっ──《風刃シルフ・ザ・リツパー》！」

　叫ぶと共に右手を握り締めた《ポーン》は、あっという間に距離を詰めて翔しよう輝きに迫る。初見では素手で殴り掛かってくるとしか思えないが、スキルらしき単語を叫んでいる以上、何かあると思うのが普通だ。

　一方の翔輝も端末を左手に持ち、迫り来る《ポーン》を見据えて表情を引き締め、

「ったく、仕方ねぇなぁ……《バレンタインの罠ハニーハニートラツプ》！」

　叫びながら、大きくバックステップをして距離を取ろうとする。

　それを許さずさらに速度を上げた《ポーン》は、互いに徒と手しゆ攻撃の届かないギリギリの位置から横殴りで右手を振るう。

　大振りの一撃、しかも顔面狙ねらいではあるが決して届かないはずの攻撃に対し翔輝は、それでも大きく上体を倒して軌道から避よける。

「よっ……とおぉっ!?　なんだ今の?!」

　当然手は届かなかったが、見えない風の刃やいばが頰ほおの辺りを切り裂いていた。避けていなければ、恐らく首が落ちている。

　血が流れ落ちる頰を引き攣つらせ翔輝はさらに距離を開けようとするが、それを《ポーン》は許そうとせず、距離を詰めては右手を振るう。見えない攻撃を必死で翔輝は避け続け、最初の一撃以外はダメージになっていないが、反撃の糸口は摑つかめずにいる。

「……そういえば、首から上が切り離されてしまっても『奴隷スレイブ』になるだけなのかな？　それとも一撃で『撃破ブレイク』になるのかな。どう思う、《ローズマリー》？」

「知りません。それより、このままではあの人、負けてしまいますよ」

「そう簡単に終わるならこっちも楽なんだけどね……キミは『ヒーロー』の噂うわさ、あまり知らないんだったかな？」

「わざわざ調べようとも思いませんから。有名人なのは理解しましたが」

　素そっ気けない口調の桐とう子こだが、視線は二人の戦いから離さない。見えない武器を振るう《ポーン》に対し、素手のまま避け続ける翔輝の動きは機き敏びんで、目が離せなくなったという方が正しいのかもしれない。

　朱あか音ねも同じく注視はしているが、視界から《ｆ》が消えないよう気を付ける。この場にいる人間の中で、まだ彼女だけはどう動くのかが読めないからだ。

　観察はさり気なくに止めているが、《ｆ》は微動だにしない。視線は戦う二人に向けられているが、何を考えているのかは全く読み取れない。

　そして──

「つっ……!?」

「……浅いか……！」

　十数度目の空振りが行われた後、翔しよう輝きの右肩が切り裂かれ、血が噴ふき出した。

　追撃をかけようとした《ポーン》だが、それまで回かい避ひに専念していた翔輝がその場に踏ふみ止まり後ろ回し蹴げりを放ったことで、舌打ちを残して後ろへと飛び退のく。

「いってぇな……しかしこれが現実じゃなくて良かったぜ。お気に入りのスカジャンが切られて血で汚れるとか、もう本気で泣くぞ」

「……余裕のつもりか？　次は喉のど笛ぶえを切り裂く」

「なんかフツーに怖いな、あんた……ま、別に余裕があるってんじゃないけどな。あんたのスキル効果も大体分かったし、そろそろこっちのターンってことで」

　意味ありげなセリフを吐くと、翔輝は端末を持った左手を胸の高さまで持ち上げる。

　攻撃の気配に相対する《ポーン》は反撃態勢に移り、いつでも風の刃やいばを振るえるように右手を下げた。あれに向かって素手で突っ込んでいけば、たとえプロの格闘家でも一撃を加える前に迎撃されてしまうだろう。

　そんなことは翔輝だって十分に理解しているはずなのに、彼は痛みを堪こらえつつ不敵な笑みを浮かべていた。

　そしてその場から動かないまま、

「──いくぜ？　《ホワイトデーパニック約束の取り立て日》！」

「何を……ぃぐああぁっっ!?」

　翔輝が先程とは違うスキルを読み上げた次の瞬しゆん間かん、いきなり《ポーン》が悲痛な声を上げ、右肩を押さえてしゃがみ込んだ。

　端末をその場に落とし苦く悶もんするその姿に、朱あか音ねは眩まぶしげに目を細める。

「これは……報復スキル、かな」

「うへぇ、一発で見抜かれるのかよ……ま、こんだけ堂々と使えばバレるとは思ったけどな。隠すつもりもあんまり無かったし」

　やれやれだと肩を落とそうとし、その拍子に右肩が痛んだのか翔輝は顔を顰しかめる。

　それでもゆっくりと歩き出す……が、蹲うずくまる《ポーン》に迫るのではなく、むしろ距離を開けて朱音達三人も視界に入る位置に行き、

「オレのオリジンスキルは見ての通り、《バレンタインの罠ハニーハニートラツプ》と《ホワイトデーパニック》の二つで一つのセットだ。要はスキル発動待機中に受けたダメージを、キーワードで与えた相手に三倍返しするってだけだけどな」

「なるほど、ね」

　大きく頷うなずいた朱音は、右肩を押さえながらも端末を拾おうとしている《ポーン》を注視する。痛みか屈くつ辱じよくか口元は大きく歪ゆがみ、ギラついた目を翔輝に向けていた。

「……血は出ていない……ということは、与えるのは痛覚だけかな？　それに、返すと言っても傷は残ったままだから、致死ダメージを受ければ普通に『奴隷スレイブ』になってしまいそうだね。でなければああも懸けん命めいに彼の攻撃を避よけなくても良かったはずだ」

「ま、そんなところだな。他にも色々あるが、企業秘密ってことで」

「…………わざわざ種明かしするのは、私達への警告ですか？」

　訝いぶかしんでの桐とう子この問いに、翔しよう輝きはあっさりと首を縦に振る。

「そういうこった。今は読み上げて使ったが、当然端末の操作でも発動出来る。あんたらが知らないうちに使っておいて、不意打ちされたら逆に大ダメージを与える……なんてことも可能な訳よ。ただし、逆に言えばこっちから仕掛けるスキルじゃない」

「ふぅん……それがキミなりのアピールってことかな。敵にするより仲間にしておいた方が得になる、って」

「大体そんなところだ。さっきも言った通り、オレは優勝して願いを叶かなえて貰もらう。ただ、賞金なんて二の次だから、そっちで満足して貰えるなら組む価値はあると思うぜ？」

　翔輝の意図はシンプルだ。素す性じようを晒さらすという保険も利きいている。

　先程朱あか音ねが言った通り、大抵の願いなら十億円あれば叶う。それを譲ゆずってくれるというのなら、彼と組むメリットは大きい。

　ただし──朱音にとっては何のメリットにもならない。

　優勝したら叶えて貰えるという願い事には興味が無いし、十億円という大金も必要無い。求めているのは優勝の過程で艱かん難なん辛しん苦くをクリアすることの歓喜、そしてひりつくような生きている実感そのものだ。

　だから優勝チームの一員になれるとしても、ここで翔輝と組むことは有り得ない。計画の一環として自分以外の誰かを優勝させてもいいとは思っているが、それはあくまでも自分が描いた絵図でのことだ。他者の船に便乗する気なんて更々ない。

　つまりこの翔輝の提案は、ノータイムで却下なのだが……

「……さて、どうしたものかな」

　ここで断った瞬しゆん間かん、新しん城じよう翔輝は《ｆ》達と組むことに決めるだろう。《ｆ》が条件を吞のむかどうかは分からないが、彼女ならこの場限りで上手く利用するくらいはやる。

　となれば、形だけでも翔輝と組むべきなのだろうが……恐らく、気のない噓うそは容た易やすく見抜かれる。勘かんの鋭い人間は噓の匂いを嗅かぎ分けるのが得意で、どれだけ補強材料を出したところで納得してくれないのが極めて厄やつ介かいだ。

　やはりこうなると、当初の計画通り《ｆ》と限定的な共きよう闘とう関係を結び、翔輝を倒すことで勝敗を決める展開が望ましい。問題はいくつかあるが、彼女となら交渉が可能なはずだ。

　その為にはここからどう動くべきか、それぞれの思惑を加味して朱音は思考を張り巡らせる。ただ、あまり時間を掛けてしまうと先手を取られて手遅れになりかねない。

　なので翔輝が右肩の傷を気にしている内に、《ポーン》が突然の激痛というショックから抜け出す前に、

「──潮時ですね。ここまでにしておきましょう」

　静かに場を制圧する声音が響き、ほんの数秒で朱あか音ねの思考は中断された。

　帽子を被り直す仕種をした《ｆ》は、民衆を睥へい睨げいする女王のように朱音達へ視線を送り、

「今日のところは退ひきましょう。《ポーン》、動けますね？」

「っ……勿もち論ろんです」

　一呼吸で歯を食い縛って立ち上がった《ポーン》は、顔を顰しかめながらも主人の下へと走る。大した忠誠心だと、他人事なら褒ほめたくなる光景だ。

　ただし残念ながら吞のん気きにそんなことが出来る状況ではないので、朱音は大おお袈げ裟さに肩を竦すくめて苦笑を浮かべる。

「随ずい分ぶんと早いお帰りだね？　まだ色いろ好よい返事が貰もらえていないのだけれど」

「そうだぜ！　囲まれてボコられるピンチが回かい避ひ出来るのは嬉うれしいが、オレと組むって話はどうなるんだ？」

「今日は面通しに来ただけですから。交渉はまた後日、此方こちらから接触しましょう」

「……どういうことです？」

　不審げに問い質ただす桐とう子こに、《ｆ》は無感情な瞳ひとみを手に持っていた端末に落とし、

「──《シレン》はＡ．Ｓ。《ローズマリー》はＴ．Ａですか」

　ぽつりと零こぼされた呟つぶやきに、桐子の目が大きく見開かれる。




「どうして……どうして私達のイニシャルを……?!」




　その反応だと正解だと答えているようなものだが、朱音は桐子のミスを敢えて指摘するような真似はしなかった。そんなこと、する意味が無い。

「……してやられたね。手駒に任せて自分は攻撃に回らず高みの見物かと思ったら、しっかり仕事をしていた訳だ」

「っ、スキルを使っていたんですか?!　いつから……!?」

「さあ。でも、かなり前からだろうね。会話を始めてすぐかな」

　朱音がそう思った理由は単純で、気付いた時には周囲から氷が消えて無くなっていた。効果時間が過ぎて自然に無くなったとばかり思っていたが、恐らく違う。スキルの効果は、別のスキルを使った時点で消滅する。だからそういうことだろう。

　つまり朱音達が会話をしながら他のプレイヤーの介入を警戒し、策の一環として組み込むことを考えて動いていた時、《ｆ》達もプラン通り動いていた……ということになる。

　無策で乗り込んで来るとは欠片かけらも思っていなかったが、このスキルは予想外だ。

　完全に虚きよを突かれた形になった朱音達に、

「此方が最初に倒したプレイヤーのスキル《仮面の奥の貴方サイレントスコープ》は近くにいるプレイヤーの本名を知ることの出来るものですが、発動から解析までしばらく時間を必要とします。その為、此方こちらと《ポーン》のスキルで何もさせないままに『撃破ブレイク』させて貰もらいましたが……律りち儀ぎに待っていて頂けて幸いでした」

　口調が淡々としているせいもあり、嫌味には聞こえない。その代わり、展開を読んでいた思し慮りよ深ぶかさが強調され、掌てのひらの上で遊ばされていた気分になる。

　混戦になるのを嫌がったのは朱あか音ねも同じだ。会話を進めながら希望の展開へ運ぼうとしていたのも。

　決定的な違いは、朱音が自陣を整理する段階なのに対し、《ｆ》が王手に繫つながる大事な駒を奪うところまで進んだことだ。

　もし自分ならこの先どうするか……それを考えると、苦笑程度では済まない。

「──去る前に、少しだけ今後の予定について話しておきましょう」

　そして相手は、重要な駒だからといって大事にしすぎて使いどころを間違えるような、楽な敵じゃなかった。

「其方そなたに対する此方の要求はただ一つ、絶対服従です。大人しく臣従するのであれば『撃破』まではしません。賞金の一部も分け与えましょう」

「おいおい、だからオレは賞金なんかじゃなくて──」

「残念ですがその要求には応こたえられません。此方にも金銭だけでは叶かなえられない願望がありますので」

　淡々と、しかし妥協の余地なく翔しよう輝きの希望を拒否する。

　普通なら譲じよう歩ほの余地くらいは残す。ここで三対二の構図を作るのはまずいと判断するからだ。

　なのに《ｆ》が敢えてそうしない理由に、朱音は下唇を甘く嚙かみ、

「……もう『界帰マインドアウト』は入力済み、ってことかな」

「察しの通りです。あと一分以内に此方を倒す自信があるなら、どうぞお好きに」

「そこまで好戦的に見えるかな？　ダメ元で仕掛けるより、話の続きをお願いしたいね」

「では手短に。此方の要求と報ほう酬しゆうについては先述の通り。もしそれを吞のめないというのであれば、其方そちらの三人がプレイヤーだと公開します」

「…………あ、ヤバい。これ不ま味ずい展開じゃね？」

　分かり易やすく頰ほおを引き攣つらせる翔輝の言う通り……これはとてもまずい。桐とう子この表情も固まってしまっている。

　そして朱音も、普段の余裕を見せられない。

　無感情で君臨する《ｆ》の一手はそれ程までに有効で、完全にアドバンテージを握られた形になった。

　優位に立っても《ｆ》の態度に変化は無く、今も酷く醒さめた目を朱音達へと向け、

「公開の際には判明しているスキルも付記しましょう。その状態で残りの──ここにいるプレイヤーを除けば最大で十一名に絶えず狙ねらわれる生活が望みとあらば、交渉に応じなくとも構いません。其方そちらの自由です」

「……そんなあからさまな脅きよう迫はくをしておいて、何が自由ですか……！」

「戦局が優勢な陣営からの降伏勧告など、いつの時代でも似たようなものでしょう」

　怒りを滲にじませた桐とう子こにも、意に介さずといった具合で《ｆ》は応じる。

　そして

「では、追っての連絡までに賢明な判断を願っています」

　そう言うと、《ｆ》と《ポーン》の体が薄くなり……すぐに溶けるようにして、二人の体は消えてしまった。

　残されたのは朱あか音ねに桐子、そして翔しよう輝きの三人。それぞれ表情は違うが、大小の差はあれ胸に刻まれた敗北感は同じのはずだ。

「はー……大したもんだな、あの女。あれで学生って詐さ欺ぎだろ。下手すりゃオレより歳下だろうしなぁ」

　一杯食わされたと言わんばかりにやれやれだと頭を搔かいた翔輝は、一息吐いて自分の頰ほおを軽く両手で叩たたくと、すぐに明るい表情で朱音達を見てくる。

「んで、どうするよ？　こうなったら一いち蓮れん托たく生しようでチーム負け組でも結成するか？」

「悪くない提案だね。キミが宗しゆう旨し替がえさえしてくれれば、だけれど」

「それは無理な相談だな。妥協案とかないのかよ？」

「あるにはあるよ。キミと組んで、この『ゲーム』を勝ち抜けるところまで進む。そして勝利が確定したところで、キミに『降参サレンダー』してあげる……っていうのはどうだい？」

　これなら朱あか音ねの希望するクリアへの過程は楽しめるし、翔輝だって覇は者しやになれる。どちらにも損がない良案だ。

　しかしこう言っておきながら、朱音はこの提案が快かい諾だくされるとは微み塵じんにも思えなかった。

　そして案あんの定じよう、

「あー……悪い、それだとオレが納得出来ない。仲間を作るにしても、やっぱり自分の力でどうにかしたいんだよ」

「それで肝心の願い事が叶かなわなくなるかもしれないのに？」

「そんなことは絶対にない。もしこの『ＰｏＳ』でしくじったとしても、その時は別の方法を探すだけだ」

　何の根拠も無い返しで、普通なら呆あきれて幻滅するだけだ。

　なのに嘲ちよう笑しようすることも白けることもなく、妙にすんなりその言葉を受け入れてしまった自分に気付き、朱音は警戒レベルを一段階上げる。

　普通なら有り得ないことでも彼ならばやれそうな気がする──それが『ヒーロー』と呼ばれる新しん城じよう翔輝だ。享きよう楽らく主義とリアリストの両面を併せ持つ朱音でさえも、いつの間にか流されかけていた。

　そして何より厄やつ介かいなことに……この手のタイプは、本当に実現してしまう。奇跡にも近い数パーセントにも満たないかもしれない可能性を、確率なんて無視して叶かなえてしまう。

　敵に回すと本当に面倒で極めて厄介だが……とても残念なことに、敵にする以外の選択肢はなさそうだった。

　ふぅ……、と重いため息を吐ついた朱あか音ねは、苦笑を滲にじませて翔輝を見つめる。それなりに格好良いとは思うが、美形というには程遠いし精せい々ぜいクラスでも中の上の容姿なのに、潑はつ剌らつとした表情や意志の強そうな目が印象を数段階上げている気がした。

《ｆ》といい翔しよう輝きといい、安い餌えさにしては大物ばかり食いついてきたものだと心底思う。

「キミの愚ぐ鈍どんなまでの純粋さに敬意を表して正直に言うけどね。わたしはこの『ゲーム』に参加するに当たって、特に叶えたい願いがあるわけでも、賞金が欲しいわけでもないんだよ」

「おう？　それってどんな謎々だ？　……つーか、オレ酷い言われようじゃね？」

「これでも褒ほめているつもりだよ。まあ、つまるところ何が言いたいかというと、わたしの望みは優勝に至るまでの過程にあって、その副賞は割とどうでもいいんだ」

「だったら…………や、つーことは……」

「察してくれたみたいだけれど、誰かの下について動く気は欠片かけらもないんだ。キミにも、あの《ｆ》にもね」

「……あんたも大概我わが儘ままだなー。オレが言えたことじゃないけどよ」

「うん、全くその通り」

　笑顔で頷うなずいてみせると、翔輝は呆あきれた顔を桐とう子こへと向け、

「んで、そっちはそれで納得してるのか？　経けい緯いは知らないが、コンビ組んでるんだろ？」

「不本意ですが仕方ありません。脅おどされている身ですし、不可抗力です」

「…………いやいや待てって、どーいうコンビなんだよ……!?」

　本気で混乱して頭を抱える翔輝だが、一々説明する気はないので、朱音はさらりと話題を変える。

「さて、以上のことからわたし達は組めない訳だけれど。あの《ｆ》が共通の敵ということには変わらないから、打破するまで限定的に同盟を結ぶのはありだね」

「あー、その手もあるな。ラスボスみたいな風格の女王様と見えない武器を使う番犬のコンビは相当厄介だし」

「ちなみに《ｆ》は本名を暴くスキル以外に氷を生み出して操るスキルも持っているよ。足下を凍こおらせたり氷の壁を作ったりしていたね」

「うわ、マジか……そんな強そうなスキルまであるとか、ヤバすぎだろ……」

「……どちらかというと、彼女自身の方が危険度は上だけどね」

　まだ少し侮あなどっている部分があるかもしれないと、朱音は敢えて忠告する。

　翔しよう輝きも厄やつ介かいな敵ではあるが、あっさりやられてしまうとターゲットが自分達だけになってしまうので、それは非常に良くない。せめて方針が纏まとまるまでの数日間くらいは生き残っていて貰もらい、出来ればその後で呆あつ気けなくやられて欲しいところだ。

　そんなに都合良くいくとは朱あか音ねも考えていないが、可能性を残す為にも情報は共有すべきだ。

「おいおい、まだ何かあるのか？　勘かん弁べんして欲しいぜ」

「警戒しすぎるのも良くないとは思うのだけれど、《ｆ》の用意周到さを考こう慮りよすると、そうも言っていられなくてね。でないと今夜のように、簡単に虚きよを突かれてしまうよ」

「次からはそう簡単にはいかないぜ？　今日だって、最初からこの場にいたらだな──」

「断言しようか？　いくらキミが勘かんが鋭くて洞どう察さつ力りよくに長たけていたとしても、同じ末路を辿たどっていたよ」

　それが確信を持っての言葉だと伝わったのか、翔輝は唇を結び目で続きを催さい促そくしてくる。

　彼だけでなく、パートナーの桐とう子こにも言い聞かせるように、朱音は端末を軽く持ち上げて見せながら、

「《ｆ》がスキルを使っていたことにわたしが気付かなかったのは、彼女も《ポーン》も、一度も端末の画面を見なかったからだよ」

「お、う？　そりゃあ音声入力が出来るんだから、特に見なくても……」

「……いえ、私が記憶している限り、《ｆ》がスキル名を読み上げたのはイニシャルを当てた後だけです。尤もつとも、あれが本当に正しいスキル名なら、ですが」

「そうだね。つまり《ｆ》は端末画面を見ないままスキルを使った。まあ、使うだけなら予あらかじめスキル使用の準備を終えておけば難しくないけれど、問題は『界帰マインドアウト』もしたってことだよ」

「そういや測はかったように二人は同じタイミングで消えたな。十分前に入力していたってことは、オレが来る前だろ？　それっぽい合図はあったのか？」

「少なくとも露ろ骨こつに分かるようなものは無かったね。それより注目したいのは、端末でスキルを使っていたはずの《ｆ》も、ちゃんと『界帰』に成功していたということだよ」

「あ……！　スキルを使うだけならまだしも、そこから『界帰』の操作も行ったということですか?!」

「画面を見ないままかよ？　そんなの出来るのか？」

　冗談だろ、と半笑いで訊きいてくる翔輝だが、目は真剣だ。恐らく、もう察してしまっているのだろう。

「……両手で行うのならそこまで難しくはないと思いますが、彼女が両手で端末を扱っていた記憶はないです。だとすると、片手でそんな複雑な操作を……？」

　半信半疑といった様子の桐子に、朱音は頷うなずき返すしかない。

「したんだろうね。勿もち論ろん、練習はしたんだろうけど、過あやまたずに行うのは相当な難易度だよ。しかも成功したか不安になるところを、一度も端末に視線を落とさなかった」

　だから結果として、翔しよう輝きの接近にも気付かなかった。それが油断から来るものでは無く、端末を使用していると勘かん付づかれない為だったのだと、今なら分かる。

　用意周到に準備をするだけでなく、スキルによる攻防という現実世界では有り得ないやり取りがいつ再開されるかも分からない状況下で冷静に実行するだけの胆力も必要とされる──そんな悪条件をクリア出来る相手に、本名という大事な情報を握られた訳だ。

「だから最終的には絶対に相あい容いれないと分かった上で訊きくけれど、最優先に『撃破ブレイク』すべき対象として《ｆ》達を倒すまでの間だけ期間限定で共きよう闘とうするかい？　受けてくれるなら、サービスでわたしも素顔を明かしてもいいよ」

　難敵を相手にしているのは一緒だから、普通なら条件を出さなくとも受けてくれる。翔輝が使ったスキルは一つだけだからまだ攻撃的なスキルも持っているのかもしれないが、だとしても一対二の不利を覆くつがえせるとは思えない。

　しかし──

「あー……悪い、有り難いけど止やめとくわ」

「それは、どうして？　対等な同盟にするつもりだよ？」

「なんっつーか、そこはフェアにやってくれそうな気がするんだけどなー……やっぱ一度組むと情が湧きそうだし、それに終わった瞬しゆん間かんに後ろからグサッといかれそうっつーか……」

「短時間で的確に理解されたみたいですね、《シレン》？」

　随ずい分ぶんな二人に対し、朱あか音ねは「酷いな」と苦笑いを浮かべるしかない。

「なら、せめて《ｆ》を倒すまではお互いに仕掛けるのは無しにするのは？　偶発的に戦闘状態に巻き込まれたら仕方ないから普通に戦うとして、積極的に狙ねらうのは止めるという程度でいいから」

「ああ、それならいいぜ。こっちとしても助かるし」

「じゃあ、契約成立ということで。《ｆ》を倒したら、その連絡は……そうだね。わたしがしたように壁新聞部にメッセージを載のせて貰もらう、なんてどうかな？」

「おっけ、それで構わない。そんじゃ、今日はここまでってことで解散だな」

　そう言うと、翔輝は人好きのする快活な笑顔で片手を上げ、

「次に会う時も敵同士だが、悔いの無い戦いが出来るといいな。んじゃ、出来たらあのおっかない女をあんたらが倒してくれるの、期待しておくわ」

　都合の良いことを悪びれなく言って、元来た方へと歩いて行った。

　その後ろ姿が噴水広場から完全に消えるまで黙って見送り、念の為に端末を確認し《ショーキ》のアイコンの色が黄に変わったのも確認して……朱音はようやくで張り詰めていた気を緩ゆるめることが出来た。





▽　　　　　　　　　　　　　　　△






　翔しよう輝きと別れてから、およそ三分後。

　ホテルの近くまで戻って来た朱あか音ね達は『界帰マインドアウト』をし、無事に現実世界へと帰き還かんした。豪華な内装が少し目に眩まぶしいが、今はそれよりも向こうで起きた一連の出来事が疲労という形で負担になっている気がした。

「ふぅ……全く、随ずい分ぶんと凄すごい人達が集まってくれたものだね。プレイヤーに選ばれるくらいだから優れた人なのは覚悟していたけれど、それにしても厄やつ介かいだよ」

　ベッドの端に座り直しながら朱音が独りごちると、同じく意識を取り戻した桐とう子こが体を起こし、大きな枕を胸に抱え唇を尖とがらせる姿が見えた。

「誰が招いた事態ですか、自業自得もいいところです。それより、あの人をそのまま帰して良かったんですか？」

「ああ、うん。《ｆ》の目をわたし達だけに集中させるよりは、彼にも頑張って貰もらった方がいいだろうからね。尤もつとも、後になればなるだけ面倒な敵になるだろうから、早めに始末してしまいたいところだよ」

「今のままでは私達が《ｆ》に始末されてしまいますが。本名まで知られてしまうだなんて、失態にも程があります」

　桐子の視線が心なしか厳しい気がするが、気のせいではないだろう。《道化師の毒針劇薬ピエロ》を使用して偽の情報を与えるつもりが、あっさりと素す性じようを把握されてしまったのだ。事前にしっかりと何通りも作戦を練っていただけに、発案者に文句を言いたくなるのも分かる。

　これに関しては朱音も謝る以外の選択肢がないので、素直に「ごめんね」と頭を下げた。

「正直、《ｆ》には参ったね。持っているスキルも面倒なものだし、簡単に油断もしてくれなさそうだ。統率力もあるし、隙すきがない」

「他人事なら構いませんが、目を付けられている側としては最悪です。先せん輩ぱいが勝利を諦あきらめたのであれば、私もすぐに終わりにしたいところです」

「おや、キミにしては珍しく弱気だね。一人でも戦うと息巻くのかと思ったよ」

「『奴隷スレイブ』の身ではどうにもなりませんし、先輩の迂う闊かつさが原因であるのなら少しは溜りゆう飲いんも下がりますから」

　辛しん辣らつな物言いに、この後輩は余程ストレスを溜ためているんだなと再認識する。

　かといって、朱音は手を緩ゆるめるつもりなどまるでないが。

「だったら残念なお知らせになるけれど、諦めるつもりはないよ。この程度では絶望するには全然足りないしね」

　そう言うと朱音は立ち上がり、仮想空間内での苦い体験を綺き麗れいさっぱり忘れたような笑顔を浮かべ、

「さて、わたしはマンションに戻るとするよ。桐とう子こちゃんはどうする？　ルームサービスをとっても泊まっていってもいいけど？」

「……私も同行します。用が済んだらすぐに寮に帰宅しますが」

　そんな素そっ気けないことを言いながらも、ちらりとベッドや浴室の方に視線を送ってしまったのは、ここに宿泊することに未練を感じているからだろう。

　年相応な女の子らしい反応に、朱あか音ねは内心で微笑ほほえむ。この戦いが終わったらご褒ほう美びに、またこのホテルの一室をとってあげてもいいかもしれない。

　勿もち論ろん──ご褒美というからには、勝利を手にした後でだ。




　一時間にも満たない滞在にも拘かかわらず、ホテルスタッフは変な顔をすることなく速やかにチェックアウトの手続きを済ませてくれ、朱音達はマンションへと戻った。

　帰る途中で敵に捕ほ捉そくされないよう、一度タクシーで離れた位置まで送って貰もらった上での帰宅だったので、少し時間が掛かり、部屋に着いたのは九時近くになっていた。

　二人分の紅茶を淹いれて、大した会話もないまま待つこと数分。

「よぉ、戻ったぜ。あたしにもなんか飲み物くれよ」

　チャイムも鳴らさず合い鍵を使ってズカズカ入って来たのは芽め依い里りで、朱音は文句など言わずに「ジュースでいいかい？」とキッチンへ向かう。客用の──最近では芽依里専用になりつつあるグラスに貰もらい物のリンゴジュースを注ぎ、リビングに戻る。

　床ゆかに座って早くも寛くつろいでいる芽依里にそれを渡すと、一息に半分飲んで、

「ぷはぁっ……美う味まいな、これ。仕事の後だから余計にだな」

「そこまで大層なことをしていた訳じゃ無いですよね。芽依里さんは大おお袈げ裟さすぎます」

「あんだよ、桐子だって紅茶飲んでる癖くせにさ。それに暇すぎてうっかり寝そうになるのを我慢するの、大変だったんだからな」

「うん、ご苦労様。それで、どうだったかな？　わたしの予想だと良い報告が聞けると思っているのだけれど」

　朱音の問い掛けに、唇を尖とがらせて抗議していた芽依里が表情を一変させる。

　にんまりと喜びを一杯に袋詰めしたような笑顔で、それを見ただけで返事は分かったようなものだった。

「あいよ、これ。当たりだったみたいだぜ」
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「ありがとう。約束通り、今度本土から食べたがっていたアイスを取り寄せるから」

　お礼を言いながら芽依里が差し出した一枚の紙を受け取り……その紙面を見て、朱音は目を細める。

　そして柔らかく微笑ほほえみ、呟つぶやいた。

「してやられたのは確かだけれど……どうやら、痛み分けにまで持ち込めたみたいだね」

「……では、あの中に？」

　やや固い声で緊張した様子の桐とう子こに、朱あか音ねは「うん」と頷うなずき、




「《ｆ》の正体は──吹奏楽部の『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』、怜れい泉せん澪みおで間違いない」













　　　三章　それぞれの願い







　三みつ巴どもえの戦いになりかけた水曜日から一夜明け、朱あか音ねは学校へ行くべく通学路を歩いていた。……といっても、始業の時刻はとっくに過ぎている。もう三時間目が始まっているはずだ。

　元々真面目に無遅刻無欠席を貫くようなタイプではないので、月に数回は休んだり大幅に遅刻して登校する。大体の理由は『そんな気分じゃなかったから』だ。

　ただし今日は一応理由がある。《ｆ》達に正体を知られたが、桐とう子こはともかく朱音の方は顔までは知らないはずだ。なので登校するところをチェックされるのを避さけるべく、わざと遅れて行くと決めていた。

　尤もつとも、遅くとも放課後までには突き止められてしまうだろう。特に有名人という訳ではないが、珍しい名前なので顔と名前を一致させている同級生はそれなりにいるはずだ。

　それまでに朱音の方も準備を終えるべく動いてはいるので、ただの時間稼かせぎでも意味はある。決して遅刻した言い訳では無く、元からこうするつもりだった。まあ、どうにしろ褒ほめられたことではないのだが。

　そんなわけでのんびり歩いて登校している為、今日は私服だ。秋物の長袖シャツを重ね着し、下は枯かれ葉は色いろのスリムなズボンというこざっぱりとした格好で、今はウィッグを付けていないが男にも女にも見えると自認している。

　持ち物は小さめのトートバッグ一つという軽装で歩きながら、朱音はこの後の予定を、起こるだろういくつもの可能性を踏ふまえつつ考えていた。

　基本的には向こうのアクションを待つより、こちらから動いた方がやり易やすい。ポーカーでも同じだ。相手の反応を見ることで向こうの手札と、相手が予測するこちらの手札を絞り込める。

　そこからどう動くかが大事になるが、事前段階で優位に立つ努力を怠おこたれば負ける。強い武器や実力があれば別だが、己の非力さを朱音は熟知していた。

　なのでゆったりとした足取りで思考を張り巡らせながら学校へと向かって歩いていたのだが……その途中で、妙な人影を見つけて足を緩ゆるめる。

　順調にいけば学校まであと五分、という距離にある何の変へん哲てつもない路地で、一人の女性が壁に手を突いて立ち止まっていた。

　俯うつむき加減なので顔は見えないが、髪の長さは朱音と変わらない首が隠れて肩に掛かる程度。九く宝ほう堂どう学園高等部普通科の制服であるブレザーを着ているが、学年までは分からない。

　普通の学生ならいるはずのないこの時間帯に見かけた不審な女生徒に対し、ほんの数秒程考えた後で、朱音は極めて当たり前の行動を取ることにした。

　……ただし桐とう子こが知れば、『何を普通の人みたいな真似をしているんですか』という驚きよう愕がくのコメントを貰もらいそうではあったが。

「やあ、こんな所で何をしているんだい？　もし気分が悪いようなら、タクシーか救急車を呼ぶよ？」

　なるべく『親切な他人』らしい言葉を選んで訊たずねると、壁に手を突いたまま彼女はこちらへと顔を向け──朱あか音ねは思わず、感嘆の息を漏もらしそうになった。

　やはりというか苦しげな表情をしている……が、それ以上に印象的なのは、その美しさだ。可か憐れんという表現がぴったりくる愛らしさと儚はかなさが同居した綺き麗れいな顔立ちで、特に印象的なのはその瞳ひとみ。ノーフレームの眼鏡越しのそれは苦く悶もんに歪ゆがんでいるのに、見る者を一いつ瞬しゆんにして虜とりこにするだけの魅み力りよくがあった。

　まだ十代のあどけなさは残っているが、今でも十分過ぎるくらいの美少女だし、あと数年の成熟で『恐ろしい程の』という枕まくら詞ことばが付くレベルの美女になるだけの素質がある。

　間近で見つめられると普通の男子ならば小学生から大学生まで軒並み虜になってしまいそうな美び貌ぼうを前にして、朱音はというと──

「……貧血による立ち眩くらみ、かな？　持病があるなら、症状に心当たりは？」

　彼女の美しさに目を奪われたのは一瞬で、すぐにいつも通りの調子で状態を確認する。

　やや辛つらそうな表情だが、呼吸は荒れていない。ちゃんと声を掛けたこちらを認識しているし、一刻を争う様子ではなさそうだった。

　その見立ては大きく間違ってはなかったようで、彼女は懸けん命めいに表情を取り繕つくろおうとし、

「ぁ……う、ん。ただの、貧血で…………少し休めば……」

　か細い声でそんなことを言われても逆効果だが、会話が成立するのなら問答無用で救急車を呼ぶ必要もないだろう。

「学校はもうすぐそこだけれど、病院に行った方がいいんじゃないかな？　タクシーを手配しようか？」

「……大丈夫、だから。それに、病院は……」

「病院は、嫌い？」

「違うわ。もう、さっき行ってきたところだから」

　そう言って彼女は力無く微笑ほほえみ、また俯うつむいて深呼吸をする。

　しばしその様子を眺めた後で、朱音は一つ頷うなずいて、

「なるほど、ね。容態が急変した可能性もあるからとんぼ返りでもいいとは思うけれど」

「……ありがとう。でも、大丈夫。本当にただの貧血だから」

「なら、ここで少し休んで、それから学校の保健室かな？　どうせならベンチでもあれば良かったのだけどね」

　軽く肩を竦すくめ、朱音は近くのガードレールに腰を下ろす。座り心地は最悪に近いが、突っ立っているよりはマシだった。

　しかしそんな朱あか音ねの行動を、体調不良の美少女は眉まゆを顰ひそめて見つめる。

「……あの……？…………あたしは一人で大丈夫だから、あなたは……」

「ああ、気にしないで。キミを保健室か病院に送り届けたら、適当に消えるから」

「そんな……わざわざ手間を……」

「だから気にしないでいいよ。見ての通り、とっくに大遅刻だから。四時間目が始まるまで大分あるし、人助けをしていたと言えば遅刻理由にも納得されるかもしれないしね」

「……それで三時間も遅刻、するの？　ふふっ……」

　何が琴線に触れたのか笑みを零こぼす美少女に、朱音も笑顔で返す。

　改めて見ても素晴らしく綺き麗れいな子だが……それだけでなく、どこかで見覚えがある気がする。もしかしたら芸能人かもしれないが、生憎あいにくと家にテレビも無ければ週刊誌もファッション誌も読まないので、そちらの方面には疎うとい。

　ただ、何となくだがそういうあやふやなものではなく、実際にどこかで会ったことがあるような感覚に近い。これだけの美少女ならまず忘れないだろうに、不思議だ。

　朱音が内心で首を傾かしげている間にも、彼女は細く長い深呼吸を何度も繰り返す。胸に手を当てて、ゆっくりと快復を待つその様子を見れば、不調に慣れているとよく分かる。

　しばらくして顔を上げた彼女は、やや頼りなげな笑みを浮かべて、

「……うん、少しは良くなったみたい。これなら学校までは大丈夫よ」

「そう？　それじゃ、校舎までエスコートさせて貰もらおうかな。手と腕、キミとしてはどちらを貸して欲しい？」

「…………えっ？」

　どういう意味か分からないといった反応に、朱音は分かり易やすく手を差し伸べて、

「幼稚園児やお姫様のように抱き抱かかえることは出来ないけれど、支えになったり手を引いたりするくらいならわたしでも出来るから。肩を貸すのは、寄り掛かられると非力過ぎて共倒れになって困るからね」

「共倒れって…………あはっ……それは、確かに困るね」

　想像したのか楽しそうに小さく笑い、それから彼女は「だったら」と手を伸ばし、朱音の左の二の腕辺りをちょこんと摘つまむ。

「手を繫つなぐのは流石に恥ずかしいし、これでお願いするわ。顔を上げて周りに注意を払う労力が省けるだけでも、凄すごく楽になるから。どうもありがとうね」

「困った時はお互い様だし、キミみたいに綺麗な子をエスコート出来るなら役やく得とくみたいなものだよ。こちらこそお礼を言うべきかな？」

「もう、冗談ばっかり。あなたの方がずっと綺麗なのに……」

　半ば本音のつもりだったが、彼女は少し怒ったように頰ほおを膨ふくらせて……しかしすぐに吹き出して笑い、クチナシの花が咲いたような魅み力りよくに溢あふれた微笑を浮かべる。

　──その顔を見て、朱あか音ねの脳裏に閃ひらめくことがあった。

　目の前の少女と記憶の中にある顔が見事に重なり、疑問が氷解する。

「……それじゃ、無事に送り届けられるよう尽じん力りよくするよ。自己紹介が遅れたけれど、わたしは高等部普通科二年生の、漣さざなみ朱音。よろしくね、お姫様」

「その呼び方は止めて欲しいけど……朱音、さんね。一つ年上だったんだ」

　口の中でもう一度「朱音、さん」と呟つぶやいてから、彼女は遠えん慮りよがちに朱音の左腕を摑つかんだまま、小さく頭を下げる。

「ありがとう、朱音さん。この島にはついこの前引っ越してきたばかりで、少し不安だったの。親切な人がいると知れて、本当に良かった」

「……随ずい分ぶんと誤解をされた気がするけれど、安心出来たのなら何よりだよ」

　桐とう子こが聞いていたら全力で彼女を説得しそうだが、幸か不幸かこの場には二人だけだ。

　そしてもう一つ──この場に桐子がいたのなら、きっと違う意味でも驚いていたはずだ。

「良かったら、お友達になってくれると嬉うれしいな。あたしは普通科の一年で、ひかる。光の流れと書いて、光ひか流るって読むの」

　少し照れた様子の少女は、はにかんだまま会釈をし、




「──新しん城じよう、光流よ。よろしくね、朱音さん」




　……どこかの『ヒーロー』と同じくらい魅力的な笑顔で、そう名乗った。





◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






「こんな風に言うのはあまり良くないけれど……よくもまあ、平然と顔を出せたものね？」

　通常なら歩いて五分と掛からない距離を、たっぷり十五分近く掛けて光流と九く宝ほう堂どう学園まで辿たどり着いた朱音は、そのまま彼女を保健室へと連れて行った。

　保健医はすぐに事情を察して光流をベッドへ寝かしたものの、具合が良くなれば午後からは授業に参加してもいいということになり、朱音は光流と保健医の二人から礼を言われた。

　光流と連絡先を交換し、『今度はもっと元気な時に』と再会を約束してから保健室を出た朱音は、自分の教室に行くのではなく、そのまま隣となりの部屋のドアをノックし……そして中へと通されて言われたのが、先のセリフだ。

　この部屋──生徒指導室の主であるスクールカウンセラー海え老び原はら舞まいの含みのある歓迎に、朱音は口元に微笑を湛たたえたまま崩さない。

　それを呆あきれた目で見下ろしつつ、海老原は律りち儀ぎに紅茶を淹いれてティーカップに注ぎ、ガラステーブルに置いてくれる。ただし、態度は変わらないままだ。

「あなた、自分が何をしたか分かっているの？　もう二週間くらい経たったから、ほとぼりが冷めた頃合いだと思ってる？」

「いいえ？　単に、今までは近くに用が無かったからですよ。今日は隣となりに来たことだし、まだ次の授業が始まるまで時間があるし……まあ、ただの暇ひま潰つぶしに近いかな？」

「……本気で言っているんだから性た質ちが悪いわね……」

　呆あきれ返った、といった風に息を吐き、海え老び原はらはやれやれと首を横に振る。

　まあ、彼女が言いたいことも朱あか音ねは理解している……というより、マイルドな対応をしてくれている海老原を褒ほめてもいいくらいだ。

　何しろ約半月前、海老原とは『ＰｏＳ』で敵同士として戦っている。そして彼女が『撃破ブレイク』され敗退する原因を作ったのは、他ならない朱音だ。

　ブラフで海老原を惑わし、仕掛けた罠わなに嵌はめて倒したのだから、スポーツで正々堂々勝負した後のように互いにスッキリして終わった訳じゃ無い。むしろ恨うらまれていてもおかしくない状況だったとも言える。

　だが、当の朱音はまるで気にすること無くティーカップを手に取り、

「先生なら『ゲーム』でのことを引きずるとは思っていませんから。わたしに対して思うところはあったとしても、自分の中で消化して済ませるタイプだもの」

「あら、まるでカウンセラーのようなことを言うのね。先生の職業、ちゃんと覚えているのかしら？」

「勿もち論ろん。生徒想おもいのいい先生だってことも、ね」

　海老原は眉まゆ根ねを寄せて困り顔になるが、照れや呆れではなく、どうしようもないと表情が物語っていた。正当な評価をしただけなのに、おかしなものだと朱音は思う。

「……それで、漣さざなみ君は先生に何の用？　本当にただの暇潰しで来るだなんてこと、あなたはしないでしょう？」

「先生みたいに可愛い人に会いに来る理由なんて、いくらでも作れますけど？」

「だからそういうのはいいの。喋しやべり方も、今は二人きりだし以前のように砕けた口調でいいわ。似合いすぎていて気味が悪いもの」

　朱音の向かいのソファーに腰掛けた海老原は、さり気なく酷いことを言いながらも小さくため息を吐ついて、

「……一応、言っておくけれど。生徒の個人情報は漏らさないわよ？」

「おや、そんな目的だと？」

「違うのなら別にいいわ。でも、他に先生に訊きくようなこと、ないでしょう？」

「まあ、大きく外れてはいないかな。どちらかというと、ちょっとした疑問が出来たから詳しそうな先生に訊きたくてね」

　要望通り普段通りの口調で話すと、海え老び原はらは眉み間けんに皺しわを寄せて怪け訝げんな表情になる。

　そしてぽつりと、小さく唇を動かし呟つぶやいた。

「……新しん城じよう光ひか流るさんのことを訊ききに来たのではないの？」

　直球でくる辺り、向こうも朱あか音ねのことを良く理解している。

　保健室に光流を連れて訪れたことは、海老原はもう知っていると思っていた。保健室のドアをノックした際に、保健医が出て来たのは何故か隣となりの生徒指導室からだったからだ。

　その時、海老原は姿を見せなかったが、あれで気付かないはずがない。応対の際に光流の名前も出していたので、尚なお更さらだ。

「彼女に関することではあるけれど、先生が答えてくれそうな質問だとすると直接的なものは無理だからね。そこは承知しているよ」

「だったら何を訊こうっていうのかしら？」

「まあ、そんなに慌あわてないでよ。先に軽く雑談をしてからでいいかな？」

　言って、紅茶を一口飲んでディンブラの優しい味を堪たん能のうする。

　そして一息吐ついてから、嫌な顔を隠そうともしない海老原に向けて、同意を得ないままに話し始めた。

「新城、光流ちゃん──とても綺き麗れいだったね。あれなら期待の美少女転校生としてフライングで騒いでいた連中がいるのも頷うなずけるよ。しかもあの新城翔しよう輝きの妹だっていうんだから、話題性は抜群だろうね」

「……彼女から、どこまで話を聞いたの？」

「凄すごいお兄さんがいるってことと、今週から学校に通い始めたこと、通院していること……それから意外にも格闘技観戦が趣味だってことくらいかな？　ああ、その流れでお兄さんが小学生の頃はサッカーじゃなくて空手をやっていたってことも聞いたね」

　指を折りながら列挙するが、どれも大したことじゃない。十分やそこらで、しかも体調不良な相手から聞けることなんて、その程度が関の山だろう。

　──だからこれは、朱音の観察から来る推測だ。

「彼女、ただの病弱じゃなくて、腎じん臓ぞうを患わずらっているね」

「……あら、どうして？　そんな話が出たの？」

「いいや？　ただ、通院していることと、たまに入院するっていうのは聞いたよ。医者の知り合いがいる影響もあって、多少は病気に詳しくてさ」

　光流の場合、まず気になったのは顔だ。化粧をしていたのでそこまで顔色は悪くなかったが、ややむくみが見て取れた。それに、化粧を施ほどこしていない部分が地肌の白さに比べてやや黒ずんでいるようにも感じた。

　あとは貧血、会話の中から出た通院する頻ひん度ど、その際に掛かるという時間から、乏とぼしい知識の中で合致しそうな病名を検索し、腎不全ではないかという結論に達した訳だ。

　ただし、間違っている可能性は山程ある。もし腎じん不ふ全ぜんで人じん工こう透とう析せきの為に通院しているとしたら、思春期の女の子には訊たずねづらいデリケートな問題にもなるから、本人には確認出来ない。

　しかし保健医なら、この時期に転校してくる生徒が身体的に問題を抱えている場合、ちゃんと把握しているはずだ。今日の対応も落ち着いたものだった。

　そして同じように、病気の生徒ならメンタルケアの必要を感じた学校側が、スクールカウンセラーに教えている可能性が高い。だから朱あか音ねは迷わずにこの生徒指導室に足を運んだ。

「まあ、光ひか流るちゃんが腎じん臓ぞうを患わずらっているかどうか──実は、そのこと自体にはそこまで気にしていないんだ」

「…………相変わらず意味が分からないわね。どういうつもり？」

　困惑と苛いら立だちが七対三で混ざったような表情で訊きいてくる海え老び原はらに、朱音はティーカップの縁ふちを右の人差し指でなぞりながら答える。

「最近では本人の細胞から臓器を作ることも出来るって聞くけれど、彼女がそれをしない理由が分からなくてね。勿もち論ろん、作り始めてすぐに出来上がる訳じゃ無いのは知っているよ？　でも、彼女の病気との付き合い方は、結構長いものに感じられたから」

「……臓器移植のデメリットとして、移植した臓器が長く持たないというものがあるの。通常の、ドナーから移植した場合でもそうなのだけれど、培ばい養ようした人造の臓器は特に問題が起こりやすいのよ。自分の細胞から作ったものなのに、十年くらいしか持たないパターンも多いと聞くわ」

「へぇ……他人から移植するよりもしっくりきて良さそうなものなのに、意外だな」

「倫りん理り的てきな問題で、細胞を弄いじって作り上げることは禁止されているからというのが一点、人工的に十数年分を短期間で成長させる為に無理が生じるというのが一点……他にも理由はあるみたいだけれど、今のところはドナー提供の臓器移植の方が推奨されているらしいわ」

　海老原の口から語られる内容は、朱音の知らない情報が多かった。皮膚などの移植では何の問題も起きていないと聞いていたので、それだけに意外だ。

「ということは、今でもドナーからの臓器移植を希望する患者は多い？」

「そうね。特に国内ではドナーの数が少ない影響もあって、なかなか順番が回って来ないわ。だから体力と財力のある患者の中には、人造臓器が出来るまでは人じん工こう透とう析せきで済ませて、完成したらそれを移植しつつ、状態の良い臓器提供が回ってくるまで待つ……なんて人もいるみたいね。かなりレアなケースだけれど」

「なるほど、ね。最先端医療はそれなりに調べていたつもりだけど、やっぱり現実はなかなか難しいってことか……」

　スムーズに指先まで稼か働どうする義手や、ある程度なら視覚も戻る義眼など、医療分野の発達は目覚ましい。それでも、まだまだ問題は多くあるということだ。

「臓器を造り出せるといっても、移植可能な状態までは一年以上かかってしまうらしいわ。掛かる費用も内容によって上下はあるけれど、少なくとも数百万円は下らない。なのに長持ちしないのだから、まだまだ未発達な分野ね」

「……ということは、実用段階とは言い難い？」

「今の状態だと間に合わせと言われても仕方ないレベルよ。でも逆に言うと、急を要する事態には間に合わせることが出来る、とも言えるわ。健康体と診断された提供者の細胞から作った人造臓器なら、救急センターにストックを用意してあるらしいわよ」

「その場合、必ずしも患者に適応するとは限らないんじゃ？」

「ええ。だから一つの部位につき数百というストックがあるらしいわ。それでも運が悪ければ適応しないし、下手をすれば数年で拒絶反応が出てしまうこともある。今でも臓器移植はかなり難しい問題ね」

「確かに、わたしが思っていたよりずっと厄やつ介かいな難題を抱えているみたいだ。先生に訊ききに来て良かったよ」

「あら……上手く使われてしまったかしら？」

　騙だまされたわ、と言わんばかりに恨うらめしげな目を朱あか音ねへと向けて、それから海え老び原はらは自分のティーカップに口を付ける。

　そんな彼女に対し、朱音は『白々しいね』とは言わなかった。お互い分かっているなら、ただの蛇だ足そくになる。

　──朱音が海老原のことを『生徒想おもいのいい先生』と評したのは、お世辞でも何でも無い。普通なら『病気を抱えた生徒が転校してくるから』と聞かされたところで、保健医ならともかく、相談員という形で雇われている海老原はそれ程気にしなくてもいいはずだ。

　しかし彼女は病気のことを調べ、患者が抱える問題を調べ、そして医療現場がどうなっているのかまで調べる。

　もしも件くだんの転校生が生徒指導室を訪ねてきた時に、間違った対応をしてしまわないように。彼女の負担を少しでも分かってあげられるように。

　臨床心理士の資格を持つスクールカウンセラーの海老原舞まいがそのような人間だと、朱音はそう認識していた。生徒の為に手て間ま暇ひまを惜しまないだけでなく、今の会話の中でもすぐにこちらの狙ねらいは分かったのだろう。

　そしてこれだけ知っているのだから、逆説的に考えて光ひか流るが腎じん臓ぞう──もしくは他の重い病気を抱えているのは、確定のはずだ。たまたまにしては、いくらなんでも詳しすぎる。

　しかし個人のプライバシーには関わらない話題である以上、生徒に求められ自分が知識を持っているからには、因いん縁ねんのある相手にでもちゃんと話してくれる。本当にいい先生だと、改めて思う。

「……一応、釘を刺しておくけれど。転校してきた時期を考こう慮りよすれば、新しん城じようさんがあの『ゲーム』のプレイヤーってことは有り得ないわよね？」

「まあ、そうだね。完全に除外出来る訳じゃ無いけれど、ほぼ間違いないはずだよ」

「だとしたら、彼女に手を出すのは許さないわよ。そんなことをするなら、ペナルティがあるのを承知であなたを止めるから」

　静かに宣言する海え老び原はらの表情は、特に厳しくも怖くもない。むしろ優しげで、それが逆に凄すごみになっていた。

「彼女がプレイヤーならともかく、そうでなければ危害を加えるような真似は絶対にしないよ。餌えさに使う程度のことならするかもしれないけど、ね」

「……あなたのえげつなさはどんな環境なら培つちかわれるのかしら。もうプレイヤーではないから阻そ止し出来ないのが残念だわ」

「先生みたいな難敵が早めに退場してくれて良かったと、心の底から思うよ。他の手て強ごわい人達にも見習って貰いたいね」

「あら？　それは新しん城じようさんのお兄さんのことを言っているの？」

　ピンポイントで出て来た名前に、朱あか音ねはさして動揺することなく笑みで返す。

「さあ、どうだろうね。先生が彼の弱点か秘密でも知っているなら、こちらの口も軽くなってしまうけど？」

「残念だけれど、先生はあの子と直接話したことはないわね。知っていることも、噂うわさ程度のものだけよ」

「だったらわたしが明かせることは何も無いかな。敗退してしまった人を巻き込むと、こちらのペナルティになりかねないしね……っと」

　ポケットの中で振動を感じ、朱音はスマートフォンを取り出す。まだ授業中にも拘かかわらず誰が連絡をしてきたのかと思えば、届いていたのはメールだった。

　画面に触れてメールの本文を呼び出し、ざっと目を通す。短い文が二つだけの簡単なものだったので、すぐに内容は把握出来た。

　そこに、海老原から苦言が飛んで来る。

「仮にも教師の前で堂々と携帯を弄いじるのは感心しないわよ。休み時間ならともかく、授業をサボっている自覚がなさ過ぎじゃない？」

「ああ、あまりに居心地が良すぎて、ここが指導室だってすっかり忘れてたよ。それじゃ、本格的に怒られる前に退散しようかな」

「あら、用が済んだら素そっ気けないものね？」

「おかげでためになったよ。今度、お薦めのチーズケーキでも差し入れに持って来るから、楽しみにしてて」

「生徒からの贈り物は基本的に受け付けてはいけないのだけれど……あなたに言っても無駄でしょうね」

　小さく嘆息して海老原は立ち上がり、退室を促うながすべくドアを開けてくれる。柔にゆう和わな顔をしているが、早く帰れと言わんばかりだ。

　苦笑を浮かべつつ、朱あか音ねは自分の紅茶を飲み干してから立ち、ドアを開けたまま控えている海え老び原はらに「ご馳走様でした」と礼と会釈をしてから部屋を出て、

「──一つ、先生らしい忠告をしてあげる」

　廊下に足を踏ふみ出したタイミングですぐ後ろから掛けられた声に、朱音は歩みを止めて顔だけ振り返る。

　スクールカウンセラーらしく優しい瞳ひとみをした海老原は、片手で押さえたドアに体重を預け枝し垂だれ掛かるようにして、

「あなたの経歴……綺き麗れいに整えられているけれど、遊びがなさ過ぎるわ。突いても何も出て来ない反面、ガードが固すぎて逆に怪あやしいわよ？」

「あれ？　わたしのこと、興味を持ってくれたんだ？」

「ええ、少し調べさせて貰もらったわ。中学までは私立校で、部活や委員に所属していた経験は無し。卒業アルバムには名前だけで、写真も無し。学校に電話して当時担任していたはずの教師にどんな子だったか訊きいてみたら、『目立たない子だったので覚えてない』？　あなたみたいな子、どれだけ控え目にしていたって覚えていないなんて無理な話よ」

　首を左右に振っての意見に、朱音は黙って苦笑するしかない。

　その反応をどう受け取ったのか、海老原は少しだけ口元に笑みを湛たたえ、

「あなたの過去にどれだけのものが埋まっていて、どんなつもりであの『ゲーム』に参加したのかは知らないけれど……大人しくしておいた方がいいんじゃないかしら？」

「ご忠告、どうもありがとうございます」

　それは教師として、生徒を想おもっての発言だった。騙だまされて敗退させられた者の恨うらみは、一切込められていない。

　そうと分かるから素直に礼を言った朱音は、しかし首を縦には振らず、いっそう豊かな笑みを見せる。

「──でも、生きているだけなんてつまらない。生なま温ぬるい学生生活もそれなりに面白くはあったから大人しくしていたけれど……あるかもしれない不透明なリスクを恐れて、這はい蹲つくばって息を潜ひそめるだなんて、それこそ絶望だよ。死んでいないだけの、ただの抜ぬけ殻がらだ」

「…………そう。それが、あなたの持論？」

「いいや、ただの言い訳だよ。自分がしたいようにする為の、ね」

　冗談っぽくウインクをして、朱音は軽く右手を上げて海老原に別れを告げて歩き出す。後頭部に視線を感じたが、もう振り返らない。

　角を曲がり、廊下に誰も居ないことを確認し……それでようやく安心して、押し殺していた笑いを口から漏もらすことが出来た。

「ふふっ……いいね。こうも立て続けに自分を揺さぶられる出来事が起こるっていうのは。生きている実感が湧いてくるよ」

　呟つぶやいて、唇をそっと閉じる。誰もいないが、だからといって独り言を聞かれる可能性はゼロじゃない。

　黙りはしても気持ちは高こう揚ようしたままで、どうしようもなく頰ほおが緩ゆるんでしまう。『ＰｏＳ』の参加打診が来てから楽しい日々が続いていたが……奈落の底で天を仰ぎ見ていたことを思い出すのも、今の幸せを震える程に実感出来て素晴らしい。

　新しん城じよう光ひか流ると出会い、海え老び原はら舞まいに釘を刺され──そうして古傷をまざまざと見せつけられた結果、朱あか音ねは弾まんばかりの足取りで歩いている。

　楽しくて仕方が無い、が……止まってしまえば、この気持ちは雪のように溶けて消えてしまうのも知っていた。粉雪のようにすぐにではないが、止めどなく降り続けなければ日常という温ぬるさに浸食されて、残るのは空くう虚きよだけだ。

　だから朱音は前へと進むことしか考えない。足を止めたり、ましてや後戻りしたりするなど論外だ。

　行く先に危険が、強敵が、明らかな罠わなが待ち受けていると分かっていても──むしろそのリスクがあるからこそ、進むだけの価値がある。

　……ただし。

　真まっ直すぐな道を、愚直に辿たどって進むつもりは毛頭ないが。




　合同校舎を出た朱音は、当然のように所属クラスのある高等部の校舎には行かず、体育館のある方へと向かって歩いていた。

　まだ授業中なので、外を出歩いている人はいない。グラウンドや体育館から声や物音は聞こえてくるが、まるで気にすること無く散歩感覚で進んで行く。教師に見つかれば注意されるのは確実だが、そうなったとしても簡単に切り抜ける自信はあった。

　それでも一応は体育館の横を通るのは止めておき、少しだけ遠回りして裏手から目的の建物へと入る。

　辿り着いたのは部室棟。その二階へ迷わず足を運び、長い通路の中央近くにある、『壁新聞部』とプレートの張られた部室のドアをノックした。

　待つこと数秒、ドアが向こうから開かれて、出来た隙すき間まから部屋の主が顔を覗のぞかせる。

「やあ、なみえさ──」

「ウザ。十秒以内に死んで」

　手酷い挨あい拶さつと共に折せつ角かく開いたドアが閉められてしまい、朱音は肩を竦すくめる。大体三回に二回は同じような対応をされるので、慣れたものだ。

　壁新聞部部長の宇う都つ々つ木ぎなみえはとても繊せん細さいかつ難しい人なので、対応を誤るとしばらく連絡を取って貰もらえなくなる。下手をすると一ヶ月以上も。

　だから朱あか音ねは何も言われずともその場でしばし待機し、三十秒は経たったかなというところで、今度はこちらからドアを開けた。

　中の様子はというと、相変わらず書類棚やパソコン周りは整理されているのに、長机の上や床ゆかは色々と散らかっているが、足の踏ふみ場もないという程じゃない。空気も埃ほこりっぽくないし、食べ物の空き容器などは転がっていないから、これはこれでちゃんとしているのだろう。

　それに、この部屋の中で一番ちゃんとしていないものといえば、間違いなく主のなみえだ。パソコン前でパイプイスに座っているが、ぶかっとした長袖のカッターシャツ一枚だけしか着ていない。スカートを穿はいていないどころか、下着を穿いているのかさえ不明だ。

　露ろ出しゆつ狂きようか誘惑しているのかの二択と受け取られがちな格好だが、彼女にそんな気は無いと朱音は知っている。これは単に、自分のテリトリーとしたところで、最大限にリラックス出来る格好をしているだけだ。外ではちゃんと服を着ているし、来客の時は相手を見て一度ドアを閉めた後、何らかの判断基準で服を着ることもある。

　だからこれは少なくとも、ある程度は心を許してくれていると思っていいはずだ。なみえとの付き合いも一年半以上になるので、ひょっとすると親しい友人クラスくらいにはランクアップしているかもしれない。

　年上の女性という感じはあまりしないものの、派手さはないが十分に魅力的な彼女がほぼ半裸という格好でいるのは多少問題が生まれかねないが……まあ、ここを訪れるのは自分を含めてごく僅わずかだと聞いているので、大丈夫なのだろう。

「おはよう、なみえさん。それとも、もうこんにちはの方がしっくりくる時間かな？」

「どうでも。そんなことより、まだ授業中」

　これが他の人間のセリフならまだ分かるが、授業中に部室にいて、しかもこちらにメールまで出した人が言うのはちょっと違和感がある。

　とはいえ、『ある程度は揃そろえた』という中間連絡に近いものを受けただけですぐに訪れるのもどうかという話なので、朱音はそこには突っ込まず、

「今日は重役出勤で、次の休み時間までは適当に過ごすつもりだったからね。この際だし、出席するのは午後の授業からでもいいと思って」

「……不良。ろくでなし。腹黒。野や暮ぼ天てん」

「随ずい分ぶんと関係無い罵ののしりも混ざっているなぁ……まあ、いいけどね」

　部室の壁に立てかけられているパイプイスを勝手に持ち出して長机の前に設置すると、朱音はそこに腰掛ける。

　ジロリとなみえに睨ねめ付けられたが、気にすることなく机に肘ひじをついて相手の次の行動を待つ。やや沈黙が続いた後、不機嫌そうになみえが立ち上がり、パソコンの横にあるプリンターの用紙排出口から紙束を手に取って、突き付けるようにして渡してきた。

「ありがとう、なみえさん。結構な量だし、大変だったんじゃない？」

「……それなりに。まだ全部は揃そろってないし」

「へぇ……流石は有名人、か」

　呟つぶやき、朱あか音ねはクリップで留められた紙束を確認する。二つの束を合わせて三十枚近くありそうだった。

　読み易いように纏まとめてくれているので文字がビッシリという訳ではないが、これは少し時間が掛かりそうだ。

「それじゃ、いつも通りここで読んでいくね。残りの情報が揃うのはいつになりそう？」

「不確定。でも、遅くても明日の放課後には」

「じゃあ、明日も顔を出すことにするよ……って、なみえさん？　何をしているの？」

　立っていたなみえは自分の座っていた場所には戻らず、クッションを片手に朱音の前へと来た。それだけなら別に不思議じゃないが、床ゆかにクッションを置き、そこで膝ひざ立だちになっていると流石に気になる。

「報ほう酬しゆう。今回はとてもとても苦労しているから、余よ剰じよう分ぶんを先払いして貰もらう」

「先払いって……ああ、なるほど」

　何をすればいいのか分からなかったが、次にされた行動を見れば考えるまでもなかった。

　なみえはそのままゆっくりと上体を捻ひねりながら倒れ込んで、朱音の腿ももの上に腕を置く。そして腕を枕代わりに顔を載のせると、下からこちらを見上げてきた。

　恋人が甘えるような格好だが、朱音は微笑を零こぼすだけだ。

　なみえが自分のことを好いてくれているのは知っている。ただし『漣さざなみ朱音』という人間が好きなのではなく、ただ単純に顔が好みだというだけだ。

　本来なみえは人間嫌いだし、それ以上に男嫌いだ。なのにこうして間近で見て、時には触れたいと思う程に、朱音の顔が好きらしい。

　だからなみえに払う報酬は、大体が一緒に過ごすというものになる。デートではなく、個室で二人きりになり、ただ至近距離で見続けられるだけ。キスやそれ以上を求められることはなく、精せい々ぜい抱きつかれるくらいで終わる。

　向こうからの要望があれば頭を撫なでたり髪を梳すいたり程度はするものの、基本的に朱音から触ることはないし、話しかけることもしない。

　シャツを一枚着ただけの魅力的な女性に抱きつかれているこの光景を他人に見られたら、誤解されるどころか問題になり退学処分まで有り得るが……まあ、どうとでもなるだろう。見つからなければいいだけだし、朱音もなみえも教師陣の表おもて沙ざ汰たにしたら大問題になるネタをいくつか握っている。

　なので心置きなく、足に温かな重みと、下からの熱視線を感じながら、朱音は用意して貰った紙束に目を通し始めた。

　昨夜判明した二人のプレイヤー──新しん城じよう翔しよう輝きと怜れい泉せん澪みおに関する攻略のヒントを探す為に。





◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






　──マンションに帰ってきた芽め依い里りがもたらしてくれた情報に、朱あか音ねは静かに今後の計画を練り直し始めた。

　しかしすぐにそれを止める声が横手から投げられる。

「怜れい泉せん澪みお……『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』というと、前に先せん輩ぱいが話していた有名人ですか？」

「ああ、そういえば前に話したかな。通り名だけしか言わなかったはずなのに、やっぱり凄すごい記憶力だね」

　桐とう子こからの問いに、朱音は頷うなずきながら手元にあった一枚の紙を彼女に渡した。

　Ｂ５サイズの紙には、八人の顔写真が印刷されている。そしてその中の一人、切り揃そろえられた前髪と一切の感情を廃したような無表情さで、精せい緻ちに作られた氷の彫像めいた美人に赤い丸が付けてあった。

「彼女が吹奏楽部の女王様だよ。三年生で部長を任されているのだけれど、綺き麗れいなだけでなく演奏のレベルも高い、物静かではあれど厳しく、それでいて教えるのは上手くて統率力も抜群。誰が呼び始めたのか『銀旋の女王』と呼ばれている」

「確かに写真からでも威厳を感じさせますね。冬の厳しさといいますか……」

「桐子ちゃんは譬たとえ上手だね。そう、冷たくて厳しくて、それでいて透明感のある美しさが人を惹ひきつける。だからこその女王様なんだろうね」

「あー、そんな感じだったな。正直、写真と実物じゃ結構違って見えるから気付かずにスルーもあるなって思ってたんだけど、一発でこの女だって分かったぜ」

　そう言ったのは芽依里で、床ゆかに座ってショートパンツから伸びた足を投げ出していた。こうしていると、身長が高いというのを差し引いても足が長いと良く分かる。

　朱音と桐子がホテルの一室を借りて『潜界ワールドダイブ』していた頃、彼女は喫茶店にいた。適当に一人で夕飯を済ませる為に行ったのではなく、朱音が頼んだ仕事をする為だ。

「漫画喫茶を出入りする客はそんなに多くなかったんだけどな。十分くらい誰も来ない時もあったから、本気で暇だったぜ」

「ああ、そうだろうね。漫画喫茶なら繁はん華か街がいの方に大きいのが二つあるから、普通はそっちを利用する。わざわざ観光エリアにある店を利用する人は少ないはずだよ」

「おまけにナンパしてくる男共がウザかったし。何度殴って黙らせようと思ったか」

「気持ちは分かりますけど、それは普通に警けい察さつ沙ざ汰たです。問題を起こしたら困るのは芽依里さんですよ」

　窘たしなめる桐子に、芽依里はふて腐れるように頰ほおを膨ふくらませた後で、『べーっ』と舌を出してみせた。こういう仕種を見ると、体格は大人顔負けでも桐子と同じ中学生らしく感じる。

　朱あか音ねが芽め依い里りに頼んだのは、とあるビルの三階にある漫画喫茶に出入りする客の監視だ。道路を挟んで斜はす向むかいにある喫茶店の窓際席からは、ビルの入り口が見える。漫画喫茶に入店するにはエレベーターを使う必要があるので、そこを見張っていればいい。

　他のプレイヤーを呼び寄せる為に指定した水族館の周辺には、学生が個室利用出来る店は殆ほとんど無い。カラオケ店なら一番近くでも歩いて十五分、以前使ったスタジオのような施設だと三十分圏けん内ないには存在しない。

　だからリスクを避さける為に出来るだけ指定場所近くで『潜界ワールドダイブ』しようとするなら、その漫画喫茶を利用する可能性が高かった……というより、利用場所をある程度絞れる意味もあって、水族館前の広場を指定したと言った方が正しい。

　そこで芽依里には喫茶店で十九時から二十一時まで、ちょっと長いが見張り番を務めて貰もらった。閉店ギリギリまで二時間も粘って貰うのは少し申し訳なくもあったが、頑張ってくれたおかげでいい成果が出た。

「それにしても……今更ですが、よく写真を用意出来ましたね。どこで盗撮していたんですか？　それも趣味ですか？」

「まさか。リストに挙げた人達は有名でね。学内の記事に写真が載のったことのある人ばかりなんだよ。そこからデータを拾えたし、そこにいない人でもＳＮＳに自分の写真を載せていたから転用させて貰った形だね」

　両腕を広げて誤解をアピールする朱音に、桐とう子こは不審げな眼差しを送る。

　疑惑の視線に朱音は変わらぬ笑みで応こたえるが、内心では『勘かんが良いなぁ』と感心した。転用というのは半分噓うそで、リストに使った写真の一部は『ＰｏＳ』が開始される前に、義兄に頼んで調査して貰った時に撮とったものだ。

　その辺りの説明をするのは面倒なので省いただけだが、こちらをまるで信頼していない桐子からすれば、ある程度筋が通っていても関係無いのだろう。

　ちなみにリストの中には新しん城じよう翔しよう輝きの写真もある。印は付いていないので、どうやら彼は別の場所から『潜界』してきたようだが。

「なぁ、この女が朱音の言う『えうてるぺ』ってヤツなのか？　日本人だよな、こいつ」

「ああ、知らない二人には説明が必要だね」

　九く宝ほう堂どう学園に通っていない芽依里は勿もち論ろん、人の噂うわさなどまるで興味が無い桐子も間違いなく知らないはずだ。

　敵として相あい対たいする以上、知っておく必要がある。そうすれば、朱音が気付かないことにも独自の目線で気付いてくれるかもしれないからだ。

　二人の基本知識には差があるはずなので、その辺りも考こう慮りよしながら朱音は語り始めた。

「『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』こと怜れい泉せん澪みおは、さっきも言った通り吹奏楽部に所属している。中等部二年の冬に部長に就任したのだけれど、普通ならまず有り得ない大だい抜ばつ擢てきに彼女の美び貌ぼうも合わさって、一気に知名度が上がったと聞いているよ」

「……大だい抜ばつ擢てき？　二年の冬に部長になるのは普通ではないですか？　内部受験でそのまま進学する人が多いとはいえ、春まで三年生が部長を継続するケースは少ないと思いますが」

「まあ、そうだね。ただし吹奏楽部の場合、中高で一つの部になっている──つまり、本来高等部二年生が就く部長に中等部二年生でなったんだよ」

　最後の一言に、学園生ではない芽め依い里りにも分かり易やすく事の大きさが伝わったようで、半開きになった口から「へぇ……」と声が漏もれる。

　一方、桐とう子こは信じられないといった目をして、

「……もっと適任な人はいなかったんですか？　いくら実力があったとしても、高等部の生徒が年下の部長に纏まとめられるとは思えませんが」

「普通ならそうだね。実際、当初は反発する部員もいたらしいし、その中には部を離れた生徒もいる……けれど大半の部員はすぐに納得し、彼女の下でメキメキとレベルを上げていった。結果、怜れい泉せん澪みおが部長に就ついてからの三年間で『それなりに上手な吹奏楽部』から『全国でも名の知れた吹奏楽部』にまで成長し、四年目の今ではわざわざ吹奏楽部に入る為にわざわざ県外からうちの学園を受験する人もいるらしいよ。今度の日曜に新しん湘しよう南なんタウンのホールで行われる演奏会でも、うちの吹奏楽部がトリを務めるみたいだね」

　その噂うわさは『ゲーム』に関わる前からある程度は朱あか音ねの耳に届いていた。

　絶対の統率力と的確な指導で部を牽けん引いんする、静かなる女王がいると。その容姿が美しいのも勿もち論ろんだが、閉ざされた険しい雪山を連想させる彼女の雰囲気も、話題に上がりやすい理由だろう。そんな彼女に無む謀ぼうにも告白し、まだ成功者がいないというゴシップも含めてだ。

「演奏する楽器はフルート。国内だけでなく海外のコンクールでも好成績を残していて、高等部を卒業したらドイツに留学するらしいね。そんな彼女の演奏を聴いた評論家が雑誌の記事に『怜泉澪の奏でる銀の旋せん律りつに、エウテルペの微笑ほほえみを感じた』と書いたことから、うちの学園では『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』と呼ばれるようになったとか……メジャーなミューズと書くのではなくて、その中でもわざわざ笛を扱う女神を挙げる辺り、その評論家の嗜し好こうが垣かい間ま見えるね」

「そんなもんか？　あたしにはさっぱり意味がわかんねー」

「……不本意ながら同意です」

　中学生組の二人にはイマイチ受けが悪かったみたいだが、『なんとなく凄すごいらしい』というのが伝われば十分だ。

　そんな怜泉澪が、目下の敵として立ち塞ふさがっている……が、敵の一人が彼女だと判明したのは朗報だ。

　素晴らしい仕事をしてくれた芽依里に、朱音はもう一度労ねぎらいの言葉を掛けると同時に、とある質問をした。

「本当に助かったよ。ちなみに、彼女は一人だった？」

「いんや、男連れだったぜ。どっちも制服姿だったな」

「男の方は、何か荷物を持ってなかったかな？」

「あー、なんか持ってた。でっかいケースみたいなのを肩に担いでいたな」

「……なるほど、ね。それなら見当はついたかな」

「誰か思い当たる人でもいるんですか？」

「うん。……というより、九割方確定かな」

「本当かよ？　男の顔はこのリストにはなかったぜ？」

　十四歳の二人から疑わしげに見られるが、朱あか音ねは怯ひるみも揺らぎもせずに、

「《ポーン》の正体は、同じ吹奏楽部の久く我が山やま陣じんだろうね」

「そう思う理由は何なんですか？　第一、数少ないプレイヤーが吹奏楽部に二人もいるだなんて、バランス的におかしいです」

「ランダムで選んだのなら、そうだね。でもプレイヤーは未来都市開発機構とかいうふざけた名称の組織が選んだものだ。能力が高ければ、普通に有り得るよ」

「何だよ、そんなに凄すごいヤツなのか？」

　興味は薄そうなトーンではあるが、素顔を見ている芽め依い里りにはそれ程凄いイメージは湧かなかったのだろう。

　まあ、当然と言えば当然だ。身体能力でいうなら、彼女より凄い人間は殆ほとんどいないだろう。この人工島に限らず、全国範はん囲いでトップアスリートを含めてもだ。

　それに、朱音は彼の顔を知っている。やや厳ついが真面目な青年という雰囲気で、決して威圧的なタイプじゃない。

　なのに《ポーン》の正体が久我山陣だと看かん破ぱしたのには、十分過ぎる程の理由がある。

「久我山くんは、わたしと同じ高等部普通科の二年生だよ。彼も一時期話題になってね。去年の春だけど、桐とう子こちゃんは聞き覚えが……無さそうだね」

「そうですね、存じません。尤もつとも、有名無名に拘かかわらず学園生の殆どを知りませんが」

「怜れい泉せんさんが『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』と呼ばれているからかな、彼は『番犬』とか『騎士』とか呼ばれることが多いね。いつも怜泉さんの傍そばに控えるガード役、ってところかな」

「……だから《ポーン》が、その久我山先せん輩ぱいだと？」

　たったそれだけのことで、と言わんばかりの桐子の視線が刺さるが、朱音はそれをやんわりと笑顔で受け流して「まさか」と首を横に振る。

「ただそれだけで決めつけたりはしないよ。彼は吹奏楽部ではチューバを演奏しているのだけれど、毎日楽器を持ち帰るんだ。だから彼は登下校の時にかなり目立っていてね。わたしも何度か見掛けたことがある」

「チューバ……大きなラッパのような楽器ですよね？」

「そうだよ。ついでに言うと、基本的には怜泉さんの下校の際は久我山くんが送っている。今日も一緒に居てもおかしくはないね」

「……なら、むしろプレイヤーではない可能性が強くなるのでは？」

　その疑問は尤もつともだが、床ゆかでゴロゴロ寝始めた芽め依い里りは良く分かっていないらしく、仰あお向むけになって眉まゆを顰ひめめる。

「あん？　どういう意味だよ、桐とう子こ？」

「『ＰｏＳ』でペアを組んでいるから一緒に漫画喫茶に行ったのではなく、単に怜れい泉せん先せん輩ぱいが行くから付いて行っただけの可能性もある、ということです。《ポーン》とは向こうで合流しただけかもしれません」

「そうだね。でも、桐子ちゃんも見た通り、《ｆ》と《ポーン》は単に利が一致してペアを組んだとは思えない関係性だった。主従関係、というのがピッタリくる様子だったね。もし《ポーン》の正体が久く我が山やまくんだとしたら、それも納得が出来る」

「吹奏楽部の部長と部員だから……ですか？」

　やはり根拠が薄いと思ったのだろう、桐子の表情は少しも納得していない。

　だが、それは陣じんのことを知らないからだ。噂うわさを聞いたことがあれば、彼女も真っ先に候補として挙げていただろう。

　何故なら、久我山陣は──

「彼は怜泉さんに惚ほれ込んで吹奏楽部に入ったという、逸話付きだからね。絶対の忠誠を誓ちかっている……なんて大おお袈げ裟さな言葉を使っても笑えないくらいだよ」

　朱あか音ねの言葉に、桐子と芽依里が顔を見合わせた。まさか恋愛感情絡みとは思っていなかったみたいだが、思春期の男子なら一番分かり易やすい原動力だ。

　ただし、彼の場合は少しばかり異質だ。

「そもそも久我山くんは、中学まで空手をやっていてね。全国レベルとまではいかないまでも県下では有力選手の一人で、この学園には道場と学校で先輩だった人に誘われたらしいんだ。尊敬している先輩だったらしく、彼は九く宝ほう堂どう学園に入学した訳だけれど……入学式で吹奏楽部が歓迎の演奏をした際に、どうやら一目惚れをしてしまったみたいでね。空手部ではなく、吹奏楽部に入ってしまった」

「……どうしてそんなに詳しく知っているんですか？」

「結構な数の生徒が知っている話だよ？　その後が凄すごかったからね」

　所しよ詮せんは噂話だが、朱音の場合は情報ソースに宇う都つ々つ木ぎなみえという素晴らしい先輩がいる。彼女との会話で詳細まで聞いているので、ただの噂好きよりは正確な話を知っていた。

　ソファーに腰掛けた朱音は、二人の聞き手の表情から、恋愛絡みの展開を予想しているのだろうと推測する。それは的外れではないが、少なくとも少女漫画に出来るような展開にはならなかった。

「久我山くんが吹奏楽部に入ると決めて、件くだんの空手部の先輩は激怒した。裏切られたと思ったのだろうし、音楽経験ゼロの後こう輩はいが入部を決めた理由は丸分かりだったというしね。彼を格技場に呼び出し、説得をした」

「けど、応じなかったんだろ？」

　現在の状況を鑑かんがみて口を挟んだ芽め依い里りに、朱あか音ねはにこやかに頷うなずく。

「そう、久く我が山やまくんは断った。そこで先輩は、決別の試合という建前で彼を叩たたきのめすことにした。それも一対一ではなく、五対一で。俗に言うリンチってやつだね」

「野や蛮ばんですね。武道の精神はどこに行ったんですか？」

「所しよ詮せんは高校生だからね、高こう潔けつな精神を求めるのはちょっと難しいよ」

　肩を竦すくめて苦笑を漏もらし、それから朱音は「ただし」と繫つなげる。

「その試合に、久我山くんは勝った。五対一の、一方的な結果になるはずの凄せい惨さんな試合に」

「……良く分かりませんが、それはとても凄すごいことじゃないんですか？　芽依里さんならどうなります？」

「あー……どうだかな。相手の強さにも依よるけど、五人はちょっとキツい。それも鍛きたえてるヤツらだろ？　運が良ければどうにかなる、って感じだな」

　やや不満げにそんなことを言うが、普通なら運が良くてもどうにもならない。

　芽依里が難しいと答えたことで、少しは事の凄さを理解したらしく桐子はキュッと拳こぶしを握り締め、真剣な顔で呟つぶやく。

「……芽依里さんよりも強い……そこまで出で鱈たら目めな強さには思えませんでしたが……」

「うん、だろうね。恐らく普通に戦えば芽依里ちゃんの方が強いよ」

「なら、どうやって……？」

「そこが彼の怖さだよ。リンチに参加した五人は打だ撲ぼくや軽い出血程度の怪我しかしていなかったけれど……久我山くんは左前腕と右手の薬指と小指、それから肋ろつ骨こつを何本か骨折。足は左右に罅ひびが入って、関節部分も酷い捻ねん挫ざで……ああ、あと鼻骨が折れて歯も何本か砕けてたかな。打撲箇か所しよは数え切れないね」

　淡々と指折りしながら

「……………………」

「…………なんだそれ。交通事故かよ」

　桐子達が信じ難いと言わんばかりの表情をするが、朱音は特に誇張していない。当時聞いた情報の中で、覚えているのを列挙しただけだ。

　確かに芽依里の言う通り、まるで自動車事故にでも遭あったかのような状態だったそうで、リンチを黙認した空手部の顧こ問もんは依願退職という形で責任を取らされたらしい。

　内臓にもダメージがあったらしく、下手をすれば死んでいてもおかしくない重傷で、それでも陣じんは先輩達が「もういい、俺達の負けだ！」と叫ぶまで攻撃を止めなかったという。

「凄いのは彼の闘とう争そう心しん……というより、精神力だね。強きよう靱じんで折れない心で、普通ならまず負けるはずの戦いを、ボロボロになりながらも勝利した。ただ吹奏楽部に入るが為に、だ」

「こんな言い方をするのは失礼かも知れませんが……異常です」

「そうだね。ついでに言えば、彼は怜れい泉せんさんに告白をしていない」

「はぁ？　だって、すっげぇ痛い思いしてまで同じ部に入ったんだろ？　そんなことするヤツなら、サクッと告白するんじゃないのか？」

「ところが、そんな情報はなみえさんのところにも入っていない。勿もち論ろん、誰も知らないところで告白し、玉砕しているのかもしれない……けれど、彼の態度は変わらないまま。それどころか、怜泉さんに言われて楽器はチューバを選択し、経験ゼロの状態から今では周りに見劣りしないレベルの奏者にまでなっている」

　それがどれだけの努力が必要なものなのか、朱あか音ねには容易に想像がつかない。ただ、今も変わらず重い楽器を毎日持ち帰り練習しているからこそ、門外漢の陣じんが全国レベルの吹奏楽部で活躍出来ているのだろう。

　ただの恋愛感情だけでそこまで突き抜けられるのなら、称賛するしかない。だが、朱音が感じたのはそれだけじゃなかった。むしろもっと強い感情が久く我が山やま陣の中で芽生え、根付いた結果だと推測している。

　その感情の名前は──

「久我山陣は、怜泉澪みおに心酔している。崇すう拝はいと言っても過言じゃないかもしれない」

「それは……好意とは違うんですか？」

「好意はね、残念なことに見返りがないと続かないんだよ。こちらの気持ちに応こたえてくれる、笑顔を見せてくれる、言葉を掛けてくれる……様々な形の見返りがあるけれど、何も無いと枯かれてしまうんだ」

「……でも、遠くから片思いをするだけの恋もあるんじゃないですか？　先せん輩ぱいはそれを好意とは認めないんですか？」

「いいや。でもね、それはその人の中で思い人を育て上げているから、募つのりもするし耐えられもする。妄もう想そうしている、なんて言い方をすると聞こえが悪いかもしれないけど、虚像に好き勝手な投影をするようなものだよ」

　辛しん辣らつな物言いに捉とらえられそうだが、朱音は別にそれが悪いと思っていない。障子に映り込む見知らぬ誰かの人影に恋心を募らせるのは、遙はるか昔からよくあることだ。

　むしろ問題は、リアクションがない場合じゃない。

　目の前にいるのに、日頃から接する機会があるのに、満足のいく反応をくれない場合だ。

「尊敬していた先輩を裏切ってまで吹奏楽部に入り、必死に練習をし、ボディガードの真似事もしている──ここまでしても好意に応えてくれないと、普通の人なら壊こわれてしまうよ」

「でもよ、あたしが見る限りおかしい感じはなかったぞ？　ちょっとピリピリした雰囲気はあったけどさ」

「逆に言うと、それがおかしいんだよ。『ＰｏＳ』の勝者は一人だけだ。賞金に関しては山分けして貰もらえるとしても、願い事を叶かなえる権利は勝者にしか与えられない。いくら好きな人だって、この条件で『奴隷スレイブ』になって働くのは抵抗があるはずだ。でも、彼にはそれがない」

「確かに主従関係は徹底していると感じられましたが……」

「彼にとって、怜れい泉せんさんは絶対なんだ。恋愛対象に留めるのは辛すぎるけれど、それを崇すう拝はいする対象に昇華してしまうことで、無私の精神を実現しているように思えるよ」

　一ひと頻しきり持論を語ったところで二人を見れば、桐とう子こは眉み間けんに皺しわを寄せて何か考えている様子で、芽め依い里りはというと……こちらは思考を放ほう棄きしたように、つまらなそうな顔で足をバタバタさせていた。

　同い年なのに全く違う反応をする二人に、朱あか音ねは微かすかに笑みを零こぼし、

「長々と話してしまったけれど、肝要は二つだ。敵は怜泉澪みおと、恐らくは久く我が山やま陣じん。そしてこの二人の繫つながりを瓦が解かいさせるのは難しい、ということだね」

「……正直、勝てるビジョンが浮かびませんが。隙すきがありません」

　気の強い天才少女らしからぬ発言だが、ある意味仕方が無い。

　仮想空間で戦った《ｆ》と《ポーン》のペアは、それくらい個人の能力もスキルも優れていた。まともな攻撃スキルが《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》だけしかない自分達では、切り崩すイメージが浮かばないのだろう。

　だが、ソファーに腰掛けたまま優雅に足を組み替えた朱音は、彼女の思い込みを優しく否定する。

「そんなことはないよ。少なくとも、相手が誰かは分かった。罠わなの張りようはいくらでもあるし、対策だって練れる。それに、最悪の事態は避さけられたしね」

「最悪の事態……ですか？」

「彼女達と新しん城じよう翔しよう輝きが組むことだよ。これは流石に、わたしも絶望してしまうね」

　苦笑混じりにそう言うと、芽依里が「へぇ」と小さく声を上げ、

「あんたがそこまで言うのか。二対三になると勝ち目がないのかよ？」

「というより、『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』と『ヒーロー』の組み合わせが拙まずすぎる。新城くんに比べたら、久我山くんとのペアでまだ良かったと手を叩たたいて喜びたいくらいだよ」

「……あの人、空手をやっていた人よりも強いんですか？　スキルは少し微妙でしたが……」

「スキルも加味して総合的に見れば、久我山くんの方が強いよ。当然、殴り合いでも彼が勝つだろうね」

　言いながら、「でもね」と朱音は首を横に振る。

「──理屈じゃないんだ。鍛きたえ上げられた忠誠心の高い猟りよう犬けんより、野生の狼おおかみの方が厄やつ介かいなんだよ。『ヒーロー』と呼ばれるのは、彼が『英雄』だからじゃなくて、『主人公』だからだ。ヒロインのピンチには何故か間に合う、悪の放つ銃弾は何故か致命傷にならない、砂浜の中から落とした指輪を一いつ瞬しゆんで見つけられる……普通なら有り得ないと鼻で笑えることも、彼ならば可能なんじゃないかと思わせるだけの存在。だから厄やつ介かいなんだ」

　正直に言えば、朱あか音ねとしては澪みおと陣じんのペアよりも、翔しよう輝き一人と事を構える方が嫌だった。勝てるイメージはいくらでもある。しかし予想だにしない展開で逆転されかねない一いち抹まつの不安が付き纏まとうのも事実で、出来ることなら他よ所そで勝手に負けて貰いたいところだ。

　尤もつとも、そんな都合の良い展開は起こらないだろうと分かっている。『主人公』を倒す為には、十と重え二は十た重えに策さく謀ぼうを張り巡らせるだけでなく、捨て身の覚悟も必要だ。

　そんな厄介すぎる翔輝を後回しに出来るだけでも有り難い。上手くすれば、翔輝を避けてポイントを稼かせぎゲームクリアまで辿たどり着くことも可能だ。

　だからこそ、難敵だとは十分に承知しているが、女王と番犬のペアを相手取る程度のことで尻込みはしていられない。

　胸の内で静かに炎を灯ともし、朱音はゆっくりとソファーから立ち上がった。

　そして難しい顔をしている桐とう子こに、笑みを消し真まっ直すぐに見つめて語りかける。

「いいかい、桐子ちゃん。怜れい泉せん澪と久く我が山やま陣のペアも、世界の中心にいるような新しん城じよう翔輝も、この『ゲーム』で勝利する為には倒さなければならない敵だ。三人が手を組む事態になっていたならともかく、この状況なら難しくはあれど勝てるはずだよ」

「……そうは言いますが、どう切り崩すつもりですか？　スキルの相性は悪くないかもしれませんが、ペアのバランスは圧倒的に向こうが上ですよ」

「『ＰｏＳ』がステータスを数値化して競うものなら、まず勝てないだろうね。でも、これはそういう類のものじゃない。それはキミも身を以もつて知っているはずだよ？」

　言って、朱音は口端に薄く笑みを浮かべ、芽め依い里りへと視線を向ける。

「身体能力の高さなら、恐らく全プレイヤーの中でも芽依里ちゃんがずば抜けているだろうね。けれど現実には、芽依里ちゃんはもう『撃破ブレイク』されてしまっている」

「…………チッ……」

「そして賢さなら桐子ちゃん、天才少女と謳うたわれるキミが一番だろう」

　続けて視線をスライドし、現実を突き付ける。

「でも、その身を『奴隷スレイブ』に落としている。しかも二度も、だ」

「………………っ……」

　苛いら立だたしげに、芽依里と桐子は唇を嚙かみ締める。二人共何を言いたいのか理解したのだろうが、一緒に屈辱も思い出したらしい。

　二人の様子に朱音は満足して微笑ほほえむが、話はまだ途中だ。

「キミ達を倒した《ポラリス》は、戦せん闘とうが得意なプレイヤーではなかったはずだよ。知能レベルは高いけれど、桐子ちゃんに比べれば劣るだろうね。それでも無傷でキミ達を降し──そして無傷のままわたしに『降参サレンダー』し、敗退した」

「…………何が言いたいんですか？」

「どれだけ優れた人でも一つ歯車が狂うだけで、いともあっさりと負けてしまうってことだよ。悪あく辣らつな罠わなでなくとも、心理の隙すきを突くだけでいい。そこが急所ならば、どんな頑強な砦とりででも崩落するさ──内側から、ね」

　指先で積み木を引き抜くような仕種をし、朱あか音ねはにこりと笑って見せる。

　大したことのない自分に出来ることなどたかが知れているから、出来ることに全力を尽つくすしかない。『ＰｏＳ』のルールの中で──ルールには明記されていない範はん囲いの中で。

「とりあえず、《ｆ》の正体が確定したことで向こうのアドバンテージは無くなったね。これで交渉は対等に行えるから、芽め依い里りちゃんには感謝しているよ」

「タダ働きじゃないし、それはいいけどよ。正体が分かって、こっちが有利になるんじゃないのか？」

「それが、向こうのスキルでこちらの本名も知られてしまってね。とんだ失態だよ」

「うっわ、マジで?!　あんたがそんなドジ踏ふむなんて、すげー笑える！」

　ガバッと勢い良く起き上がり、胡座あぐらを搔かいた芽依里は、心底から楽しそうな潑はつ剌らつとした笑顔になる。喜色満面というのはこういうことを言うのだろう。

　裏表のない子だなぁ、と素直な彼女に好感を抱きつつ、朱音は「さて」と呟つぶやきテーブルに置いておいたスマートフォンを手に取って、

「怜れい泉せんさんと新しん城じようくんのことはなみえさんに訊きいておくよ。それから、今後のことについて色々と決めて行こうか」

「それはいいんですが……新城先せん輩ぱいですか？　久く我が山やま先輩ではなくて？」

「彼の行動原理は分かり易やすいからね。ただ、裏を搔くにも罠に嵌はめるにも、絶対者である怜泉さんのことを把握しないと意味が無い。それよりはあの『ヒーロー』がどうしてこんな戯たわむれに参加しているのか、そっちの方が気になるな」

　二人に共通する点は、『ＰｏＳ』に優勝して叶かなえたい願いがあるということ──それが何なのか、もし分かれば戦略の幅はぐっと広がる。

　大事なもの、渇かつ望ぼうしているものは、交渉材料になる以上にその人の弱点に繫つながる。

　普通ならまず調べられないことでも、なみえならば可能な限り集められるはずだ。秘密のまま黙していることでも、周囲からすれば普段とは違うと違和感を覚えるものもあり、そこからある程度は推測が出来る。

　同時に、正攻法で勝つ方法も模も索さくしなければならない。スキルへの対応も出来なければ、敵がゴリ押しできた時に力負けしてしまう。

　スキルの応酬が『ＰｏＳ』を主催する未来都市開発機構とやらの希望かもしれないが、そんなものに朱音は乗るつもりはない。

　現実と仮想空間──どちらのフィールドでも死角を突いて勝利を奪う。その為には、情報を集め策を練る必要があった。





◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






「……全く。あの人に関わってから、私の生活は狂いっぱなしです……！」

　講堂の近くにある誰も居ない休きゆう憩けいスペースで、天あま宮みや桐とう子こは押し殺しきれない怒りを一人呟つぶやき、飲み終えたばかりのジュースの缶をゴミ箱へと投げ捨てた。

　その程度で憤いきどおりが収まるはずもないが、それでも多少はスッとした。ストレス発散はこまめに行わないと、むすっとした顔で固まってしまいそうだ。

　時刻は午後二時になろうかという頃合いで、桐子は昼食を済ませてから研究室に行くまでの空いた時間を潰つぶしているところだった。

　籍が中等部にある桐子は、基本的に受けたい講義を自由に受講し、課題は二つの研究室で出されるものをこなしている。今日は朝一に面白そうな講義がなかったので二コマ目から出席したが、こんなことならサボって寮で寝ていれば良かったと後悔する羽目になった。

　──昨夜。新たに三人のプレイヤーと出会い、敵対し、そして本名を知られるという失態を犯した。あの時は朱あか音ねを責めたものの、迂う闊かつなのは自分も同じだ。スキルを使われているだなんて、全く気付かなかった。

　おかげで今日は、放課後は研究室に籠こもりっぱなしの予定だ。高等部生である怜れい泉せん澪みお達は大学の構内には詳しくないし、もし自分を探していても研究室までは踏み込んで来られない。尤もつとも、吹奏楽部は今週日曜の演奏会に向けて練習が大詰めらしいので、放課後は向こうも忙しいだろうが、念の為だ。

　基本的には大学に籠もって勉学に勤いそしんでいればいいだけなので、それほど苦痛ではない。しかし、普段通り受講しているつもりでも、不意に昨夜のことが思い起こされて集中しきれず、つい愚ぐ痴ちを零こぼしたくなってしまった。

　だからこうして殆ど誰も利用しない構内の隅にある休憩スペースまで来て、好物のメロンジュースを一気に飲み干していたのだ。

「私はただ待つだけでいいとはいえ……不本意ですね」

　落ち着いたところで独りごちるが、やはり苛いら々いらの原因はそこだろうと自己分析する。

　目下の敵と認定した二人は高等部生だ。なので必然的に向こうがまず接触を試みるのは朱音になるだろうし、壁新聞部部長の宇う都つ々つ木ぎなみえからの情報提供の件も考こう慮りよすれば、やはり朱音が動く必要がある。

　その間、桐子が出来ることはあまり無い。これまで自分の力で現状を勝ち取ってきたつもりなのに、従うだけの今は屈くつ辱じよくでしかない。しかも相手が相手だけに、とても腹立たしい。

　男の癖くせにあんなに綺き麗れいで、頭の良さ以上に読みが鋭く、精神性は……ハッキリ言って最悪だ。単に性格が悪いなんて話じゃない。

　これが普通の協力関係なら、とっくに袂たもとを分かっている。脅おどされている身で、それでも虎こ視し眈たん々たんと寝首を搔かこうと狙ねらっているのに、そんなことは委細承知と言わんばかりの余裕で接してくる。

　そして何より最悪なのは、時折あの男が高こう潔けつな存在にも見えるところだ。そんなはずはないので、やはり悪魔というのはああいうものなのだろう。油断して気を許そうものなら、あっさり吞のみ込まれて終わりだ。

　そんな朱あか音ねが『ゲーム』に優勝するのは、気に食わない。しかし嫌々とはいえ自分が協力しているのに負けてしまうのも、それはそれでむかつくから難儀なものだ。

「裏切ろうにも脅きよう迫はくのネタは押さえられたままですし……本当にあの人、一刻も早く地じ獄ごくに落ちて欲しいです……！」

　また苛いら々いらが胸一杯に込み上げてきたので、桐とう子こは吐き捨てるように呟つぶやく。

　講義中だって、色々と昨夜のことを思い出してしまい、ちっとも集中出来なかった。

　例えば、《ｆ》と《ポーン》がどうやって互いをプレイヤーだと認識出来たのかという疑問に対し、朱音は何でも無いようにあっさりと言った。




『そんなの簡単だよ。怜れい泉せんさんは身近にいる自分に従ってくれそうな人に、ちょっとした質問をしたんだろうね』

『質問、ですか？　しかしプレイヤー以外には秘密にしなければならないのに、リスキーすぎませんか？　運営陣に知られたら失格になった上に、多額の罰金が発生しますよ』

『そうだね。だから端末を見せて「これが何か分かりますか？」と質問をすればいい。何も知らなければスマートフォンか何かのモバイル端末にしか見えないけれど、プレイヤーなら一発で分かる。彼女がプレイヤーだってこともね』




　さして得意気にでもなくそう話す朱音に、桐子は驚きを隠しきれなかった。

　また一つ醜しゆう態たいを晒さらしてしまったこともそうだが……その方法に全く気付かなかったのが、酷くプライドに障さわった。確かにその通りで、端末を見せれば判別は出来る。怜泉澪みおが求めていたのは手足となって働く人材だから、その基準で選んだ相手ならば彼女がプレイヤーであることを知って驚きはしても、戦おうとはしないだろう。

　これなら無む闇やみに『ＰｏＳ』の存在を広めることにはならず、外れだったとしても、それ程おかしな質問ではないので妙な噂うわさが立つこともない。

　言われてみれば納得出来る。桐子の場合、そもそも信頼の置ける友人などいないのでプレイヤー捜しをしてパートナーを見つけようなどと思いもしなかった。

　……だが、それは朱音も同じのはずだ。しかしすぐに怜泉澪が取った手段を見抜いた。

　それが正解かどうかは分からないが、そのこと自体は大して重要じゃない。問題なのは、朱あか音ねが気付いたのに、桐とう子こは気付かなかった。その一点に尽つきる。

　天才少女などと持て囃はやされておきながら、この様だ。相手は年上とはいえ、ほんの三歳差しかない。普段もっと年上の大学生や教授達に囲まれているのに、ここまでの敗北感を覚えたことはなかった。

『ＰｏＳ』の開始初日に海え老び原はら舞まいにしてやられた時にも自分の思考の狭さを痛感したが……あの時は大人との経験値の差だと思い込んで自分を慰なぐさめることも出来たが、朱音に対してはまるでそんな気になれない。

　一体どんな経験を積めば──どんな人生を送れば、あんな人格破は綻たん者しやが出来上がるのか。

「……考えるのは止めておいた方がいいですね。胃に穴が開くか、精神が病むかしてしまいそうです」

　大きく息を吐いて、桐子は気持ちを切り替える。そして少し早いが、もう研究室に行ってしまうことにした。

　その前に、もう一度自動販売機へと近付き、紙パックのいちご牛乳を買う。これはここにしか売ってないので、長丁場に備えて二つ買い、身を屈かがめて取り出し口から拾った。

　小さな手に二つのいちご牛乳を持って桐子は顔を上げ、

「……えっ？」

　踵きびすを返したその瞬しゆん間かん、講堂の陰からこちらへとやって来る人物がいるのに気付いて、思わず声を漏もらしてしまった。

　軽い足取りで小走りに駆けてきたのは、青いスカジャンを着た男だ。その顔は間違えようもなく、昨夜仮想空間内で見た新しん城じよう翔しよう輝きだった。

　何故ここに、という言葉を桐子は吞のみ込む。ここは大学の構内だ、大学生の彼がいてもおかしくはない。

　翔輝は桐子の存在に気付いているみたいだが、特に気にした様子はなく自動販売機へと近付いて来る。

　自然と桐子は場所を譲ゆずる形で横にずれ、緊張に強こわ張ばりそうになる足でこの場から離れようとした……が。

　そこに、悲痛な声が響いた。

「なぁっ、売り切れ!?　いちご牛乳が売り切れてるだとぉ……?!」

　さっさと立ち去ろうとしていた桐子も思わず足を止めて振り返ってしまう嘆き声を上げた翔輝は、膝ひざを突いて崩れ落ちる。その目は自動販売機の、『売り切れ』と赤く点灯したボタンに釘付けになったままだ。

「マジかー……大学の中だとここにしかないってのに……あとは病院と船着き場近くの自販機か……」

　ガックリと項うな垂だれて呟つぶやく姿は、これのどこが『ヒーロー』なのかと訊ききたくなる情けなさだった。彼を追いかけ回しているという女性達は、どんな了見か不思議で仕方ない。

　しかしここで問題なのは、自分の手の中に買ったばかりのいちご牛乳があることだ。それも二パック。

　なるべくなら関わらない方が賢明だ……と、頭では理解している。しかし、このまま見捨てるのはとても気まずい。

　しばし迷った後で、桐とう子こは小さくため息を吐ついて、

「……もし良かったら、これをあげます」

「……へっ？」

　間抜けな声と共に顔を上げた翔しよう輝きは、すぐに桐子が差し出したいちご牛乳の紙パックに気付く。それから桐子の顔と手の中の紙パックの間で、何度も視線を往復させる。

　パッと立ち上がった翔輝は「いやいや」と首を横に振り、

「欲しいのは山々だけど、悪いって。お前もそのいちご牛乳のファンなんだろ？　人生の楽しみを奪うわけにはいかないっての」

「……生憎あいにくですが、人生の一ページに刻むほど好きな訳じゃありません。それに、ご覧の通り二つ買ってありますので」

「だから二つも飲むくらい好きなんだろ？」

「後で買いに来るのが面倒だから二つ買っただけです。要らないのであれば引っ込めますが」

「うっ……！」

　口では何だかんだ言いながら相当欲しいようで、翔輝の目はいちご牛乳から離れない。潔いさぎよい断りの言葉も出て来ない。

　深刻な悩み顔になっている彼の姿に、面倒臭くなった桐子は右手に持っていた紙パックを強引に押しつけた。

「どうぞ。飲む時にそんな顔を思い出しても美味しくありませんから」

「じゃ、じゃあ有り難く貰もらっとくけど……っと、代金を──」

「結構です。大した額じゃありませんから」

「いやいや、んなこと言っても女の子に奢おごって貰うなんて。しかもこんな小さな…………って、あれ……？」

　嬉うれしさ半分、申し訳なさ半分の微妙な笑顔になった翔輝は、そこで初めて桐子の顔をまじまじと見た。そして視線を上下させ、眉まゆを顰ひそめる。

　表情豊かで眺めていて飽あきないが、こうも間近で見られると恥ずかしい。女顔の朱あか音ねと違い、翔輝の場合子供っぽさは残っているがしっかりと男らしい顔つきなので、余計にだ。

　恐らく、大学の構内に自分のような子供がいることに疑問を抱いたのだろう。すぐに噂うわさの誰かさんだと気付くはずだ。

　敵になる人に仲良くされるとやりづらくなるし、リスクは避さけるべきだと、桐とう子こはここから離れることにした。

　しかし踵かかとを浮かしかけたタイミングで、翔しよう輝きは「ああ」と理解の声を上げ、




「どっかで見かけたと思ったら、昨日水族館前にいたプレイヤーか。凄すごい偶然もあったもんだなー」




　──こちらの心臓が止まるようなことを、あっけらかんと言い放った。

　これにノーリアクションでいられる程、桐子は肝が据わっていない。かろうじて驚きよう愕がくとまではいかない程度に表情を抑えただけでも、自分では良く出来た方だと思う。

　こちらを見て「そっかそっか」と頷うなずく翔輝に対し、一つ呼吸を挟んで桐子がしたのは、

「何のことを言っているのか分かりませんが。あなたとは初対面のはずです」

　白を切ると決め、不可解そうに翔輝を見る。

　どうやって看かん破ぱしたのかは分からないが、確信はないはずだ。声や体格はある程度一致したとしても、素顔は割れていない。なら、認知しなければ誤ご魔ま化かし通せる……と、思ったが、

「あー、別に否定しても構わないけど、オレの中では確定になったから意味はあんまりないぜ？　しかし大学生にしては随ずい分ぶんと背が低いな……ひょっとして噂うわさの天才少女か？」

「……後者に関しては、その噂は私に関するものだと思います。ですが──」

「あー、やっぱりか。中学生だとそれくらいの体格でも普通なんかな？　オレの妹は去年の段階でもう少し大きかったけど……まあ、知り合いにそれくらいのサイズの女子高生もいるし、五年も経たてば……希望は強く持てよ、うん」

「…………」

　こちらの言い分に耳を貸さない翔輝に、桐子はイラッときて目つきを険しくする。彼の視線がちらりと自分の胸元に落ちたのも原因の一つで、大きなお世話だと言いたい。

　だが、桐子の刺すような視線にも翔輝はまるで動じず、にかっと笑うと、

「オレな、一度会ったことがあるヤツなら絶対に忘れないんだよ。流石に顔が認識出来ない向こうでは確信が持てなかったけど、四人の中で二人は確実に会ったことがあるヤツがいるってのも分かったしな」

「……だから、私とあなたは初対面だと言ったはずですが？」

「お前も粘るなぁ。ま、確かに昨日の時点では初顔だなー、って思ったよ。けど、休戦協定を結んだことだし、『ゲーム』のことは『ゲーム』の中で片付けるってのがオレのスタンスだしな。いちご牛乳の礼もあるし、とりあえずは仲良くやろうぜ？」

「…………本当に話を聞かない……もういいです」

　睨にらみ続けるのも疲れた桐子はうんざり顔になり、ため息を吐ついた。

「では、いちご牛乳のお礼ということでいいですから、教えてください。どうして私があの場にいたプレイヤーだと？　一度会えば忘れないといっても、顔が見えなければどうしようもないでしょう？」

「そんなことないぜ？　体格と声からある程度は一致するし、そもそも『ブラインドマスク』をしていても認識が出来ないだけで、見えてはいるんだしな」

「……それは……どういう意味です？」

　翔しよう輝きの言葉に、桐とう子こはすぐに解答らしきものを閃ひらめいた。しかしそんなことが可能だとは思えず、問い質ただす。

　対する翔輝の返事はというと、桐子の予想を良くも悪くも裏切るものだった。

「『ブラインドマスク』を付けていても表情の変化は分かるだろ？　なら、ジャミングされていても顔の造りを含めたデータ自体はちゃんとあるってことだよな。要は化粧を施ほどこしたようなもので、上手いこと脳内変換すれば素顔だって分かるはずなんだよ」

「……どういう理屈ですか。大体、どうやって正解を導き出せるというんです？」

「どうやって、というと答えるのは難しいけどな。でも、こうして素顔を見れば分かるもんだぜ？　あれのジャミングがなければこんな顔だろうな、ってのは」

「………………意味不明な……」

　何を言っているのか分からない、という風に首を横に振る桐子だが、表情は難問を前にした時のように凝こり固まったものになっている自覚がある。

　新しん城じよう翔輝の言葉は理屈では分からなくもない部分が有り、もし意識的にそれがやれていると言われていたら、否定で終われていた。しかし彼の場合、なんとなくで捉えている。

　あやふやな図形の中から脳内で情報を組み合わせ一つの絵を見つけるように、『もしかしたら正解かもしれない』といういくつかの候補を出すことなら、可能かもしれない。少なくとも自分には出来ないが、数千人いれば一人か二人は出来る人物もいるだろう。

　昨晩、仮想空間内で会った時にも感じた異質な気配──《ｆ》とは全く違う、強しいて言うなら一人だけスポットライトを当てられているような、陽の存在感を持つ彼ならば、そんなことも出来るのではないかと思ってしまう。

　あの朱あか音ねが警戒する訳だ、と桐子も肌で感じた。これは規格外だ。『ヒーロー』なんて頭の悪いとしか思えない通称も、彼ならばしっくりきてしまう。

　それに……この短時間のやりとりだけで、少なからず彼に対して好意的な自分がいることに、驚かざるを得ない。そもそも、接触を避けるべき敵に物をあげようだなんて思うこと自体、どうかしている。

「……『ヒーロー』、ですか。あの人とは真逆ですね」

　ぽつりと呟つぶやいた桐子の脳裏に浮かんだのが誰かは、言うまでもない。

　パートナーの妖あやしい微笑ほほえみを想像してうんざり気分になっていると、翔輝の口から否定の言葉が聞こえてきた。

「それ、たまにからかって言われるけどな。オレはそんな大した人間じゃないぜ」

「謙けん遜そんですか？　噂うわさに縁遠い私の耳にはあなたのことは届いていませんでしたが、それでも毎回違う女性と連れ添って歩く姿は何度か見た覚えがありますよ」

「あー……なんでオレなんかに良くしてくれる子が何人もいるのか、悪いけど分からないんだよな。そりゃあ好意は有り難いが」

　誰かの顔を思い出しているのか、翔しよう輝きは悩ましげに眉まゆを寄せて、

「でもな、本当にオレなんて大したことないんだよ。傷害事件にはならなかったけど部の仲間や監督達には凄すげぇ迷惑かけたし、妹にはよくうざがられるし、大学に上がれたのも超ギリギリだったらしいし、妹のアイス食って拗すねられるし、妹に一緒に登下校すんの断られるし…………ハァ……」

　心底からのため息を零こぼす翔輝だが、内容の半分以上が妹絡みなのはどうなのか。シスコン疑惑が強いが、下手に突つつきたくもない。

　だから桐とう子こが選んだのは、当然のように一番『ヒーロー』に相応ふさわしい話題だった。

「……問題に巻き込まれていた女性を救う為に暴行に及んだ、と聞いていますが。結果はともかく、それは褒ほめられるべきなのでは？」

「いいや、全然だ。本当に『ヒーロー』っていうんならもっと早くに、誰も殴らず怪我もさせずに済ませられただろうさ。オレが馬鹿みたいに暴れたせいで、部は大会にも出られず活動停止処分になってもおかしくなかったし……なのに誰もオレを責めないで、逆に慰なぐさめてくれるんだぜ？　やるせねぇっての」

　自じ嘲ちようの強い乾いた口調に、桐子も言葉が出ない。本気で後悔していると分かるからこそ、何を言ってもフォローにならないと理解してしまう。

　それに……翔輝が望んでいるのは、むしろ蔑さげすみか罵ののしりか、自分をけなす言葉だろう。

　もっと上手くやれたはずだ、なんていうのは傲ごう慢まんだと桐子は思う。どうしたって時は戻らないし、何が起こるかなんて分からない。記憶を継がずに過去へ戻ったとしたら、どうせ同じ行動を取る。

　しかしそんなことを言っても、やはり仕方がない。だから桐子は沈黙するしかなかった。

　代わりに、という訳ではないが、一度首を横に振った翔輝が口を開く。

「……ま、そんなオレでも相変わらず期待してくれている人はいるからな。それには応こたえたいと思うし……それに」

「それに……何ですか？」

「これは敵対している相手に言うようなセリフじゃないが……『ゲーム』で優勝して望みが叶かなうのなら、ようやく少しは自分のことを大したヤツだと思えるだろうよ」

「……何が望みか、言うつもりはないんですよね？　私のパートナーは屑くずとしか言いようがない外げ道どうですが、それでも多少の力はあるようです。形はどうあれ約束は守るタイプみたいですし……ダメ元で相談するのはありかもしれませんよ」

　一応そんなことを言ってみるが、答えを聞くまでもなく返事は分かっていた。

　翔しよう輝きの迷いのない目を見れば、そんなの小学生でも分かる。

「そう言ってくれるのは有り難いけど、やっぱ止めとくわ。もし敗退してどうしようもなくなったら、その時は土下座でもして頼むかもな」

　明るくそんなことを言う翔輝がどの程度の覚悟を持って『ゲーム』に臨んでいるのか、桐とう子こには計り知れない。だが、その願いというのがどうしても自力で叶かなえたいものだという強い意志は伝わってきた。

　そこまで深く考えずに参加を決めた身としては、言いようのない後ろめたさが襲おそってくる。そんなものを感じる必要はないと頭では理解しているのにだ。

　再び黙り込んでしまった桐子に、翔輝は子供から好かれそうな優しく快活な笑みを浮かべ、ぐっと親指を立ててこちらへと向ける。

「そんな訳だからオレは全力で勝ちに行くぜ。問題が片付いて戦うことになっても、恨うらみっこなしでいこうな」

　そんなことを言えてしまう翔輝が途方もなく大きな存在に思えて、桐子は俯うつむいてしまい……

　結局、その後は殆ほとんど会話などなく別れたものの、桐子の中で彼の存在は酷く尊いものとして残ってしまった。




　研究室に行くつもりがそんな気が一切なくなってしまった桐子は、ふらふらと学校を出て、宛あてもなく歩いた。

　そしてどこをどう行ったのか、気が付いたら見慣れたマンションの前まで来ていた。実家のマンションとは比べものにならないハイグレードな、朱あか音ねの住む高層マンションだ。

「……本当にどうかしていますね。こんな所に来てしまうだなんて……」

　一応、プレイタイムが終わったらここで合流し、作戦会議を行うことにはなっていた。しかし今はまだ午後三時にもなっておらず、朱音は授業中だろう。そもそも、あの男の綺き麗れいな顔なんて見たくない。

　だが、少し迷ってから桐子はマンションの中へと踏ふみ込み、合い鍵でエントランスへと入った。これは朱音の住む部屋ではなく、芽め依い里りが暮らしている方の部屋の鍵だ。

　戦いを最小限で済ます為、待機場所として何度も使わせて貰もらっている。なので桐子好みのココアやマイカップも置いてあった。

　芽依里とはそこまで仲良くなれたという実感はないが、そもそも桐子に仲の良い友人などいない。だから消去法で親友を選ぶとしたら、自然と芽依里の名前が浮かぶ。

　自分とはまるでタイプの違う子だが、家出して追おい剝はぎを繰り返していたという割に、彼女の気性は荒くないし、しっかりとした考え方も出来る。やや即物的な部分もあるが、独特な価値観と鋭い直感の持ち主だ。

　彼女と話をすれば得られるものがあるかもしれないし、そうでなくとも他人と話すことで自分の思考を整理出来る。『ＰｏＳ』の主導権は朱あか音ねにあるが……場合によっては、秘密を晒さらされる覚悟で裏切ることも考えないといけない。

　ネットに流されれば全世界に恥を撒まき散らすことになる。だが、その屈くつ辱じよくに耐えてでも、裏切る価値があるのなら──

「……あの先せん輩ぱいに一矢報いることが出来るのならば、それだけでもやる価値があると思えてしまうのが嫌ですね……」

　エレベーターに乗り込んで一人きりになった途端に、どうにも暗い感情が浮かんできて駄目だ。最近の自分の不ふ甲が斐いなさに、少し自じ暴ぼう自じ棄きになりかけているのかもしれない。

　目的の階にエレベーターが到着し、桐とう子こは浮かない表情のまま芽め依い里りの部屋へと向かう。インターホンを鳴らし、向こうからドアを開けてくれるまでの間に、つい隣となりの部屋へと視線が行く。そこは何度も訪れた朱音の部屋だが、今家主の顔を見たらどんな反応をしてしまうのか、自分でも良く分からなかった。

　無性に気まずくなり、無理矢理に視線を剝はがしたところでドアが開く。咄とつ嗟さに顔を上げた桐子は挨あい拶さつをしようとして……そのまま、固まってしまった。

　ドアの隙すき間まから現れた顔は芽依里ではなく、見知らぬ男だった。眼鏡を掛けた瘦やせ型の大人で、やや神経質そうな顔つきをしていて、まだ二十代後半だろうが妙に貫かん禄ろくがある。

　女性の一人暮らしをしているはずの部屋からスーツ姿の男が出て来たことに思考停止してしまった桐子に対し、謎の人物は眼鏡の奥の瞳ひとみを細め、

「……君は、誰だ？」

　問われたことで気を取り直した桐子は、すぐに強気な視線を返し、

「っ……そう言うあなたの方こそ、誰ですか？　芽依里さんはどこです？」

「あの子の友人か？　あの子ならいないぞ。どこかへ出掛けている」

「……なら、どうしてあなたは部屋に入っているんですか？」

　訊たずねながら、自然と彼の正体を導き出そうと頭が急速に巡る。

　泥棒、という線はないだろう。このマンションはセキュリティがしっかりしているし、芽依里のことも知っているようだった。しかし家出中の芽依里の知り合いが訪ねて来るだなんて、普通なら無いだろう。

　そうやって思考し桐子が辿たどり着いたのは、ある人物の存在だった。

「先輩──漣さざなみ先輩の保護者の方、ですか？」

「あれの知己か。なら、少し話がある。入ってくれ」

「…………分かりました。お邪じや魔まします」

　少し迷ったが、桐とう子こは招きに応じ、男の開けてくれたドアから部屋の中へと入る。

　リビングへと通されたものの、芽め依い里りの部屋にはろくな家具がない。寝室に使っている部屋には布団とカーテンがあるくらいで、リビングとキッチンには冷蔵庫とテレビ、それにクッションが二つだけ。洗濯機や棚は元から備え付けであるものを使っているが、服なんかは乾燥が終わったものをそのまま放り投げている始末だ。

　適当に床ゆかに置かれた服を苦い顔で見ていた男は、視線を落としたままキッチンを指差し、

「向こうに頼まれていた住民用の電子カードと、身分証を置いてある。前に渡した社員用カードは返却して貰もらうから、当人に言っておいてくれ」

「分かりましたが……それ、偽造ですよね？」

「法に触れることはしていない。だが、保証人に部下の名前を借りている。問題を起こせば私だけでなく彼の責任にもなると、あの子と朱あか音ねに伝えておくように」

　それは社会的に問題のある行動じゃないのかとさらに問い詰めたくなったが、桐子は一度口を噤つぐんで言葉を吞のみ込む。問題はあるのだろうが、だからといって犯罪行為は見過ごせないと息巻くような性格なら、そもそも追おい剝はぎをしていた芽依里とは付き合えない。

　そんなことより気になるのは、違法ではないにしても住民用のカードを作って来られる彼の素す性じようだ。

　朱音の保護者──義兄という関係性の彼は、オールバックにダークスーツという姿のせいか、普通のサラリーマンには見えない。服の値段など分からないが、そもそもこの部屋のある階は全て彼が所有しているものだと聞いていた。何十億かかるのか、不動産に詳しくない桐子でも莫ばく大だいな大金が必要なのは分かる。

　こんなマンションで朱音が一人暮らしをしている理由も含めて、様々な疑問を晴らす良い機会だ。

　そう思って初対面の男と二人きりになるのにも応じた桐子は、とりあえず座るべきかといつも使っているクッションに視線を移したが、

「この後にも予定が入っている。手短に済ませるつもりだから、まずはこちらの質問に答えてくれるか？」

「構いません。私は──」

「天あま宮みや桐とう子こだろう。知っている。あれに頼まれて調査した人物の中に、君のことも含まれていたからな」

　さらりとプライバシーを完全に無視した行為が語られたが、前に朱音の口から聞いてはいたので、文句は言わないでおく。ムカッとしてしまうのは止められなかったが。

「私は壬み条じよう佳よし彦ひこ。聞いているとは思うが、あれの義兄に当たる」

「名字が違うのは、親の婚姻関係に依よるものですか？　勿もち論ろん、答えたくないのであれば無回答で構いませんが」

「あまり大声で言い触らすようなことではないが、あれは愛人の子だ。腹違いの弟、ということになるな」

「……本当に軽々しく話す内容じゃないですね。どういうつもりですか？」

「あれが私のことまで話すような相手には言っても構わないと判断しただけだ。分ふん別べつがつくのにある程度からは年齢も関係無いしな」

「……それで、私に質問とは？」

　短い会話の中でも、佳よし彦ひこという名の朱あか音ねの保護者がどういうタイプの人間かは把握出来た。基本的には自分と同じく、ロジカルに無駄を省いて生きてきたタイプだろう。

　そんな人が自分に用がある、というのが桐とう子こにはイマイチ分からない。

　眼鏡の奥から鋭い目をこちらへと向けた佳彦は、

「あれは今、何をしている？　妙なことに関わっているのは理解しているが、どうすれば複数人の身辺調査や家出少女の保護なんて必要になるんだ？」

「それは…………秘密、としか答えようがありません」

「誤ご魔ま化かしもしないのか？」

「あなたにしても無駄でしょう？　私の口からは何とも言えません」

「察するに、君も『何か』に関わっているのだろう？　具体的に話せないのであれば、犯罪性や危険については？」

「全く無い、とは言いません。普通に考えればまず無いはずですが……あなたの弟さんは知っての通り、普通の枠の外を好んで行く人ですから。教育の賜たま物ものですね」

　皮肉をたっぷり効かせて言ってやると、壬み条じよう佳彦は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になる。

　正直なところ、ここまで露ろ骨こつに反応をされるとは桐子も予想外だった。もっとドライな、そんなの知ったことかと言わんばかりの態度を取るものだと思っていたくらいだ。

　拍子抜けした桐子が言葉を失っていると、佳彦はジロリとこちらを睨にらみ、

「……不本意だが、あれの教育がなっていないのは全面的に肯定せざるを得ない。全てこちらの不手際だ」

「それは……先せん輩ぱいが『貸しがある』と言っていたのと関係があるんですか？」

　昨夜、『潜界ワールドダイブ』する前にしたホテルでの会話を思い出す。朱音は『うちの家庭事情は特殊だ』と話していたが、確かに愛人の子供で、現在の保護者が義兄というのはかなり特殊だ。

　しかも、だとすれば朱音は身を縮こまらせて生きていそうな筋書きになりそうなものなのに、実際は様々な問題を義兄に放り投げて解決して貰もらっている。

　この関係性はどういうことなのか、自分も多少は特殊な身の上のつもりの桐子でも想像が難しい。

　質問を投げられた佳彦は、さらに皺しわが深くなった眉み間けんを指で揉もみほぐしながら、

「……随ずい分ぶんとあれに気に入られたようだな。だったら、話しておくか」

「何をですか？　あの人の弱味に繫つながるのであれば大歓迎ですが」

「あれに弱味なんてあるものか。不幸を笑って愉たのしむようなタイプだぞ？」

　酷いながらも納得の評価をした佳よし彦ひこは、桐とう子こから視線を逸そらし、どこか疲れた目で左側の壁を見る。

　そちらにあるのは、朱あか音ねの暮らしている部屋だ。

「他言無用で頼むが……あれは、この人工島に来るまで殆ほとんど自由の無い生活をしていた。実の父親に軟なん禁きんされていてな」

「………………は？」

「遊びに行くことを許されない、どころではなく、学校にも行っていない。教育はそれなりのものを受けていたと聞いたが、外に出る時は車で、出歩いた記憶は殆ど無いらしい」

「…………まさか…………そんなこと、あっていいはずが……」

「少なくとも親が子にするような扱いなど、あれは一度も受けたことがない。一般常識は後から覚えたが、あくまでも知識だ。実感が伴っているか、今でも怪あやしいところだな」

　淡々と、レポートを読み上げるように語る彼の話す内容が、桐子には上手く聞き取れなかった。言っている意味は分かるはずなのに、頭に入って来ない。

　──あの、いつも余裕を感じさせる微笑ほほえみを浮かべている男が？

　脳裏に浮かぶのは『児童虐ぎやく待たい』の四文字だ。暴力は振るわれていなかったのかもしれないが、軟禁は立派な虐待で、犯罪だ。

　そんな風に育ったと朱音を見て思い当たる節など、一つも無い。

　しかし目の前にいる男性が噓うそを吐つく必要性など全くないし、それに──逆に言えば、あの一般人とはかけ離れた倫りん理り観かんと、鉄てつ火か場ばでリスクを愉しむ姿は、まともな環境で育まれるものとは思えなかった。

　桐子が愕がく然ぜんとしていると、いつの間にか佳彦の視線が自分へと向いていて、

「私の口から言えるのはここまでだ。更に詳しく知りたいのなら、あれに直接訊きくといい。無論、気分の良い話ではないが」

「ちょっと待って下さい！　義理とはいえ弟がそんな目に遭あっているのを、あなたは……！」

「言い逃れする訳ではないが、私はあれの存在を四年前まで知らなかった。腹違いの弟が居ることも、その扱いもだ」

「…………では……先輩が言っていた、あなたへの『貸し』というのは……？」

「決まっているだろう？　父がしたことは、知らなかったで済まされることではない。他にも借りはいくつもあるが……やはり、一番の悔いはそこだな」

　顰しかめ面つらでそう言うと、佳彦は頭を振って、

「君に何かを頼もうとは思わない。だが、あれは決して恵まれた人生を送っている訳ではないと心に留めておいて欲しい」

「……どうしてわざわざ、そんなことを？」

　もっと具体的に『仲良くしてやってくれ』とか『見捨てないで欲しい』とか言われたのなら、意図は分かりやすい。少し前ならともかく、全く予想だにしなかった過去を聞いてしまった今なら、桐とう子こもうっかり頷うなずいてしまったかもしれない。

　しかし佳よし彦ひこは冷めた目でちらりと桐子を見やり、

「あの外見で、あの性格だ。過去がどうあれ、付き合い易やすい人間ではないだろう？」

「それは……間違いなくそうですね」

「好んで人の地雷を踏ふむ、悪趣味なところもあるしな。だから見限る前に、同情でもしてやってくれと言うことだ」

「……そんな人と付き合い続ける気になんて、到底なれませんが」

「普通ならそうだな。しかし、根が真面目で責任感がある人間は、なかなかあれから離れて行きづらい。さっさと縁を切った方がいいと頭では分かっていてもな」

　それは桐子に言っているのか、それとも自じ虐ぎやくで言っているのか、少しばかり判断し難かった。もしかしたら両方かもしれない。

　……と、佳彦は腕時計を見て踵きびすを返し、

「少し長居をしすぎた。あれはともかく、あの子のことはよろしく頼む。私は少しばかり嫌われたせいか、聞く耳を持って貰もらえないみたいでな」

「え……芽め依い里りさんに何かしたんですか？」

「初顔合わせの時に、小言を言いすぎたらしい。君達のような年頃の子は難しいな」

　どこか納得のいっていない口調でそう言うと、佳彦は部屋から出て行った。

　ドアが閉まる音を聞きながら、残された桐子はこの短い間に知った事実を、頭の中で何度も反はん芻すうする。

　しかし消化するにはあまりに衝しよう撃げき的てきで、しばらくして芽依里が帰って来るまでの間、リビングで立ち尽くしたまま答えの出ない思考を続ける羽目になった。





◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






　──午後の授業の終わりを告げるチャイムに、朱あか音ねは瞑つむっていた目を開けた。そして壁掛けの時計を確認し、「さてと」と呟つぶやき腰を上げる。

「そろそろ行こうかな。まだピースは足りないけれど、絵図は見えてきたことだしね」

　呟いて、パソコンに向かって何やら作業をしていたなみえの横顔に微笑ほほえみかける。

　現在の時刻は、午後三時半になろうかという頃合いだ。昼休みに購買へサンドイッチを買いに行ったが、結局朱音はあれからずっと壁新聞部の部室で過ごしていた。

　なみえに頼んで集めて貰った怜れい泉せん澪みおと新しん城じよう翔しよう輝きに関する資料は、何度も繰り返し読んで頭に入っている。重要な発見は無かったが、噂うわさでしか知らなかった彼等と実際に会った彼等を重ねられるよう修正するには、とても役に立った。

「残りの情報は、まだ掛かりそう？」

「お預け。大部分は揃そろったけど、肝心な確認が出来ていないから」

「なら仕方ないね。また後で来るから……っと、その前に。隣となりの鍵、貸して貰もらえるかな？」

　言いながら朱あか音ねが机の上から拾ったのは、素そっ気けないキーホルダーが付いた小さな鍵だ。本来なら部室の鍵は各部でしっかり管理していないといけないが、そもそもこれは空き室になっている隣室の鍵なので、ここにあること自体に問題がある。

　だが使えるのなら有り難く利用させて貰おうと持ち主を見れば、シャツ一枚だけ身に着けた扇せん情じよう的てきな姿のなみえは、不満全開の目で見返していた。

「……不ふ埒らち。また女の子を連れ込んで、お楽しみに突入する気」

「残念ながらそんなことにはならないと思うよ。あくまでも平和に話し合いをするだけのつもりだからね」

「噓うそ吐つき。絶対に何か企んでいる癖くせに」

「そこは否定しないよ。だからなみえさん、盗聴は遠えん慮りよしてね？」

　茶化すようにして釘を刺すと、なみえはぷいと視線を逸そらし、パソコンに向き合ってしまった。正直な反応だな、とつい笑みが零こぼれてしまう。

　それ以上の反論は来なかったので了承されたと勝手に判断し、朱音は手の中で鍵を鳴らして握り込み、「じゃ、また後でね」と声を掛けて部室から出た。

　ゆっくりと歩きながら考えるのは、二人のプレイヤー──新しん城じよう翔しよう輝きと怜れい泉せん澪みおのことだ。用意された資料には新情報だけでなく、噂がどれだけ真実に近いかも書かれていた。

　例えば新城翔輝に関しては、妹を溺でき愛あいしていると一部の親しい女性達が零していたという。恐らく、本当だろう。

　しかしだからといって、翔輝の妹──光ひか流るを使ってどうこうしようとは、流石に朱音も思わない。勝つ為には何でもやるが、そこに美学とルールが無ければつまらないからだ。

　ともあれ──翔輝は今もサッカーを続けているらしいが、本格復帰は来年になってからと決めているという。人助けの為とはいえ暴力沙ざ汰たを起こしてしまった禊みそぎはそれで済ませる、ということだろう。

　来年度になったら大学の部に入り、卒業までにプロ入りを目指すと話しているらしいが……いくら翔輝でも難しいのでは、というのが周囲の評価だ。ブランクよりも、醜しゆう聞ぶんによるプロの壁があるのではとの話で、国内より海外の下部チームに入る方が目があるという意見も出ているらしい。ただし海外でのチャレンジだって、当然だが簡単ではない。

　となれば、翔輝の願い事は自然と絞られてくる。サッカー選手としての自分の将来を切り開くことか、妹の臓器移植に関してだろう。

　しかし分かったところで対処はし難い。彼は自分の手で勝ち取りたいと言っていた。ああいうタイプの人間は、物事には柔軟に対応していく癖くせに、一度決めたことは絶対に曲げずにやり遂とげようとする。本当に厄やつ介かいだ。

　そして目下の敵である怜れい泉せん澪みおの方はというと、こちらも翔しよう輝きとは違う意味で対処に困る情報が多かった。

　澪の情報の場合、まずプライベートな部分が見えてこない。誰かと遊びに行ったという情報は皆無、クラスメイトと雑談をしている場面も目撃されていない。告白をされるシーンは何度も目撃されているが、端的に断るだけで全て終了している。

　なので必然的に、情報の大半は吹奏楽部絡み。それも大会の結果や個人で優秀な成績を残したことなどばかりだ。

　学業の面ではかなり優秀な成績らしいが、これも大して役には立たない。去年の春に一日だけ休んだ以外は無遅刻無欠席だった、というのは少し意外だったものの、演奏の為に体を鍛きたえている人は多いので、健康にも気を遣つかっているのだろう。

　彼女がどんな人間なのか、情報と昨夜のやり取りを組み合わせて考えると、やはり噂うわさ通りの人物像が浮かび上がってくる。ただし問題なのは、普通なら噂なんて大おお袈げ裟さになるものなのに、澪の場合は全く見劣りがしないところだ。

　これは翔輝にも言えることだが……そんな二人が敵という現状は、なかなかにハードだと改めて思う。

　そうこう考えている内に、朱音は目的地に辿たどり着く。そこは数時間前にも訪れた、合同校舎の前だ。

　授業が終わったことで帰宅する生徒も多いが、部活に行く生徒も多い。文化系の部活はそれぞれに宛あてがわれた部室や教室で行うので、この合同校舎には複数の部活が集まる。

　正面入り口のすぐ横に立つ朱音はなかなかに目立ち、建物を行き来する生徒の視線がちくちく刺さるが、気にせずしばし待っていると、

「……思っていたより待たずに済んだ、かな」

　近付いて来る人々の中に目的の人物を見つけ、ぽつりと呟つぶやき目を細める。

　制服姿にも拘かかわらず、他の生徒とは全く違う雰囲気を纏まとって歩いて来るのは、怜泉澪だ。すぐ後ろには大きな荷物を肩に担いだ男子生徒の姿もあり、彼が久く我が山やま陣じんだろう。精せい悍かんな顔つきをしているが、改めてじっくり見ると思っていたよりは幼い容姿だ。

　二人の吹奏楽部員は口を閉ざしたまま合同校舎へと進んでいたが、入り口まであと十数メートルというところで、まず澪が朱音に気付いた。続いて、すぐに陣の視線もこちらへと向き、その表情が驚きに染まり歩く速度がやや遅れる。

　一方の澪は表情を変えないが、僅わずかに進行方向を変え……ややあって、朱音の正面で立ち止まった。

　彼女が何かを言う前に、朱あか音ねは会釈をしてにこりと微笑ほほえみ、

「やあ、こちらでは初めましてだね。自己紹介は、必要かな？」

「いいえ。漣さざなみ朱音、ですね」

　急に現れて話しかけたというのに、澪みおの態度は落ち着いたものだ。後ろに控える陣じんは借金取りか親の敵かたきでも相手取るように険しい顔をしているので、余計に際立つ。

「かの女王様に知って貰もらえているだなんて光栄だよ。さて……少しばかり話がしたいのだけれど、付き合って貰える？」

「受けましょう。ただし場所は学内に限らせて貰います」

「なっ……!?　怜れい泉せん部長、危険です！　こいつは──」

「問題ありません。久く我が山やま、貴方は先に音楽室へ行って副部長に練習を始めるように伝えて下さい。昨日の続きからで構いません」

「っ……行くのであれば、せめておれも……！」

　どうにか食い下がろうとする陣に、澪は冷たい眼差しを向けて、

「駄目です。日曜の演奏会ではセカンドの私のパートはともかく、一人しかいないチューバは欠かせません。貴方は練習に参加するように」

「ですがっ……！」

「心配しなくても今は何も出来ません。もし私が五時を過ぎても戻らない場合は捜そう索さくを許可します。それまでは自分のすべきことを為なしなさい」

「くっ…………分かり、ました……」

　悔しげに了承の言葉を返した陣は、朱音のことを強烈に睨にらみ付けてから合同校舎へと入っていく。荒い足取りで、納得していないのを隠そうともしない。

　そんな陣の後ろ姿を見送った朱音は肩を竦すくめて振り返り、

「随ずい分ぶんと嫌われてしまったみたいだね。まあ、彼からすれば当然の反応なのだろうけど」

「問題ありません。それより、ここは人目につきます」

「そうだね。部室棟の使われていない部屋を確保したから、そこへ行こうか」

　先導する形で朱音が歩き出すと、少し間を開けて澪が付いて来る。殆ほとんど気配を感じさせない静かさだが、ちらりと振り返れば無視出来ない存在感の彼女がいて、見事に周りの注目を集めていた。

　後を追ってくる人間がいないかだけ気に掛けながら、朱音は来たばかりの道を戻り、部室棟へと入る。二階へと上がり、壁新聞部の部室を通り過ぎて隣室の前で止まると、鍵を取り出しつつ前後の通路に自分達以外いないことを確認し、ドアを開けた。

「さあ、どうぞ。誰も来ない内にね」

「…………」

　無言で部屋の中を一いち瞥べつしてから、澪は迷いなく入室する。罠わなの可能性は当然考こう慮りよしているだろうに、大した度胸だ。

　続いて中へと入った朱あか音ねはドアを閉め、壁に立て掛けてあったパイプイスを向かい合わせで二つ広げ、「どうぞ」と入り口側に置いたイスを勧める。素直に澪みおが座ったところで自分も腰掛け、軽く手を組んで膝ひざの間に落とす。

「まずは招きに応じてくれて、どうも有り難う。吹奏楽部の方も忙しいみたいだし、出来るだけ手短に済ませようか？」

「いいでしょう。交渉の席はこちらで用意するつもりでしたが……先手を打たれた以上、仕方ありません」

「ごめんね、待ちきれなくてさ。あんな形で素す性じようが露ろ呈ていした意い趣しゆ返がえし、って気持ちもなくはなかったけどね」

　茶化すように話す朱音を、澪は無感動な瞳ひとみで真まっ直すぐにただ見つめてくる。

　全て見透かすような、自分の存在ごと吞のみ込まれてしまいそうな錯覚を呼び起こすその目を、朱音は真っ向からやんわりと受け止め、微笑む。

「改めて──昨日ぶりだね、《ｆ》。キミ達の正体を割った種明かしは必要かな？」

「……いえ、必要ありません。恐らく『潜界ワールドダイブ』する為の拠点を見張っていた、というところでしょう？　そちらに罠わなが仕掛けられていたとは、私も迂う闊かつでした」

「あっさりと見抜く慧けい眼がんの持ち主を出し抜けたのは嬉うれしいね。こっちもしてやられたことだし、イーブンってところだけれど……そういえば、あの個性的な人称は使わないんだ？」

「あれは正体を特定され難くする為に使っていただけですから。普段からあのような馬鹿げた話し方をする理由はありません」

「尤もつともだけれど、にべもないね」

　苦笑するように小さく首を横に振ると、朱音は組んでいた手を解き、右手の人差し指をピンと立てた。

「さて、グズグズしていると怖いボディガードが凄すごい形相で飛び込んで来てしまうことだし、交渉といこうか？　そっちの当初の予定からは随ずい分ぶんと変わるだろうけどね」

　澪達が握っていたカードは、朱音達の名前だ。同じものをこちらも手札に加えた今、そのカードは切ることも切る素振りも出来ない、ただの牽けん制せい札に成り下がった。

　つまり条件は同等。ここから先は、互いの損得と退ひくことの出来るラインを見極めての、純粋な交渉になる。

　一応、向こうに比べれば自分の方が情報を多く持っていると朱音は自負しているが……それでも有利かと問われれば、否いなと答えるしか無い。

　何故なら戦せん闘とうになれば分があるのは向こうだからだ。いざとなれば多少のダメージを覚悟で押し通せる──そう思えば譲ゆずれるラインは自然と高く設定される。

　しかも相手は吹奏楽部の女王様だ。実績と振ふる舞まいからすれば、女帝の方がしっくりくるかもしれない。

　殺風景な部屋でパイプイスに座っているだけのこの状況でも、気品と冷厳な雰囲気を纏まとっている怜れい泉せん澪みおは、交渉相手としてなかなかに手て強ごわい。

　ただし……それでも、交渉が全く成立する気がしない新しん城じよう翔しよう輝きよりはマシな相手だ。難攻不落な城の方が、物語の中に住む英雄よりかは、現実的に攻略を考えられる。

　どこからどう切り崩していくか、朱あか音ねは資料を読みながらいくつか考えていたポイントから探っていこうとし、

「──あちらで会った時には気が付きませんでしたが、男の方ですね？」

　その前に澪から確認の言葉が飛んで来たので、軽く頷うなずいて返す。

「そうだよ。初見では気付かれ難いし、向こうではあんな格好をしているけどね。どうも久く我が山やまくんは勘かん違ちがいしていたみたいだけれど……男だと分かっていたらこんな簡単にキミと二人きりにはしなかったかな？」

「かもしれませんね。久我山は心配性ですから」

「まあ、気持ちは分かるよ。大事なご主人様が敵の男と個室で二人きり……多感な年頃の男なら、ちょっと黙ってはいられないシチュエーションだからね」

　二人の間柄をわざと勘かん繰ぐるように言うが、澪は特に反応しない。

　感情の揺らぎを感じさせない目でこちらをじっと見つめながら、

「では、天あま宮みや桐とう子ことの関係性は？　ただの協力関係には見えませんでしたが」

「桐子ちゃんとは少しばかり縁があってね。アンフェアな関係だけれど、だからこそ生なま温ぬるい友達関係よりも結びつきは固いよ」

　もしこの場に桐子がいれば、『脅おどしている癖くせに都合の良いことを言わないでください』と強烈に睨にらみ付けてくるだろうが。

　それよりも朱音としては、質問の意図が気になる。二人の間に付け入る隙すきを窺うかがっているというのなら、むしろこんなストレートな訊きき方はしないはずだ。

　疑問を含ませて視線を飛ばすと、澪は身み動じろぎ一つしないまま唇だけ動かし、小さいながら驚く程通る声で、

「単刀直入に言います。私と組みませんか？」

「それは……ペアのまま、ってことかな？　それとも、桐子ちゃんを裏切って？」

「どちらでも構いません。私が欲しいのは貴方です」

　ストレートな誘い文句を言った澪は、朱音の目を心の奥底まで覗のぞき込むように見つめてくる。美人に、それも密室でというこの状況は、なかなかに刺激的だ。

　これを愛の告白と勘違いしてしまう程、おめでたくはないが──澪の言葉は魅み力りよくに溢あふれていた。才気ある人間から認められた、という一点だけでも、どんな美び辞じ麗れい句くを並べられるより嬉うれしく思えるものだし、それが彼女のように美しい支配者に依よるものなら格別と言える。

　並の男なら思考停止して思わず頷うなずいてしまいそうな誘いに、朱あか音ねはにこりと微笑ほほえみ、

「情熱的なお誘いはとても嬉うれしいけれど、そう簡単には頷けないかな。キミと組んで、わたしにどんなメリットがあると？」

　試すような質問に、じっと朱音を見つめたまま澪みおは短く答えた。

「別に。特にありません」

「へぇ、これは意外だね。誘うのであれば、何か用意してあるのかと思ったけど」

「普通のプレイヤーならば優勝して得られる金銭、もしくはそれに準じた報ほう酬しゆうを約束するところです。しかし貴方がそんなものを望むとは思えません」

「だったら話が早いね。わたしは『ＰｏＳ』を楽しんでいる。攻略する過程こそが目的と言っても過言じゃないくらいだよ」

　両腕を広げて話すのは、朱音の本音だ。別に明かす必要はないが、言っても問題はない。彼女の目を見れば、この返答は想定済みだろう。

　ならば正直に答え、澪がどう応じるのかを知りたい。この状況は朱音が作り出したものだが、彼女ならば似た展開も予測出来ていていいはずだ。

　こちらが御しにくいと分かっていながら協力を持ち掛けてきたのだから、まだ何か用意している。その確信が朱音にはある。

　さて何を出してくるのかなと朱音が期待に胸を膨ふくらませていると、不意に澪がイスから立ち上がった。

「その理屈からすると、この『ＰｏＳ』に代わる刺激を用意すれば、貴方は私に協力しても構わない……そういうことになりますね」

「まあ、そうだね。でも、こんなに楽しい遊び、なかなか無いと思うよ？」

　少なくとも既存のゲームではまず味わえない。技術的には可能でも痛覚まで再現するなど、一般にはまず広められないだろう。やるのであれば、もっとマイルドな形になるはずだ。

　負けたら終わりだし、クリアしても終わりだ。つまり、今しか楽しめない。

　そんなことは重々承知しているはずの澪がどんな代だい替たい行為を用意しているのか、朱音は期待を込めて彼女を見つめる。

　立っている澪をやや見上げる形になっていたが、ややあってから視線は水平に落ちた。

　何故なら──怜れい泉せん澪が、朱音の体を跨またぐ形で足の上に座ってきたからだ。

「……これは、どういうつもりかな？」

「察しの良い貴方ならば全てを語る必要はないかと思いますが？」

「勝手な解釈をして勘違いしたら申し訳ないからね。キミの口から聞きたいな」

　すぐ目の前にある──それこそ二十センチ程しか離れていない間近にある澪の整った顔は、相変わらず感情の動きを感じさせない。

　しかし彼女の細い体は朱音の太ふと腿ももに乗る形で、その両腕はゆっくりと首に回されて、




「協力の代償に──私の体を、貴方に捧ささげましょう」
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　鼻と鼻がくっついてしまいそうな、吐息が触れ合う距離でそう言った。

「私が卒業してここを去るまでの間、『ＰｏＳ』と吹奏楽部の活動時間以外の全てを貴方の自由にして貰もらって構いません。授業時間でも寮の門限が終わった後でも、貴方の望むままに好きに使って下さい」

　紡つむがれる言葉は、怜れい泉せん澪みおという『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』と名高い人から発せられているとは信じ難い、過激なものだった。

　至近距離で、恥ずかしがるのでも好意を見せるでもなく、淡々と話す。色気とは程遠いはずなのに、ある種現実離れした妖よう艶えんな雰囲気になっていた。

　だが朱あか音ねはそれに吞のまれることなく、顔を引くことも背けることもせず、微笑ほほえみで返す。

「へぇ……随ずい分ぶんと突拍子もない提案だね。久く我が山やまくんもそうやって手て懐なずけたのかな？」

「彼にはそんな必要ありません。むしろそんなことをすれば、関係に歪ゆがみが生じてしまうだけです」

　誤ご魔ま化かすのではなく事実を述べているだけ、と言わんばかりの澪の口調に、朱音は内心で『確かに』と頷うなずくしかない。

　そんな身を売るような真似をすれば、陣じんの中で神聖化された怜れい泉せん澪みおが崩れてしまうだろう。

　しかし、だからといって敵にならしてもいい、という問題でもないはずだ。

「何故そんな条件を？　正直なところ、わたしにそこまでの価値はないよ？」

「それは味方としての価値でしょう？　敵としての貴方は、恐らく最悪の部類です。そこにスキルの価値も含めれば、身を売るに値します」

「評価して貰えるのは光栄だね。でも、『ＰｏＳ』が終わってからも関係が続く保証はないのに、安易に受けると思っているのかな？」

「必要とあらば裸や、世間に晒さらされたら私の評価が地に落ちる写真でも撮とればいいでしょう。保険として機能するはずです」

　また大概な提案をしてくる澪に対し、朱あか音ねは意地悪く笑みを深め、

「おや、そんなことをしていいのかな？　わたしがそれを楯たてにして裏切ったり、卒業後も関係を迫ったりする可能性を考えていないとしたら、随ずい分ぶんとお優しいことだね？」

「貴方ならばそれは有り得ないと確信していますから。他人の決めたルールならばともかく、自分で定めたルールには則のつとるタイプでしょう？　約束を取り付けられたのなら、誓約書を書かせるよりも信用出来ます」

「……へぇ……」

　自分へのこの評価に、朱音は思わず称賛の吐息を漏もらす。

　昨日会ったばかりなのに、よく特徴が摑つかめている。しかもその判断を疑わずに交渉するというのは、余程自分の観察眼に自信があるのだろう。

　やはり彼女は桐とう子ことは違う種類の傑けつ物ぶつだ。たとえ音楽ではない道を選んでいたとしても、第一線で成功者となれるだけの資質を感じさせる。

　そんな澪が、そっと優しく朱音の頰ほおを挟み込むようにして撫なで、

「この身一つで貴方と勝利が得られるのであれば、安いものです。尤もつとも、私にそれだけの価値があるかどうかも問題になりますが」

「女神と同じ名で呼ばれる人が気にする問題じゃないさ。キミの美しさは勿もち論ろん、その才能を宿した身を自由に出来るというのなら、ビルの一つや二つ買えるくらいの価値があるんじゃないかな」

「高評価を頂けるのは有り難いですね。ですが……」

　頰に触れていた指が離れ、朱音は彼女の行動をじっと見つめる。

　視線を受ける澪はまるで動じないまま手を自分の首元へとやり……

「貴方自身が私にそれだけの価値があると感じていなければ、意味がありません。もし検討をしたいのであれば、この場で試食しますか？」

　シャツのボタンを一つ、二つと外しながら問い掛ける澪に、朱音は浮かべていた笑みを消して視線を下げる。

　日焼けしたことがないかのような白い肌と触れたら折れそうな細い鎖さ骨こつが覗のぞいているだけでなく、少女らしい簡素なデザインの下着と、それを押し上げるなだらかな膨ふくらみも見えてしまっていた。

　足の上に跨またがっていることといい、第三者に見られたらいかがわしい行為をしていると間違いなく誤解される光景だ。

　正直なところ、これは朱あか音ねの予想を超えた展開だった。

「……キミがここまでするとは思わなかったよ。慣れているようにも貞てい操そう観かん念ねんが緩ゆるいようにも見えないけれど、どういう風の吹き回しかな？」

「貴方に好意があるから、とは思わないのですか？」

「外見に惹ひかれて近付いて来る人はいても、残念ながら内面を知る人には全くと言って良い程好かれなくてね。叶かなわない夢は見ないことにしているんだ」

「私も現実を見据えているだけです。必要だからしているだけですよ」

　自分を味方に引き入れる為に必要だから──というのは、分かる。朱音がそれを望んでいるかどうかはさておき、ただの口約束ではないと実証するのは、理屈としては正しい。

　だが、普通はこうも簡単に異性に密着し、肌を晒さらすなんて出来ないだろう。『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』に男の影があるだなんて噂うわさは、陣じんを除けば全く無い。告白を断る姿ですら目撃証言がこれだけ挙がっているのだから、もし付き合っていたり遊んだりしている男がいれば話題になっているはずだ。

　だというのに──

「試してみて協力に値する価値がないと思われたのなら、それでも構いません。私はその程度だった、ということですから。また別案を考えるだけです」

　……そんなことまで言うのだから、不思議に思わない方がどうかしている。

　だが、これで逆に朱音は腑ふに落ちる部分があった。

　澪みおがしていることは、普段自分がしていることと同じだ。可能性があるなら試してみる。もし不発に終わっても布石になれば良し。それすら叶わなくても、マイナスにならなければいい。

　問題は普通の女性はまずそんなことは出来ないし、やれたとしても彼女のように全く感情を見せないなんて有り得ない。

　マネキンめいた無表情で、なのに食欲を誘発する果実の甘い匂いのような色気を醸かもし出す彼女になら、全くそんなつもりがなかった男でも、ついふらふらと手を出してしまいそうだ。

　そんな澪の顔を改めて見つめ、朱音は口元を綻ほころばせ──

「キミがそこまでするとは、本当に意外だったよ。でも、生憎あいにくと手を出す気にはなれなくてね」

「そうですか。でしたら──」

「代わりに……っていうのも変だけどね。その意気に応じて、条件次第では協力してもいいと思っている」

「……条件？」

　早速シャツのボタンを留め始めていた澪みおの指が止まり、細められた目に微かすかな疑惑が浮かぶ。自分の体よりも魅力的な条件とは何なのか……なんて妬ねたみが混ざっていたのなら可愛らしいものだが、残念ながら純粋な疑いの目だ。

　まだ腿ももに乗ったままの澪に、朱あか音ねはにこりと微笑ほほえんで、

「大したことじゃないよ。これから一つ質問をするから、正直に答えてくれるだけでいい」

「……それだけ、というのは話が美う味ますぎます。どういうつもりですか？」

「別に欺あざむく気はないよ。それなりに答えにくいことを訊きくし、噓うそを吐ついたら勿もち論ろん破談だ。そのジャッジをこちらが握るのだから、むしろキミからクレームがきてもおかしくないね」

　本当のことを言っていても、噓だと判じられるかもしれない。かなりアンフェアな条件だ。

「真しん贋がんを見抜く、なんて大層なことじゃないけど、噓には敏感な方でね。勿論、真実を語っていると思っているのに噓だと決めつけるような真似はしないよ。信じてもらえるかどうかはキミ次第だけれど、ね」

　普通ならまず断るだろうが、相手は怜れい泉せん澪だ。そして彼女はこちらをよく理解している。

「……いいでしょう。一つだけ、ですね？」

「うん、それだけで十分だよ」

　確認に頷うなずくと、澪はじっと朱音の目を覗のぞき込んでくる。どうやら降りるつもりはないようで、柔らかな重みは残ったままだ。問題はないので、敢えて触れはしないが。

　昨夜のやり取りとなみえに集めて貰もらった情報を照らし合わせた結果、どうしても一つ腑ふに落ちないことがあった。その答えが聞けるのであれば、『ＰｏＳ』を終わらせることになっても、ある程度は満足出来る。

　ただし──答えて貰えるのなら、だが。

「新しん城じよう翔しよう輝き──彼とはどういう関係なんだい？」

「………………」

　朱あか音ねの問いに、澪みおは沈黙のまま視線で疑問を投げかけてくる。意図が分からない、と言わんばかりに。

　だが、朱音は見逃していない。まるで感情を顕あらわさなかった彼女の瞳ひとみに一いつ瞬しゆんだけ、微かではあるが驚きよう愕がくと動揺の色が滲にじんでいた。

　その反応だけで朱音には十分だ。

「昨夜の戦いで、キミの行動で一つだけ納得のいかないことがあってね。どうして新城くんを倒そうとしなかったのかな？」

「元々のプラン通りです。それに、あの場で彼を倒せる可能性は高かったですが、その隙すきを貴方に突かれる可能性も高かった以上は無理な行動をすべきではないと判断しました」

　スラスラと答える澪の様子はまた人形めいた無表情に戻っていて、語る内容にも淀よどみがない。桐とう子こなら納得する回答だ。

　しかし、ひねくれ者の朱あか音ねにはとても納得出来ない。

「まあ、筋は通るね。でも、新しん城じようくんのスキルは一つ見せて貰もらった。他にも使えるスキルはあるはずだけど、だとしても彼の行動を見る限り、多対一で勝利する程強力なものではないと推測出来る……他の人ならともかく、キミならそれくらいの戦力把握は余裕のはずだよ」

「買い被りです。私は勝利の為に、不必要なリスクを避さけただけですから」

「そうかな？　だって、あの場にいた新城くんを倒せば、わたしのオリジンスキルを使うのに必要なポイントは満たせる。勿もち論ろん、わたし達のポイントも合わせればだけどね」

「机き上じようの空論です。あの約やく定じようを為なしていたとしても、あの人を倒すことに成功した私達に貴方達が従うという確証なんて──」

「はい、ダウト。さっきキミは言ったよね？　わたしは自分の定めたルールには従うタイプの人間だって。そう思ったのなら、即断でプラン変更していいはずだよ？」

　反論を遮さえぎっての朱音の言葉に、澪の唇が動きを止める。表情に変化はないが、咄とつ嗟さの言い訳も出て来ない程度には混乱しているのだろう。

　そもそも彼女がこんなに簡単にボロを出すだなんて、普通に考えれば有り得ない。顔には出ていなかったが、平静とは程遠い心理状態にあるはずだ。

　つまりそれだけ怜れい泉せん澪にとって、新城翔しよう輝きの名は大きな影響のあるものだったということになる。だからこそ、昨夜もプラン通りに動くことで精一杯だったのだろう。

「キミは久く我が山やまくんを新城くんに嗾けしかけた……あの時、本気で倒そうと思えばキミが加勢さえすれば出来たはずだよ？　ああ、別のスキルを使っていたのと『界帰マインドアウト』の時間稼かせぎだったっていうのは、ゲームクリアを最優先とする以上は言い訳にならないから。キミなら十分に分かっていると思うけど、ね」

「……折せつ角かく、安全にアドバンテージを取れる機会を得られるのに、それを捨てる気にならなかっただけです」

「並の人なら信じてあげられたんだけどね。キミくらいの人になると無理だよ。リスクを承知でわたしの仕掛けに応じるだけの度胸、戦せん闘とう中ちゆうに『界帰』とスキル使用を見ないまま端末で行う作戦と練度、そして何より絶対の統率力……これだけ揃そろっている人が、プラン維持の為に好機を逃すような真似なんてするはずがないよ」

　これは敵に対する、ある種の信頼だ。朱音の得意とするポーカーでもそうだが、敵の実力をある程度正確に測はかれなければ、作戦を立てようがない。相手がどのレベルのプレイヤーなのか、その戦略と性格を把握してこそ、初めて相手を攻略することが出来る。

　ただし、たった一度の戦いで完璧に相手を見切るなんて、まず不可能だ。精せい々ぜい、どのようなタイプで、どの程度のレベルかを測るのが関の山……だが、例外もある。

　自分と同等か、それよりも上のレベルの人間ならばすぐに分かる。

　天あま宮みや桐とう子このような、或いは新しん城じよう翔しよう輝きのような──そして、怜れい泉せん澪みおのような相手ならば。

　洞どう察さつ力りよくという一芸に秀でた自分程度では到底敵かなわない人種ならば、違たがえることはない。だからこそ言える。

「キミが判断ミスをしたというのなら、それはあの場に第三者が現れたからじゃない。その人物が誰なのか分かったから、動揺してしまった……もしくは判断ミスではなくて、新城くんだから見逃したのかな？」

「勝手な憶おく測そくです。大体、私と彼の間に何があるというのです？」

「そう、そこが分からない。わたしが聞く限り、キミと新城くんの間には何ら接点がないからね。一学年違うだけならともかく、部活で忙しいキミと、去年の春までは大おお舞ぶ台たいで、それ以降は進学の為の勉強と大学生活で時間が無かった新城くんが特別な仲になる切っ掛けなんてなさそうだ。そもそも特別な仲なら、新城くんにも端末を見せて仲間に誘っただろうしね」

「……見たことのように手口を語りますね。詐さ欺ぎ師しになられたらどうですか？」

「不思議なことに、良く言われるよ。こんなに誠実な生き方をしているのに、心外だよ」

　肩を竦すくめた朱あか音ねは、にこりと微笑ほほえんで能面めいた無表情の澪に最後の矢を放つ。

「長年恋い焦こがれていた片思いの相手だったから、つい……なんてことなら、綺き麗れいな物語になるところだけど、残念ながらそれは無いね。だって彼の歓かん心しんを買いたいのなら、共闘してわたし達を倒せばいい」

「叶かなえられる望みは一つだけなのに、そう上手くいくと思っているのですか？」

「普通なら無理だね。そもそも、キミや新城くんならば大抵の願いは自分で叶えられそうなものなのに、一体何を望んでいるのかな？　金銭では叶えられない願いだろうけど……教えてくれたら、もしわたしが優勝した時に代わりに叶えてあげてもいいよ？」

「結構です。勝つのは私ですので」

　その言葉が聞こえるのと同時に、朱音の腿ももの上から重みが消えた。降りた澪はしっかりとシャツのボタンを留め直し、無感動な瞳ひとみでこちらを見下ろしてくる。

「あれ、もうお帰りかな？　まだ満足いく質問の答えは貰もらっていないけど、協力の話は無しでいいのかい？」

「貴方の求めている種類の言葉は私にとって事実ではありませんので。何を言っても噓うそだと思われて終わりなら、続ける意味がありません。部の練習に戻ります」

「それは残念。もう少しキミとは親交を温めたかったのだけれど……ああ、そうだ」

　用は済んだと言わんばかりに身支度を調ととのえ、もう部屋を出て行こうとドアに手を掛けた澪に、朱音は別れの挨あい拶さつ代わりに声を掛ける。

「不ぶ躾しつけな質問をしたお詫わびに、日曜の演奏会まではこちらから仕掛けることは止やめておくよ。キミ達も忙しいだろうしね」

「……どういうつもりですか？」

　当然の反応として澪みおは訝いぶかしんで聞き返してくるが、朱あか音ねからすれば喜びの声で返して欲しかったところだ。

「単にこちらも仕切り直しの時間が欲しいし、元より演奏会には聴衆として参加するつもりだったからね。手は結べないとしても、これくらいなら問題ないよ」

「……分かりました。では」

　最後まで無表情なまま、礼ではなく単なる了解の言葉を返して、澪はドアを開けて出て行った。あれは何か企んでいると思われたに違いない。

「……まあ、事実として企くわだてくらいはしているけどね」

　呟つぶやいた朱音は空あいたパイプイスを見ながら、ゆっくりと背もたれに体重を預ける。

　時間としては短かったが、密度の濃い一時だった。結果として何も進展はしていないが、ひとまずの目的は果たせたので良しとするしかない。

　──澪に会いに行った目的は、二つある。

　一つは、こちらも向こうの素す性じようを知っていると伝えること。アドバンテージが無くなったと知れば、慎重かつ迅じん速そくに別の手を考えるはずだ。だが、知らずに何かを仕掛けようとされる直前に勿もつ体たい振ぶって教えるよりは、手が読み易くなる。

　そしてもう一つは、新しん城じよう翔しよう輝きの名前を出して関係性を窺うかがい、明確な答えを言わないと確認すること。

　ここであっさりと答えられてしまうようなら協力関係を結ぶ羽目になったが、それはないだろうとほぼ確信していた。憶おく測そくにすぎなかったが、ある意味では澪に絶大の信頼を置いている朱音からしてみれば、二人の間に何かがあるのは明らかだ。

　読み間違えて澪が話してくれた場合は、自分のミスだから仕方が無いと協力するつもりもあった。ただしその場合、早々に彼女に『降参サレンダー』することで桐とう子こを解放し、もう一波乱起こして貰もらう気だったが。

　とりあえず満点には程遠いが、及きゆう第だい点てんはクリアしたといってもいいだろう。

　問題は、これからの展望だ。一つの手段として、日曜までの残り僅わずかな時間を使って他のプレイヤーを狩る、というのもある。未知数の相手、しかもどこでどのタイミングで遭そう遇ぐうするかも分からないので本来ならば悪あく手しゆだが、だとしても『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』と番犬のペアを相手取るよりは楽だろう。

　恐らくあと二人か三人倒せば、ポイントは足りる。澪達が察する前に終わらせる必要があるので急がなくてはならないが、実行に移すだけの価値はある。

　もう一つは、どうにかして怜れい泉せん澪と久く我が山やま陣じんのペアを攻略するプランだが……

「放課後は部活で一緒、帰宅時も寮まで付き従っている久我山くんを孤立させるのは、ちょっと難易度が高いかな……」

　手段が無い訳ではない……が、一筋縄ではいかないのは確実だ。かなりの幸運と練度が必要になる。

　ついでに言うと、朱あか音ねは自分が運の良い方だとは思っていない。賽子さいころを振るようなギャンブルをすれば、平均よりも悪い結果が出ると、逆に確信しているくらいだ。

　だから勝負を掛けるなら、運の要素はなるべく排除しておきたい。賭かけになるのは仕方ないにしても、運が原因で負けただなんて言いたくなかった。

　一人だけになった何もない部屋の中で、朱音は腕組みして思考を巡らせ……

　十五分は経たっただろうか、という頃になって、大きく息を吐いて首を横に振った。

「……やっぱり、まだ少し足りないな」

　直接会って話せば足りないピースが埋まるかと思ったが、まだいくつか足りない。完成図がまだ見えてこない。

　ここで足あし踏ぶみするくらいなら、やはり《ｆ》と《ポーン》のペアは回かい避ひして他のプレイヤーに当たった方が良いかもしれないと、真剣に検討していくべきだろう。遅くとも今日中には結論を出さなければ、日曜日の演奏会なんてすぐに終わってしまう。

　やれやれと立ち上がった朱音はパイプイスを元通りに片付け、通路に誰も居ないことを確認してから部屋を出て、しっかり鍵を掛けてから隣となりの壁新聞部の部室に戻った。

　中には相変わらずシャツ一枚を着ただけでパソコンに向かうなみえの姿があり、熱心に画面を見たまま振り向かない。音には敏感な彼女だからノックをしたのでちゃんとこちらには気付いているはずだが、作業中は大体こんな感じだ。集中力があるだけでなく、それなりに信頼されている証だと思っておく。

　鍵を返却したらすぐに帰ろうと思っていた朱音だが、鍵を置こうとした長机の上を見て、動きを止める。そこには出て行く時は無かった数枚のプリントがあった。

「なみえさん、これは？　話していた追加の情報？」

「そう。裏付けが取れたから、その報告」

「ああ、思っていたより早かったね。『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』絡みのものかな？」

　期待を込めて問いながらプリントを手に取る朱音に、なみえから残念な返事が届く。

「違う。『ヒーロー』に関わるもの」

　確かに、拾い上げたプリントには新しん城じよう翔しよう輝きの名前が書かれていた。他に見慣れない名前も並んでいて、怜れい泉せん澪みおの名は出て来ない。

　優先順位は低くなっているが、それでも翔輝の情報も貴重だ。あの二人を『撃破ブレイク』したとしても、それだけだとポイントは足りない。最低でもあと一人は倒す必要がある。

　その場合は翔輝以外を狙ねらった方が得策だが、明確な弱点があるなら話は別だ。

　何か勝利に繫つながる情報が見つからないかと朱音は用意して貰もらったプリントを読み進め……とある記述に辿たどり着き、次のページへと進みかけていた手を止めた。

　たっぷり数分はそのページを凝ぎよう視ししていた朱音は、一時停止から解放されたように何事も無く最後まで資料を読み、終わったところで顔を上げる。

「……ねぇ、なみえさん。この資料についてなんだけど、もう少し詳しく調べて貰もらえるかな？　出来れば、土曜日までに」

「…………可能。それはいい、けど……」

「うん？　何か問題でもあるのかな？」

　珍しく歯切れの悪い返事を不思議に思うが、こちらを向いたなみえはどこかぼーっとした表情になって、首を横に振る。

　彼女がまじまじと見ているのは朱あか音ねの顔で、何故だか頰ほおがほんのりと赤く染まり、

「……素敵。いつもそんな顔をしていたら、ペットになってあげてもいいのに……」

「それは許容というよりなみえさんの願望じゃないかな。でも、そんな顔って？」

「……悪い顔」

　そう言われて、朱音は自分が薄く微笑んでいることに気付く。晴れ晴れとした笑顔ではないだろうが、それでも悪い顔と言われるのはちょっと表現としてどうかとも思う。

　……まあ、でも。

　少しばかり悪い企たくらみを思いついたのは事実なので、朱音としても否定は出来なかった。













　　　四章　決断がもたらすものは







　演奏会の開かれる日曜日は、生憎あいにくと雨が降っていた。

　会場の多目的ホールは空調によって湿度のコントロールも完璧で演奏には大して影響はないが、客の足と重くて嵩かさ張ばる楽器を運ぶ奏者達にはかなりの影響が出るだろう。少なくとも朱あか音ねはかなり憂ゆう鬱うつな気分になってしまった。

「はぁ……嫌だよね、全く。『潜界ワールドダイブ』した先では雨が降っていないのは救いだけれど、こうもじめじめしていると気が滅め入いるよ」

　大小のホールに繫つながるロビーに置かれたソファーに座り、人々が行き交う様子を眺めながら深々とため息を吐つく。

　そんな朱音の横にやや間を空あけて座った桐とう子こは、今日の天気以上にじめっとした表情で俯うつむいていた。

「そうですか。私はいつでも先せん輩ぱいと一緒にいるだけで気が滅入りますが」

「桐子ちゃんもご機嫌斜めだね。やっぱり今日のプランには反対だったかな？」

「……あんなプランに賛成する方がどうかしています」

「でも、大して反対はしなかったよね。無言の抗議はしていたみたいだけれど、ちょっとキミらしくはなかったかな」

　三日前の木曜日から今日の昼まで、何度となく作戦会議は行おこなった。その中で桐子は意見を言いはするものの、どちらかというとプランの穴を見つけたり補強案を出したりするだけで、大きく反対はしていない。

　今も無言のままで、隙すきあらば嚙かみついてやろうという気き概がいが感じられない。

　時刻は既に午後五時を回っていて、演奏会のプログラムも後半に差し掛かっている。この次の次に九く宝ほう堂どう学園吹奏楽部の順番が控えていて、休きゆう憩けい時間の今は学園生が多く見受けられた。

　他県からも参加校がある演奏会とはいえ、やはり圧倒的にホームの応援生が多い。応援といっても演奏中に声を出せる訳ではないが、奏者としては知っている顔が観客席にいるだけでも勇気が出るだろう。

「それにしても、なかなかにレベルが高いね。ちっとも詳しくないわたしでも上手いのが分かるよ」

「……そうですね。目立った賞ではないみたいですが、審査員の方や協賛している音楽事務所は名が知られているみたいです」

「参加は招待校だけみたいだしね。その中でも最後から二番目というのは、やっぱり期待されているのかな？」

　最後のトリを務めるのは学生ではなく、協賛の音楽事務所が推薦する団体による演奏で、審査対象ではない。実質、九く宝ほう堂どう学園吹奏楽部がトリになる。

「やっぱり『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』率いる吹奏楽部は凄すごい、ってことだね。始まるのが楽しみだよ」

「……本当に、やる気なんですか？」

　不安げな、というよりは、まだ踏ふん切りがついていないのだろう声で桐とう子こは訊たずねる。

　それは朱あか音ねからすれば意外でも何でもない。むしろ最初から桐子は反対すると思っていて、それをどう説得するかで頭を悩ませていたくらいだ。

　しかし実際には桐子の歯切れは悪く、ここまでずっと反対も賛成もしなかった。普段の彼女からは考えられない。

　不思議なことに、桐子は遠えん慮りよ気味というか、朱音に対して踏み込めずにいる空気を纏まとわせていた。急にそんなことになった理由が分からず、朱音からすれば調子が狂ってしまう。

　だが、いつまでもこのままでは困る。キチンと動けないくらいなら、いっそ外れて貰った方がマシだ。

「さて……どうするんだい、桐子ちゃん？　わたしは止める気はないし、キミがやりたくないというのなら……まあ、仕方ないと諦あきらめるよ。一人で頑張るとしよう」

「……私など不要、ということですか？」

「まさか。必要に決まっている。でも、それはいつもの聡明で判断力に優れたキミだ。迷いを抱えたままのキミだと、計算が狂うかも知れない。だったら多少無理でも最初から計算に入れない方がマシだからね」

「っ……本当に底意地の悪い先せん輩ぱいですね……！」

「まあね。でも、キミが欲しいのは慰なぐさめや懇こん願がんの言葉じゃないと思ったから。だったら、ハードに扱うしかないよ」

　壊こわれない程度にね、と付け足すと、朱音はウインクをしてみせる。桐子は嫌そうな顔をしてぷいとそっぽを向いてしまったが、言いたいことは伝わっただろう。

　少なくとも、今の桐子には怒りと共に僅わずかながら意気が戻っているように見える。空から元げん気きでも沈んでいるよりはマシだ。

　……と、そこに休きゆう憩けい時間の終わりを告げるアナウンスが入った。もう五分後には演奏会が再開され、プログラム通りならば二十五分後には九宝堂学園吹奏楽部の出番になる。

「いよいよ出番が近付いて来たね。桐子ちゃんは、やっぱり演奏は聴かないのかな？」

「……少し集中したいんです。先輩はご勝手にどうぞ」

「つれないなぁ。まあ、いいけどね……っと、先に芽め依い里りちゃんに会っておかないとまずいから、そろそろ行くよ」

「ご自由に。時間が来たら私も移動します」

「うん。それじゃ、予定通りに」

　まだどこか吹っ切れていない様子の後こう輩はいに声を掛け、朱あか音ねはソファーから立ち上がり、会場の大ホールに移動する人々に紛まぎれて歩く。ただしホールには入らず途中で抜けて、トイレやリハーサル室などのある通路へと向かう。

　途端に人が少なくなるが、既に演奏を終えた他校の生徒や、その応援に来たらしい父兄の姿がポツポツとある。おまけに朱音は制服姿なので、吹奏楽部だと思われていれば出番前に歩いているのもそれほどおかしくない。

　悠々と自然な足取りで通路を歩いていると、やがて通路は弧を描き、ホールの正面入り口とは反対サイドにまで辿たどり着く。この辺りにはリハーサル室や舞ぶ台たい裏うらのコントロールルームへ繫つながるドアがあるが、朱音はそちらではなく、その近くにある階段へと足を進める。

　今いるのは二階部分で、三階には休きゆう憩けいスペースとちょっとした飲食店があり、一階部分はなく、地下一階に小ホール──という構造になっていた。

　朱音は階段を降りていき地下一階に到着すると、小ホールの方をちらりと見て、そちらには行かずに踵きびすを返す。ただし階段を上るのではなく、その横の通路へ入っていく。

　この階より下はないので、階段の下には三角形のデッドスペースが出来ていた。そこにはダンボールがいくつか置かれていたが、隙すき間まから中へと入り込むことが可能だ。そして中に入れば広くはないものの、外から見ている以上にスペースがあると朱音は知っている。

　何故なら一時間ほど前にここを整理したのは、他ならない朱音自身だ。

「っと、もう来てたんだ。そこは使えるままか？」

　やや上からの声に顔を上げれば、階段を降りてくる芽め依い里りの姿があった。彼女もここを整理するのを手伝ってくれたので、どういう状況かは知っている。

　一応、芽依里の後ろを誰かが追っていないかを確認してみたが、人影はない。長袖ティーシャツと短パン、そして野球帽といういつもの格好だが、この場では目立つ。そこにモデル級のスタイルと野性味のある美形と揃そろえば、野次馬根性を発揮する輩やからがいても不思議じゃないが、どうやら杞き憂ゆうで済んだらしい。

　朱音の隣となりに並んだ芽依里はその場にしゃがみ込み、階段下のダンボール箱の間に出来た隙間を眺めて、

「あたしはここで待機、だよな？」

「うん。ごめんね、退屈な役割ばかりで」

「別に。住む場所を用意して貰もらってるし、あんたが勝てばあたしにも取り分が入るし、構わないよ」

　こちらを見ないまま手をパタパタと振って応こたえる芽依里は相変わらずスタンスがハッキリしていて、朱音としてもやり易やすい。

「あとは誰かがここに来て居座るようなら知らせに行く……他になんかあったっけ？」

「いいや、大丈夫だよ。特には──」

　ない、と言い掛けた朱あか音ねは、脳裏に桐とう子この浮かない顔が過よぎり、

「そうだ。別件になるんだけれど、桐子ちゃんの様子が少しおかしいことに関して何か知らないかな？　木曜の夜辺りから、何だか態度が妙なんだ」

「木曜の夜って、あの計画の説明をした日だろ？　やっぱ桐子は気に入らなかったんじゃねーのか？」

「それもあるだろうけど、今考えると説明する前から違和感があったような気がしてね。わたしの部屋に来る前はキミの部屋にいたみたいだけれど、そこで何かあった？」

　芽め依い里りが原因、という線は考えていない。だとしたら彼女にも変化があって然しかるべきだし、桐子のぎこちない態度は明らかに自分へと向いている。

　だから自分の知らないところで朱音に関する何かがあったと思うが、情報が足りない。

「あー……もしかしたら、あれかもな」

「うん？　何か思い当たることでも？」

「あたしが部屋に帰った時にはもう桐子が居たんだけどよ。その前に、あんたの兄貴が来てたっぽいんだよ。電子カードを持って来たって」

「佳よし彦ひこが？　それは…………なるほどね」

　やっぱり訊きいてみるものだ、と朱音は頷うなずきながら思う。

「想像になるけど、佳彦から何か聞かされたのかな。過保護なのはもう諦あきらめているとはいえ、あまり余計なことを吹き込んで貰もらいたくないものだね」

　恐らく、芽依里の部屋を訪れた桐子と会い、ただの知り合い以上の関係性を感じ取ったのだろう。そして桐子が同情してしまうような何かを話したに違いない。

　生おい立たちを含めて人に話して楽しいような過去は殆ほとんどないというのに、困った義兄だと思う。あれも彼の優しさだとは分かっていても、だ。

　とはいえ、おかげで腑ふに落ちた。佳彦との会話、新しん城じよう翔しよう輝きと彼の妹、それに今回の件──全てが桐子の中で複雑に絡まり合い、普段の精せい彩さいを失わせているのだろう。

「今日のことが終わったら、桐子ちゃんとは話しておく必要があるかもね。常識人で優しい子だから、余計なことまで気にしてしまうところがあるし」

「まー、そうかもな。優しいってのはあんたもどっこいだと思うけど」

「おや、それは随ずい分ぶんと斬新な意見だね。キミにしたことや今日の計画のことを考えれば、全然当て嵌はまらないと思うけど？」

　意外な言葉が出て来たことに少し驚いて朱音が問うと、芽依里はにやりと唇を歪ゆがませて悪戯いたずらっぽく笑い、

「あんたは色々とぶっ壊れているけど、だからって優しくないってことにはならないだろ？」

「それは……どうも、ありがとう。そんな風に言ってくれたのはキミが二人目だよ」

「あー？　前にもいたのか？」

「少し言葉は違ったけど、佳よし彦ひこもね」

「うげっ。あいつと一緒かよ……」

　苦い飲み物を騙だまされて飲んだかのように表情を歪ゆがめて舌を出す芽め依い里りを見て、朱あか音ねはクスクスと笑う。どうやら義兄は随ずい分ぶんと嫌われてしまっているみたいだ。どうせ正論という名の小言の銃弾を降らせた結果だろう。

「さて、と……わたしはそろそろ行くよ。ホールに戻る前に、もう少し回らないといけない所があるしね」

「あー、了解。また後でな」

「うん、また後で」

　先程の件がまだショックらしく冴さえない表情の芽依里に別れを告げて、朱音は階上へと歩き出す。

　酷い目に遭あわせてしまった彼女からあんな言葉が貰もらえるとは思わなかった。嬉うれしい……というより、受け入れていいのか、複雑な気分だ。

　少なくとも、これから起こることで支障を被こうむる人間は、『優しい』だなんて絶対に認めてくれないだろう。

　だからといって、朱音には止めるつもりなど欠片かけらも無い。

　しばし建物内を歩いて目的の部屋の前まで行くと、コンコンとノックしてから朱音はドアを開き……

　晴れ舞ぶ台たいを演出する為の仕掛けを、動かし始めた。
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　用事を済ませて朱音が大ホールに戻ると、まだ九く宝ほう堂どう学園の順番は来ておらず、一つ前の学校が演奏していた。

　演奏途中でドアを開けるようなマナー違反はせず、近くの壁にもたれ掛かって終わるのを待っていると、やがて壁越しにくぐもって聞こえてきていた幾重にも重なった音色が消え、少し間を空あけて拍手が鳴り響く。

　それを合図に朱音は重いドアを開けて中へ入ると、壇だん上じようでは演奏を終えたばかりの生徒達が楽器を持ったまま立ち上がり、客席へと深々と礼をしているところだった。

　まともに聴くことは出来なかったが朱音も拍手を送り、退場する彼等を見送る。そうしながらも空いている席には着かず、ドアから近い壁際に立つ。似たように立っている人も何人かいて、彼等は取材の為かカメラを持っていた。手ぶらの朱音は少し浮いているが、別に声を掛けられることもないはずなので、気にしない。

　その場で壇だん上じようにいた学生達が舞ぶ台たい袖そでへと捌はけていくのを見送り、さらに待つこと一分少々の後で、

『──次は、私立九く宝ほう堂どう学園吹奏楽部による演奏です』

　アナウンスが流れるのとほぼ同時に左側の舞台袖から、見慣れた制服を着た一団が現れる。観客の拍手で迎えられた吹奏楽部の面々は規律正しく歩き、所定の位置まで行くと壇上に置かれたイスを動かし始めた。恐らく、前の学校とは楽器と人数構成が違うので、練習してきた通りに直しているのだろう。

　その様子を朱あか音ねは注視し、位置関係を確認する。大きく緩ゆるい弧を描いた壇上から左斜めに位置するここからだと、少し角度がキツいので、左側で演奏する人達は後頭部しか見えない。

　そして怜れい泉せん澪みおは先頭近くにいたので、右の端から三番目の後列にいる。指揮者の立つ台の延長線上に姿が見えるので、朱音は一歩だけ横に動き見えやすい場所に立つ。

　もう一人、久く我が山やま陣じんは左側の後列にいた。重そうな大きなチューバを持つ姿も、前を向かれてしまうと顔は見えず楽器が少し覗のぞく程度だ。

　澪は目が合ったのですぐに朱音の存在に気付いたが、恐らく陣は気付いていない。澪の方にまるで動揺が見られなかったから、わざわざ振り返ることもドアの近くを注視するようなこともなかったので、当然と言えばそうだ。

　ややあって演奏者全員の準備が終わり、客席もその空気を察してかあちこちから聞こえていた声が消えて行く。まだ指揮者は登場していないが、来たらいよいよだろう。

　奏者達は早くも指揮台の方へ体を向けて楽器を構えているし、まだマウスピースは咥くわえていないものの、表情は誰もが引き締まったものになっている。

　そんな中で、部長の怜泉澪だけは以前会った時と変わらぬ氷の表情だ。国際的なコンクールにソロで出場し入賞した経験、それにあの性格を合わせれば、これくらいの舞台なんて大したことじゃないに違いない。

　恐らく観客や審査員は、九宝堂学園吹奏楽部の演奏の中でも特に彼女の演奏を楽しみにして来た人が多いだろう。

「まあ──残念ながら、それは叶かなわないけどね」

　朱音が口の中でそう呟つぶやいた時、ホールの照明が一部落ちて薄暗くなる。壇上はライトで照らされているので、そこから近い朱音の場所はぼんやりと明るい。

　いよいよかな、と思うのとほぼ同時に、舞台袖から指揮者らしい女生徒が現れた。

　それを観客が拍手で迎える中、朱音は制服のポケットに左手を入れて、そこからある物を取り出して顔の横に持っていく。

　丁度指揮者が台の所まで到着したところで、演奏者の視線は全員彼女に向いている。怜泉澪も例外じゃない。なので必然的に澪の視界には朱音も映っているはずだ。

　彼女の視線が自分へも向けられていることを確認し、朱音はホッとする。もし無視をされるか暗くて何をしているか分からなかったら、計画を修正しなければならないところだった。

　きっと今、澪みおはこちらが何をしようとしているのか分からず疑問を抱いているだろう。何故なら朱あか音ねが見せつけるようにして手に持っているのは、『ＰｏＳ』で使う端末だからだ。既に電源が入っているので、薄うつすらと画面は発光している。

　どういうつもりなのかという彼女の疑問に答える為にも、朱音はもう片方の手もポケットに入れてから、同じように顔の横へと持ち上げた。

　取り出したのは──左手に持っているのと同じく、端末だ。ただしこちらはスマートフォン用のカバーが掛けられている。

「…………！」

　それを見た澪の目が微かすかに見開かれ、手にしていたフルートの位置が下がる。彼女にしては珍しい、ハッキリとした戸惑いと驚きがそこに感じられた。

　まあ、彼女の反応も当然だろう。

　何故ならこれは、怜泉澪の使用している端末だからだ。

　彼女の目は端末に釘付けになっていたが、それでも慌あわてふためいたりはしない。これだけでも称賛に値する精神力だ。

　だが、朱音の手番はまだ終わっていない。

　むしろ本命はここからだと指に力を入れ、澪の見ている前で端末の電源を入れた。

「っ……!?」

　画面が薄く発光したことでそれが伝わったらしく、どうしてとどうやってが入り混じった強い視線が飛んでくる。

　だが朱音はそれに応こたえることなく、画面を澪へと向けたまま自分の端末を素早く片手で操作し、音声入力ボタンを押し込みながら端末を口元へとやり、

「──《Attack》」

　呟つぶやきは、澪には届くはずもない。

　しかし彼女の端末の画面が再び発光したことで、何が行われたのか悟ったらしく、その手からフルートが零こぼれ落ちた。

　管楽器が床ゆかを叩たたく音が響き、観客席に礼をしていた指揮者も、奏者達も、そして観客の視線も、全てが澪に集まる。しかし澪はそれに全く反応せず、凝ぎよう然ぜんと朱音を睨にらむだけだ。

「……あの…………部長……？」

　普段を共にしている部員達にしても驚きよう愕がくの事態なようで、声を潜ひそめることも忘れて指揮者の女生徒が話しかける。

　それに対して澪は、キュッと強く唇を嚙かみしめて、

「──すみませんが、体調不良です。退席しますので、後は皆に任せます」

　唐突な発言に、部員だけでなく観客席もざわめく。一部からは悲鳴が漏もれた程だ。

　しかし澪みおは飛んでくる疑問の声に取り合わず素早くその場で一礼し、フルートを拾うこともせずに舞ぶ台たい袖そでへと早足で去っていく。

　その途中で狼狽うろたえる久く我が山やま陣じんに何か短く告げていたが、残念ながら朱あか音ねの耳には届かなかった。とはいえ、その内容は予想出来る。

「ここまでは上出来……かな？」

　独りごちて、朱音は自分の端末をポケットに戻し踵きびすを返す。

　すぐに近くのドアから通路に出て、ざわつくホールから遠ざかるように歩いていくと、別の通路から予想より早く飛び出してきた人物がいた。

「やあ、随ずい分ぶんと慌あわてているね？」

「っ、貴方は……！」

　背後から声を掛けると澪は振り向き、数歩の距離を空あけて対面する。

　お互いのんびり歓談している場合じゃないので、朱音にしては珍しく無駄話を省いて本題に入った。

「はい、これ。忘れ物だよ」

　言って、持っていた端末を澪へと投げて寄越す。

　しっかりと両手で受け取った澪は、一いち瞥べつしてそれが自分の物だと再確認し、唇を歪ゆがめた。

「……どうやって、こんな……！」

「さっきリハーサル室にお邪じや魔ましてね。『部長に言われて忘れ物を取りに来た』、と言ったら簡単に荷物を教えてくれたよ」

　荷物番は日頃から怜れい泉せん澪を絶対視している部員だったようで、何の疑いもなく指し示してくれた。予あらかじめスマートフォンを、と伝えておいたので、端末をちらりと見せてもお咎とがめなしで、容易に持ち出せた。

　ただ、種明かしをしても澪の表情に僅わずかに混ざった苛いら立だちは消えない。まあ、質問と回答が微妙に不一致なのだから、そうなるのも当然だが。

「私が訊ききたいのは……！」

「ああ、知らなかったみたいだね？　確かに端末の操作は登録した本人にしか出来ない……でもご覧の通り、電源を入れるだけなら誰にでも出来るんだよ」

「…………っ」

　唇を嚙かみ締める澪だが、そこに怒りの色は見えない。どちらかというと自らの失態を悔いている感じだ。

　ソロプレイヤーならともかく、リアルで協力しているプレイヤーがいるのなら、試す機会はあったはずだ。しかし彼女はそうしなかった為に気付かず、端末を普通の貴重品程度の扱いしかしなかった。他者の端末を破壊するような行為はチップを取るのと同じく失格行為なので、余程のことがなければそこまでの警戒はしない。

　その油断が生んだ結末がこれだと、彼女は後悔したのだろう。怒り狂ってくれた方が朱あか音ねとしては楽に状況をコントロール出来るのに、つくづく厄やつ介かいな相手だ。

　しかも後悔も動揺も既に表情からは消え失せていて、端末を握った彼女は身を翻ひるがえし、

「……時間がありません。無駄話はここまでです」

「そうだね。続きは向こうで……火花を交えながら、ね」

　朱音が最後まで言い終わる前に、澪みおは走り出していた。余よ韻いんもなく決戦前の雰囲気も台無しだが、《Attack》から三分後には強制的に『潜界ワールドダイブ』してしまうので、一秒でも早く意識をなくしても安全な場所に隠れたいはずだ。

「……ま、わたしもグズグズしていられないしね」

　意外な速度で澪が走り去っていったが、朱音も遅れて走り出す。目指すは先程も行った地下一階の、階段下だ。

　軽快に階段を降りてそこに行くと、壁にもたれ掛かり腕組みをした芽め依い里りが待っていて、親指で隙すき間まに『入れ』と示す。朱音が入ったらダンボール箱を微妙にずらし、隙間をなくしてくれる予定になっている。

　目と笑みで彼女に礼を伝え、朱音は素早く身を屈かがめて隙間に入り込み、すぐに奥に出来たスペースに到達する。そこには先客がいて、膝ひざを抱えて座り込んでいた。

　端末を片手に持った桐とう子こはちらりと入って来た朱音を見て、

「……その様子だと、成功ですか？」

「うん。もう時間が無いから続きは向こうで、ね」

「……分かりました」

　まだ何か言いたそうな様子ではあったが、本当に時間は無い。

　床ゆかに敷しいたシートの上で桐とう子こが横になり、端末を口元に近付けるのを見た瞬しゆん間かん、朱音の意識は急速に遠のいていき……

「──『潜界』」

　微かすかに聞こえたその声を最後に、視界は完全にブラックアウトした。
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　いつも通り仮想空間内で無事に目を覚ました朱音がまずしたのは、場所の確認だった。

　立っていたのは多目的ホールの正面玄関前。現実とは違い雨は降っていないが、既に日は落ちているので空は暗い。

　しかし電気は通っていて、今は現実でホールが使われている為か、建物の明かりは点ついた状態だった。

　正面玄関のガラス戸から漏もれる光に朱音が目を細めていると、すぐ隣となりで淡い発光が始まり、瞬またたく間に光は大きなものとなり……ややあって、人間サイズにまで収束し、光が消えた時にはゴスロリ風のドレスを身に纏まとった眼帯少女がいた。

　すぐに目を開けた彼女は周囲を見回し、

「……《ｆ》の姿が見えませんね」

「そうだね。恐らく、時間切れで『潜界ワールドダイブ』したわたしよりも先にこっちに来たんじゃないかな。建物内で『潜界』したのなら、その入り口の前に飛ばされるはずだし」

　同じく時間切れなら同時に現れるはずなのに、ここにはいない。ならば答えはそれしかないだろう。

　どこに行ったか、なんてことは口にせず、朱あか音ねは建物の中へと繫つながるガラス戸を見る。

「……まず間違いなく、中だろうね。彼女のスキルは狭い空間の方が生きるから」

「ならば追いましょう。すぐに」

　そうせっついてくる桐とう子こからは、現実世界での迷いは感じられなかった。完全に吹っ切った訳では無いはずだが、それでもこうしてしっかりと動いてくれるのだから、パートナーとしては申し分が無い。

「そうだね。《ローズマリー》、先行するから付いて来て」

　頷うなずいた朱音はガラス戸を開け、ホールの中を走る。自分達以外は誰もいないので、走れば足音が響く。相手に追跡が気付かれてしまうが、そこはどうでもいい。

　何故かというと、澪みおが取る行動は大体読めている。そしてその行動は、こちらがどう動くかはあまり関係がない。

　朱音は迷わず無人の通路を駆けて行き、『潜界』する前にも使った階段を降りて地下階へと向かう。

　到着した地下フロアは小ホール以外には自動販売機のある休きゆう憩けいスペースと喫煙スペース、それとトイレくらいしか設備がない。ホールの客席数も大ホールの半分程度なので、全体的に造りは小さく、地下ということもあり天井の高さもやや低い。

　通路は二階と同じくホールを囲むように繫がっているが、地下ということも手伝い幅は狭くなっている。そして構造上の問題なのか、ホールの一番奥の両サイドに当たる通路が一番狭まっているようだった。

　そして朱音達がそこに差し掛かると、

「……っと、いたね。やっぱりここだった」

　予想通り《ｆ》の姿がそこにあった。三人並べば塞ふさがってしまう通路の真ん中で、一人静かに佇たたずんでいる。

　それを確認し、朱音達は透明な壁越しに彼女と対たい峙じした。

　こちらと向こうを隔へだてるようにして、通路は分厚い氷の壁に塞がれている。しかも厚みは一枚の壁というより、核爆発を防ぐシェルターの隔壁といった方が正しい厚さで、二メートル以上はありそうだ。

　高さは朱あか音ねの目線よりも高く、上は少し空あいているが、しゃがんでならともかく立って歩ける程のスペースはなく、そもそもあの高さに上るのも難しい。

「もう陣地は構築済み、ですか」

「その様だね。だろうとは思っていたけど」

　桐とう子この言葉通り、これは澪みおがスキルで作り上げた防壁だ。恐らくは反対側の通路も同じように塞ふさがれている。

「《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》で多少の壁なら破れる……とはいえ、流石にこれは無理だね。連発していればいずれは削りきれるのだろうけど、その前に追加で氷壁を作られれば終わりだ」

「……上からの攻撃は出来ますが、角度が厳しい分簡単に避よけられてしまうでしょうね」

「おまけに、氷の上に乗ったら最後、接地面を凍こおらされて身動きを封じられる。見事なまでに打つ手無しだ」

　白旗を揚あげるような発言を軽々しくすると、朱音は続けて氷壁の向こうにいる澪へと語りかける。

「決着をつけに来たっていうのに冷たいね。キミからしたら不本意だったかもしれないけれど、面白味に欠けるよ？」

「私には無関係な話です。噓うそまで吐ついておきながら貴方の詰めが甘かっただけですから」

「噓？　……ああ、演奏会までは休戦って言ったことかな？　ちゃんと演奏会が始まるまでは我慢したじゃないか。始まってからどうするかは約束していないしね」

「……詭き弁べんですが、いいでしょう。後悔は明日にでもして貰もらいます」

　確かに、自分達のスキルではこの氷壁を崩しきることは出来ないだろう。澪を孤立させ『潜界ワールドダイブ』させるまでは上手くいったが、このまま切り抜けられたら何の意味も無い。

　状況を膠こう着ちやくさせた澪は、既に『界帰マインドアウト』の手続きを終えているだろう。あと七分か八分、それだけ時間稼かせぎが出来ればいい訳だ。そして明日、改めて《ポーン》のいる状態で仕掛けて来るつもりでいる。

　……ただし。そんなことを易やす々やすと許すつもりなんて、朱音には毛頭無い。

「キミが吹奏楽部の活動を重視しているのは分かっていたから、あのタイミングで《Attack》を仕掛ければ《ポーン》を置いてきてくれると確信していたんだけどな」

　事前に演奏する曲目を調べ、二人構成のフルートはともかく、一人しかいないチューバが抜けてはソロも含めて多くの問題が起こると知っていた。だから澪ならば部長としての役割を優先させ、陣じんを残してくると想定しての作戦だ。

「なかなかどうして、作戦通りにいっても全部上手くはいかないものだね。吹奏楽部の皆は、可哀相に」

「……可哀相？　外げ道どうな行いをした貴方が言うのですか？」

　声こわ音ねも、『ブラインドマスク』で隠された表情も変わらないままだが、それでも刺すような鋭い怒りが届く。押し殺し切れていない感情が、仮想空間でも肌が粟あわ立だつような感覚となって伝わって来る。

　だが、朱あか音ねがそれに応じて見せるのは焦りでも動揺でもなく、同情の意味合いの強い哀あい憫びんの表情だ。

「勿もち論ろん。だって彼等は、キミが部長のせいでアクシデントに巻き込まれたんだから」

「……第三者が言うのならばともかく、仕組んだ人間が吐くセリフとしては、正気を疑わざるを得ません」

「わたしが悪いっていうのかな？　どうして？　責任ある立場なのにこんな『ゲーム』に参加する部長が悪いに決まっているじゃないか」

「……っ！」

　澪みおの唇が強く結ばれるのが、透明な氷の壁越しに見て取れた。

　それでも朱音は言葉を止めない。

「わたしだって無関係な人達を巻き込むつもりはないよ。プレイヤーの身内にだって手を出さない。でも、自分の望みを叶かなえたいが為に参戦した人間を、周囲の人達を巻き込むからっていうのは攻撃しない理由にはならないさ」

「…………彼等に直接的な責任はないのに、ですか？」

「勿論。だってそんな人間を部長に据えているのは、他ならない彼等だよ？　ただまあ、同情くらいはするさ。独り善がりな部長のせいで可哀相に、って。これまでの練習も、得られるはずの評価も、全て台無しにされて……ね」

　ゆっくりと首を横に振りため息を吐つく朱音に、澪は何も言い返してこない。

　反論の余地などいくらでもあるだろう。頭の良い彼女なら、あんな言いがかり同然の論法に切り返せないはずがない。

　なのに黙ってしまったのは……その通りだと、ほんの僅わずかでも思ってしまったからだ。受け入れて自責してしまった以上、否定の言葉は空そら々ぞらしいだけで、自分すら騙だませない。

　目の前の氷壁同様に難攻不落な澪が揺らいでいるのを、朱音はハッキリと感じた。

　だからこそ、ここで一気に勝負を賭かけに動く。

「さて……このままだと時間切れで逃げられてしまいそうだけど、じっと指を咥くわえて待つのも退屈だし。折せつ角かくだから、ちょっとした雑談でもさせて貰もらおうかな」

「っ……《シレン》、本当にあの話を……」

「するよ。でないと逃げ切られそうだからね」

　まだ踏ふん切りが付いていないと分かる桐とう子この言葉に即答すると、彼女は唇を嚙かみ締めて押し黙った。善良な子だから、やはり気が咎とがめるのだろう。

　台本にはないやり取りだったが、おかげで自分の世界に沈みかけていた澪の意識がこちらに向けられたようで、訝いぶかしげな視線と共に冷ややかな声が放たれる。

「この状況を破る秘策でもあると？　私を逆上させようというのであれば、徒労に終わるでしょうが」

「そんなことはしないよ。でも結果的に、その氷壁はキミの方から解除するだろうけどね」

「……天あま岩のい戸わとのように、踊ってみせるつもりですか？」

「いいや、さっきも言った通り雑談をするだけだよ。ちょっと一方的なお喋しやべりになってしまうかもしれないけど、そこはキミ次第だね」

　軽口に澪みおから大した反応はなく静かに視線が注がれるだけだが、朱あか音ねは構わず続ける。

「この前の水曜に《ショーキ》こと新しん城じよう翔しよう輝きがプレイヤーだと判明して、少しばかり彼のことを調べ直したんだよ。それと《ローズマリー》が偶然に大学で彼と会い、話をした時のことを加味して考えてみたら、どうにも疑問が浮かんできてね」

「……彼の願い、ですか？」

「惜しいな、それもだけれどメインじゃない。一番気になるのは、どうにも彼が『ヒーロー』として扱われるのを納得していないってことだよ。そう呼ばれる自分を唾だ棄きしている節ふしすらあるね」

　これは憶おく測そくというより、朱音の中では確定事項だ。桐とう子こと彼の会話内容を教えて貰もらわなければそこまでは感じなかったが、聞いた今は間違いないと断定出来る。

「まあ、『ヒーロー』と呼ばれる切っ掛けでサッカー部の仲間を裏切ったと感じている部分が強いのだろうけど、それにしたって自じ虐ぎやく的てきだ。だからちょっと、その事件のことが気になってね。色々と探ってみたんだ」

「……それで？」

「彼が起こした暴行事件……数人の男に襲おそわれかけていた女の子を助けたという美談として広まっているけれど、警察に被害届は出ていない。女の子からも、過か剰じよう防衛と言われる程の怪我を負った卑ひ劣れつな男達からも。しかも男達に至っては、全員病院から退院した直後に新しん湘しよう南なんタウンから引越しをしていなくなっている」

　なみえがくれた資料に依よれば、被害者の女の子は翔輝が犯人達とやり合っている間にいなくなったという。なので男達は直接的に訴えられることも逮捕されることもなく、むしろ翔輝の方が暴行で訴えられていてもおかしくなかったはずだ。

　しかし男達はそれをせず、逃げるように学園や新湘南タウンから消えた。恐らくは翔輝と、世間の声が怖かったからだろう。

「新城翔輝が『女の子を助けた』というのは分かる。でも、彼にやられた男達の怪我は贔ひい屓き目めに見ても重傷だ。全員が何かしらの骨折をしているし、新城くんも拳こぶしに罅ひびが入っていたらしいからね。どれだけ怒っていたかが窺うかがい知れる……にしても、やりすぎだよ」

　性た質ちの悪いナンパから襲おそわれかけていた女の子を助ける為とはいえ、一人は内臓に大きなダメージがあって下手をすれば死んでいたかもしれないくらいだ。

　翔しよう輝きは決して粗暴な人間じゃない。サッカーでは攻撃的なポジションだし、性格的にも弾はじけやすいタイプだが、数々のトラブルに巻き込まれても彼が暴力を振るったという話は、あの一件以外に聞いたことがない。

　そこまで翔輝が怒った理由が、朱あか音ねには分からない……が、想像でいいなら一つだけ思い当たる。

「新しん城じようくんがそこまで怒って、皆からの『ヒーロー』扱いを良しとしないのは──襲おそわれていた女の子は未遂では済んでいなかったから、じゃないかな。《ｆ》、キミはどう思う？」

「……知りません」

「そうかい？　この仮説なら納得出来るんだけどね。新城くんが怒るのも、肝心の被害者が消えたのに彼が訴えられなかったことも。それなりの痕こん跡せきは残っていただろうし、ちゃんと調べれば噓うそを吐ついても一発で分かる」

　ただしこの場合も、合意の上だったと言われてしまえば翔輝が不利になる。だが、犯人達がそうしなかった理由も分かる。入院が必要なまでに暴行された時に植え付けられた恐怖は、下手な誤ご魔ま化かしすら出来なくさせるものだったのだろう。

　まあ、これらは全部朱音の想像で、妄もう想そうと笑われてもおかしくない。

　──だからそれが真実に迫っているという確信を得る為に、昨日と一昨日は動いていた。

「ところで、不ふ埒らちな男共だけれど。引っ越してしまって既にこの島にはいないって、キミは知っていたかな？」

「そんなことを私が知るはずが……」

　すぐに否定しようとした澪みおだが、途中で言葉を止める。

　そして無感情な瞳ひとみが、その場にあるはずのないものを見つけたように驚きに染まった。

「…………貴方……まさか……?!」

「流石に聡明だね。言った通り、調べたんだよ。どこの誰があの事件を引き起こした馬鹿なのかもね」

　関わっていた人達は翔輝を除けば、学内で実名が噂うわさになったことはない。事件のことは翔輝が部活を辞めてから一気に話題となったが、一週間近く時間が空あいている。話題の中心である『ヒーロー』のことは皆が知っていても、義ぎ憤ふんに駆られて愚かな犯人達を炙あぶり出そうとする者はいなかった。

　──ただ一人、宇う都つ々つ木ぎなみえという変人を除いて。

　事件が起きたと思われる日は定かとなっていないが、その前後に入院した人物と、後に引越しをした人物の中で重なる数人を見つけ、彼等が揃そろって入院した日に事件が起きたと推測するところまで彼女は調べ上げていた。そして彼等の引越し先もだ。

　だからなみえと、彼女から情報を引き出した朱音は彼等の状況を知っている。

「事件が起きたのは去年の四月某日午後八時半過ぎ、場所は体育用具室の隣となりにある倉庫。婦女暴行に直接参加していたのは三人、見張りが一人。部活の自主トレでたまたま近くを走っていた新しん城じようくんは漏もれてきた声を聞いて倉庫に行き、夜中に倉庫前にいる怪あやしい生徒を見掛けたことで事態を把握した……とまあ、こんな流れだったらしいね」

　入院せずに済んだのは、この見張り役の生徒だけだったようだ。それでも鼻骨と頰ほお骨ぼねに罅ひびが入ってしまい、顔はかなり腫はれていたと資料にはあった。

　まあ、その辺りのことはどうでもいい。肝心なのは、こちらが知っているのがブラフではないと澪みおに認識させることだ。

　そしてその成果は表情……からは分からないが、明らかに雰囲気は先程までとは違っていて、目もく論ろ見みは成功したと思っていいだろう。

　あとは畳たたみ掛けるだけと、朱あか音ねは口元に深い笑みを湛たたえ、

「ちなみに犯行に参加した四人の内、一人は事件の少し前まで空手部にいたみたいだけど、残りの三人は元々吹奏楽部に在籍していたらしいね。そこで、当時も部長だったキミに訊ききたいのだけれど──」

「……なんでしょうか？」

　ここに至っても表情は崩さず、静かに時間切れを待つ怜れい泉せん澪に、朱音はにこやかに微笑ほほえみを向けて、




「事件が起きたと思われる日の、その次の日にキミが学校を休んだのは……偶然かな？」




　その一言にも、怜泉澪は表情を変えない。聡さとい彼女のことだから、もうこの結論を導き出していると気付いていたのだろう。

　むしろ変化があったのは朱音の隣となりでじっと佇たたずんでいた桐とう子こで、辛そうに顔を顰しかめている。事前に話しておいたので驚きはないはずだが、それでも何も感じずに済むほど不感症ではないらしい。

　確かに楽しい話では無いことは間違いないが、朱音は笑みを浮かべたまま続ける。

「中等部に入ってから、キミが公休以外で休んだのはその日だけらしいね。何でも急な発熱が原因だと聞いたけれど……さて、本当にそうだったのかな？」

「そうです。貴方が信じるかどうかは別ですが」

「うん、まあ信じられないよね。キミが被害者の少女だという状況証拠は、過か剰じようなくらい揃いすぎているし」

　朱音がなみえに頼んで調べて貰もらった事件に関してのこともそうだが、陣じんの異常なまでの献けん身しんも、そうだとすれば腑ふに落ちる。

　元空手部の男というのは、陣じんがリンチまがいの稽けい古こで倒した相手の一人だ。空手部を辞めさせられた原因……とその男が逆恨みをしていたのが犯行に加わった理由なら、元を辿たどれば陣じんの恋心が原因ともいえる。

　だから陣は恋愛対象としてではなく自分が全てを捧ささげて償つぐなうべき人として接しているのかもしれないし、襲おそわれた経験から登下校を一緒にしていると考えれば……見事にこのジグソーパズルは完成する。

　澪みおが部長に就ついたこと、彼女の方針に不服で部を辞めた生徒は少なからずいた。そこに新たな火種が加わった結果、悲劇が起きても……仕方ないと言うつもりはないが、なくはない話だとは思う。

　朱あか音ねとしても同情する……が、『ゲーム』を優位に進める為に使えるのならば、それに躊躇ためらいは無かった。

「ところで、今日はキミと決着をつけるつもりで臨んだのだけれど……この調子だと時間切れで終わってしまいそうだね。残念だよ」

「…………何が言いたいんですか？」

「いや、別に。ただ、そうなると──憂さ晴らしに根も葉もない噂を流したくなるかもしれないってだけだよ」

「……っ！」

　朱音の言葉に反応したのは、またしても隣となりにいる桐とう子こだ。こんな脅きよう迫はくめいたやり口、彼女なら絶対に許せないはずだから仕方がない。

　問題は澪の方だが、やはり表情は能面を被ったように変わらないまま。

　──ただし、目の奥には暗い炎が灯ともったように、苛いら立だちの含まれた怒りが見えた。

　その反応だけで朱音には十分だ。さり気なく左耳に付けたイヤリングを触り、状況を打開する決め手を放つ。

「まあ、わたしとしてもゴシップのばらまきなんて面倒なことはなるべく避さけたいからね。このまま勝負をしてくれて、わたしかキミか、どちらかが脱落したらさっきの話は忘れる……なんてどうかな？」

「……貴方の言うことを、今更信用しろと？」

「それはキミに任せるよ。わたしとしては金輪際あの話は持ち出さないし誰にも漏もらさないと約束するくらいしか出来ないしね」

　軽く肩を竦すくめ、朱音はちらりと桐子に視線を送り、

「さあ──どうする？」

　朱音がそう訊いた次の瞬しゆん間かん、二つの動きが同時に起こった。

　それまで動かずにいた桐子が身を翻ひるがえして後ろへと走り出し、それに合わせたかのように目の前にあった氷の壁が一瞬にして消え失せる。

「それがキミの選択、だね」

　笑みを深めて呟つぶやきながら、朱あか音ねもパートナーに続いて駆け出す。走る直前に見た澪みおの姿は端末を口元に持って行っていたが、あれは恐らく『界帰マインドアウト』を解除するつもりなのだろう。

　ここまでは上手くいった、と先行している桐とう子こを追いながら、朱音は頭の中で状況を整理し直す。

　怜れい泉せん澪が事件の被害者だったことは、ほぼ間違いないと分かっていた。その際に価値観に傷でもついたせいか、あんなにも易やす々やすと体を売るような真似をしたのだろう。

　ただし、あの事件のことを気にしていないのかといえば、それはまるで別の話だ。

　もし周りに知られていいと思っていたのなら、新しん城じよう翔しよう輝きに素す性じようをばらし、協力を迫るということも出来た。彼ならば本来背負わなくてもいいはずの責任を取って、自分の願いを諦あきらめて澪の傘さん下かに入ってくれたはずだ。

　だから朱音は事件の被害者だったことを秘密にしたがっていると推測し、孤立させた上に戦う為の策に利用すると決めた。防御に専念されれば二対一でも傷一つ付けられず逃げられる可能性が高かったので、積極的に交戦してくれる状況を作る必要があった。

　あれでもし『噂うわさを流さない代わりに抵抗せず倒されろ』と言っていたのなら……恐らく、澪はそのまま『界帰』していただろう。そして戦場を現実世界に移してどんな手を使ってでも朱音達を倒し、口封じを目もく論ろんだはずだ。

　ただの交戦だからこそ受けてくれた。約束した以上は守られるという信用も手伝ってだ。

　ここまでは計画通り、順調にいっている。今も事前に打ち合わせた通り、先行し通路を走り抜けた桐子が小ホールのドアを開き、中へと入り込んでいる。

　朱音もそれに続き、扇おうぎ形がたになった観客席を下って行き、舞台の前まで辿たどり着いたところで振り返った。少し離れた左手側には、既に《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》を発動させた桐子の姿がある。

　そして座席に挟まれた階段状の通路の先、開けたままだったホール正面のドアから、怜泉澪がゆっくりと入って来た。

「さて、と……ここからが本番、だね」

　謀ぼう略りやくで『潜界ワールドダイブ』させ、交渉で戦闘に持ち込めた。しかし、策でどうにか出来るのはここまでで、後は純粋に戦うしかない。

　他の相手なら幾重にも張った罠わなに嵌はめるところだが、『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』という傑けつ物ぶつ相手には生なま半なかな罠は通用しない。出来るとしたら、精せい々ぜいいくらか動揺させて勝率を上げるくらいまでだ。

「……《炎鎖の魔女》」

　朱音も右手に炎えん鎖さを生み出し、階上からこちらを睥へい睨げいする澪に対して半身に構える。本当なら高い位置を押さえておくべきなのだろうが、それよりも広い場所で戦うことの方を優先したので、仕方が無い。

　一方の澪は位置的には優位だが、二対一。しかも時間内──日曜のプレイングタイムは十八時までだから、あと二十分も経たたずに終了となる。それまでに決着を付けなければ、自身の秘密を暴ばく露ろされてしまうかもしれない。

　焦りがミスに繫つながってくれればいいが……期待はするだけ無駄だろう。そんなに甘い相手なら、そもそもここまでしなくても勝てる。

「さあ……気合いを入れていこうか……！」

　声をホールに響かせるのと同時に朱あか音ねは炎えん鎖さを思い切り投げつける。それが開幕の合図となって、桐とう子こも炎鎖を片手に走り出した。

　一方、澪みおは慌あわてず騒がずゆっくりと階段を降りながら、スキル名を呟つぶやく。

「──《氷焉ノ刻エンド・ワールド》」

　静かに響いた声に応こたえて、彼女の足下が凍こおり付いていく。それだけに留まらず、正面には瞬しゆん時じに一枚の氷壁が迫せり上がってきて、朱音の放った炎鎖を防ぎ共に砕け散った。

　それに少し遅れて、横へと回り込んだ桐子が数歩分の間合いを取りつつ、炎鎖を横よこ薙なぎに振るった。

「……はぁっ！」

「無駄です」

　短い言葉と共に、澪は端末を持ったまま右手ですぐ近くの座席に触れる。するとそこから一瞬にして氷の壁が出現し、向かってきた炎鎖を受け止めた。

　炎鎖と氷壁はそれで消滅したが、すぐにまた氷が生えてくる。しかも今度は壁ではなく座席ごと刺とげ々とげしい氷の塊かたまりとし、そのまま桐子のいる場所へと伸びていく。

「くっ……《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》！」

　その場から飛び退のきながらスキルを使った桐子は、炎鎖を投げつけ氷を打ち払う。やはりプレイヤーから離れれば離れる程威力は減るらしく、氷が消え失せても炎鎖は残り、座席が焦げ付く嫌な匂いが立ち上った。

　その様子を朱音は黙って見ていた訳ではない。先制攻撃を防がれてすぐに桐子とは反対側から回り込んで挟はさみ撃うちを狙ねらいつつ、炎鎖を生み出し近くの座席の下側へと打ちつけた。

　狙い通りに座席の下部を破壊して分断させると、今度はシートに炎鎖を巻き付ける。最初は焦げるだけだったシートだが、幾重にも巻き付いた鎖くさりから火が燃え移り、パチパチと音を立てて燃え始めた。

　シートが火に包まれたのを見計らい、朱音は端末を胸に突っ込み、両手で炎鎖を握って全身の力を使って壊こわれた座席を振り回し、

「これはっ……どうかな?!」

　桐子へと追撃しようとしていた澪に、燃えたシートごと炎鎖を投げつける。非力が災いして大した速度は出なかったが、ちゃんと澪へぶつかるコースで飛んでいった。

　振り向いた澪は燃える塊にまるで動じず、しゃがみ込むのと同時に氷壁を展開する……が、炎鎖だけならばともかく壊れた座席という質量に負けて氷壁は打ち砕かれ、飛び散った破片が澪みおに降りかかった。

　そしてタイミングを合わせて桐とう子こが炎えん鎖さを飛ばすが、座席が邪じや魔まになり姿が見えなかったのか、既に移動していた澪には当たらない。朱あか音ねが追撃で投げた炎鎖はまたも氷壁に防がれ、なかなかダメージを与えられない。

　しかも攻撃に気を取られていると床ゆかを氷が浸食してくる。事前に気付いた朱音は座席を乗り越えて移動するが、氷の勢いが止まらないので仕方なく炎鎖を生み出し、床に投げつけた。

　スキル同士が潰つぶし合い、どうにか足を氷こおり漬づけにされる事態は避さけられたが、その間にもあちこちから氷の壁が出現し、攻撃ルートも回かい避ひルートも潰つぶしにかかってくる。

「全く、厄やつ介かいなスキルだね……！」

　思わず愚ぐ痴ちが漏もれるくらいに、澪のスキルは攻守に隙すきが無い。特に防御面で優秀で、二対一なのに攻めあぐねている。

　氷壁と足下を凍らせる氷の蔦つただけならばまだしも、下から氷柱つららのように尖とがった氷で攻撃までしてくる。刺し貫かれる程の鋭利さはないが、まともに食らえばかなりのダメージになるのは間違いない。

　何度となく炎鎖を生み出し対処はしているものの、劣勢が続いている。炎鎖の一撃が入ればそのまま決着となるだろうが、中央を歩く怜れい泉せん澪を追い詰めるどころか、逆に行く手を阻はばまれる始末だ。

　客席と舞ぶ台たいの間まで戻されてしまった朱音は迫っていた床の氷に炎鎖を投げて浸食を阻みながら、やれやれとため息を吐つき、

「参ったね、本当に。あのスキル、ちょっと強力過ぎるんじゃないかな」

「何を吞のん気きに愚痴っているんですか?!　これだけ非道な真似をしておいて勝てなかったら、情けなさすぎて嘲あざ笑わらうことさえ出来ないです」

　いつの間にか桐子の方も逃げてきて、二人で舞台の近くまで追いやられた形になる。澪の姿はいくつかの氷壁で見え難いが、中央の通路を半ばまで進んだ辺りだろう。

　走れば距離は詰まるが、そうしないで歩いて迫ってきているのは、

「どうやら彼女のスキル《氷焉ノ刻エンド・ワールド》は、体の一部が触れているところから氷を発生させるみたいだね。床を伝わる速度は、歩くのより少し遅い程度……そんなものかな」

「広こう範はん囲いにではなく、直線距離ならもう少し速いと見ました。氷の壁はすぐ近くにしか作れないみたいですし……」

「下からの串くし刺ざし攻撃は、一度氷を張った後じゃないと出来ないみたいだね。それでも十分に強力だけど……っと」

　話しながら朱音は《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》を発動させ、澪へと投げつける。あっさりと出現した氷の壁に阻まれるが、やらなければ床で範囲を広げる氷の浸食が止まらないので、黙って見ている訳にもいかない。

「決死の覚悟で近寄ることは出来なくもない……けれど、《風刃シルフ・ザ・リツパー》だっけ？　あれを不意打ちで使われたら、カウンターでやられるだろうね。何しろ見えない刃やいばだもの、無言で使われたら発動すら読めない」

　普通なら戦せん闘とう中ちゆうに二つのスキルを端末使用するのは不可能に近い……が、澪みおにはそれが可能だと以前の一件で分かっている。しかも《氷焉ノ刻エンド・ワールド》は音声入力で使用しているのだから、もう一つの方は画面を指先で突くだけでいい。

　向こうからの攻撃を防ぐだけならどうとでもなる。しかし向こうのスキルは、どちらかといえば防御力が厄やつ介かいだ。こちらの攻撃も全て通じない以上、ジリ貧になって不利なのは朱あか音ね達の方だ。

　座席が陰になって少しは隠れられるようしゃがみ込んだ朱音は、近くで同じように潜ひそむ桐とう子こに苦笑を見せ、

「全く……こうなるだろうとは分かっていたけれど、想定より少し悪いね。もっと焦ってくれてもいいのに、可愛げがないな」

「頭の悪いことを言う余裕があるなら建設的な打開策を考えて下さい。このままだとあの作戦は──」

「不発に終わるだろうね。落ち着いて対処されないよう、揺さぶらないと」

　事前に話し合い組み上げた攻略手順を満たすには、澪から余裕を失わせる必要がある。

　となれば……やるべきことは、一つだけだ。

　あっさりと決断した朱音は桐子に向けて笑みを作り、

「わたしが彼女の気を引くよ。桐子ちゃんは後ろから援えん護ご射しや撃げき、よろしく」

「な……先せん輩ぱい!?　そんな、一人では無理ですっ！」

「ここでは《シレン》だって。大丈夫、倒しに行くって言ってるんじゃないよ。あくまでも気を散らせるだけだから。あれを実行する為の仕込み、よろしくね」

　言って、朱音は端末を片手に立ち上がる。そして牽けん制せいがてら炎えん鎖さを生み出して澪に投げつけると、桐子に視線で合図を送った。

　まだ少し戸惑いは残っているみたいだったが、頼りになる後輩は意を決して立ち上がり、そのまま後ろの舞ぶ台たいへと駆ける。小さな体で精一杯ジャンプしてどうにか壇だん上じように這はい上がると、舞ぶ台たい袖そでに近い緞どん帳ちようの陰に隠れた。

　それを見届けた朱音は再度炎鎖を放ち、どうなるかを見ないで同じく舞台上へと飛び乗る。ひらりと、なんて格好良くはいかなかったが、無様に落ちなかったので問題ない。

　舞台に上がった朱音は桐子のように隠れはせず、その場でゆっくりと振り返り、

「……うん、舞台上の景色はなかなかいいね。ここから満員の観客の前で演奏する気分は格別だろうな」

　左手で庇ひさしを作り、客席を見渡しながらそう言うと、意外にも返答があった。

「皮肉ですか？　私からその機会を奪ったのは貴方でしょう」

　砕けた氷壁の向こうから歩を進める澪みおは、気が付けば『ブラインドマスク』の帽子が無くなっていて、素顔がさらけ出されていた。互いに素す性じようは知れているからか、澪は帽子を拾うことなく進む。

　そこに後方から、炎の鎖くさりが縦回転しながら飛んでいく。しかし澪が微かすかに唇を動かすだけで氷壁が迫せり上がり、炎えん鎖さの一撃を受けて壊こわれた。

　その様子を見ながら朱あか音ねは右手を挙げて桐とう子こに一時ストップの合図を出し、

「自業自得……なんて言うと、怒られちゃうかな？」

「いいえ。どうあれ、貴方を『撃破ブレイク』するのは変わりませんが」

「そうだね、わたしもこの場で倒すつもりなのは変わらないよ。でも、その前にちょっとだけ確認しておきたいことがあるのを思い出してさ」

　両腕を広げて悠然と喋しやべる朱音に対し、澪は微かに眉まゆを動かし、歩みを止めた。

「……今更ですか？　この期ごに及んで策を講じるだけ無駄です」

「まあ、ね。キミのスキルとわたし達のスキルで戦えば、結局は削り合いの我慢比べだ。それに、下手に頭を使ったところで他ならないキミが相手なら逆手に取られてしまいそうだしね」

「それでも罠わなに嵌はめる自信があるから話しかけている……そうでしょう？」

「わたしのことを理解してくれているのは嬉うれしいな。そうと分かった上で無駄だと言い切る辺りも、好ましいよ」

　親愛の笑みを浮かべるが、澪が応じてくれるはずもない。

　だが、動きだけでなく氷の侵食も止まっている。いくつかの氷壁は自然と瓦が解かいしているし、今はスキルを継続使用していないのかもしれない。

　さり気なくそれらを確認した上で、朱音は澪と対たい峙じする。まだ十メートル近く離れているし、高低差も舞ぶ台たいに乗った今はこちらが有利だ。その上、中距離攻撃ならば朱音達の炎鎖に分があるので、あちらも慎重になってくれるだろう。

　ただし、及び腰になる相手じゃない。なのに止まったということは、何か企んでいるのはお互い様だということだ。

　それらを全て理解した上で、朱音は状況を打開する為に揺さぶりをかける。

「ほら、この前も言った通り、わたしには勝者が叶かなえて貰もらえるという願いが特になくてさ。折せつ角かくだから、キミの願いを代わりに叶えてあげるのもいいかな……なんて思ってるんだよ。倒させて貰うお礼代わりにね」

「不要です。私が勝ち残り、自分で叶えますので」

「まあまあ、そう言わずに。別にキミの願いを教えてくれ、って言っている訳じゃ無いんだ。こっちで少し予想してみたから、それが正解だったらファンファーレ代わりに拍手でもしてくれればいいからさ」

　あくまでも雑談めいた軽い口調で話し続ける朱あか音ねに、澪みおはイエスともノーとも応こたえず、ただ見据えてくる。

　相変わらず変化らしい変化がない表情のなさだが……肝心なのは、そんな彼女の仮面が壊こわれた時にどんな顔を見せてくれるのか、だ。

「人に言えない、っていうのは大体二パターンに絞られる。気持ちの問題で言いたくないか、言える内容じゃないかの二つだね。どちらも考えられるから、それぞれ一つずつ案を出してみたんだ」

「そんなに言いたいのであれば、どうぞご勝手に。ただし──こちらも勝手に攻撃させて貰もらいますが」

　そう言った次の瞬しゆん間かん、澪は前のめりにしゃがみ込み、腕を振るう。朱音に向けて投げられたのは砕けた氷の破片で、コントロール良く顔へと一直線に飛んで来る。

　鋭利な破片に対し、朱音はというと──

「それじゃ、お言葉に甘えて勝手に喋しやべらせて貰おうかな」

　笑みを浮かべたまま動かず、結果として右みぎ頰ほおを破片が掠かすめて通り過ぎた。すぐに頰に熱が生まれ、じわりと血が滲にじみ出す。

　それに全く構わないまま、朱音は反撃するでもなく話を続ける。

「まずは前者だけれど……気持ちの問題で言いたくない願いとなると、恥ずかしいからか、秘めていた方が都合が良いからじゃないかと思ったんだ。でも、真っ先に思いつく暴行事件は、キミが関わっていると知っている人なんて殆ほとんどいない。だから外すとなると……あとは一つしか思い当たらなくてね」

　傷を負ったのにすらすらと喋り続ける朱音の様子に、立ち上がった澪の目に微かすかな困惑の色が覗のぞく。痛みも恐怖も感じていないのかと疑っているのかもしれない。

　だとすれば朱音にとっては好都合だ。実際は痛みもあるし、ぞわりと背筋を這はう嫌な感覚もあったが、全て無視している。見破られなければそれでいい。

　こちらを理解の範はん囲い外がいにいる化物だと思って貰えるのなら、少しは崩し易やすくなる。

　敢えて傷から流れる血を拭うこともせず、朱音は謡うたうように続けた。

「キミが隠したがることと言えば……やっぱり、新しん城じよう翔しよう輝きに関わることだろうね。願い事でどうにかして貰う予定なのに、本人が目の前に現れて流石に動揺してしまった──これなら先日の失策も納得がいく」

「そうですか。納得して貰えるのであれば、それで構いませんが」

「まあ待ってよ。まだ肝心の、彼に関わる何を願うつもりなのかを言ってないじゃないか。知りたくない？」

「どうせ下らない勘かん繰ぐりです。聞く価値があるとは思えません」

「そうかな？　キミが願うとしたら──新城くんの、閉ざされかけているサッカー人生に関してだと思ったのだけれど。下らないことかな？」

「…………」

　こちらの問い掛けに、澪みおは大きな反応を見せなかった。

　しかし反論はせず、端末を握る手に微かすかに力が入ったのを朱あか音ねは見逃さない。

「来年になったら本格的に復帰を目指すらしいね。とはいえ、ブランクがある問題を起こした選手をプロチームが獲かく得とくする気になるか、少しばかり疑問だな。上手く美談として利用する狡こう猾かつさがあるのなら別だけれど、だとしても簡単ではないはずだ」

　そこまで言うと、朱音は「でも」と前置いてから大おお袈げ裟さな仕種で天井を──正しくはさらにその上にある、空を指差す。

「海外のチームなら実力とコネがあれば、前科になっていないような事件なんて気にしない。セレクションを受けるのも一筋縄ではいかない代わり、その関門を突破すれば国内の下部リーグで活躍するよりもずっと早く代表クラスへの道が開ける……まあ、全てはそこで生き残るだけの実力あっての話だけれど、不思議なことに新しん城じようくんなら大丈夫だろうって確信があるよ。彼がサッカーをしている姿は見たことがなくても、それは言い切れる。賭かけてもいい」

「そうですか。貴方に盲もう信しんされてあの人もさぞ迷惑でしょうね」

「かもしれないね。ちなみに海外リーグならどこがいいか少し調べてみたけれど、ドイツはかなり良いみたいだね。サッカー熱が高くて選手の質もいいし、日本人選手も多いから受け入れられやすい……そうそう、誰かさんが卒業後に渡る国もドイツだったはずだ」

「……貴方がどのような勘かん繰ぐりをしているのか、理解しました」

　トーンは変わらないが、どことなく冷めた言い方だった。まあ、こんな反応をされるだろうとは予測していたし、下手をすれば無言で攻撃されてもおかしくなかったので、まだマシな方だと思える。

　しかし朱音は意外そうに小首を捻ひねり、

「あれ、素そっ気けないね。じゃあこの解答は外れかな？」

「答える気にもなれません」

　にべもなく返される……が、この反応で朱音は逆に、決して大外れではないと判断した。基本的に怜れい泉せん澪は噓が下手だ。その自覚もあるのだろう。だから核心に迫られた時、噓うそを吐ついて誤ご魔ま化かすのではなく、根本からはぐらかす。何度かのやり取りでその傾向を摑つかんでいる。

　正解を掘り当てた、とは言い切れないが、可能性はそれなりにある。

　尤もつとも──朱音としては、次の方が本命なのだが。

「やれやれだね。この調子だと、もう一つの方も外れてしまうかな？」

「知ったことではありません。ですが、これ以上下らない妄もう言げんを吐くようであれば、気分が悪くなる前に首を落とします」

　怖いことを平然と言い放つ澪は、ハッタリではなく本当にやってのけると思わせるだけの雰囲気がある。そして彼女は《氷焉ノ刻エンド・ワールド》だけでなく、《風刃シルフ・ザ・リツパー》という実行可能なスキルも持っている。

　端末を左手に持ち、空の右手をだらりと下げたまま、澪みおは前進を再開する。

「おっと、これは怖いね。じゃあこれ以上機嫌を損ねる前に、二つ目はさっさと言ってしまおうかな」

　おどけてホールドアップしてみても、澪は歩みを止めない。既に床ゆかの氷は全てなくなっているが、不思議とホール内の温度は先程までよりも下がっているように感じられた。

　客席を抜けて舞ぶ台たいに近付く澪に対し、朱音は攻撃をしかけるでもなく、ただ薄うすらと口元に優しい笑みを浮かべて──見えない銃弾を放つ。

　言葉で出来た、心を打ち砕く銃弾を。




「もう一つは……キミを陵りよう辱じよくした犯人達を殺して貰もらう、っていうのはどうだろう？」




　その一言で、炎えん鎖さでも止めることの出来ない澪の歩みが止まった。

　表情に変化は、ない。しかし瞳ひとみの奥に灯ともる光は、剣けん吞のんさを数百倍に増している。

「キミを襲おそった犯人達は、それなりの痛手を負った。でも、ほんの一ヶ月か二ヶ月で治る程度のものだ。自主退学で島の外に行かざるを得ない状況になったといっても、社会的制裁には程遠い。今ものうのうと弱者をいたぶって悦楽の日々を送っているのかもしれない。そして……もしかしたら数年後、世界でも名を馳はせたフルート奏者の怜れい泉せん澪を、恥知らずにも脅おどしてくるかもしれない」

　……滑なめらかに話す朱音を見る澪の目に、明確な殺意が宿る。それが誰に対するものかまでは分からないが、その反応だけで十分だ。

「復ふく讐しゆう、或いは将来の為に、実行犯くらいはこの世からいなくなっていて欲しいものだね。でも、殺人のリスクは高すぎる。しかも犯人達はバラバラの土地に引っ越して生活しているから、纏まとめて殺すことも出来ない。普通なら。でも──九く鬼きグループは、普通じゃない」

「…………」

「彼のグループがその手の後ろめたい仕事をしている、なんて噂うわさは聞かないけれど、頼めばやってくれるだろう。何しろ、わたし達が使っているこのチップを使えば、強制的に意識を奪うことが可能だ。ちょっとやそっとの外的要因では目を覚まさない。なら、様々な状況で事故を装って自然に殺害することだって可能だろうね」

「……可能だからといって、それをやるとは限りません」

「うん、そうだね。でも、命の値段なんて国に依よっては小銭みたいなものだったり、多少高くても数億円で済んだりする。だったら、犯罪者同然の人間に不ふ慮りよの死をプレゼントするくらい、優勝者へのご褒ほう美びでやってあげるくらいの気前の良さはあるんじゃないかな？」

　微笑ほほえんだ朱あか音ねは「良かったね」と続けて、小さく拍手をする。

「さあ、キミが望むのはどちらだろう？　正解があったら聞かせて欲しいな」

　パチパチという乾いた音が響く中で、無言の澪みおは足を止めたまま朱音を睨にらみ付け、

「……やはり、貴方は倒してしまわなければならない人でした。私の下に置いておける程、まともな人間ではありません」

「そうかな？　自分では割と中間管理職向きの小市民だと思っているのだけれど」

「貴方みたいな壊こわれた人間ばかりなら人類はとっくに破滅しています。一秒でも早くこの世から消えるべきです」

　普通ならば鼻で笑って終わりそうなセリフだが、澪の声には本気の意志が込められていた。そして彼女ならば本当に実行するだろうとも、肌で感じられる。

　今すぐにでも飛びかかって来そうな雰囲気がある、が……

　足りないな、と朱音は思った。まだ理性的な判断が出来てしまっている。実際には動かず、スキルも使用していないのがその理由だ。

　だから朱音は最後の一撃を放つべく、慈じ愛あいに満ちた笑みを浮かべ、

「それで、わたしの予想はどうだった？　当たりかな？　それとも残念賞？」

「化物とこれ以上言葉を交わすつもりはありません。死んで下さい」

「怖いなぁ。良いことを教えてあげるから、機嫌を直してくれない？」

　澪の顔を見れば、表情に出ていなくても答えは分かる。聞く耳を持つつもりはないと全身で言っている。

　端末を持つ右手を顔の高さまで上げて構える彼女が、唇を動かす──そのタイミングで。

「新しん城じよう翔しよう輝きに病気の妹がいるのは知っているかな？　重い病で、手術が必要な妹がいるのを」

「っ……!?」

　朱音の出した切り札に、澪の眉まゆ毛げが小さく跳ねる。やはりこれは知らなかったのだろう。あのなみえでさえ、光ひか流るが病気だというのは転入してくるまで知らなかった。

　ならば次の矢は、確実に刺さる。

「新城くんは妹想おもいみたいでね。恐らく彼の願いは、病気の妹が手術を受けられるよう、手配して貰もらうことだよ。だから──」

　ゆったりと弦つるを引き絞り、視線で相手を釘付けにして、




「もし海外チームに参加出来る機会を与えたとしても、妹さんの件が片付かない限り新城くんは断るだろうね。誰かの善意を無駄にすると分かっていても」




　朱音は微笑んだまま、澪の柔らかい部分へと矢を打ち込んだ。

　狙ねらい澄ました一撃に、『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』は大きく目を見開く。その瞳ひとみから暗い炎は消え、ただの虚うつろな影だけが残っていた。

　これまでごく小さな反応しか見せなかった澪みおが愕がく然ぜんとし、視線も朱あか音ねを捉とらえられていない。

　──やっぱりな、と朱音の胸の内に納得の感かん慨がいが満ちる。

　出した解答の内、本命は後者ではなく、前者の方だった。

　何故なら、澪は大事な手駒の久く我が山やま陣じんを演奏会に残してきた。利己的な願いをするのなら、部のことなど省みずに陣も連れ出していいはずだ。

　だから一人で戦うことを選んだ時、正解はこちらだろうと思った。優しい彼女ならば、自分の身を犠ぎ牲せいにしてでも恩のある新しん城じよう翔しよう輝きの為に動くと確信して。

　同時に、犯人達への暗い想おもいも少なからずあったはずだ。そこを刺激しつつ本命を隠しておいて、潜ひそませた刃やいばで不意打ちをした──これで動揺しないはずがない。

　露あらわになっている美しい顔を呆ぼう然ぜんとさせた澪の様子に、朱音は自然な動作で端末を口元へ運び、「《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》」と呟つぶやく。

　右手に出現した炎の鎖くさりを前にしても、澪は動かない。視線が炎えん鎖さに向けられただけだ。

　……本来の計画ならば、澪の理性を搔かき乱して襲おそって来させる予定だった。桐とう子こを潜ませたのも、炎鎖で攻撃させる為じゃない。別の形で奇き襲しゆうする為だった。

　しかし……この様子なら、炎鎖の一撃で終わる。わざわざもう一つ二つ手間を掛ける必要はない。

「これで終わり……かな」

　右腕を引いて炎鎖を構えても動かない敵の姿に、朱音は戦いの終わりを感じつつ、一撃で済ませようと手に力を込めて、

「──っ」

　虚ろな瞳ひとみのまま、幽ゆう鬼きのような表情で自分を見据える怜れい泉せん澪の姿に、息を吞のんだ。

　右腕は既に動き出していて、止まることなく炎鎖は投げられる。しかし僅わずかな動揺が伝わったのか狙ねらいはずれてしまい、胴体に巻き付くはずの鎖は澪の肩を打つに留まり、致命傷にはならなかった。

　だが、炎で編まれた鎖がぶつかった部分の衣服は焼け落ち、新雪のような肌は焦げてしまっている。相当な痛みが走っただろうに、澪はよろめくだけで声も漏もらさない。

「あの人……何が起きて……!?」

　後ろで桐子の驚きよう愕がくする声が聞こえてくるが、朱音も顔から笑みが消えてしまっていた。異常、の二文字だけでは説明出来ない何かが起きている。

　追撃をすればあっさりと倒せてしまいそうな予感はあるのに、纏まとっている雰囲気は死人のそれに近く、手を出すのを躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　無論、そんな雰囲気に流される朱音じゃない……が、相手は怜泉澪だ。これが演技なのか、それとも本当に半ば自失しているのかが、一目では見極められない。

「…………《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》」

　それでも二呼吸分も間を置かずに新たな炎えん鎖さを呼び出し、浮かんだ疑問ごと敵を薙なぎ払おうとして、

「──一つ、返答代わりに教えてあげましょう」

　唐突に聞こえてきた声に、再び行動を遮さえぎられた。

　殆ほとんど唇を動かさずに呟つぶやかれた澪みおの声は、底冷えする無感情なもので、普通の人ならばそれだけで竦すくみ上がりそうな魔ま力りよくめいたものがある。だが、朱あか音ねが炎鎖を放ほうれずに止まった理由は別にあった。

　それは先程浮かんだ疑問──『果たしてこれは演技なのか？』という疑問が氷解したからだ。

「……《ポーン》のオリジンスキルは、《風刃シルフ・ザ・リツパー》ではありません。あれは彼に『撃破ブレイク』させたプレイヤーのものです。本来のスキルは使い勝手が悪すぎましたので」

　話す内容は予想外のものだが、それ以上に背筋を走る悪お寒かんが脳内にけたたましくアラートを鳴らしている。

　動揺しているのは間違いないのだろうが、呆ぼう然ぜんとしているのは半ば演技だ。でなければ攻撃でも沈黙でもなく、会話という選択肢を取るのは有り得ない。

　正気だとすれば──何故、炎鎖の一撃を避よけなかったのか？　スキルを使って防がなかったのか？

　その新たな疑問に加え、澪が発した情報が意味するところを、最悪を想定して高速で思考する。湧き上がる焦りを抑え込み、嫌な予感の原因を探り出し、

「…………まさか……あのスキルと同じで……?!」

　一つの閃ひらめきに、朱音は頰ほおを強こわ張ばらせて呟きを漏もらす。

　思い出したのは、以前やり合った時に澪が使ったスキルだ。本名を解析するスキルで、完了までは数分間継続使用しなければならないようなことを言っていた。

　もし、陣じんの持っていたオリジンスキルにも似たような制約があり、事前の仕込みが必要だとしたら？

　そしてその制約の中に、移動すら許されないというものがあったら？

　だとすれば……制約がある分、どれだけ強力なスキルなのか分からない。

「《シレン》、良く分かりませんが早く──！」

「いいえ。もう遅いです」

　焦る桐とう子この声を遮った澪は、端末を持った手を朱音達の立つ舞ぶ台たい──その、やや上の方へと向けて、

「終わりです──《審判の時罪を憎んで人を憎まず》」

　ホールに響く声に応こたえ、朱音の頭上で何かが光った。

　咄とつ嗟さに見上げれば、天井から吊つるされる形で固定されたキャットウォークの近くに光の球体があり、それは激しく明滅を繰り返し、




　視界を塗り潰つぶす閃せん光こうと共に、爆音と激げき震しんが朱あか音ねを襲おそった。




「────────！」

　思わず漏もらしたはずの声は自分の耳にすら届かず、激しい揺れにバランスを崩してその場で手と膝ひざを突いてしまう。反射的に俯うつむいたおかげか視覚を焼かれるのは防げたが、目を閉じていても瞼まぶた越ごしに強烈な光が溢あふれ返っているのが分かる。

　だが、衝しよう撃げきは来ない。床ゆかの揺れからすれば全身が打ちのめされる程の衝しよう撃げきがあって然しかるべきなのに、痛みも何も感じなかった。

　光の奔ほん流りゆうはほんの二、三秒で終わったが、朱音は目を開けてもすぐに視界回復は不可能だろうと、目を閉じたまま炎えん鎖さを構えて立ち上がる。澪みおが近寄って攻撃してくるのなら、すぐに薙なぎ払うつもりで。

　しかし人が寄って来る気配はなく、ただ声だけが聞こえてきた。

「このスキルは直接的にプレイヤーを攻撃出来ない、欠陥スキルです。ですが使い方次第では、殲せん滅めつも可能です」

　──わざわざ丁てい寧ねいにそんな説明をする必要性は、ない。

　あるとしたら、ちゃんと意図が存在する。勝つ為の意図が。

　真っ先に考えられるのは──足止め。

　そう思った瞬しゆん間かん、朱音は声のした方へと炎鎖を投げつけ、涙の滲にじむ目を無理矢理に開ける。かなり視界はぼやけていたが、何も見えない訳じゃ無い。

　炎鎖を放った先では、澪が客席の後方へと走る姿が見えた。そして追撃を防ぐようにいくつもの氷壁が迫せり上がり、彼女を隠すのを。

　自分の攻撃がどうなるのかを見届けず、朱音はすぐに頭上を仰あおぎ見る。するとそこには、嫌な想像そのままの光景が広がっていた。

　朱音にはまるで衝撃はなかったが、建物には大きな衝撃が襲いかかっていたらしく、先程までとは一変していた。

　天井付近はボロボロになっていて、キャットウォークを支えていたワイヤーや鉄柱は殆ほとんど千切れるか折れるかしてしまっている。それだけでなく、照明などの舞台装置、そして天井そのものが瓦が解かいしかけていた。

　そして──朱音のぼやけた視界の中で、崩壊が始まる。

　ひしゃげたキャットウォークが、割れた照明が、天井を突き破っていた鉄骨が、様々なものを支えていた鉄柱が。

　それぞれがそれぞれの速度で、しかし堪こらえようもなく崩れ落ちようとしているのが、やけにスローモーションで見えてしまった。

　数秒と経たたずに舞ぶ台たい上じようが地じ獄ごくと化す確信に、朱あか音ねは迷うことなく舞台から逃れるべく動き出そうとする。だが、自分の身体能力では万が一の幸運でも起きない限り、助かりようもないことも分かってしまい、

「く、あ…………何が……？」

　聞こえて来た声に反応し、視界の端に映る床ゆかで這はい蹲つくばった桐とう子この姿を見つけ──




　その三秒後、朱音の体は崩れてきた鉄骨とコンクリートが背中に当たったのを切っ掛けに、いくつもの崩落物に打ちのめされた。





◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






　──遠くから聞こえて来た声に、朱音は自分が意識を失いかけていたことに気付いた。

　果たして『潜界ワールドダイブ』している状態で意識をなくしたらどうなるのか興味もあったが、それを試して敗北しては堪たまらない。今、声を掛けてくれている相手にも申し訳がなくなる。

　そんなことをぼんやり考えながら目を開けた瞬しゆん間かん、腹部を焼くような猛烈な痛みが襲おそいかかってきて、

「くっ…………ぃ、た……いね……」

　血の味を口いっぱいに感じながら呟つぶやき、意識はほぼ覚かく醒せいした。痛みのおかげだろうが、出来ればもう少しだけ手加減して欲しい。

　どうやら舞台の上に倒れているようで、視界が傾いていた。綺き麗れいだったはずの舞台は爆弾で吹き飛ばされたみたいに荒れ果てていたが、

「先せん輩ぱいっ！　大丈夫ですか?!」

　激痛を堪こらえて声のする方に顔を向けると、すぐ横に桐子が座り込んで自分を見ていた。視界に大きく映る彼女の顔を見て、つい苦笑が漏もれる。

　嫌われて憎まれてと悪感情しか持たれていないはずの桐子が、泣きそうな表情で自分を見ているのだから、笑いたくもなる。『ブラインドマスク』の眼帯があるので素顔で見られないのがとても残念だった。

　朱音の胸の上で両手を握り込んだ桐子は、いつもの大人びた仮面をどこかに忘れて来てしまったようで、年相応の少女の顔になっている。

「……やあ、無事かな……？　こっち、は…………く……酷いみたい……だね」

　唇が痛みで引き攣つってとても流りゆう暢ちようには喋しやべれず、状況を確認するべく体を見る。

　笑えることに、腹部をコンクリート付きの鉄骨が貫いていた。左腕にも大きな鉄片が刺さっているし、右足ももしかしたら折れているかもしれない。

　痛みが大きすぎると逆に痛くなくなると聞いたことがあるが、一番派手な腹部の怪我はしっかり痛いので、容よう赦しやないなと思う。現実ならば意識を失えているのかもしれないが、向こうで試したら本当の意味で命に関わる。

　尤もつとも、

「これは……流石、に…………『奴隷スレイブ』落ち、かな……？」

「……私の端末で確認しました。プレイヤーに戻っていますから、先輩は『奴隷』になっているはずです。ですが、そんなことよりっ」

　勝ち負けに関わるのに『そんなこと』と切って捨てられるのもどうかと思ったが、残念ながら朱あか音ねが口を挟む前に桐とう子こがギュッと胸の辺りを摑つかんできて、

「どうして……どうして私を庇かばったりしたんですかっ?!」

　殆ほとんど怒るような声こわ音ねに、つい口元を綻ほころばせてしまう。

　──あの時、桐子の姿を見つけた朱音は咄とつ嗟さに彼女の元に駆け寄った。

　様々な物が降り、或いは倒れてきていた舞ぶ台たい上じように、逃げ場はない。突き飛ばしたところで安全地帯も、多少の怪我で済むポイントも見つけられなかった。

「余計なお世話、だったかな……まあ、でも…………っ……手段が、あったからね」

　ただ、朱音は彼女に覆おおい被さって庇った訳じゃ無い。そんなことをしても柔やわな朱音の体では、ちょっとしたクッションになるだけで、大して結果は変わらなかっただろう。

　しかし幸運なことに、朱音は便利なスキルを持っていた。《臆病者の銃弾ブラインド・ブレツト》という、対象の存在を限定的に消してしまうスキルを。

　……本来ならば舞台に怜れい泉せん澪みおを誘い込み、このスキルで桐子の姿を消した上で背後から不意打ちして倒す予定だった。桐子もそのつもりで準備をしていた。

　なのに澪を倒すどころか、何とか桐子を逃すだけで精一杯だったのは、完全にやられたとしか言いようが無い。

「私は無傷で済みましたが……でも、そのせいで先せん輩ぱいは……！」

「ちが、うよ。二人共やられるか、っ……キミは助かるか、の、二択だった。仲良くやられても意味はない、からね」

「っ……」

　唇を嚙かみ締める桐子がどう感じているのか、朱音には分からない。別にフォローするつもりなんてないし、ただの事実を語っているだけだ。

　だからこれからすることも、別に彼女の為じゃない。

　単純に、出来ることをしようというだけの話だ。

「さ、て……と……《ローズマリー》、キミには今…………二つ、の、選択肢がある」

「…………何、を……？」

　突然の話に困惑する桐子に、朱音は構わず続ける。グズグズしていたら何もかもが手遅れになるからだ。

　幸か不幸か、緞どん帳ちようを支えていた鉄柱が舞ぶ台たいと客席の間に落ち、その影響か瓦が礫れきが山となっていて、客席の低い位置から舞台上は見えないはずだ。なのでこのやり取りは澪みおからは分からないが、崩落が終わったと判断すれば止とどめを刺しに来るだろう。

　だが……絶望するには、まだ足りない。

　持っていたままの端末を離し、自由になった右手で人差し指を立てて、

「一つは……戦せん闘とう続行、だ。《ｆ》は……っ…………反撃、されるとは……思っていない、はずだから、ね。動揺して、いた、のも……ぜんぶ、が……演技じゃない」

　痛みを堪こらえ、途切れ途切れになりながらも、朱あか音ねは続ける。

「キミなら……たぶん、倒せる、よ。天才少女、だしね……ぁっ……」

「…………私……一人で……？」

「残念だけど……わたしは、この様ざま、だから」

　それに『奴隷スレイブ』では『主人マスター』を傷つけることは出来ない。ろくに動けない朱音は、足あし手で纏まといにすらなれないだろう。

　そのことは説明しなくても桐とう子こなら分かるはずだが、その表情は不安で翳かげっている。動揺から立ち直れていないところに、二対一でも攻めあぐねていた相手を倒せると言われて疑心暗鬼になっているのかもしれない。

　天才少女らしからぬ弱気な様子に、朱音は激痛を堪えて微笑ほほえんで見せる。

「もう一つの選択肢は……わたしを『撃破ブレイク』して、逃走だね」

「なっ……!?」

「一緒に逃げる、のは……無理だよ。なら……倒して、しまって。わたしのスキル、を……活用して、勝利を目指す…………ゴホッ……！」

　咳せきと共に血が飛び、桐子の衣装にも掛かってしまう。悪いことをしたなと思いながらも、朱音は愕がく然ぜんとしている可愛い後こう輩はいに道を示す。

「驚くことじゃ、ないよ。どうせ倒されるの、なら……やっぱり、パートナーに可能性を……預けた方が、いいしね」

「そういう問題じゃありません！　私に、どうしてそんな……」

「わたしが芽め依い里りちゃんにした、のと……同じだよ。スキルやポイント…………つっ……与えるくらいなら、さ。勝ちに、活かさないと……」

　ここで逃げたところで、最後まで勝ち残るのは難しいだろう。だが、『撃破』することで朱音のスキルを得られるのだから、その場合は桐子にもチャンスがある。ポイントを貯めれば問答無用で勝利を得られるし、他のプレイヤーと協力関係を結ぶのにも有益だ。

　だから、二つに一つ。敵を倒して貰もらうか、自分を倒して貰うかだ。

「……あー……わたしを倒して、《ｆ》も倒す……そんな選択肢も、ありだよ？　出来るのなら、それは素敵だね」

「…………そんなこと……」

「出来なくはない、よ。キミは……かはっ……！………キミなら、どれでも選べる……」

　そこまで言って、朱あか音ねは右手で血に濡ぬれた唇を拭う。

　そして二本に増やした指を桐とう子こに見せつけて、いつも通りの笑みを作る。




「さあ…………キミは、どの希み望ちを選ぶ……？」




　朱音の言葉に、桐子は深く俯うつむいた。胸に置かれた手は微かすかに震ふるえ、前髪に隠れて目は見えないが、唇はギュッと硬く嚙かみ締められている。

　いくら天才少女と謳うたわれた彼女でも、怜れい泉せん澪みおを相手にするのはやはり厳しい。今なら勝てると朱音は踏ふんでいるが、桐子がそう思えないのであれば、負けてしまうだろう。

　敢えて言わなかった降伏という選択肢を選んだとしても仕方がないか、と痛みに悶もだえそうになるのを堪こらえながら考えていると、桐子が俯いたまま唇を震わせた。

「…………私は……先せん輩ぱいが、嫌いです」

　ぽつりと、水滴が落ちるような呟つぶやきを漏もらす。

　そしてそれは一言では終わらなかった。

「最初に脅きよう迫はくしてきた時から……性格も、綺き麗れいな顔をしているのも、見透かしたような態度も。平然と倫りん理りを論理で踏みにじるのも、それでいて約束は守るところも……何もかもが気に入りません」

「…………」

　ぽつぽつと話しながら、桐子の手がそっと伸びて、朱音の足の間へと入り込む。そして衣装が破れて隠せなくなっていた、太ふと腿ももの内側に忍ばせていたナイフを抜き取る。

「それに……先輩に刺されたことも、忘れていません」

「……そう、だね。わたしも…………っ……忘れて、ないよ」

「だから…………だから、私は……」

　ナイフが、桐子の手の中で回転する。

　逆手に持たれたナイフは鈍にぶく光り、切っ先はこちらの胸元へと向けられていた。

　それを見ても微笑みを崩さない朱音を、顔を上げた桐子は鋭く睨にらみ付け──

「こんな形で先輩を倒しても、納得がいきません。他の誰かのではなくて、私の力で倒してみせます」

「………………うん。それは……楽しみ、だね」

　心の底から溢あふれ出た言葉で、一いつ瞬しゆんとはいえ痛みを忘れてしまった。

　もしそんな日が来たら、たぶん負けたとしても笑ってしまうのだろう。そして勝利するのと同じくらいの満足感が得られるはずだ。

　だが、それも怜れい泉せん澪みおを倒さなければ叶かなわない。

「……一つ……余計なお世話、しようかな」

「要りません……と言っても、先せん輩ぱいは聞かないんですよね？」

「理解、っ……してくれて、嬉うれしいよ」

　息も絶え絶えだが、朱あか音ねはにこりと微笑ほほえむ。本来なら死んでいるダメージだからだろう、これ以上の悪化はないみたいだった。誰かから追加のダメージを受けなければ、『撃破ブレイク』にはならない。

　なので無理矢理に体を捻ひねり、鉄骨に貫かれたままの腹部をさらに赤黒く染めて、それでも笑みを崩さずに語りかける。

「勝負を分ける、のは……スキルでも、その人の能力でも、ない」

「…………じゃあ、何だって言うんですか？」

　桐とう子この問い掛けに、朱音は言葉ではなく、体で答える。

　血ち塗まみれの右手を、自分の左胸に当てることで。
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◆　　　　　　　　　　　　　　　◇






「……そろそろ潮時ですね」

　呟つぶやきは静まり返ったホールに響き、怜れい泉せん澪みおは端末を操作してスキルの解除を行おこなった。

　少し前までは天井や壁、支柱等が崩れる音があちこちでしていたが、今は静まり返っている。軋きしむ音もしないので、ここからさらに酷い状況になるとしても、すぐにということはない。

　ホールには、無惨としか言いようのない光景が広がっている。

　舞ぶ台たいと客席の間には瓦が礫れきと鉄柱が高く積もり、舞台上がどうなっているのか澪の位置からでは分からないはずだ。しかし、ただでは済んでいないのは知っている。

　端末には《シレン》が『奴隷スレイブ』になったという通知がいく。つまり舞台の上は、人が生きていられる状況ではない。後は止とどめを刺すだけだ。

　それでも澪がすぐに動かないのは、天あま宮みや桐とう子こを『撃破ブレイク』したという通知が来ていないからに違いない。まだ致命傷には至っていないか、或いは防御スキルを持っていたか。

　最後に声が響いたのは、澪がスキルを使う直前だった。なのでタイミング的には直撃しているはずだ。しかし端末を確認すれば、《ローズマリー》の反応はある。

　まだ生き残っているのなら警戒すべきだが、澪が優先すべきは朱音を『撃破』し、余計な口を塞ふさぐことだろう。

　だから多少のリスクは覚悟で、舞台へと向かう……

「…………！」

　──そんな桐子の読み通り、怜泉澪が動いた。

　ホール中央付近まで下がっていた彼女が左右に目を走らせ、時に振り返りながら慎重に前へと進んで行くのを、ドアの隙すき間まから確認する。

　桐子が潜ひそんでいるのは舞台袖から客席側へと繫がっている出入り口部分だ。あの爆発でドアが壊こわれ、開いたままになっている。

　心臓が早はや鐘がねを打ち、弱気な自分に押し潰つぶされてしまいそうになるが──勇気を振り絞り、桐子はホールへと躍おどり出た。

　すぐに澪がこちらに気付くが、彼女の表情が稀け有うな驚きよう愕がくに染まる。

「っ、何故?!　どうして動けるんですか──漣朱音！」

　冷静な彼女が発したとは思えない悲鳴混じりの声が、桐子に勇気を与える。

　驚きに染まった澪の言葉通り、今の桐子は所持しているもう一つのスキル、《道化師の毒針劇薬ピエロ》で《シレン》に擬ぎ態たいしていた。見た目ではまず間違いなく判別出来ないはずだ。

　距離が離れている以上、ただの手品と一緒で、何も知らない敵を驚かせる程度の効果しか見込めない。しかも相手は『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』、すぐに立ち直るに決まっている。

　だから少しでも混乱している時間を引き延ばす為にも、桐とう子こは手に持っていたナイフを全力で澪みおへと投げつけた。

「なっ、く……!?」

　幸運にもナイフは狙ねらい通りに澪の顔へと一直線に飛んでいき、彼女はしゃがみ込んでそれを避よける。炎えん鎖さよりも速いので氷壁を作るよりは避けるだろうと踏ふんだが、読みが当たった。

　奇き襲しゆうは不発に終わったが、端から当たるだなんて期待していない。澪が回かい避ひに気を取られたタイミングを見計らい、桐子は身を屈かがめながら客席の間を駆ける。

　運動は苦手で、走る速度は遅いし、窮きゆう屈くつな体勢でバランスを崩して転びそうになるのを、膝ひざを床ゆかに打ちながらも懸けん命めいに前へと進む。

「っ、隠れても無駄です──《氷焉ノ刻エンド・ワールド》！」

　焦りの滲にじんだ声が聞こえて来て、おかげで澪が氷壁を作り出したのだと分かる。敵を見失っても、防御を固めていれば問題無いという、その発想は正しい。

　だが、ここまでは想定している。

「……《炎鎖の魔女ウイツチ・スクリーム》」

　呟つぶやき、右手に炎の鎖くさりが生み出されるのと同時に視界が霞かすみ、《シレン》の体が《ローズマリー》に戻る。それと同時に、走りながら全力でジャンプをするように膝を伸ばして立ち上がり、即座に澪へと投げつけた。

　炎えん鎖さは出来上がったばかりの氷壁にぶつかり、互いに消える。その攻撃で澪の視線がこちらへと向き、目を瞠みはって声を上げた。

「天あま宮みや、桐子!?　いつの間にっ……?!」

　驚きよう愕がくし後ずさる澪だが、その瞳ひとみに納得の色が浮かぶのを桐子は見てしまった。先程の《シレン》がスキルに依よる擬ぎ態たいだと、この一いつ瞬しゆんで看かん破ぱしたのかもしれない。

　桐子と澪の距離は、あと三メートルも無い。もう少しで手が届く。

　……だというのに、

「──っ、《氷焉ノ刻エンド・ワールド》！」

　これだけ策を重ねたというのに、怜れい泉せん澪は目を鋭く細め、左手に持った端末を口元へと運びスキル名を叫ぶ。

　それに応こたえて床から氷の壁が迫せり上がり、桐子の行く手を塞ふさごうとする。同時に澪は身を捩よじり、距離を稼かせぐべく動き出した。

　スキルだけでも厄やつ介かいなのに、判断が早すぎる。しかも身体能力でも、文化系ながらハードな吹奏楽部で鍛きたえられた澪と、勉強ばかりしてきた桐子では大きな大きな差がある。

　これを埋めるには、炎鎖では足りない。

　勝つ為には、今のままでは足りない。

　だから桐子は端末を構えて歯を食い縛り、最後の賭かけに出た。

「────！」

　見ないまま端末を操作するのと同時に、桐とう子この視界が霞かすむ。スキルが発動し、《ローズマリー》の姿が瞬しゆん時じに塗り替えられていき、




「──待ってくれ、怜泉！」

　新しん城じよう翔しよう輝きの姿となって訴えながら、怜れい泉せん澪みおへと手を伸ばした。




「……………………ぁ……」

　幽ゆう霊れいでも見たような啞あ然ぜんとした驚きに染まった澪の顔が、桐子の視界に焼き付く。

　腰の高さまで迫せり上がっていた氷壁が途中で止まり、飛び退のこうとしていた体もぐらりと揺れて仰のけ反ぞるだけで、全ての行動を強制的にキャンセルされたような様相だった。

　瞳ひとみは信じられないと言わんばかりに見開かれ、翔桐輝子の顔に釘付けになり。

　桐子が氷壁を飛び越え損ね、倒れかかりながらも手を伸ばす間も硬直したままだった。

　──澪は、分かっていたはずだ。これはスキルによる擬ぎ態たいで、本物の新城翔輝がいきなり出て来るはずがないと。

　頭では理解しているのに、有り得ないと分かっているのに。

　それでも支配しきれない部分に──自分でも触れないようにと心の奥底に封じられていた部分に不意打たれたことが、『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』と謳うたわれた怜泉澪の敗因だった。













　　　エピローグ







　舞ぶ台たいの上で倒れたままの朱あか音ねは、ホールで何が起きたのかを見ることは出来なかった。

　聞こえて来る声も継続する激しい痛みと止まらない目眩めまいが邪魔をしてあまり聞き取れず、身み動じろぎするだけでも厳しいので寝ているだけの有様だ。

　それでも舞台袖から戻って来た桐とう子こを見れば、何がどうなったのかは分かる。彼女がどこか暗あん鬱うつとした表情をしている理由も含めて、だ。

「……やあ。無事に勝てた……みたい、だね」

「……そう、ですね。後味は最悪ですが」

　慣れないエスプレッソを飲んだように苦々しく口元を歪ゆがめた桐子は、朱音の傍そばまで来て座り込む。

　鉄骨の刺さったままの腹部、それから左腕の裂傷と視線を移し、

「……まだ痛むまま、ですか」

「まあ、ね。追加のダメージがなければ……このまま、かな」

　確認はしていないが、恐らくもう十分かそこらでプレイングタイムは終わる。それまで待つか、『界帰マインドアウト』を入力してやはり十分待つか。どちらにしろ、『奴隷スレイブ』でなくなったからといって都合良く治るものではなかったので、このままだ。

　尤もつとも、

「まあ……キミが、その気になったら……っ…………『撃破ブレイク』されて、終戦だけれど」

　今の朱音ならばスキルなんてなくても、簡単に倒せる。武器すら必要無い。軽く踏ふみつけるだけでも、指先一つでも『撃破』出来るだろう。

　腹から生えている鉄骨を揺するだけでも、恐らくは致死ダメージとしてカウントされる。自分で動く分には大丈夫かもしれないが、与えられたダメージと認識されればアウトだというのは、押し寄せる苦痛が教えてくれていた。

　今も微笑ほほえんでいるつもりだが、ちゃんと表情を作れているか分からない。頰ほおが引き攣つっているかもしれないし、顔色だってかなりまずいだろう。

　横に座り込んだ桐子はじっと朱音の顔を見つめていたが、ややあってから近くに落ちていた端末を拾い上げる。それは朱音のもので、そこにあることは分かってはいたが手を伸ばすことすら叶かなわず、放置していた。

「……お望みとあれば、すぐに楽にしてあげますよ」

「ははっ……有り難いけれど、それは勘かん弁べん、かな…………絶望するにはまだまだ、だし……こんな状態で、言うことでも……ないけど、ね」

「そうですね。そんな風に弱った様を見てしまうと、普段したり顔で上から目線の話ばかりする先せん輩ぱいの意見なんて無視して、止とどめを刺してしまいたくなります」

「怖い、なぁ。まあ……むざむざやられるつもり、は…………かはっ……ない……けどね」

　咳せき込み、血を吐きながらも朱あか音ねは微笑ほほえむ。

　ただの強がりに見えるだろうが、それでもいい。ここで動いても致死ダメージにカウントされないのであれば、無理矢理に動いて不意を突くことだって可能だ。

　──そう自分に言い聞かせ、相手には可能性の種を植え付ける。今出来るのは、それくらいしかない。

　瀕ひん死しの朱音が見せる精一杯の態度に、桐とう子こは何故か悔しげに奥歯を嚙かんで、

「……どこまでもブレない人ですね。そういうところ、本当に嫌いです」

「お褒ほめに預かり、光栄……だよ」

「……前言を翻ひるがえすつもりはありません。先輩は私の手で、私の力だけで倒します。だから──」

　そう言うと、桐子は意外な行動に出た。

　取り出した自分の端末と朱音の端末を重ね合わせ、その状態で小さく唇を動かす。

「──『降参サレンダー』」

「……………………え……？」

　予想外の行為に、朱音の口から演技ではない驚きの声が漏もれる。

　桐子がここで止めを刺しに来ないのは、性格上そうだろうと踏ふんでいた。ただし弱気な態度を見せれば、覆くつがえされる可能性もあるだろうなとも思っていた。

　しかし、まさか自分から『奴隷スレイブ』の身に戻るとまでは全く考えていなかった。

「……どう、して……？」

「そろそろ吹奏楽部の演奏が終わります。早く『界帰マインドアウト』しなければ《ポーン》が来てしまい、《ｆ》が『撃破ブレイク』されたと知った彼が激げつ昂こうして襲おそいかかって来たら……一対一では勝てるかどうか分かりませんし、少なくとも先輩は倒されてしまうでしょうから」

「だから、って…………わたしを、『奴隷』にすれば……」

「状況を戻しただけです。先輩を私の『奴隷』にしてしまったら、自力で覆したなんて言えませんから」

　主従関係にあるプレイヤー同士なら近くにいても入力してすぐに『界帰』が出来るので、朱音は自分が桐子の『奴隷』になる提案をすることも考えていた。だからこそ、彼女がこんな選択をしたのは予想外だった。

　桐子の言う通り、朱音を『奴隷』にした場合は立場が逆転することになる。とはいえ、あれだけこちらを嫌っている彼女がわざわざ『奴隷』に戻るなんて、普通に考えてまず有り得ない。それに桐子は既に二度『奴隷』になっている。これで三度目で、もう後がない。

　なのに桐とう子こは躊躇ためらうことなく、何の条件も付けずに実行した。

　それでいて眼帯に隠された彼女の瞳ひとみには、朱あか音ねに対して反抗的な──絶対に負けないという、強烈な敵対心が映し出されている。

　片方の端末を朱音の手元に置いた桐子はゆっくりと立ち上がり、

「ただし──主従関係はシステム上だけです。これからは対等な立場として……そして先せん輩ぱいの力ではなく、自分の力でこの『ゲーム』を制してみせますから」

　あくまでも頼れる味方としてではなく、競争相手として。

『主人マスター』である朱音ならともかく、『奴隷スレイブ』の身では叶かなうはずがないのだが……どうやら、それをも覆くつがえしてみせるつもりのようだった。

　何が桐子にその決心をさせたのか、朱音は分からない。怜れい泉せん澪みおを倒したことが切っ掛けなのか、それすらも不明だ。

　だが、この戦いに挑む前の迷いは完全に拭い取られていることだけは分かる。

　そして──桐子が、本気で自分に挑もうとしているのも。

　だからこそ朱音は激痛に苛さいなまれながらも、湧き上がる喜びを抑えきれず口元を綻ほころばせ、

「それは……うん。とても、楽しみだ……」

　怜泉澪という難敵が倒されても、まだクリアには届かない。

　新しん城じよう翔しよう輝きというそれ以上の敵もいるし、今ここに新たな強敵が生まれた。

　一体どうなるのか分からない、まだまだ終わらない『ＰｏＳ』に朱音は心から喜びを感じながら、置かれていた端末を手にし、目を閉じる。




　──そうして、『銀エ旋ウのテ女ル王ペ』との戦いは幕を閉じた。










　　　あとがき




　前巻からちょっと時間が空あいてしまいましたが、引き続き『堕だ天てんのシレン』二巻も手に取って頂きありがとうございます！　作者の上こう月づき司つかさです。

　この本が出る頃には夏になっているはずですが、作品の舞ぶ台たいになっている新しん湘しよう南なんタウンは人工島で季節毎ごとの急激な寒暖はあまりない設定です。ただし夏は真っ当に暑い。海水浴に訪れる人も多いし、暑さが苦手な観光客も冷房が効いた乗り物で大抵のスポットに直通出来る安心設計です。




　ところでこの作品ではほんのりポーカーを扱っていますが、僕は主にオンラインの無料ルームで遊んでいます。なので実際に行うライブポーカーの経験は殆ほとんどなく、年に一度開かれるトーナメントに参加する程度。

　初参加の時はともかく、もう四、五年参加しているので、そろそろ予選通過して本戦のファイナルテーブルまで残っちゃおうかなー……と野望を胸に今年も行った訳ですが。

　……何回参加しても緊張しちゃって、声と手が軽く震ふるえてね……発声ミスもして、他の人に迷惑もかけてしまって……！

　肝心の結果はというと、順当に予選敗退です。手札が全然な上に、七割オーバーくらいで勝てるかなー、という勝負にさらっと負けて、運のなさを露ろ呈ていして帰って来ました。

　これが上級プレイヤーなら手札が悪くても何とかしてみせるところなのですが、まともに発声も出来ない緊張しまくりの素人しろうとには無理でした！　でも来年も参加する！




　そんなどうでもいい私わたくし事ごとはともかく、本作『堕天のシレン』のことですが。

　今のところ、三巻は刊行予定です。『ＰｏＳ』の決着がつく……はず……！

　ただしいつ頃になるかはまだ未定なので、しばしお待ちを。なるべく早く書きますので。

　それでは、また次の巻で会えることを願っています！





上月司
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上こう月づき 司つかさ

１９８２年生まれの横浜市民。うちの猫も引っ越した先にすっかり慣れたみたいで、女王様の如く振る舞っています。ただしビビリなので、来客の度に逃げたり隠れたり。
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イラスト／さんた茉まつ莉り

うずら（オカメインコ）とわらび（サザナミインコ）の３人で暮らしています、好きなケーキはミルフィーユです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「上月 司先生」係

「さんた茉莉先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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